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学 力 検 査 の 概 要 に つ い て

令和７年度岡山県公立高等学校入学者選抜のための学力検査の結果等

について、取りまとめました。

この冊子には、特別入学者選抜等も含めて、公立高等学校入学者選抜

の実施状況等の統計資料と、学力検査結果の概要及び学力検査の応答状

況について分析した統計資料を収録しています。

県下中学校卒業者の進学実態及び学習修得程度の実態を反映したもの

になっていると考えられますので、今後の学習指導及び進路指導上の参

考資料として十分活用くださるよう期待します。

岡山県教育庁高校教育課

高 校 魅 力 化 推 進 室





本冊子の活用について

本冊子を指導計画や指導方法等の改善に活用していただくために、「第２ 各教

科の出題のねらい、結果の概要と授業改善の視点等、応答率及び問題」について

は、次のとおり構成しています。

（１）出題のねらい

ア 全般的なねらい

各教科における指導を通して求める力の概要を示しています。

イ 問いごとのねらい

大問ごとに求める力を明示しています。

（２）結果の概要と授業改善の視点等

ア 結果の概要

正答率が比較的高かった設問及び低かった設問並びに、正答率に

特徴が見られた設問について概要を明示しています。

イ 授業改善の視点等

「ア 結果の概要」において、各教科１、２問ずつ取り上げて、

指導のポイントを明示しています。

〈分析〉

各問いについて、多く見られた部分点や誤答のパターンから

思考過程を分析しています。

〈視点〉

分析を基に、身に付けさせたい力や具体的なアドバイスなど

授業改善の視点を明示しています。

（３）応答率

小問ごとに出題形式（選択・短答・記述）及び応答率（正答率・部分点

率・誤答率・無答率）をグラフ化しています。応答率の高低が視覚的に把

握しやすくなるように工夫しています。指導計画や指導方法等の改善に活

用してください。

（４）問題

解答用紙と学力検査問題です。
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Ⅰ 学力検査等の実施の概要

１ 学力検査の目的
令和７年度岡山県公立高等学校入学志願者の学力を検査し、入学者選抜の資料とする。

２ 学力検査の構成と期日・時間
特別入学者選抜 2月5日（水）
8:50 ～ 9:15 集合点呼。受検のための注意を受け、検査室に入る。
9:15 ～ 9:20 受検上の注意 黙読。
9:20 ～10:05 国語（45分）
10:05 ～10:20 退室、休憩。
10:20 ～10:25 検査室に入る。
10:25 ～11:10 数学（45分）
11:10 ～11:25 退室、休憩。
11:25 ～11:30 検査室に入る。
11:30 ～12:15 英語（45分）
12:20 ～12:30 面接・選択実施する検査についての注意を受ける。

一般入学者選抜 3月11日（火）
8:50 ～ 9:15 集合点呼。受検のための注意を受け、検査室に入る。
9:15 ～ 9:20 受検上の注意 黙読。
9:20 ～10:05 社会（45分）
10:05 ～10:20 退室、休憩。
10:20 ～10:25 検査室に入る。
10:25 ～11:10 数学（45分）
11:10 ～11:25 退室、休憩。
11:25 ～11:30 検査室に入る。
11:30 ～12:15 国語（45分）
12:15 ～13:00 退室、休憩、昼食。
13:00 ～13:05 検査室に入る。
13:05 ～13:50 英語（45分）
13:50 ～14:05 退室、休憩。
14:05 ～14:10 検査室に入る。
14:10 ～14:55 理科（45分）
15:00 ～15:10 面接・実技についての注意を受ける。

３ 入学者選抜の実施方法
(1) 出願手続及び期日
特別入学者選抜
1月 9日～ 1月17日 特別出願関係書類の提出

全国募集出願関係書類の提出
1月21日～ 1月23日 特別入学者選抜出願関係書類の提出

特別入学願書、自己申告書
（学区外出願許可通知書）
特別入学志願者一覧表、調査書

2月 5日 学力検査
2月 5日、 2月 6日 面接、各高等学校において選択実施する検査

※ 両日のうちいずれか１日で実施する場合がある。
2月14日 特別入学者選抜結果の通知

2月25日～ 3月13日 学年についての報告書、同百分率表の提出
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一般入学者選抜
1月 9日～ 1月31日 特別出願関係書類の提出

全国募集出願関係書類の提出
2月25日～ 2月27日 入学出願関係書類の提出

入学願書、自己申告書、実技申告書
（学区外出願許可通知書）
入学志願者一覧表、調査書

2月25日～ 3月13日 学年についての報告書、同百分率表の提出
3月11日 学力検査

（烏城高等学校では、数学、国語、英語の３教科を受検）
3月12日 面接
3月19日 合格者の発表

追検査
～ 3月12日 追検査出願関係書類の提出
3月19日 学力検査、面接

3月19日以降 合格者の発表

第２次募集（県立全日制）
3月21日～ 3月24日 第２次募集出願関係書類の提出

3月25日 面接
3月25日以降 合格者の発表

第２次募集（県立定時制）
3月21日～ 3月25日 入学出願関係書類の提出

3月26日 面接
3月26日以降 合格者の発表

(2) 学力検査問題の作成
岡山県教育委員会において作成した。
ただし、一般入学者選抜において高等学校長は、県教育委員会と協議の上、全ての教科又は一部

の教科について問題を作成することができることとした。
高等学校長が問題を作成した高等学校及び教科は、次のとおりである。
岡山朝日高等学校 国語、数学、英語（聞き取り検査を含む。）

(3) 学力検査の実施
学力検査は、志願先高等学校において実施した。
学力検査の実施管理に当たっては、高等学校ごとに委員長及び委員からなる実施委員会を設置し

た。

(4) 学力検査結果の処理
ア 特別入学者選抜

志願先高等学校ごとに、採点後、各教科の得点(各教科70点満点)を合計し、その結果を選抜の
ための資料とした。
また、所定の統計表等を作成し、県教育委員会に提出した。

イ 一般入学者選抜
志願先高等学校ごとに、採点後、各教科の得点(各教科70点満点)を合計し、その合計得点を基

に高等学校長が定める10段階又は５段階の評定段階による評価を行い、その結果を「学力検査の
評定段階」とし、選抜のための資料とした。
また、所定の統計表及び学力判定原簿を作成し、県教育委員会に提出した。

４ 学力検査受検者数（全国募集を除く）
第１表のとおりである。

５ 公立高等学校入学志願者数及び合格者数（全国募集を除く）
第２表、第３表のとおりである。

６ 公立高等学校特別入学者選抜等志願者数及び合格内定者数（全国募集を除く）
第４表～第８表、第10表～第14表のとおりである。

７ 公立高等学校一般入学者選抜志願者数及び合格者数等（全国募集を除く）
第９表、第15表のとおりである。

８ 県立高等学校の全国募集志願者数及び合格者数等
第16表、第17表のとおりである。
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第１表　学力検査受検者数

　特別入学者選抜 （公立全日制及び公立定時制）

年　度

令和７年度

令和６年度

増減

　一般入学者選抜（公立全日制及び公立定時制）

年　度

令和７年度

令和６年度

増減

（注）卒業(見込)者数は、特別支援学校中学部の卒業者数を含まない。

第２表　令和７年３月中学校卒業見込者数と募集定員及び志願者数等

令7.3
中 学 校
卒業見込
者　　数

(a)

令7.3中卒
見込者で進
学希望者数
(7.1.10

現在) (b)

 (b/a)
  ×100

募集定員

（c）

 (c/a)
  ×100

入　　学
志願者数

(d)

 (d/a)
  ×100

合格者数

(e)

 (e/a)
  ×100

全 11,231  67.4  10,905  65.5  6,010  36.1  10,258  61.6  

定 399  2.4  870  5.2  235  1.4  419  2.5  

計 11,630  69.8  11,775  70.7  6,245  37.5  10,677  64.1  

3,223  19.4  5,590  33.6  

14,853  89.2  17,365  104.3  

第３表　学科別定員及び合格者数

普通科　※1

理数科　※2

普通科　※3

理数科　 　

普通科　※4

国際系　　 

その他普通系※5

体  育  科

農  業  科

工  業  科

商  業  科

家  庭  科

看  護  科

情　報  科

福  祉  科

その他　※6

総 合 学 科

計

（注）※1は、岡山一宮高校、西大寺高校及び玉島高校の普通科を除く。
　　　※2は、倉敷天城高校及び津山高校の理数科。
      ※3は、岡山一宮高校及び玉島高校の普通科と理数科のくくり募集。
　　　※4は、西大寺高校の普通科と国際情報科のくくり募集。
　　　※5は、邑久高校の生活ビジネス科及び和気閑谷高校のキャリア探求科。
　　　※6は、井原高校の地域生活科及び高梁城南高校の環境科学科。
　　　合格者数は、第２次募集における合格者数を含む。

120 　 　 69 　 　 

10,905 　 　 10,258 　 　 870 　 　 419 　 　 

80 　 　 68 　 　 

40 　 　 40 　 　 

30 　 　 26 　 　 

400 　 　 376 　 　 

1,715 　 　 1,644 　 　 120 　 　 16 　 　 

80 　 　 80 　 　 

120 　 　 

160 　 　 
200 　 　 

40 　 　 

600 　 　 308 　 　 

80 　 　 80 　 　 

16,650  

公
　
立

私　立

合　計

（注）私立の募集定員には朝日塾中等教育学校を含まない。
　　　入学志願者数は一般入学者選抜及び県立高校に準じない入学者選抜のものである。
　　　合格者数は、公立(全日制及び定時制)の第２次募集における合格者数を含む。

学  科  名
公　立　全　日　制 公　立　定　時　制

定　　員 合格者数

△258     △203     △144     △59     △0.3     

公
私
立

16,650     6,224     6,135     89     36.8     

16,908     6,427     6,279     148     37.1     

△258     △308     △321     13     △1.3     

卒業(見込)者数
(a)

入学志願者数
(b)

受検完了者数
（c）

欠 席 者 数
(b-c)

受　検　率
(c/a)×100

41.7     

16,908     7,624     7,269     355     43.0     

640 　 　 545 　 　 

40 　 　 40 　 　 

120 　 　 84 　 　 

1,560 　 　 1,487 　 　 

470 　 　 408 　 　 

120 　 　 114 　 　 

440 　 　 
560 　 　 

4,800 　 　 4,532 　 　 

定　　員 合格者数

卒業(見込)者数
(a)

入学志願者数
(b)

受検完了者数
（c）

欠 席 者 数
(b-c)

受　検　率
(c/a)×100

16,650     7,316     6,948     368     
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普 通 科 677 1,142 671 普 通 科 62 139 60 

理 数 科 95 223 95 

国 際 系 学 科 20 59 20 

そ の 他 普 通 系 96 151 96 

体 育 科 80 100 80 

農 業 科 367 447 343 

工 業 科 1,305 1,791 1,283 普 通 科 140 131 86 

商 業 科 1,168 1,735 1,140 商 業 科 15 24 15 

家 庭 科 314 434 311 総 合 学 科 59 78 52 

看 護 科 94 94 72 計 214 233 153

情 報 科 30 52 30 

福 祉 科 32 42 32 

そ の 他 72 72 66 

総 合 学 科 324 398 319 

計 4,674 6,740 4,558

普 通 科 202 270 146

商 業 科 15 24 15

総 合 学 科 59 78 52

計 276 372 213

工 業 科 32 39 31 

商 業 科 64 43 40 

総 合 学 科 40 122 76 

計 136 204 147

普 通 科 4  3  

国 際 系 学 科 0  0  

計 4  3  

普 通 科 677 1,142 671 

理 数 科 95 223 95 

国 際 系 学 科 20 59 20 

そ の 他 普 通 系 96 151 96 

体 育 科 80 100 80 普 通 科 40 以内 9  8  

農 業 科 367 447 343 

工 業 科 1,337 1,830 1,314 

商 業 科 1,232 1,778 1,180 

家 庭 科 314 434 311 

看 護 科 94 94 72 

情 報 科 30 52 30 

福 祉 科 32 42 32 総 合 学 科 24  10  9  

そ の 他 72 72 66 

総 合 学 科 364 520 395

計 4,810 6,944 4,705

普 通 科 0  0  

工 業 科 0  0  

総 合 学 科 0  0  

計 0  0  

各校とも
若干名

（注）「その他普通系」は、邑久高校の生活ビジネス科及び和気閑谷高校の
       キャリア探求科。
　　　「その他」は、井原高校の地域生活科及び高梁城南高校の環境科学科。

第５表　県立高等学校海外帰国生徒のための入学者選抜の
　　　　志願者数及び合格内定者数等

第６表　県立高等学校連携型中高一貫教育に係る
　　　　入学者選抜の志願者数及び合格内定者数等

第７表　県立高等学校フレックス制に係る入学者選抜の
　　　　志願者数及び合格内定者数等

第８表　公立高等学校定時制課程の特別な入学者選抜の
　　　　志願者数及び合格内定者数等

学 科 名 募集人員 志願者数 合格内定者数

学 科 名 募集人員 志願者数 合格内定者数

合格内定者数

合格内定者数

学 科 名 募集人員 志願者数 合格内定者数

各校とも
若干名

学 科 名 募集人員 志願者数

公 立 定 時 制

学 科 名
特別入学
募集人員

志願者数

学 科 名
特別入学
募集人員

志願者数 合格内定者数

学 科 名
特別入学
募集人員

志願者数 合格内定者数

市 立 定 時 制

第４表　公立高等学校特別入学者選抜の学科別志願者数
　　　　及び合格内定者数等

志願者数 合格内定者数

志願者数 合格内定者数

県 立 全 日 制

市 立 全 日 制

学 科 名

学 科 名
特別入学
募集人員

特別入学
募集人員

県 立 定 時 制

公 立 全 日 制

志願者数 合格内定者数
特別入学
募集人員

学 科 名
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第９表　公立高等学校の学科別の一般入学者選抜志願者数及び合格者数等

県立全日制

普 通 科※1 4,800 944 3,846 4,009 1.04 1.01 3,571 273 18 17 256 

理 数 科※2 80 80 0 － － － － 0 

普 通 科※3 440 －
理 数 科 120 60 
普 通 科※4 160 －
国 際 系 40 20 

その他普通系※5 120 96 24 31 1.29 1.14 18 6 1 0 6 

体 育 科 80 80 0 － － － － 0 

農 業 科 470 343 127 86 0.68 1.10 62 65 5 3 62 

工 業 科 1,675 1,283 392 402 1.03 1.12 321 70 5 5 65 

商 業 科 1,480 1,140 340 482 1.42 1.69 295 45 2 2 43 

家 庭 科 400 311 89 74 0.83 1.89 60 29 6 5 24 

看 護 科 120 72 47 14 0.30 0.62 12 35 0 0 35 

情 報 科 40 30 10 7 0.70 1.30 10 0 

福 祉 科 40 32 8 9 1.13 0.50 8 0 

その他　※6 80 66 14 3 0.21 0.63 2 12 0 0 12 

総 合 学 科 480 328 152 56 0.37 0.72 49 103 11 8 95 

計 10,625 4,885 5,729 5,968 1.04 1.09 5,088 638 48 40 598 

市立全日制

工 業 科 40 31 9 5 0.56 0.38 3 6 2 1 5 

商 業 科 80 40 40 8 0.20 0.31 8 32 3 2 30 

総 合 学 科 160 136 24 29 1.21 1.63 25 0 

計 280 207 73 42 0.58 0.78 36 38 5 3 35 

公立全日制

普 通 科※1 4,800 944 3,846 4,009 1.04 1.01 3,571 273 18 17 256 

理 数 科※2 80 80 0 － － － － 0 

普 通 科※3 440 －
理 数 科 120 60 
普 通 科※4 160 －
国 際 系 40 20 

その他普通系※5 120 96 24 31 1.29 1.14 18 6 1 0 6 

体 育 科 80 80 0 － － － － 0 

農 業 科 470 343 127 86 0.68 1.10 62 65 5 3 62 

工 業 科 1,715 1,314 401 407 1.01 1.11 324 76 7 6 70 

商 業 科 1,560 1,180 380 490 1.29 1.55 303 77 5 4 73 

家 庭 科 400 311 89 74 0.83 1.89 60 29 6 5 24 

看 護 科 120 72 47 14 0.30 0.62 12 35 0 0 35 

情 報 科 40 30 10 7 0.70 1.30 10 0 

福 祉 科 40 32 8 9 1.13 0.50 8 0 

その他　※6 80 66 14 3 0.21 0.63 2 12 0 0 12 

総 合 学 科 640 464 176 85 0.48 0.83 74 103 11 8 95 

計 10,905 5,092 5,802 6,010 1.04 1.09 5,124 676 53 43 633 

0 

0 

180 252 1.40 1.51 180 

500 543 1.09 1.16 500 

令和６年度
(b)/(a)

合格者数

第　　２　　次　　募　　集

不足数
募集人員 志願者数 合格者数

学 科 名 募集定員
特別入学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
（b）

(b)/(a)

合格者数

第　　２　　次　　募　　集

不足数
募集人員 志願者数 合格者数

0 

（注）※1は、岡山一宮高校、西大寺高校及び玉島高校の普通科を除く。
　　　※2は、倉敷天城高校及び津山高校の理数科。
　　　※3は、岡山一宮高校及び玉島高校の普通科と理数科のくくり募集。
　　　※4は、西大寺高校の普通科と国際情報科のくくり募集。
　　　※5は、邑久高校の生活ビジネス科及び和気閑谷高校のキャリア探求科。
　　　※6は、井原高校の地域生活科及び高梁城南高校の環境科学科。

学 科 名 募集定員
特別入学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
（b）

(b)/(a)
令和６年度
(b)/(a)

0 

180 252 1.40 1.51 180 

500 543 1.09 1.16 500 

令和６年度
(b)/(a)

合 格 者 数

第　　２　　次　　募　　集

不足数
募集人員 志願者数 合格者数

学 科 名 募集定員
特別入学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
（b）

(b)/(a)
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県立定時制

普 通 科 140 60 80 76 0.95 1.16 59 4 1 20 

市立定時制

普 通 科 ※ 460 86 374 109 0.29 0.35 97 7 5 272 

工 業 科 ・ 120 - 120 20 0.17 0.25 16 104 

商 業 科 ・ 30 15 15 11 0.73 0.20 11 4 

総合学科 ・ 120 52 68 19 0.28 0.27 17 3 0 51 

計 730 153 577 159 0.28 0.32 141 10 5 431 

公立定時制

普 通 科 ※ 600 146 454 185 0.41 0.48 156 11 6 292 

工 業 科 ・ 120 - 120 20 0.17 0.25 16 104 

商 業 科 ・ 30 15 15 11 0.73 0.20 11 4 

総合学科 ・ 120 52 68 19 0.28 0.27 17 3 0 51 

計 870 213 657 235 0.36 0.41 200 14 6 451 

令和６年度
(b)/(a)

合格者数

第２次募集

不足数
志願者数 合格者数

不足数
志願者数 合格者数

（注）※は、県立高校に準じない入学者選抜実施校（松山高校、宇治高校及び片上高校）を含む。
      特別入学等合格者数には定時制課程の特別な入学者選抜の合格者を含む。

学 科 名 募集定員
特別入 学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
（b）

(b)/(a)

（注）特別入学等合格者数には定時制課程の特別な入学者選抜の合格者を含む。

学 科 名 募集定員
特別入 学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
（b）

(b)/(a)
令和６年度
(b)/(a)

合格者数

第２次募集

令和６年度
(b)/(a)

合格者数

第２次募集

不足数
志願者数 合格者数

学 科 名 募集定員
特別入 学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
（b）

(b)/(a)
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系 列 名 系 列 名
岡 山 一 宮 理 数 40 112 40 倉 敷 商 業 商 業 150 228 150

岡 山 城 東 普 通 国 際 経 済 30 36 30

［ 国 際 教 養 ］ 30 63 30 情 報 処 理 60 73 60

［ 音 楽 ］ 25 35 25 玉 島 商 業 ビ ジ ネ ス 情 報 128 194 128

西 大 寺 国 際 情 報 20 59 20 津 山 理 数 15 22 15

商 業 64 127 64 津 山 東 食 物 調 理 30 37 30

瀬 戸 (16) (27) (7) 看 護 30 33 30

普 通 80 163 80 津 山 工 業 機 械 28 40 28

高 松 農 業 農 業 科 学 32 30 29 ロ ボ ッ ト 電 気 28 35 28

園 芸 科 学 32 36 31 工 業 化 学 28 33 28

畜 産 科 学 32 42 32 土 木 28 24 19

農 業 土 木 32 24 22 建 築 28 31 28

食 品 科 学 32 43 32 デ ザ イ ン 28 47 28

興 陽 農 業 32 61 32 津 山 商 業 地 域 ビ ジ ネ ス 64 121 64

農 業 機 械 32 39 32 情 報 ビ ジ ネ ス 64 90 64

造 園 デ ザ イ ン 32 33 32 玉 野 光 南 情 報 30 52 30

家 政 32 51 32 体 育 80 100 80

被 服 デ ザ イ ン 32 41 32 笠 岡 工 業 電 子 機 械 32 55 32

瀬 戸 南 生 物 生 産 32 55 32 電 気 情 報 32 26 22

園 芸 科 学 32 44 32 環 境 土 木 32 47 32

生 活 デ ザ イ ン 32 46 32 笠 岡 商 業 ビ ジ ネ ス 情 報 96 145 96

岡 山 工 業 機 械 64 82 64 井 原 (3) (0) (0)

電 気 32 33 31 普 通 60 93 60

情 報 技 術 32 62 32 地域生活＜グリーンライフ＞ 20 17 15

化 学 工 学 32 45 32 地域生活＜ヒューマンライフ＞ 20 21 19

土 木 32 51 32 総 社 家 政 28 62 28

建 築 32 65 32 総 社 南 普 通

デ ザ イ ン 32 77 32 [ 国 際 ] 25 61 25

東 岡 山 工 業 機 械 64 77 64 [ 美 術 工 芸 ] 25 31 25

電 子 機 械 64 76 64 高 梁 普 通 60 139 60

電 気 32 38 32 家 政 32 31 30

設 備 シ ス テ ム 32 40 32 高 梁 城 南 電 気 32 36 32

工 業 化 学 32 51 32 デ ザ イ ン 32 39 32

岡 山 東 商 業 ビ ジ ネ ス 創 造 192 305 192 環 境 科 学 32 34 32

情 報 ビ ジ ネ ス 64 113 64 新 見 普 通 40 36 36

岡 山 南 商 業 64 97 64 生 物 生 産 15 15 14

国 際 経 済 32 44 32 工 業 技 術 17 25 17

情 報 処 理 64 85 64 備 前 緑 陽 総 合 学 科 96 103 91

生 活 創 造 64 67 64 普 通 進 学 系 列

服 飾 デ ザ イ ン 32 32 31 健 康 福 祉 系 列

岡 山 御 津 キャリアデザイン 96 121 96 情報・ビジネス系列

特 別 進 学 系 列 工 業 技 術 系 列
教養・自然・スポーツ系列 邑 久 普 通 20 51 20

ビジネス・情報系列 生 活 ビ ジ ネ ス 64 103 64

美術・デザイン系列 勝 山 (3) (2) (1)

保育・福祉系列 普 通 60 86 60

倉 敷 天 城 理 数 20 29 20 普通（蒜山校地） 12 14 12

倉 敷 中 央 普通＜子ども＞ 20 48 20 真 庭 食 農 生 産 32 25 23

普通＜健康スポーツ＞ 20 35 20 経 営 ビ ジ ネ ス 32 20 20

家 政 32 67 32 看 護 32 11 10

看 護 32 50 32 林 野 普 通 60 95 60

福 祉 32 42 32 鴨 方 総 合 学 科 72 102 72

玉 島 理 数 20 60 20 普 通 総 合 系 列

倉 敷 鷲 羽 普 通 60 76 60 デザイン・イラスト系列

ビ ジ ネ ス 32 29 24 介護・食物・保育系列

倉 敷 工 業 機 械 64 92 64 ビ ジ ネ ス 系 列

電 子 機 械 64 97 64 和 気 閑 谷 普 通 40 47 38

電 気 64 79 64 キ ャ リ ア 探 求 32 48 32

工 業 化 学 32 51 32 矢 掛 普 通 40 69 40

テキスタイル工学 32 39 32 地 域 ビ ジ ネ ス 32 28 24

水 島 工 業 機 械 64 76 62 勝 間 田 総 合 学 科 60 72 60

電 気 64 83 64 森 林 系 列

情 報 技 術 32 59 32 園 芸 系 列

工 業 化 学 32 36 32 食 品 系 列

建 築 32 44 32 自 動 車 系 列

ビ ジ ネ ス 系 列

(22) (29) (8)

計 4,674 6,740 4,558

学 校 名

科 名
< コ ー ス >
[ 分 野 ]

特別入学
募集人員

志願者数
合　　格
内定者数

第10表　公立高等学校特別入学者選抜の学校・科別の
　　　　志願者数及び合格内定者数等

特別入学
募集人員

志願者数
合　　格
内定者数

県 立 全 日 制

学 校 名

  （注）各欄の (  )は5～20％出願に係る数値である。
　　　　（人数については内書再掲）

科 名
< コ ー ス >
[ 分 野 ]
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岡 山 城 東 普 通 若干名 4 3 

岡 山 後 楽 館 総 合 学 科 40 122 *  76 西 大 寺 国 際 情 報 若干名 0 0 

玉 野 商 工 ビ ジ ネ ス 情 報 64 43 40 総 社 南 普 通 若干名 0 0 

機 械 32 39 31 4 3 

計 136 204 147 

勝 山 普 通 ( 蒜 山 校 地 ) 40以内 9 8 

烏 城 普 通 （ 昼 間 ） 50 127 50 

普 通 （ 夜 間 ） 12 12 10 

計 62 139 60 

岡 山 御 津 キャリアデザイン 24 10 9 

精 思 霞 丘 校 普 通 ( 昼 間 ) 30 44 30 

商 業 ( 昼 間 ) 15 24 15 

倉 敷 翔 南 総合学科(昼間) 47 73 47 

総合学科(夜間) 12 5 5 県立定時制

真 備 陵 南 普通(昼間)(３修コース) 20 38 20 

普通(昼間)(４修コース) 20 19 13 

井 原 市 立 普 通 ( 昼 間 ) 35 24 18 烏 城 普 通 ( 昼 間 ) 若干名 0 0 

普 通 ( 夜 間 ) 35 6 5 普 通 ( 夜 間 ) 若干名 0 0 

計 214 233 153 0 0 

市立定時制

精 思 普 通 ( 夜 間 ) 若干名 0 0 

機 械 ( 夜 間 ) 若干名 0 0 

電 気 ( 夜 間 ) 若干名 0 0 

倉 敷 翔 南 総合学科(夜間) 若干名 0 0 

松 山 普 通 ( 夜 間 ) 若干名 0 0 

0 0 

（参考）　岡山県立中学校から併設高等学校への入学者数

学 校 名 科 名 入学者数

岡 山 操 山 普 通 115 

倉 敷 天 城 普 通 96 

理 数 20 

津 山 普 通 51 

理 数 25 

倉 敷 市 立
工 業

計

（注）＊岡山後楽館高校の特別入学募集人員は40名であるが、校長が
　　　　特に必要と認めた場合には特別入学者選抜の募集人員に対し
　　　　て一定の範囲内であらかじめ示した人員を超えて合格内定と
　　　　することができ、また岡山後楽館中学校からの進学者に欠員
　　　　がある場合補充を行うことができるため、合格内定者数は76
　　　　名となっている。

学 校 名 科 名 ( 部 名 )

市 立 定 時 制

学 校 名 科名（部名等）
特別入学
募集人員

志願者数

合　　格
内定者数

第13表　県立高等学校フレックス制に係る入学者選抜の
　　　　学校・科別の志願者数及び合格内定者数等

学 校 名 科 名 募集人員 志願者数

募集人員 志願者数
合　　格
内定者数

合　　格
内定者数

第14表　公立高等学校定時制課程の特別な入学者選抜の
　　　　学校・科別の志願者数及び合格内定者数等

学 校 名 科 名 ( 部 名 ) 募集人員 志願者数
合　　格
内定者数

合　　格
内定者数

県 立 定 時 制

学 校 名 科 名 （ 部 名 ）
特別入学
募集人員

志願者数

市 立 全 日 制

第11表　県立高等学校海外帰国生徒のための入学者選抜の
　　　　学校・科別の志願者数及び合格内定者数等

学 校 名 科 名
特別入学
募集人員

志願者数
合　　格
内定者数

学 校 名 科 名 募集人員 志願者数
合　　格
内定者数

計

計

第12表　県立高等学校連携型中高一貫教育に係る入学者選抜
        の学校・科別の志願者数及び合格内定者数等

学 校 名 科 名 募集人員 志願者数
合　　格
内定者数
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第15表　公立高等学校の学校・科別の一般入学者選抜志願者数及び合格者数等

県立全日制

系 列 名

岡 山 朝 日 (16) (-) (16) (21) (21)

普 通 320 - 320 313 0.98 1.13 311 9 1 1 8 

岡 山 操 山 (8) (-) (8) (7) (6)

普 通 280 *  115 165 203 1.23 1.23 165 0 

岡 山 芳 泉 (16) (-) (16) (12) (10)

普 通 320 - 320 371 1.16 1.03 320 0 

岡 山 一 宮 (12) (-) (12) (5) (5)

普 通 240 - 280 318 1.14 1.23 240 0 

理 数 80 40 40 0 

岡 山 城 東 普 通 320 *  58 262 312 1.19 1.17 262 0 

西 大 寺 (8) (-) (8) (6) (4)

普 通 160 - 180 252 1.40 1.51 160 0 

国 際 情 報 40 20 20 0 

商 業 80 64 16 43 2.69 2.00 16 0 

瀬 戸 (32) (7) (25) (26) (25)

普 通 160 80 80 82 1.03 1.01 80 0 

高 松 農 業 農 業 科 学 40 29 11 1 0.09 0.88 3 8 0 0 8 

園 芸 科 学 40 31 9 3 0.33 1.25 2 7 2 1 6 

畜 産 科 学 40 32 8 5 0.63 1.00 5 3 1 0 3 

農 業 土 木 40 22 18 4 0.22 0.31 2 16 1 1 15 

食 品 科 学 40 32 8 11 1.38 2.25 8 0 

興 陽 農 業 40 32 8 19 2.38 2.50 8 0 

農 業 機 械 40 32 8 11 1.38 1.25 8 0 

造園デザイン 40 32 8 6 0.75 2.13 8 0 

家 政 40 32 8 15 1.88 2.50 8 0 

被服デザイン 40 32 8 6 0.75 2.38 8 0 

瀬 戸 南 生 物 生 産 40 32 8 16 2.00 0.88 8 0 

園 芸 科 学 40 32 8 7 0.88 1.75 8 0 

生活デザイン 40 32 8 6 0.75 1.13 6 2 1 0 2 

岡 山 工 業 機 械 80 64 16 14 0.88 1.31 16 0 

電 気 40 31 9 5 0.56 1.13 9 0 

情 報 技 術 40 32 8 24 3.00 1.63 8 0 

化 学 工 学 40 32 8 10 1.25 1.63 8 0 

土 木 40 32 8 11 1.38 1.00 8 0 

建 築 40 32 8 25 3.13 1.38 8 0 

デ ザ イ ン 40 32 8 31 3.88 4.13 8 0 

東岡山工業 機 械 64 

電 子 機 械 200 64 40 38 0.95 1.60 38 2 1 1 1 

電 気 32 

設備システム 40 32 8 5 0.63 1.75 5 3 0 0 3 

工 業 化 学 40 32 8 9 1.13 1.00 8 0 

岡山東商業 ビジネス創造 192 

320 64 144 2.25 2.08 64 0 

情報ビジネス 64 

（注）　＊岡山操山高校の特別入学等合格者数は、岡山操山中学校からの入学者115名である。
　　　　＊岡山城東高校の特別入学等合格者数には、海外帰国生徒のための入学者選抜の合格者3名を含む。

合格者数

第　　２　　次　　募　　集

不足数
募集人員 志願者数 合格者数

（注）各欄の (  )は5～20％出願に係る数値である。（人数については内書再掲）

学 校 名

科 名
< コ ー ス > 募集定員

特別入学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
(b)

(b)/(a)
令和６年度
(b)/(a)
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系 列 名

合格者数

第　　２　　次　　募　　集

不足数
募集人員 志願者数 合格者数

学 校 名

科 名
< コ ー ス > 募集定員

特別入学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
(b)

(b)/(a)
令和６年度
(b)/(a)

岡 山 南 商 業 80 64 16 20 1.25 2.56 16 0 

国 際 経 済 40 32 8 11 1.38 1.63 8 0 

情 報 処 理 80 64 16 15 0.94 1.19 16 0 

生 活 創 造 80 64 16 5 0.31 2.88 5 11 3 3 8 

服飾デザイン 40 31 9 2 0.22 1.75 2 7 0 0 7 

岡 山 御 津 キャリアデザイン 120 *  105 15 9 0.60 0.88 8 7 5 4 3 

特別進学系列

教養・自然・スポーツ系列

ビジネス・情報系列

美術・デザイン系列

保育・福祉系列

倉 敷 青 陵 (16) (-) (16) (14) (13)

普 通 320 - 320 332 1.04 1.06 320 0 

倉 敷 天 城 (5) (-) (5) (7) (5)

普 通 200 *  96 104 126 1.21 0.83 104 0 

理 数 40 *  40 0 - - - - 0 

倉 敷 南 (16) (-) (16) (8) (6)

普 通 320 - 320 344 1.08 1.05 320 0 

倉敷古城池 (14) (-) (14) (2) (1)

普 通 280 - 280 341 1.22 1.09 280 0 

倉 敷 中 央 普 通 80 - 80 0 

普 通
< 子 ど も >

40 20 120 118 0.98 1.07 20 0 

普 通
< 健 康 ス ポ ー ツ >

40 20 11 9 0 0 9 

家 政 40 32 8 17 2.13 1.50 8 0 

看 護 40 32 8 10 1.25 0.88 8 0 

福 祉 40 32 8 9 1.13 0.50 8 0 

玉 島 (10) (-) (10) (15) (13)

普 通 200 - 220 225 1.02 1.06 200 0 

理 数 40 20 20 0 

倉 敷 鷲 羽 普 通 120 60 60 11 0.18 0.75 10 50 3 3 47 

ビ ジ ネ ス 40 24 16 3 0.19 0.44 3 13 0 0 13 

倉 敷 工 業 機 械 80 64 16 20 1.25 0.69 16 0 

電 子 機 械 80 64 16 21 1.31 1.00 16 0 

電 気 80 64 16 14 0.88 0.81 16 0 

工 業 化 学 40 32 8 14 1.75 0.62 8 0 

テキスタイル工学 40 32 8 8 1.00 1.25 8 0 

水 島 工 業 機 械 80 62 18 4 0.22 2.13 10 8 1 1 7 

電 気 80 64 16 11 0.69 1.13 16 0 

情 報 技 術 40 32 8 20 2.50 0.88 8 0 

工 業 化 学 40 32 8 6 0.75 1.63 8 0 

建 築 40 32 8 12 1.50 1.75 8 0 

倉 敷 商 業 商 業 150 

国 際 経 済 320 30 80 79 0.99 2.00 79 1 0 0 1 

情 報 処 理 60 

玉 島 商 業 ビジネス情報 160 128 32 54 1.69 1.53 32 0 

（注）　＊岡山御津高校キャリアデザイン科の特別入学等合格者数には、フレックス制に係る入学者選抜の合格者9名を含む。
　　　　＊倉敷天城高校の特別入学等合格者数には、倉敷天城中学校からの入学者116名を含む。
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系 列 名

合格者数

第　　２　　次　　募　　集

不足数
募集人員 志願者数 合格者数

学 校 名

科 名
< コ ー ス > 募集定員

特別入学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
(b)

(b)/(a)
令和６年度
(b)/(a)

津 山 (7) (-) (7) (2) (2)

普 通 200 *  51 149 146 0.98 0.94 145 4 0 0 4 

理 数 40 *  40 0 - - - - 0 

津 山 東 普 通 120 - 120 127 1.06 1.20 120 0 

食 物 調 理 40 30 10 7 0.70 1.30 6 4 0 0 4 

看 護 40 30 10 3 0.30 1.50 3 7 0 0 7 

津 山 工 業 機 械 40 28 12 13 1.08 0.92 12 0 

ロボット電気 40 28 12 8 0.67 1.33 8 4 0 0 4 

工 業 化 学 40 28 12 8 0.67 1.50 7 5 2 2 3 

土 木 40 19 21 8 0.38 1.17 5 16 1 1 15 

建 築 40 28 12 4 0.33 1.50 4 8 0 0 8 

デ ザ イ ン 40 28 12 13 1.08 0.83 12 0 

津 山 商 業 地域ビジネス 64 

160 32 68 2.13 2.03 32 0 

情報ビジネス 64 

玉 野 (24) (-) (24) (23) (23)

普 通 160 - 160 157 0.98 1.09 156 4 0 0 4 

玉 野 光 南 普 通 120 - 120 141 1.18 1.01 120 0 

情 報 40 30 10 7 0.70 1.30 10 0 

体 育 80 80 0 - - - - 0 

笠 岡 (16) (-) (16) (4) (4)

普 通 160 - 160 146 0.91 0.73 145 15 2 2 13 

笠 岡 工 業 電 子 機 械 40 32 8 12 1.50 0.25 8 0 

電 気 情 報 40 22 18 1 0.06 0.10 7 11 0 0 11 

環 境 土 木 40 32 8 12 1.50 0.17 8 0 

笠 岡 商 業 ビジネス情報 120 96 24 39 1.63 1.17 24 0 

井 原 (6) (0) (6) (0) (0)

普 通 120 60 60 29 0.48 0.68 28 32 0 0 32 

地 域 生 活
＜ グリ ーン ライ フ＞

20 15 5 1 0.20 - 0 5 0 0 5 

地 域 生 活
＜ヒューマンライフ＞

20 19 1 1 1.00 - 1 0 

総 社 (10) (-) (10) (18) (10)

普 通 200 - 200 229 1.15 1.05 200 0 

家 政 40 28 12 14 1.17 1.88 12 0 

総 社 南 普 通 240 50 190 269 1.42 1.37 190 0 

高 梁 普 通 120 60 60 73 1.22 0.80 60 0 

家 政 40 30 10 2 0.20 0.88 5 5 2 2 3 

高 梁 城 南 電 気 40 32 8 5 0.63 0.10 5 3 0 0 3 

デ ザ イ ン 40 32 8 7 0.88 1.43 7 * 0 

環 境 科 学 40 32 8 1 0.13 0.63 1 7 0 0 7 

新 見 普 通 80 36 44 1 0.02 0.02 1 43 4 4 39 

生 物 生 産 30 14 16 2 0.13 0.53 2 14 1 1 13 

工 業 技 術 35 17 18 9 0.50 0.44 8 10 0 0 10 

（注）　＊津山高校の特別入学等合格者数には、津山中学校からの入学者76名を含む。
　　　　＊高梁城南高校デザイン科の全国募集を含めた合格者数は募集定員以上となるため、第２次募集は実施していない。
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系 列 名

合格者数

第　　２　　次　　募　　集

不足数
募集人員 志願者数 合格者数

学 校 名

科 名
< コ ー ス > 募集定員

特別入学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
(b)

(b)/(a)
令和６年度
(b)/(a)

備 前 緑 陽 総 合 学 科 120 91 29 20 0.69 0.50 16 13 2 1 12 

普通進学系列

健康福祉系列

情報・ビジネス系列

工業技術系列

邑 久 普 通 40 20 20 28 1.40 1.50 20 0 

生活ビジネス 80 64 16 27 1.69 1.63 16 0 

勝 山 (6) (1) (5) (1) (1)

普 通 120 60 60 28 0.47 0.35 27 33 2 2 31 

普通(蒜山校地) 40 *  20 *  17 2 0.12 0.13 2 14 1 0 14 

真 庭 食 農 生 産 40 23 17 1 0.06 0.20 0 17 0 0 17 

経営ビジネス 40 20 20 1 0.05 0.06 1 19 2 2 17 

看 護 40 10 *  29 1 0.03 0.22 1 28 0 0 28 

林 野 普 通 120 60 60 38 0.63 0.32 37 23 1 1 22 

鴨 方 総 合 学 科 120 72 48 12 0.25 0.62 11 37 1 1 36 

普通総合系列

デザイン・イラスト系列

介護・食物・保育系列

ビジネス系列

和 気 閑 谷 普 通 80 38 *  35 14 0.40 0.58 9 25 4 4 21 

キャリア探求 40 32 8 4 0.50 0.54 2 6 1 0 6 

矢 掛 普 通 80 40 40 28 0.70 1.25 28 12 0 0 12 

地域ビジネス 40 24 16 5 0.31 0.30 4 12 0 0 12 

勝 間 田 総 合 学 科 120 60 60 15 0.25 0.87 14 46 3 2 44 

森 林 系 列

園 芸 系 列

食 品 系 列

自 動 車 系 列

ビジネス系列

(222) (8) (214) (171) (149)

計 10,625 4,885 5,729 5,968 1.04 1.09 5,088 638 48 40 598 

市立全日制

岡山後楽館 総 合 学 科 160 *  136 24 29 1.21 1.63 25 0 

玉 野 商 工 ビジネス情報 80 40 40 8 0.20 0.31 8 32 3 2 30 

機 械 40 31 9 5 0.56 0.38 3 6 2 1 5 

計 280 207 73 42 0.58 0.78 36 38 5 3 35 

（注）　＊岡山後楽館高校の特別入学等合格者数には、岡山後楽館中学校からの入学者60名を含む。

(b)/(a)
令和６年度
(b)/(a)

合格者数

第　　２　　次　　募　　集

不足数
募集人員 志願者数 合格者数

学 校 名 科 名 募集定員
特別入学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
(b)

（注）　＊勝山高校普通科（蒜山校地）の特別入学等合格者数には、連携型中高一貫教育に係る入学者選抜の合格者8名を含む。
　　　　＊勝山高校普通科（蒜山校地）の一般入学募集人員は、全国募集において募集定員の10％を超えた特別入学等合格者3名を差し引いている。
　　　　＊真庭高校看護科の一般入学募集人員は、全国募集において募集定員の10％を超えた特別入学等合格者1名を差し引いている。
        ＊和気閑谷高校普通科の一般入学募集人員は、全国募集において募集定員の10％を超えた特別入学等合格者7名を差し引いている。

        ※追検査について、志願者は5名、合格者は3名であった（表には計上していない）。
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県立定時制

烏 城 普 通 ( 昼 間 ) 100 50 50 70 1.40 1.40 50 0 

普 通 ( 夜 間 ) 40 10 30 6 0.20 0.70 9 21 4 1 20 

計 140 60 80 76 0.95 1.16 59 21 4 1 20 

（注）特別入学等合格者数には定時制課程の特別な入学者選抜の合格者を含む。

市立定時制

精 思 普 通 ( 夜 間 ) 80 0 80 15 0.19 0.24 13 67 1 1 66 

精思霞丘校 普 通 ( 昼 間 ) 60 30 30 20 0.67 0.63 19 11 1 1 10 

商 業 ( 昼 間 ) 30 15 15 11 0.73 0.20 11 4 0 0 4 

機 械 ( 夜 間 ) 80 0 80 14 0.18 0.25 12 68 0 0 68 

電 気 ( 夜 間 ) 40 0 40 6 0.15 0.25 4 36 0 0 36 

倉 敷 翔 南 総合学科(昼間) 95 47 48 18 0.38 0.35 15 33 3 0 33 

総合学科(夜間) 25 5 20 1 0.05 0.05 2 18 0 0 18 

真 備 陵 南 普通(昼間)(3修ｺｰｽ) 40 20 20 17 0.85 0.95 15 5 1 1 4 

普通(夜間)(4修ｺｰｽ) 40 13 27 8 0.30 0.17 8 19 0 0 19 

玉 野 備 南 普 通 ( 昼 間 ) 40 - 40 28 0.70 0.65 25 15 3 2 13 

井 原 市 立 普 通 ( 昼 間 ) 40 18 - - - 0.45 - 22 1 0 22 

普 通 ( 夜 間 ) 40 5 - - - 0.15 - 35 0 0 35 

計 610 153 400 138 0.35 0.32 124 333 10 5 328 

（注）特別入学等合格者数には定時制課程の特別な入学者選抜の合格者を含む。

（ 参 考 ） 県立高校に準じない入学者選抜実施校

松 山 普 通 ( 夜 間 ) 40 0 40 3 0.08 0.13 2 - - - 38 

宇 治 普 通 ( 昼 間 ) 40 - 40 6 0.15 0.25 6 若干名 0 0 34 

片 上 普 通 ( 夜 間 ) 40 - 40 12 0.30 0.30 9 - - - 31 

計 120 0 120 21 0.18 - 17 0 0 103 

（注）特別入学等合格者数には定時制課程の特別な入学者選抜の合格者を含む。

志願者数
(b)

(b)/(a)
令和６年度
(b)/(a)

合格者数

第　　２　　次　　募　　集

不足数
募集人員 志願者数 合格者数

倉 敷 市 立
工 業

学 校 名 科 名 ( 部 名 ) 募集定員
特別入学等
合 格 者 数

募集人員
(a)

(b)/(a)
令和６年度
(b)/(a)

合格者数

第　　２　　次　　募　　集

不足数
募集人員 志願者数 合格者数

学 校 名 科名(部名等) 募集定員
特別入学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
(b)

(b)/(a)
令和６年度
(b)/(a)

合格者数

第　　２　　次　　募　　集

不足数
募集人員 志願者数 合格者数

学 校 名 科 名 ( 部 名 ) 募集定員
特別入学等
合 格 者 数

一般入学
募集人員

(a)

志願者数
(b)
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第16表　県立高等学校特別入学者選抜の学校・科別の全国募集志願者数及び合格内定者数等

玉 島 商 業 ビ ジ ネ ス 情 報 4 4 1 1 

笠 岡 工 業 電 子 機 械 8 8 1 0 

電 気 情 報 8 8 0 0 

環 境 土 木 8 8 1 0 

笠 岡 商 業 ビ ジ ネ ス 情 報 12 12 3 2 

井 原 普 通 24 16 1 1 

地 域 生 活
＜ グ リ ー ン ラ イ フ ＞

8 8 2 2 

地 域 生 活
＜ ヒ ュ ー マ ン ラ イ フ ＞

2 2 

高 梁 城 南 電 気 4 4 0 0 

デ ザ イ ン 4 4 2 2 

環 境 科 学 2 2 0 0 

新 見 普 通 16 16 2 1 

生 物 生 産 6 6 1 1 

工 業 技 術 7 7 0 0 

勝 山 普 通 12 12 0 0 

普 通 ( 蒜 山 校 地 ) 8 8 8 7 

真 庭 看 護 8 8 5 5 

林 野 普 通 12 10 0 0 

鴨 方 総 合 学 科 24 20 6 6 

和 気 閑 谷 普 通 16 16 16 15 

キ ャ リ ア 探 求 8 8 2 2 

矢 掛 普 通 8 6 1 0 

地 域 ビ ジ ネ ス 4 4 0 0 

計 211 195 54 47 

第17表　県立高等学校一般入学者選抜の学校・科別の全国募集志願者数及び合格者数等

玉 島 商 業 ビ ジ ネ ス 情 報 3 0 0 

笠 岡 工 業 電 子 機 械 8 0 0 

電 気 情 報 8 0 0 

環 境 土 木 8 0 0 

笠 岡 商 業 ビ ジ ネ ス 情 報 10 0 0 

井 原 普 通 23 0 0 

地 域 生 活
＜ グ リ ー ン ラ イ フ ＞

4 0 0 

地 域 生 活
＜ ヒ ュ ー マ ン ラ イ フ ＞

0 0 

高 梁 城 南 電 気 4 0 0 

デ ザ イ ン 2 1 1 

環 境 科 学 2 0 0 

新 見 普 通 15 0 0 

生 物 生 産 5 0 0 

工 業 技 術 7 0 0 

勝 山 普 通 12 0 0 

普 通 ( 蒜 山 校 地 ) 1 1 1 

真 庭 看 護 3 0 0 

林 野 普 通 12 0 0 

鴨 方 総 合 学 科 18 0 0 

和 気 閑 谷 普 通 1 1 1 

キ ャ リ ア 探 求 6 0 0 

矢 掛 普 通 8 1 1 

地 域 ビ ジ ネ ス 4 0 0 

計 164 4 4 

特別入学
募集人員

募集人員 志願者数
合　　格
内定者数

志願者数 合格者数

学 校 名
科 名
＜ コ ー ス ＞

学 校 名
科 名
＜ コ ー ス ＞

一般入学
募集人員
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Ⅱ 特別入学者選抜のための

学 力 検 査 の 概 要
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第１表　県立全日制学科別受検状況（完全受検者）

理数科
国際系
※1

その他
普通系
※2

体育科 農業科 工業科 商業科 家庭科 看護科 情報科 福祉科
その他
※3

総　合
学　科

計

210 55 137 97 430 1,707 1,704 412 92 52 39 72 353 6,483

第２表　教科別最高、最低、平均点（100点法換算）

（参　　考）

 （注）学校による採点基準の違いは考慮していない。(第３表及び教科別素点分布曲線についても同様である。)

55.7    47.0    

令6 58.0    51.1    

3 50.3    50.3    

0    

59.0    

3    

5

最　高　点

47.0    

Ⅱ　特別入学者選抜のための学力検査の概要

100    

最　低　点 3    

1,123

国　　語 数　　学

(注) ※1は、西大寺高校の国際情報科。
　　 ※2は、邑久高校の生活ビジネス科及び和気閑谷高校のキャリア探求科。
　　 ※3は、井原高校の地域生活科及び高梁城南高校の環境科学科。

100    100    

英　　語

60.4    

英　　語

最
近
５
年
間
の
平
均
点

普通科

47.7    2

第１　学力検査の結果の概要（全国募集を含む）

53.3    

58.7    平　均　点

54.5    58.8    66.5    

年　　度 数　　学国　　語

4 52.1    48.1    44.9    
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第３表　教科別素点分布一覧（100点法換算）

97.6 ～ 100     0.1% 0.6% 1.9%

92.6 ～ 97.5   1.4% 3.9% 7.6%

87.6 ～ 92.5   3.5% 6.3% 6.0%

82.6 ～ 87.5   7.0% 12.9% 10.3%

77.6 ～ 82.5   7.9% 10.9% 8.7%

72.6 ～ 77.5   13.2% 15.0% 11.0%

67.6 ～ 72.5   10.5% 9.0% 7.5%

62.6 ～ 67.5   14.3% 10.3% 9.7%

57.6 ～ 62.5   9.6% 6.4% 7.0%

52.6 ～ 57.5   10.9% 7.0% 7.3%

47.6 ～ 52.5   6.0% 4.4% 4.4%

42.6 ～ 47.5   6.3% 3.9% 5.8%

37.6 ～ 42.5   3.5% 2.5% 3.5%

32.6 ～ 37.5   2.7% 2.6% 3.6%

27.6 ～ 32.5   1.3% 1.6% 2.1%

22.6 ～ 27.5   1.0% 1.3% 2.1%

17.6 ～ 22.5   0.5% 0.6% 0.7%

12.6 ～ 17.5   0.2% 0.6% 0.7%

7.6 ～ 12.5   0.1% 0.1% 0.1%

2.6 ～ 7.5   0.0% 0.1% 0.0%

0  ～ 2.5   0.0% 0.0% 0.0%

計 100     100     100     

平  均  点 59.0    60.4    58.7    

英　語国　語 数　学教 科
段階（点）
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令和７年度岡山県立高等学校特別入学者選抜学力検査

教科別素点分布曲線　（100点法換算）

(点)

(点)

(点)

(%)

(%)

(%)

0

5

10

15

100500

国 語

0

5

10

15

100500

数 学

0

5

10

15

100500

英 語
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第２ 各教科の出題のねらい、結果の概要と授業改善の視点等、応答率及び問題 

 

 １ 国 語 

（１）出題のねらい 

  ア 全般的なねらい 

思考力、判断力、想像力を働かせ、国語で正確に理解し適切に表現する力をみるために、

基礎的・基本的事項を中心として幅広く出題している。 

 

  イ 問いごとのねらい 

   １ 漢字を読むことや書くこと、品詞、行書の特徴、敬語、熟語、電話をかける際

の留意事項等、国語の基礎的な知識や事項について理解の程度をみる。 

 

   ２ 古典を扱った説明的な文章及び生徒が調べた内容をまとめたノートによって、漢

詩の形式や漢詩と大意の対応等、古典における基礎的事項について理解の程度を

みる。また、文章から読み取った情報を適切に整理し、文章の展開に即して主題

を理解する力をみる。 

 

   ３ 文学的な文章によって、文脈における語句の意味や、表現上の特徴とその効果

について理解の程度をみる。また、登場人物の言動の意味や心情を文章の展開に

即して理解したり、理解したことを端的に表現したりする力をみる。 

 

   ４ 説明的な文章によって、文脈の中における語句の意味や、文章の全体と部分と

の関係について理解の程度をみる。また、文章の展開に即して理解したことを端

的に表現したり、筆者の考えを正確に読み取ったりする力をみる。 

 

 

（２）結果の概要と授業改善の視点等 

  ア 結果の概要 

漢字、品詞、行書の特徴、電話をかける際の留意事項、古典の知識等、国語の基礎

的・基本的な知識や言語事項に関する設問では、全体的に正答率は高かった。また、

文章の内容を整理して必要な情報を文章中から抜き出して解答する設問や、読み取っ

た内容を選択肢によって解答する設問についても、正答率は概ね高かった。 

   一方で、敬語や熟語の構成に関する設問、文章中で使われた四字熟語に関する設問

では、正答率が伸びなかった。また、読み取った内容を端的にまとめて記述する設問

については、正答率が低かった。文学的文章においては、解答に盛り込むべき要素を

吟味して適切に記述すること、説明的文章においては、問われている事柄を考えて適

切な意味段落の内容を理解し、整理することに課題がみられた。 
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 イ 授業改善の視点等 

 

 

 

〔大問２(3) 正答：東洋の国と地域の英知     正答率：31.0％〕 

〈分析〉大問２(3)は、筆者が漢文をどのようなものと考

えているかを理解し、適切な言葉を出題条件に合う形で

抜き出して答える設問である。「廬山煙雨浙江潮」とい

う具体例そのものの理解にとどまり、具体例を通して筆

者が主張していることを十分に理解できなかったこと

が、正答率が伸びなかった原因だと考えられる。 

〈視点〉日常の指導では、具体例が筆者の考えや論理の

展開に果たす役割を確認して、主張がどのように組み立て

られているかを考えるなど、文章全体と部分との関係を

意識させたい。そのためには、筆者の主張と具体例が書

かれている箇所を区別して整理し、理解したことについ

て個人でまとめたり、周囲の人々と説明し合ったりする

など、理解を深め、理解した内容を表現することにつな

がる活動を取り入れたい。 

 

 

 

 

〔大問３(5) 正答例：みがき部員だけが夕陽に輝く石を見ている     正答率：1.5％〕 

〈分析〉大問３(5)は、林先輩の心情について説明した

文を完成させる設問である。部分点率は 52.0％と高いも

のの、正答率は 1.5％と低く、「誰が」、「何をしてい

るのか」を具体的に表現できていない解答や、直前の林

先輩の発言に着目し、みがき部員だけが周囲とは違う行

動をとっていることを表現できていない解答が目立っ

た。 

〈視点〉日常の指導では、登場人物の心情と言動とを結

びつけて考え、全体の中でどのように変化したかを文章

でまとめるなどの活動を取り入れたい。そのためには、

登場人物の心情や言動の一つ一つを微視的に見るだけ

でなく、巨視的に見る活動が有効であろう。同時に、心

情や言動を別の言葉で言い換えるなどして、語彙を増や

し、豊かな表現力を身に付けることにつなげる活動を取

り入れたい。 

文章全体と部分の関係に注意しながら、主張と例示との関係を捉え、理解を深めていくた

めの指導の充実 

本文の表現に注意しながら、登場人物の行動と心情を的確に理解したり、理解したことに

基づいて適切に説明したりするための指導の充実 
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選
択

短
答

記
述

(1)① かっさい 1 ○ 85.0 0.0 11.5 3.5

(1)② おろ（す） 1 ○ 69.5 0.0 23.5 7.0

(1)③ 貯蔵 2 ○ 54.5 15.0 21.0 9.5

(1)④ 額 1 ○ 68.5 0.0 15.0 16.5

(2) イ 1 ○ 76.5 0.0 23.5 0.0

(3) ウ 1 ○ 84.0 0.0 16.0 0.0

(4) ア 1 ○ 85.0 0.0 14.5 0.5

(5)① 申す 2 ○ 30.5 14.5 54.0 1.0

(5)② ウ 2 ○ 97.5 0.0 2.5 0.0

(5)③ ア　 　オ 2 ○ 42.0 0.0 58.0 0.0

(5)④ エ 2 ○ 74.0 0.0 26.0 0.0

(1) イ 2 ○ 68.5 0.0 31.5 0.0

(2) 無別事 3 ○ 79.5 0.0 20.0 0.5

(3) 東洋の国と地域の英知 3 ○ 31.0 6.5 29.5 33.0

(4) エ 4 ○ 61.0 0.0 38.0 1.0

(1)X 自分の思い 2 ○ 47.0 0.5 46.0 6.5

(1)Y いっしょにいられる 2 ○ 76.5 0.5 16.0 7.0

(2) エ 3 ○ 89.5 0.0 10.5 0.0

(3) イ 3 ○ 88.0 0.0 12.0 0.0

3 ○ 62.5 1.0 24.5 12.0

5 ○ 1.5 52.0 32.0 14.5

(6) ウ 3 ○ 64.5 0.0 35.5 0.0

(1) ア 2 ○ 89.5 0.0 10.0 0.5

(2)① 視聴覚刺激 2 ○ 73.0 5.0 15.5 6.5

(2)② ウ 3 ○ 54.0 0.0 43.5 2.5

(3)X 能動 2 ○ 36.0 0.5 58.5 5.0

(3)Y 受動 2 ○ 35.5 0.5 57.5 6.5

4 ○ 11.5 16.5 46.0 26.0

(4) エ 2 ○ 31.5 0.0 67.5 1.0

(5) イ 4 ○ 78.0 0.0 20.0 2.0

みがき部員だけが夕陽
に輝く石を見ている

(5)

3 (4)
灯可理は息をのんで、
その光景を見つめた

(3)Z
癒やし以上の効果を得
られる

4

　（３）応答率

部分点を
与えたもの

誤答としたもの 無　答正答としたもの
大問 小問 正　答　例

形式 応　答　率　（％）
配点例
（点）

1

2
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⑴ Ｘ
⑴ Ｙ

⑵
⑶

⑷
⑸

⑹

３

⑴
⑵ ①

⑵ ②
⑶ Ｘ

⑶ Ｙ
⑶ Ｚ

⑷
⑸

４

⑴
⑵

⑶
⑷

２⑴ ①
⑴ ② す

⑴ ③
⑴ ④

⑵
⑶

⑷
⑸ ①

⑸ ②
⑸ ③

⑸ ④

１

解　 答　 用　 紙

※

受
　
検

番
　
号

（
算
用
数
字
）

志
願
校

注 意　 　 字 数 が 指 定 さ れ て い る 設 問 で は 、 「 、 」 や 「 。 」 も 一 ま す 使 い な さ い 。
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－
2
－

⑸　 地 域 の 農 業 に つ い て 探 究 的 な 学 習 を し て い る 健 太 さ ん は 、 果 樹 園 を 営 ん で い る 小 川 さ ん に 取 材 依 頼 の 電 話 を か け て い ま す 。 次 の 【 電 話 で の

会 話 】 を 読 ん で 、 ① 〜 ④ に 答 え な さ い 。

【 電 話 で の 会 話 】

健 太　  　 私 、 亀 井 中 学 校 の 坂 本 健 太 と 言 い ま す 。 学 習 活 動 の 一 環 で マ ス カ ッ ト の 栽 培 に つ い て 調 べ て い る の で す が 、 そ ち ら に 伺 っ て お 話 を

聞 か せ て い た だ き た い と 思 い 、 連 絡 い た し ま し た 。 取 材 時 間 は １ 時 間 程 度 と 考 え て お り ま す が 、 ご 協 力 い た だ け な い で し ょ う か 。

小 川　 　 え え 、 構 い ま せ ん よ 。 何 日 の 何 時 ご ろ に い ら っ し ゃ い ま す か 。

健 太　 　 あ り が と う ご ざ い ま す 。 放 課 後 に 伺 う の で 16 時 以 降 に な る の で す が 、 来 週 の 月 曜 日 か ら 金 曜 日 の う ち 、 ご 都 合 の よ い 日 は あ り ま す か 。

小 川　 　 そ れ で は 、 来 週 12 日 水 曜 日 の 16 時 半 は い か が で す か 。

健 太　 　 わ か り ま し た 。 そ の 日 時 に 、 私 を 含 め た ３ 名 で 伺 い ま す 。

小 川　 　 12 日 水 曜 日 の 16 時 半 に 、 ３ 名 で い ら っ し ゃ る ん で す ね 。 わ か り ま し た 。 と こ ろ で 、 ⓑ
　

。

健 太　  　 失 礼 し ま し た 、 お 伝 え で き て い ま せ ん で し た 。 マ ス カ ッ ト を 栽 培 す る う え で 気 を つ け て い る こ と や 、 や り が い を 感 じ て い る こ と に

つ い て 、 具 体 的 に 聞 か せ て い た だ き た い と 考 え て い ま す 。

小 川　  　 わ か り ま し た 。 そ れ で し た ら 、 お も な 業 務 に つ い て 説 明 す る 動 画 を 新 入 社 員 向 け に 制 作 し て い る の で 、 そ ち ら を 先 に 見 て い た だ き 、

そ の 後 、 農 園 を 案 内 し な が ら 具 体 的 に 説 明 し た い と 思 い ま す 。

健 太　 　 あ り が と う ご ざ い ま す 。 当 日 は 貴 重 な お 時 間 を い た だ き ま す が 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い し ま す 。 そ れ で は 、 失 礼 い た し ま す 。

①　 「 言 い 」 と あ り ま す が 、 「 言 い 」 を 、 こ こ で 用 い る の に ふ さ わ し い 一 語 の 敬 語 に 直 し 、 終 止 形 で 書 き な さ い 。

②　 ⓑ
　

に 入 れ る こ と ば と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 当 日 は 皆 さ ん の 帰 宅 時 間 が 遅 く な り ま せ ん か　 　 　 　 　 　 イ　 こ れ ま で に ど こ か 他 の 農 園 を 訪 問 さ れ て い ま す か

ウ　 私 は ど の よ う な こ と を お 話 し す れ ば よ い で す か　 　 　 　 　 エ　 坂 本 さ ん 以 外 に は ど な た が い ら っ し ゃ い ま す か

③　 「 貴 重 」 と 熟 語 の 構 成 （ 組 み 立 て ） が 同 じ も の は 、 ア 〜 オ の う ち で は ど れ で す か 。 す べ て 答 え な さ い 。

ア　 創 造　 　 　 イ　 前 後　 　 　 ウ　 開 会　 　 　 エ　 雷 鳴　 　 　 オ　 収 納

④　 【 電 話 で の 会 話 】 に お け る 健 太 さ ん に つ い て 説 明 し た も の と し て 適 当 で な い の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 は じ め に 自 分 の 氏 名 や 所 属 を 明 言 す る こ と で 、 自 分 が 何 者 な の か は っ き り さ せ て か ら や り と り し て い る 。

イ　 自 分 た ち が 果 樹 園 に 行 く こ と や 取 材 に か か る 時 間 を 伝 え 、 相 手 に 受 け 入 れ を 検 討 す る 材 料 を 与 え て い る 。

ウ　 取 材 の た め に 訪 問 す る 日 時 の 候 補 を 挙 げ て 相 手 に 選 択 し て も ら う こ と で 、 相 手 の 都 合 に 配 慮 し て い る 。

エ　 話 し 合 っ て 決 ま っ た こ と を 確 認 の た め に く り 返 し 言 っ て お り 、 お 互 い の 認 識 の 食 い 違 い を 防 い で い る 。

ⓐ
ⓒ

ⓐ
ⓒ

－
1
－

⑴　 ① 〜 ④ の ― ― の 部 分 に つ い て 、 ① 、 ② は 漢 字 の 読 み を 書 き な さ い 。 ま た 、 ③ 、 ④ は 漢 字 に 直 し て 楷 書 で 書 き な さ い 。

①　 す ば ら し い 演 奏 に 喝 采 を 送 る 。

②　 仕 入 れ た 商 品 を 百 貨 店 に 卸 す 。

③　 米 を 冷 暗 所 に チ ョ ゾ ウ す る 。

④　 ヒ タ イ に 汗 し て 働 い て い る 。

⑵　 次 の （ 例 ） の 「 の 」 と 同 じ は た ら き の 「 の 」 を 含 む 文 は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

（ 例 ） 私 が 欲 し い の は あ の 黒 い カ バ ン だ 。

ア　 相 手 の 蹴 っ た ボ ー ル を 止 め る 。

イ　 週 末 に な る の を 楽 し み に す る 。

ウ　 こ の う さ ぎ は 雪 の よ う に 白 い 。

エ　 明 日 の 気 温 が 低 い か 確 か め る 。

⑶　 次 の
　

ア
　

〜
　

エ
　

に そ れ ぞ れ 接 続 詞 一 語 を 入 れ て 文 章 を 完 成 さ せ る と き 、 逆 接 の 接 続 詞 を 入 れ る の が 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は

ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

そ の 日 、 私 は 友 達 の 家 を 訪 れ て い た 。 ア
　

、 そ の 友 達 の 飼 っ て い る ハ ム ス タ ー が 子 ど も を 生 ん だ と い う 話 を 聞 い た か ら だ 。 友 達 は 快 く

ハ ム ス タ ー を 見 せ て く れ た 。 イ
　

、 一 匹 譲 ろ う か と い う 提 案 ま で し て く れ た 。 家 に 戻 っ て 親 に 相 談 す る と き 、 私 は 反 対 さ れ な い か 不 安 だ っ た 。

ウ
　

、 親 は あ っ さ り と ハ ム ス タ ー を 飼 う こ と を 許 可 し て く れ た 。 エ
　

、 私 は 、 ハ ム ス タ ー を 新 し い 家 族 と し て 迎 え る こ と が で き た 。

⑷　 次 の 行 書 で 書 か れ た 漢 字 を 楷 書 で 書 い た と き 、 総 画 数 が 最 も 多 い の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 　 　 　 　 イ　 　 　 　 　 ウ　 　 　 　 　 エ　

次 の ⑴ 〜 ⑸ に 答 え な さ い 。１
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－
4
－

（
注
）

　 ク ラ ウ ド ― ― イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に デ ー タ や ソ フ ト を 保 管 し 、 利 用 で き る よ う に す る 仕 組 み 。

デ ー タ ベ ー ス ― ― 決 ま っ た 形 式 で 情 報 を 集 め て 整 理 し た も の 。

木 簡 、 竹 簡 ― ― 文 字 を 書 く た め に 使 わ れ た 木 の 札 、 竹 の 札 。

⑴　 こ の 漢 詩 の 形 式 と し て 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 五 言 絶 句　 　 　 イ　 七 言 絶 句　 　 　 ウ　 五 言 律 詩　 　 　 エ　 七 言 律 詩

⑵　 「 何 と い う こ と は な い 」 と あ り ま す が 、 こ れ に 当 た る こ と ば を 漢 詩 か ら 漢 字 三 字 で 抜 き 出 し て 書 き な さ い 。

⑶　 「 私 た ち の … … つ な が れ ま す 」 と あ り ま す が 、 こ れ に つ い て 説 明 し た 次 の 文 の　 　

に 入 れ る の に 適 当 な こ と ば を 、 【 解 説 】 か ら 十 字 で 抜 き

出 し て 書 き な さ い 。

私 た ち は 、 漢 文 を 媒 介 と す る こ と で 、

　

に 時 空 を 超 え て 触 れ ら れ る と い う こ と 。

⑷　 こ の 漢 詩 に つ い て 授 業 で 学 習 し た 緑 さ ん は 、 「 廬 山 煙 雨 浙 江 潮 」 と い う こ と ば に つ い て 調 べ 、 分 か っ た こ と を ノ ー ト に ま と め ま し た 。 【 ノ ー ト の

一 部 】 の
　 　

に 入 れ る こ と ば と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

【 ノ ー ト の 一 部 】

「 廬 山 煙 雨 浙 江 潮 」 と い う こ と ば に つ い て 調 べ た と こ ろ 、 蘇 軾 の 別 の 漢 詩 か ら 生 ま れ た 「 廬 山 の 真
し ん

面
め ん

目
も く

を 識
し

ら ず 」 と い う こ と ば の 存 在 を

知 り ま し た 。 こ の こ と ば は 「 廬 山 の 中 に 入 る と 、 位 置 に よ っ て 廬 山 の 見 え 方 が ど ん ど ん 変 わ り 、 か え っ て 廬 山 の 真 の 姿 形 が わ か ら な く な る 」

と い う 意 味 で 、 物 事 の 当 事 者 に は 客 観 的 な 真 相 や 全 体 像 が わ か ら な く な る こ と の 比 喩 と し て 使 わ れ る そ う で す 。

ま た 、 【 解 説 】 の 筆 者 が 「 廬 山 煙 雨 浙 江 潮 」 と い う こ と ば を 「 廬 山 の 真 面 目 を 識 ら ず 」 と い う こ と ば と 関 連 づ け 、 「 目 標 が か な わ な け れ ば

悔 し い が 、 か な う と 『 な ん だ 、 こ ん な も の か 』 と 思 う 。 し か し 、 そ の 後 も 『 こ ん な も の 』 に く り 返 し 関 わ る こ と で 、 誰 も 到 達 し て い な い

境 地 に 至 り 、 新 し い 発 見 を す る こ と も あ る 」 と い う 趣 旨 の 考 え を 述 べ た 文 章 を 見 つ け ま し た 。 筆 者 の こ の 考 え に 納 得 し た 私 は 、 改 め て 【 解 説 】

を 読 み ま し た 。 す る と 、 「 廬 山 煙 雨 浙 江 潮 」 と い う こ と ば に 対 し て 、 「
　 　

」 と 感 じ ら れ ま し た 。

 （ 加 藤 徹 『 漢 文 で 知 る 中 国　 名 言 が 教 え る 人 生 の 知 恵 』 を 参 考 に 作 成 ）

ア　 こ の こ と ば の 歴 史 を 認 識 す る こ と が で き た　 　 　 　 　 イ　 こ の こ と ば の 哲 理 を 体 現 す る こ と が で き た

ウ　 こ の こ と ば の 由 来 を 究 明 す る こ と が で き た　 　 　 　 　 エ　 こ の こ と ば の 含 蓄 を 理 解 す る こ と が で き た

ⓐ
ⓑ
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【 書 き 下 し 文 】

廬 山 煙 雨 浙 江 潮　 　 　 　 　 廬 山 の 煙 雨　 浙 江 の 潮
う し ほ

未 到 千 般 恨 不 消　 　 　 　 　 未
い ま

だ 到
い た

ら ざ れ ば 千 般　 恨 み 消 せ ず

到 得 還 来 無 別 事　 　 　 　 　 到 り 得 て 還
か へ

り 来 れ ば 別 事　 無 し

廬 山 煙 雨 浙 江 潮　 　 　 　 　 廬 山 の 煙 雨　 浙 江 の 潮

【 大 意 】

霧
き り

雨
さ め

に か す む 廬 山 、 海 か ら 川 へ 大 波 が 逆 流 す る 銭 塘 江 。 ぜ ひ 一 度 は 見 な い と 気 が 済 ま な い 名 所 だ 。 で 、 行 っ て 見 て き た あ と は 、 何 と い う こ と は な い 。

霧 雨 に か す む 廬 山 、 逆 流 す る 銭 塘 江 。

【 解 説 】

一 昔 前 ま で は 、 パ ソ コ ン も ス マ ホ も 、 そ れ ぞ れ の 端 末 に デ ー タ や ア プ リ 、 ソ フ ト を 搭 載 し な け れ ば な り ま せ ん で し た 。 し か し 今 は 「 ク ラ ウ ド 」

（cloud computing ） の 普 及 に よ り 、 個 々 の 端 末 に 、 重 い ソ フ ト や デ ー タ を 入 れ ず に 済 み ま す 。 （ 中 略 ）

漢 文 は 、 い わ ば ク ラ ウ ド で す 。 中 国 や 日 本 を 含 め 、 過 去 、 数 千 年 に お よ ぶ 東 洋 の 国 と 地 域 の 英 知 を 集 め た 、 巨 大 な デ ー タ ベ ー ス で す 。

日 本 に 「 名 物 に う ま い も の な し 」 と い う こ と わ ざ が あ り ま す 。 「 こ れ が あ の 、 有 名 な 名 物 料 理 か 。 ん ？　 あ れ ？　 あ ん ま り お い し く な い ぞ 」 と い う

経 験 は 、 誰 で も あ る で し ょ う 。 （ 中 略 ）

と は い え 、 や っ ぱ り 一 度 は 名 物 を 食 べ て み な い と 、 な ん か 悔 し い 。

そ ん な 人 生 の 哲 理 を 、 漢 文 で は 、

廬 山 煙 雨 浙 江 潮

と 表 現 し ま す 。 「 名 物 に う ま い も の な し 」 は 日 本 語 な の で 、 日 本 語 話 者 に し か 通 じ ま せ ん 。 「 廬 山 煙 雨 浙 江 潮 」 は 漢 文 な の で 、 千 年 前 の 古 人 も 、

現 代 人 も 、 そ し て お そ ら く 千 年 後 の 未 来 人 も 、 漢 文 が 読 め る 人 は そ の 含 蓄 を 理 解 で き ま す 。

漢 文 の 「 端 末 」 も さ ま ざ ま で す 。 太 古 の 昔 は 木 簡 や 竹 簡 。 そ の 後 は 紙 の 本 。 今 は ネ ッ ト や 電 子 書 籍 で も 漢 文 を 読 め ま す 。 （ 中 略 ）

茶 道 の 茶 人 は 「 廬 山 煙 雨 浙 江 潮 」 と 書 い た 掛 け 軸 を 茶 室 に 掛 け 、 学 校 の 校 長 先 生 は 修 学 旅 行 を 前 に し た 生 徒 の 朝 礼 で こ の 漢 文 を 引 用 し た り し ま す 。

生 徒 が ネ ッ ト の ブ ロ グ の 旅 行 記 で 、 こ の 漢 文 を 引 用 し て も い い 。

あ な た も 私 も 、 そ れ ぞ れ 一 度 き り の 人 生 を 生 き る 個 人 で あ り 、 い わ ば 「 端 末 」 で す 。 漢 文 と い う ツ ー ル を 使 う と 、 私 た ち の う え に 広 が る 雲 の よ う な

「 古 人 」 の 世 界 と 、 い つ で も つ な が れ ま す 。

 （ 出 典　 加
か

藤
と う

徹
と お る

『 漢 文 で 知 る 中 国　 名 言 が 教 え る 人 生 の 知 恵 』 ）

ⓐ

ⓑ

　 次 の 文 章 は 、 中 国 の 詩 人 で あ る 蘇
そ

軾
し ょ く

が 、 廬
ろ

山
ざ ん

と い う 山 と 銭
せ ん

塘
と う

江
こ う

（ 浙
せ っ

江
こ う

） と い う 河 川 を 詠
よ

ん だ 漢 詩 と そ の 【 書 き 下 し 文 】 、 【 大 意 】 、 お よ び

【 解 説 】 で す 。 こ れ を 読 ん で 、 ⑴ 〜 ⑷ に 答 え な さ い 。２
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白 っ ぽ く て 茶 色 の 波 形 の 縞
し ま

模
も

様
よ う

が 入 っ て い る 石 が 、 目 に と ま っ た 。 灯 可 理 は 、 身 を か が め て 、 そ れ を 拾 う 。 何 て い う 石 か は 知 ら な い け れ ど 、 き れ い な

模 様 。 ま る で 、 丁 寧 に 筆 で 描 い た よ う な 波 線 が 何 本 も 走 っ て い る 。 こ れ が 、 自 然 に で き た 模 様 だ な ん て 、 不 思 議 だ っ た 。 い や 、 自 然 で な け れ ば 、 こ ん な

模 様 は 作 り 出 せ な い の か も し れ な い 。 灯 可 理 は 、 手 に し て い る ビ ニ ー ル 袋 の 中 に 、 そ の 石 を 入 れ た 。 ビ ニ ー ル 袋 が 、 石 の 重 み に ず し っ と 伸 び た 。 （ 中 略 ）

消 波 ブ ロ ッ ク の と こ ろ を 越 え て 、 か な り 遠 く ま で や っ て き た 。 い つ の ま に か 、 赤 み を 増 し た 太 陽 が 水 平 線 近 く ま で 傾 い て い る 。 オ レ ン ジ 色 に

染 ま っ た 光 の 帯 が キ ラ キ ラ と 波 に き ら め き な が ら 、 沖 か ら 波 打 ち ぎ わ ま で 太 さ を 増 し て 延 び て く る 。

ビ ニ ー ル 袋 の 中 の 石 も け っ こ う な 数 に な っ た 。 手 に ぶ ら 下 げ た ビ ニ ー ル 袋 が ぴ ー ん と は っ て 、 ず っ し り と 重 い 。 そ ろ そ ろ 戻 ろ う か な と 、 灯 可 理 は

き び す を 返 し た 。

「 う わ あ っ 」

思 わ ず 、 灯 可 理 は 声 を 上 げ て 、 立 ち つ く し た 。

海 岸 が ま ぶ し い く ら い に 輝 い て い た 。 背 中 の 向 こ う か ら 差 し 込 ん で く る 夕 陽 の 光 線 に 反 射 し て 、 波 に 洗 わ れ た 無 数 の 石 こ ろ た ち が 、 一 粒 一 粒 光 っ て

い る 。 そ れ ぞ れ の 色 が 違 っ て 見 え る 。

（ ぽ つ ん も こ の 中 の 一 つ に 違 い な い ん だ ）

ポ ケ ッ ト の 中 の ぽ つ ん を 、 灯 可 理 は ぎ ゅ っ と 握 っ た 。

宝 石 箱 を ひ っ く り 返 し た よ う に 、 波 打 ち ぎ わ に 散 り ば め ら れ た 輝 き が 、 ず っ と 遠 く ま で 延 び て い た 。 灯 可 理 は 息 を の ん で 、 そ の 光 景 を 見 つ め た 。

海 に 沈 む 夕 陽 は 何 度 も 見 た こ と は あ る け れ ど 、 こ ん な ふ う に 夕 陽 に 照 ら さ れ る 波 打 ち ぎ わ の 石 た ち を 意 識 し て 見 つ め る の は 初 め て だ っ た 。

「 シ ョ ー に 気 づ い た な 」

い つ の 間 に か 、 近 く に や っ て き て い た 林 先 輩 が 、 灯 可 理 を 見 て 言 っ た 。 林 先 輩 の 顔 も 体 も 夕 陽 に 照 ら さ れ て 、 赤 く 染 ま っ て い る 。 そ し て 、 夕 陽 に

背 中 を 向 け て 、 海 岸 を 見 つ め る よ う に し た 。 そ の ず っ と 向 こ う に は 、 真 衣 の 背 中 も 見 え た 。 さ ら に そ の 向 こ う に 、 信 二 の 姿 も 小 さ く 見 え た 。 四 人 は 、

同 じ よ う に 波 打 ち ぎ わ に 立 っ て 、 海 岸 を 彩
い ろ ど

る 光 の シ ョ ー を 見 つ め て い た 。

「 水 平 線 に 沈 む 夕 陽 も き れ い だ け ど 、 沈 む 直 前 の 夕 陽 に 輝 く 波 打 ち ぎ わ の 石 こ ろ た ち は 、 そ れ 以 上 だ と 思 う よ 」

林 先 輩 の 背 中 か ら 声 が 聞 こ え た 。

「 多 く の 人 は 、 夕 陽 を 見 て る け ど ね 」

林 先 輩 は 、 防 波 堤 に 目 を や っ た 。

た し か に 、 防 波 堤 を 見 る と 、 何 人 も の 人 た ち が 、 海 に 沈 も う と し て い る 夕 陽 を 眺 め て い る 。 カ メ ラ を 向 け て 写 真 を 撮 っ て い る 人 も い る 。 そ の 人

た ち の 視 線 に 逆 ら う よ う に 、 夕 陽 を 背 に し て 立 っ て い る の は 、 み が き 部 の 四 人 だ け だ 。

「 ふ ふ 、 ぼ く ら っ て 、 変 わ っ て る の 」

林 先 輩 は 、 灯 可 理 を 振 り 返 っ て 、 笑 っ た 。 灯 可 理 も つ ら れ て 、 笑 っ た 。

 （ 出 典　 横
よ こ

沢
さ わ

彰
あ き ら

『 あ し た を み が け ― ― 姫 川 中 学 校 み が き 部 』 ）

ⓒ

ⓓ
ⓔ
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み ん な が 、 て ん で に 好 き な 方 へ 歩 き 始 め る 。

灯 可 理 は 、 西 に 向 か っ て 浜 を 歩 い た 。 少 し 行 く と 消 波 ブ ロ ッ ク が 波 打 ち ぎ わ ま で 置 か れ て い て 、 そ こ を 越 え て い く と 、 ま た 向 こ う に 浜 が 広 が っ て

い る 。 そ っ ち の 方 ま で 行 っ て み よ う か な と 思 っ た 。

真 衣 が 波 に 足 を 濡
ぬ

ら し そ う に な っ て 、 悲 鳴 を 上 げ て 騒 い で い る の が 見 え る 。 信 二 は 、 一 個 一 個 の 石 を 丁 寧 に 観 察 し て い る の か 、 拾 っ て は じ っ と

見 つ め 、 ぽ と り と 落 と す 。 だ か ら 、 な か な か 前 に 進 ま な い 。 林 先 輩 は 、 あ ら か じ め 探 す と こ ろ を 決 め て い た の か 、 あ っ と い う 間 に 東 の 方 へ 、 小 さ く

な っ て い っ て し ま っ た 。

じ ゃ り 、 じ ゃ り と 、 石 を 鳴 ら し て 、 灯 可 理 は 波 打 ち ぎ わ を 歩 く 。 潮 風 が 心 地 よ く 髪 を 揺 ら す 。 潮 の 匂 い も 、 灯 可 理 は 好 き だ っ た 。

み ん な で 、 海 岸 に 来 て い る の に 、 そ れ ぞ れ が 行 き た い 方 に 向 か っ て ば ら ば ら に な る 。 い っ し ょ に 活 動 し て い る の だ け れ ど 、 だ れ に 気 兼 ね す る こ と も

な く 、 自 分 の 思 い で 歩 い て い け る 。

（ な ん か い い な あ ）

灯 可 理 は 思 っ た 。

い っ し ょ に い な が ら 、 み ん な 、 そ れ ぞ れ 。 そ れ ぞ れ な の に 、 い っ し ょ に い ら れ る 。 こ ん な 感 覚 初 め て だ と 思 っ た 。 （ 中 略 ）

み が き 部 の 空 気 っ て 、 何 な の だ ろ う 。 部 活 動 と は い え 、 こ ん な ゆ っ た り と し た 空 気 を 味 わ え る な ん て 。 や り た い こ と を 、 そ れ ぞ れ が や っ て い る 。

そ れ を 、 お た が い が わ か り 合 っ て い る 。 な ん か 、 居 心 地 が い い 。 灯 可 理 は 、 心 の 底 が あ っ た か く な る の を 感 じ て い た 。

（ 教 室 で も 、 一 人 で い た っ て い い の か な ）

灯 可 理 は ズ ボ ン の ポ ケ ッ ト の 上 か ら ぽ つ ん を 押 さ え た 。 相 変 わ ら ず 、 ぽ つ ん を 持 っ て い る 。 ヒ ス イ じ ゃ な く な っ て 、 た だ の 石 こ ろ に な っ て し ま っ た

け れ ど 。 で も 、 そ ん な こ と 、 ど う で も い い 。 ぽ つ ん は 、 ぽ つ ん 。 世 界 に た っ た 一 つ の 石 こ ろ 。 ヒ ス イ で な く な っ た か ら と い っ て 、 ぽ つ ん で な く な る

わ け で は な い 。 林 先 輩 か ら 拾 っ て も ら っ た こ の 石 の お か げ で 、 み が き 部 に 入 る こ と が で き た 。 自 分 を み が き 部 に 入 れ て く れ た 石 。 手 み が き は 、 ま だ

途 中 だ 。 紙 ヤ ス リ の 番 手 を さ ら に 高 め て 、 ぽ つ ん を も っ と 磨 い て い こ う と 思 っ て い る 。

（ こ ん ど 、 昼 休 み 、 ず っ と ぽ つ ん を 磨 い て 過 ご し て み よ っ か な ）

潮 風 に 当 た っ て 歩 き な が ら 、 灯 可 理 は 、 の ん び り そ ん な こ と を 思 っ た 。

「 い い 模 様 が 出 そ う な 石 か あ … … 」

灯 可 理 は 、 ひ と り 言 を つ ぶ や い て 、 足 も と の 石 こ ろ を 探 し た 。 波 を か ぶ っ た 無 数 の 石 が 、 太 陽 の 陽
ひ

射
ざ

し に 反 射 し て 、 ま ぶ し く 輝 い て い る 。

（ お っ 、 こ れ 、 い い な ）

ⓐ

ⓑ
　 次 の 文 章 は 、 石 や ガ ラ ス な ど を 拾 っ て 磨 く 「 み が き 部 」 の 「 灯

ひ

可
か

理
り

」 が 、 同 じ 部 活 動 の 「 真 衣 」 、 「 信
し ん

二
じ

」 、 「 林 先 輩 」 と と も に 海 岸 で 石 を

拾 っ て い る 場 面 で す 。 部 員 た ち は 、 文 化 祭 で 展 示 ・ 販 売 す る 石 を 探 す た め 、 「 灯 可 理 」 が 「 ぽ つ ん 」 と 名 付 け て い つ も 持 ち 歩 い て い る 石 を

見 つ け た 海 岸 ま で や っ て き ま し た 。 こ れ を 読 ん で 、 ⑴ 〜 ⑹ に 答 え な さ い 。

３
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⑸　 「 林 先 輩 は … … 笑 っ た 」 と あ り ま す が 、 こ の と き の 「 林 先 輩 」 の 心 情 に つ い て 説 明 し た 次 の 文 の　 　

に 入 れ る の に 適 当 な こ と ば を 、 二 十 字

以 内 で 書 き な さ い 。

今 、 こ の 海 岸 で
　 　

こ と に 対 す る 自 分 の 喜 び を 、 灯 可 理 に 伝 え た い と い う 気 持 ち 。

⑹　 こ の 文 章 の 表 現 や 内 容 に つ い て 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 「 ぽ と り と 落 と す 」 と い う 擬 態 語 を 用 い た 表 現 は 、 石 を 落 と し て 遊 ぶ 信 二 に 対 す る 灯 可 理 か ら の 親 し み を 表 し て い る 。

イ　 「 い い 模 様 が 出 そ う な 石 」 と い う 表 現 は 、 石 は 人 間 が 磨 い て は じ め て 美 し く な る と い う 灯 可 理 の 考 え を 反 映 し て い る 。

ウ　 三 人 称 に よ る 地 の 文 を お も に 用 い る こ と で 、 カ ッ コ （　 ） を 用 い て 描 か れ た 灯 可 理 の 主 観 的 な 心 情 を 強 調 し て い る 。

エ　 学 校 を 離 れ て 活 動 す る 様 子 を 描 く こ と で 、 学 校 生 活 と 部 活 動 と を 切 り 離 し て 考 え る 灯 可 理 の 姿 勢 を 印 象 づ け て い る 。

ⓔ

－
7
－

（
注
）

　 ぽ つ ん ― ― 白 色 で 、 鮮 や か な 緑 色 の 模 様 が 透 け て 見 え る 石 。 拾 っ た と き は ヒ ス イ と い う 宝 石 の 原 石 か と 思 わ れ た が 、 後 に 違 う と わ か っ た 。

消 波 ブ ロ ッ ク ― ― 防 波 堤 な ど に 設 置 さ れ た コ ン ク リ ー ト 製 の ブ ロ ッ ク 。

紙 ヤ ス リ の 番 手 ― ― 紙 ヤ ス リ の 目 の 粗 さ の こ と 。 番 手 の 数 字 が 大 き い ほ ど 目 が 細 か い 。

⑴　 「 な ん か い い な あ 」 と あ り ま す が 、 こ の と き 「 灯 可 理 」 が 「 み が き 部 」 の ど の よ う な 点 を 「 い い 」 と 思 っ た の か を 説 明 し た 次 の 文 の　 Ｘ
　

、

Ｙ
　

に 入 れ る の に 適 当 な こ と ば を 、 Ｘ
　

は 五 字 、 Ｙ
　

は 九 字 で 、 そ れ ぞ れ 文 章 中 か ら 抜 き 出 し て 書 き な さ い 。

み が き 部 の 、 Ｘ
　

に 行 き 先 を ゆ だ ね て 別 々 に 行 動 し て い て も 、 同 じ 部 の 仲 間 と し て
　

Ｙ
　

と 感 じ る 点 。

⑵　 「 で も 、 そ ん な こ と 、 ど う で も い い 」 と あ り ま す が 、 「 灯 可 理 」 が そ の よ う に 考 え る 理 由 を 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は

ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 ぽ つ ん は 他 の 石 と 見 た 目 で は 区 別 で き な い が 、 灯 可 理 が 部 活 動 に 参 加 す る た め に 必 要 で あ り 、 み が き 部 で 過 ご し た 日 々 を 象 徴 す る も の だ か ら 。

イ　 宝 石 で は な か っ た ぽ つ ん で も 、 石 を 磨 く こ と 自 体 に 楽 し さ を 見 い だ し た 灯 可 理 に と っ て は 、 他 の 石 と 同 じ よ う に 磨 い て 作 品 に す る 対 象 だ か ら 。

ウ　 ぽ つ ん は ヒ ス イ で は な い と 判 明 し た が 、 美 し い 石 で あ る こ と に 変 わ り は な く 、 詳 し く 調 べ れ ば 他 の 石 よ り も 価 値 が あ る 可 能 性 が ま だ あ る か ら 。

エ　 他 の 人 に と っ て ぽ つ ん は た だ の 石 に 過 ぎ な く て も 、 灯 可 理 に と っ て は 入 部 す る き っ か け と な っ た 石 で あ り 、 他 の 石 に は 代 え が た い も の だ か ら 。

⑶　 「 い つ の ま に か … … 傾 い て い る 」 と あ り ま す が 、 こ の 表 現 か ら わ か る こ と と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な

さ い 。

ア　 灯 可 理 が 林 先 輩 を 追 い か け な が ら 石 を 拾 っ て い く う ち に 、 人 が 集 ま る よ う な 景 色 の 良 い 場 所 ま で た ど り 着 い て い た こ と 。

イ　 灯 可 理 が 自 然 の 生 み 出 し た 石 の 魅 力 に 夢 中 に な っ て 石 を 拾 っ て い る あ い だ に 、 夕 陽 が 沈 む よ う な 時 間 に な っ て い た こ と 。

ウ　 灯 可 理 が 部 員 と 協 力 し て 一 生 懸 命 に 石 を 拾 い 続 け た こ と で 、 ビ ニ ー ル 袋 が い っ ぱ い に な る ほ ど 多 く の 石 が 集 ま っ た こ と 。

エ　 灯 可 理 が 根 気 よ く 吟 味 し な が ら 石 を 拾 っ て い っ た 結 果 、 周 囲 の 様 子 が ま る で 違 っ て 見 え る ほ ど 遠 く に 来 て し ま っ た こ と 。

⑷　 「 思 わ ず … … 立 ち つ く し た 」 と あ り ま す が 、 こ の 表 現 と 同 様 に 、 目 の 前 の 光 景 の 美 し さ に 驚 く 「 灯 可 理 」 の 様 子 を 描 い た 表 現 を 、 文 章 中 か ら

十 九 字 で 抜 き 出 し て 書 き な さ い 。

ⓐ
ⓑ

ⓒ
ⓓ
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焚 き 火 に 感 じ る 癒 や し の 本 質 は 、 受 動 的 体 験 の 延 長 で あ る と 私 は 考 え て い る 。 そ の た め 、 映 像 の 焚 き 火 か ら は 癒 や し 以 上 の 効 果 は 得 に く い 。

一 方 、 本 物 の 焚 き 火 で は 、 火 を 起 こ し 、 火 を い じ り な が ら 刻 一 刻 変 化 す る 火 を 観 る こ と に な る 。 私 が 焚 き 火 を し て い る 時 に は 、 無 意 識 の う ち に

い ろ い ろ な こ と を 考 え て い た り 、 思 い 出 し た り し て い る こ と が 多 い 。

熾
お き

火
び

の 状 態 （ オ レ ン ジ 色 の 炎 を 上 げ ず 、 薪 の 芯 の 部 分 が 赤 く チ ロ チ ロ と 燃 え て い る 状 態 。 薪 を 追 加 す る だ け で 比 較 的 す ぐ に 炎 を 上 げ 焚 き 火 を 延 長

す る こ と が で き る ） に な る と 、 細 か く 火 の 世 話 を す る 必 要 が な く な る た め 、 そ の 前 で ウ ッ ド ク ラ フ ト 製 作 な ん か も で き て し ま う 。 そ し て 焚 き 火 の

前 で や る と 、 な ぜ か 高 い 集 中 力 を 維 持 し て 作 業 に 没 頭 で き 、 売 り 物 に な り そ う な 三 つ
ま た

フ ォ ー ク を 一 晩 で 作 り 上 げ た こ と も あ る 。

本 物 の 焚 き 火 は 、 ま っ た く 同 じ 状 態 に な る こ と が 一 度 も な い 。 ど の 瞬 間 も そ の 瞬 間 の み と い う 刹
せ つ

那
な

的
て き

な 展 開 を し 、 着 火 か ら 消 火 ま で 毎 回 異 な る

「 焚 き 火 の 一 生 」 を 見 せ て く れ る 。

実 生 活 に お い て も 、 厳 密 に は ま っ た く 同 じ こ と は 起 こ ら な い が 、 独 り 野 外 で 行 う 焚 き 火 に は よ り 強 い 「
　

ⓔ
　

」 を 感 じ て し ま う 。 だ か ら 毎 回

新 鮮 で あ る と 同 時 に 、 手 を 抜 く と 失 敗 し て し ま う こ と も あ る 。 そ の 緊 張 感 の た め 成 功 時 に は 安
あ ん

堵
ど

が あ り 、 単 純 な 癒 や し を 感 じ る 以 上 の 何 か を 感 じ る

の か も し れ な い 。

 （ 出 典　 岡
お か

本
も と

剛
つ よ し

『 焚 き 火 の 脳 科 学 ― ― ヒ ト は な ぜ 焚 き 火 に ハ マ る の か ― ― 』 ）

（
注
）

　 ヒ ー リ ン グ ― ― 癒 や し 。

ノ イ ズ ― ― 雑 音 。

薪 バ サ ミ ― ― 薪 を は さ ん で 位 置 を 調 整 す る た め の 道 具 。 持 ち 手 の こ と を 「 ハ ン ド ル 」 と も 呼 ぶ 。

輻 射 熱 ― ― 放 射 熱 。 赤 外 線 な ど に よ っ て 伝 わ る 熱 。

リ フ レ ク タ ― ― 反 射 板 。 風 を よ け た り 火 の 粉 を 防 い だ り す る た め に 使 う 。

キ ャ ン パ ー ― ― キ ャ ン プ を す る 人 。

ハ イ ブ リ ッ ド ― ― 異 な っ た 要 素 が 混 ざ り あ っ て い る こ と 。

ウ ッ ド ク ラ フ ト ― ― 木 を 使 う 工 作 。

刹 那 的 ― ― 瞬 間 的 。

⑴　 ⓐ
　

、 ⓒ
　

に そ れ ぞ れ 入 れ る こ と ば の 組 み 合 わ せ と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 ⓐ つ い つ い　 ⓒ 決 し て　 　 　 イ　 ⓐ ど う か　 ⓒ 少 し も　 　 　 ウ　 ⓐ 思 わ ず　 ⓒ ま さ か　 　 　 エ　 ⓐ ま る で　 ⓒ な か な か

－
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－

キ ャ ン プ ブ ー ム で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に は 焚
た

き 火 の 映 像 が 溢
あ ふ

れ て い る 。 そ し て 私 を 含 め 、 ⓐ
　

そ の 映 像 を 見 入 っ て し ま う 人 が 少 な く な い 。 （ 中 略 ）

ヒ ー リ ン グ 効 果 を 期 待 し て 観
み

て い る 人 は も ち ろ ん 、 な か な か キ ャ ン プ に 行 け な い 鬱 憤 を そ の 動 画 視 聴 で 晴 ら す 人 も い る か も し れ な い 。 し か し 、

映 像 の 焚 き 火 と 本 物 の 焚 き 火 で は 、 受 け る 刺 激 の 豊 富 さ や 強 さ が ま っ た く 異 な る 。

映 像 の 焚 き 火 は 、 快 適 な 室 内 空 間 の 中 で 、 目 の 前 に 置 か れ た モ ニ タ に 映 る 視 覚 刺 激 と ス ピ ー カ ー か ら 流 れ る 聴 覚 刺 激 で し か な い 。 大 画 面 テ レ ビ で

観 れ ば 、 実 際 の 焚 き 火 よ り は る か に 大 き く 映 せ る が 、 ス マ ホ で 観 れ ば 、 手 の ひ ら サ イ ズ よ り 大 き く す る こ と は で き な い 。 一 般 的 な ビ デ オ カ メ ラ で

撮 影 し た 映 像 な ら 、 視 点 を 変 え る こ と も で き な い 。

逆 に 音 は 、 静 音 な 環 境 で 高 性 能 マ イ ク を 使 っ て 録 音 し て い れ ば 、 実 際 の 焚 き 火 よ り ノ イ ズ を カ ッ ト し 、 パ チ パ チ 音 を 強 調 す る こ と が で き る 。

ミ ュ ー ト す る こ と で 音 自 体 を 完 全 に 消 す こ と も 可 能 だ 。 そ の 視 聴 覚 刺 激 で 癒 や し の 効 果 が 得 ら れ る な ら 単 純 に 凄
す ご

い と 言 え る か も し れ な い が 、 映 像 の

焚 き 火 で 得 ら れ る 感 覚 刺 激 は 、 本 物 の 焚 き 火 で 得 ら れ る そ れ と は 大 き く 異 な っ て い る 。

本 物 の 焚 き 火 は 、 自 然 の 中 で 視 覚 、 聴 覚 、 嗅 覚 、 体 性 感 覚 （ 触 覚 、 温 熱 感 覚 、 痛 覚 ） を 刺 激 す る 超 多 感 覚 エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト だ 。

樹 種 ・ 状 態 に よ っ て 異 な る 薪
ま き

の 匂 い （ 松 や ヒ ノ キ な ど 針 葉 樹 の 薪 は 良 い 香 り が す る ） 、 煙 の 匂 い （ 黒 煙 も 出 や す い が 、 や は り 針 葉 樹 は 良 い 香 り が

す る 。 流 木 に は 独 特 の 潮 っ ぽ さ も あ る ） 、 素 手 で 薪 を つ か ん だ 時 の 感 触 （ 針 葉 樹 は 軟 ら か く て 軽 い 、 広 葉 樹 は 硬 く て 重 い 。 樹 皮 が 付 い て い れ ば 、

ガ サ ガ サ す る ） 、 薪 バ サ ミ で 燃 え て い る 薪 を つ か ん だ 時 の 感 触 （ 薪 バ サ ミ の ハ ン ド ル の 感 触 と 、 薪 の 種 類 や 燃 焼 状 態 に よ っ て 異 な る 重 さ や 力 加 減 ） 、

輻
ふ く

射
し ゃ

熱
ね つ
（ 焚 き 火 の 大 き さ や 状 態 に よ っ て 大 き く 変 わ る 。 リ フ レ ク タ を 置 く 場 合 は 、 そ の 素 材 や サ イ ズ 、 形 状 に よ っ て も 変 わ る ） 、 煙 を 浴 び る と 感 じ る

目 の 痛 み や 、 薪 の さ さ く れ が 指 に 刺 さ っ た 時 の 痛 み 、 焚 き 火 台 に う っ か り 触 れ て し ま っ た 時 の 火
や け ど
傷 な ど 、 映 像 だ け で は
　

ⓒ
　

得 ら れ な い 刺 激 が

盛 り だ く さ ん な の だ 。

も ち ろ ん 、 野 外 で は 周 囲 の 環 境 の 影 響 を 直 接 受 け る た め 、 太 陽 の 光 、 日 没 直 後 の 空 の 深 く 青 い 色 、 風 に 揺 ら れ 擦 れ 合 う 木 の 葉 の 音 、 川 を 流 れ る

水 の 音 、 鳥 の 声 、 可 能 な 限 り 遭 遇 は 避 け た い 獣 の う め き 声 や バ キ バ キ と 木 を な ぎ 倒 す よ う な 音 、 周 囲 の キ ャ ン パ ー の 声 、 場 合 に よ っ て は 交 通 騒 音

な ど 、 焚 き 火 と は 直 接 関 係 の な い ノ イ ズ も 入 っ て し ま う 。

現 地 で 拾 う と 決 め て 薪 を 買 っ て い か な か っ た も の の 、 現 地 で は 湿 っ た 薪 し か 拾 え な か っ た と か 、 急 に 雨 が 降 っ て き た と か で 火 が つ け ら れ な か っ た 、

と い う よ う な 不 可 抗 力 も あ る 。 だ か ら こ そ 、 野 外 で 焚 き 火 が で き る こ と 自 体 に 、 喜 び や 価 値 を 感 じ て し ま う の か も し れ な い 。

焚 き 火 の 効 果 を 考 え る 際 に は 、 体 験 の 方 向 性 も 非 常 に 重 要 な 意 味 を 持 つ 。 映 像 の 焚 き 火 と 本 物 の 焚 き 火 で は 、 体 験 の 方 向 性 が 真 逆 に な っ て い て 、

前 者 が 一 方 的 に 刺 激 を 受 け る 受 動 的 体 験 だ け な の に 対 し 、 後 者 は 、 着 火 か ら 自 分 で や ら な け れ ば 何 も 始 ま ら な い 能 動 的 体 験 と な っ て い る 。

も ち ろ ん 、 着 火 、 燃 焼 、 消 火 ま で の 過 程 に は 受 動 的 体 験 も 含 ま れ る た め 、 本 物 の 焚 き 火 は 能 動 と 受 動 の ハ イ ブ リ ッ ド な 体 験 と 言 え る 。

ⓑ
ⓓ

次 の 文 章 を 読 ん で 、 ⑴ 〜 ⑸ に 答 え な さ い 。４
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－
11
－

⑵　 「 映 像 の … … 異 な る 」 に つ い て 、 次 の ① 、 ② に 答 え な さ い 。

①　 筆 者 の 考 え る 、 「 映 像 の 焚 き 火 」 を 観 る こ と で 受 け る 「 刺 激 」 と は ど の よ う な 刺 激 か 、 文 章 中 か ら 五 字 で 抜 き 出 し て 書 き な さ い 。

②　 筆 者 の 考 え る 、 「 本 物 の 焚 き 火 」 を す る こ と で 受 け る 「 刺 激 」 に つ い て 説 明 し た も の と し て 適 当 で な い の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。

一 つ 答 え な さ い 。

ア　 針 葉 樹 の 薪 の 匂 い や 、 そ れ を 燃 や し た 時 に 出 る 煙 の 匂 い な ど の 、 心 地 よ く 感 じ る 刺 激 だ け で な く 、 薪 の さ さ く れ が 指 に 刺 さ っ た 時 な ど に

受 け る 痛 み と い っ た 刺 激 も 含 ま れ る 。

イ　 焚 き 火 か ら 発 せ ら れ る 熱 の 暖 か さ な ど 、 焚 き 火 の 世 話 を す る こ と に よ っ て 受 け る 刺 激 だ け で な く 、 日 没 直 後 の 空 の 深 く 青 い 色 な ど の 焚 き 火

と は 直 接 関 係 な い 刺 激 も 含 ま れ る 。

ウ　 煙 が 目 に 入 っ た 時 の 痛 み や 、 薪 バ サ ミ を 使 っ て 薪 を つ か む 時 の 力 加 減 な ど 、 そ の 場 で 受 け る 刺 激 だ け で な く 、 焚 き 火 の 燃 え る 音 を 録 音 し て

後 か ら 聞 い た 時 の 刺 激 も 含 ま れ る 。

エ　 不 注 意 で 火 傷 を 負 っ た と き に 感 じ る 熱 さ や 痛 み な ど 、 火 が つ い た 後 に 感 じ る も の だ け で な く 、 燃 や す 前 の 薪 の 手 触 り や 重 量 感 の 違 い の よ う に

準 備 段 階 で 受 け る 刺 激 も 含 ま れ る 。

⑶　 「 焚 き 火 … … 意 味 を 持 つ 」 と あ り ま す が 、 本 物 の 焚 き 火 の 「 効 果 」 に 対 す る 筆 者 の 考 え を 説 明 し た 次 の 文 の　 Ｘ
　

〜
　

Ｚ
　

に 入 れ る の に 適 当

な こ と ば を 、 Ｘ
　

、 Ｙ
　

は 文 章 中 か ら そ れ ぞ れ 二 字 で 抜 き 出 し て 書 き 、 Ｚ
　

は 十 五 字 以 内 で 書 き な さ い 。

筆 者 は 、 Ｘ
　

的 体 験 で あ り 、 Ｙ
　

的 体 験 も す る 本 物 の 焚 き 火 を 通 し て 、 人 は
　

Ｚ
　

の で は な い か 、 と 考 え て い る 。

⑷　 ⓔ
　

に 入 れ る こ と ば と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 順 風 満 帆　 　 　 イ　 深 山 幽 谷　 　 　 ウ　 前
ぜ ん

代
だ い

未
み

聞
も ん

　 　 　 エ　 一
い ち

期
ご

一
い ち

会
え

⑸　 こ の 文 章 の 論 の 進 め 方 を 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 映 像 の 焚 き 火 と 本 物 の 焚 き 火 に よ る さ ま ざ ま な 刺 激 の 具 体 例 を 挙 げ な が ら 、 本 物 の 焚 き 火 を 映 像 の 焚 き 火 で 代 替 す る 方 法 を 検 証 し て い る 。

イ　 映 像 の 焚 き 火 と 本 物 の 焚 き 火 の 違 い を 明 ら か に し な が ら 考 察 を 進 め 、 筆 者 自 身 の 実 感 を も と に 本 物 の 焚 き 火 の 魅 力 に つ い て 解 説 し て い る 。

ウ　 映 像 の 焚 き 火 と 本 物 の 焚 き 火 そ れ ぞ れ の 問 題 点 を 指 摘 し 、 複 数 の 事 例 に よ り 裏 付 け る こ と で 、 焚 き 火 の あ る べ き 姿 に つ い て 究 明 し て い る 。

エ　 映 像 の 焚 き 火 と 本 物 の 焚 き 火 に 関 し て ま と め た 他 者 の 論 文 を 引 用 し て 、 多 角 的 な 視 点 か ら 分 析 し 、 本 物 の 焚 き 火 の 優 位 性 を 主 張 し て い る 。

ⓑ
ⓓ
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 ２ 数 学 

（１）出題のねらい 

  ア 全般的なねらい 

   数量や図形に関する基礎的な概念や原理・法則についての理解の程度、数学を活用

して事象を論理的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表

現する力等をみるために、基礎的・基本的事項を中心として各領域から幅広く出題し

ている。 

 

  イ 問いごとのねらい 

   １ 各領域において、基礎的・基本的な知識及び技能の習得の程度等をみる。 

 

   ２ 具体的な事象の中の数量の関係を考察する場面において、数量の関係を文字を

用いた式で表現する力、文字を用いた式を具体的な場面で活用する力等をみる。 

 

   ３ 収集したデータを度数分布表や度数分布多角形に整理した場面において、四分

位数、累積相対度数を求める力、相対度数についての理解の程度等をみる。 

 

   ４ 直線と放物線で囲まれた部分を三角形に分割しておおよその面積を考察する場

面において、関数についての理解の程度、図形の性質を具体的な場面で活用する

力等をみる。 

 

   ５ 円とその円に外接する正多角形の周の長さを考察する場面において、図形につ

いての理解の程度をみるとともに、それらを活用して図形の特徴を考察し問題を

解決する力等をみる。 

 

 

（２）結果の概要と授業改善の視点等 

  ア 結果の概要 

１について、基本的な計算技能の習得の程度をみる設問では７割以上の正答率であ

ったが、分数や分数式を含む設問、簡単な場合について確率を求める設問では正答率

が低かった。「数と式」について、数量の関係を文字を用いた式で表す設問２(1)②で

は、正答率が43.0％と低かった。「データの活用」について、相対度数に関する理解

の程度をみる設問３(2)③では、正答率が32.0％、誤答率が35.0％であった。「関数」

について、４では(3)の一次関数を式で表す設問を境に正答率が下がった。「図形」に

ついて、円周の長さを求める設問５(2)では、正答率が53.0％と低かった。また、５で

は、(3)までの正答率が約50％であったのに対し、(4)の正答率が2.5％であったことか

ら、「数学的な表現を用いた理由の説明」について課題がみられた。 
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 イ 授業改善の視点等 

 

 

〔大問３(2)③ 正答：正答例参照     正答率：32.0%〕 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
〈分析〉相対度数についての理解の程度をみることをねらいとしている。誤答率が

35.0％であり、誤答の中には、「といえる」を選び、理由を「相対度数が同じだから」

としている解答が目立った。相対度数についての理解が不十分であったと考えられる。 

〈視点〉指導においては、身近な事象を通して、大きさの異なる二つ以上の集団のデー

タの傾向を比較する場合、度数分布表の各階級の度数で単純に比べることができないこ

とを経験できるようにすることが重要である。また、この学習内容は、確率の学習の基

礎となることにも留意して指導することが大切である。 
 

 

 

〔大問５(4) 正答：正答例参照     正答率：2.5%〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
〈分析〉大問５は、円周がその円の外部にある正多角形の周より短いことを確認し、判

断の根拠を説明する力をみることをねらいとしている。理由では無答が多く、数学的な

表現を用いて、筋道を立てて説明する力が十分に身に付いていないと考えられる。 

〈視点〉指導においては、数学的な表現を用いて筋道を立てて説明し伝え合う活動を充実

させることが大切である。数量や図形などに関する問題場面について思考した過程や、そ

の結果得られた事実や方法、判断の根拠などを数学的に表現するためには、言葉や数、式、

図、表、グラフなどを適切に用いて的確に表現する必要がある。その際、数学的に表現す

ることと数学的に表現されたものを解釈することを対にして考えることが大切である。 

相対度数の必要性と意味を理解するための指導の充実 

数学的な表現を用いて筋道を立てて説明し伝え合う活動の充実 

 

(2) 

 

 

 

 

 

③ 図から、次のアとイは同じといえますか。解答欄の   に「といえる」または「と

は限らない」のいずれかを書きなさい。また、そのように判断した理由も答えなさい。 
 

ア 「徒歩」と答えた生徒のうち、「30 分以上 40 分未満」と答えた生徒の人数 

イ 「自転車」と答えた生徒のうち、「30 分以上 40 分未満」と答えた生徒の人数 

 

 

 

 

 

 

 

図１         図２ 

(4) 次のア、イ、ウの長さを短い順に、その記号を左から並べなさい。また、そのような順

に並べた理由を、3.1＜π＜3.2 、1.7＜ξ3＜1.8 であることを使って答えなさい。 
 

ア 円 Oの円周  イ 図１の正方形の周  ウ 図２の正六角形の周 

O 

9 cm 

 O 

9 cm 
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選
択

短
答

記
述

(1) 2 ○ 98.0 0.0 2.0 0.0

(2) 2 ○ 62.0 8.0 25.0 5.0

(3) 2 ○ 85.5 0.0 14.0 0.5

(4) 2 ○ 77.0 0.0 21.5 1.5

(5) 2 ○ 79.5 1.0 16.5 3.0

(6) 2 ○ 83.0 0.0 13.5 3.5

(7) 2 ○ 73.5 2.0 14.0 10.5

(8) 2 ○ 72.0 3.0 12.5 12.5

(9) 2 ○ 59.0 0.0 40.5 0.5

(10) 2 ○ 83.5 3.5 11.0 2.0

(11) 2 ○ 63.0 0.5 29.0 7.5

(1)① 2 ○ 86.0 0.5 12.5 1.0

(1)② 2 ○ 43.0 19.0 30.5 7.5

(1)③ 2 ○ 79.0 1.0 12.5 7.5

(2)① 2 ○ 47.5 0.0 44.0 8.5

(2)② 3 ○ 3.5 3.5 55.0 38.0

(1)①
第１四分位数  　 分以上     分未満
中央値　　　　     分以上     分未満 4 ○ 74.5 11.5 12.0 2.0

(1)② 2 ○ 58.0 1.0 27.5 13.5

(2)① 2 ○ 51.5 0.0 41.0 7.5

(2)② ア 2 ○ 84.5 0.0 14.0 1.5

(2)③ ※説明記述 3 ○ 32.0 25.5 35.0 7.5

(1) 点Bの 𝑥 座標
△OABの面積 4 ○ 48.5 36.0 9.5 6.0

(2) 点Qの 𝑦 座標
線分PQの長さ 4 ○ 65.0 16.0 9.5 9.5

(3) 直線 ℓ の式
点Rの 𝑥 座標 4 ○ 34.0 35.0 11.5 19.5

(4) 2 ○ 27.0 0.0 37.0 36.0

(1) ※作図記述 3 ○ 49.0 12.5 29.0 9.5

(2) 2 ○ 53.0 0.0 39.5 7.5

(3) 2 ○ 45.5 1.0 38.0 15.5

(4) ※説明記述 3 ○ 2.5 23.5 50.0 24.0

3

4

5

1

2

（３）応答率

大問 小問 正　答　例
形式 応　答　率　（％）

正答としたもの
部分点を

与えたもの
誤答としたもの 無　答

配点例
（点）

13𝑎 − 𝑏

1

−9

1

2
𝑎2

2 3

(𝑥 + 4)(𝑥 − 4)

−8 ≦ 𝑦 ≦ −2

2

6 3

𝑥 = 1 、 𝑦 = −4

𝑥 =
−5 ± 17

2

203

23𝑎𝑏 + 8𝑎 + 16𝑏 + 1

80

5

6

105

79

16𝑛 − 1

11

0.33

10 20
20 30

−4
16

1
2

1
𝑦 = 𝑥 − 1

3 (2)③ 説明記述

とは限らない

【理由】

「徒歩」と答えた生徒全体

の人数と「自転車」と答えた

生徒全体の人数が同じとは

限らないから。

5 (1) 作図記述

ℓ

O A

5   (4) 説明記述

【順番】ア、ウ、イ 

【理由】アの長さは 18π cm 、イの長さは 72 cm 、ウの長さは 36 3 cm 

ここで、18 × 3.1 = 55.8 、18 × 3.2 = 57.6 

だから、55.8 < 18π< 57.6 

また、36 × 1.7 = 61.2 、36 × 1.8 = 64.8 

だから、61.2 < 36 3 < 64.8 

よって、18π < 36 3 < 72 

18𝜋

- 34 -



⑴
①

第 中

⑴
②

⑵
①

⑵
②

⑵
③

ア 【

３

⑴
点 △

⑵
点 線

⑶
直 点

⑷

４

⑴
①

（
cm
）

⑴
②

（
cm
）

⑴
③

（
個
）

⑵
①

（
cm

2 ）

⑵
②

（
cm

2 ）

２

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻ ⑼ ⑽
（
°
）

⑾

１注
意
　
１
　
 答
え
に

が
含
ま
れ
る
と
き
は
、

を
つ
け
た
ま
ま
で
答
え
な
さ
い
。

そ
の
際
、

の
中
の
数
は
、
で
き
る
だ
け
小
さ
い
自
然
数
に
し
な
さ
い
。

　
　
　
２
　
答
え
に
円
周
率
を
使
う
と
き
は
、
π
を
用
い
な
さ
い
。

受
検

番
号

（
算
用
数
字
）

志 願 校
解
　
答
　 ①
第
１
四
分
位
数
　
　
　
　
　
分
以
上
　
　
　
分
未
満

中
央
値
　
　
　
　
　
　
　
　
分
以
上
　
　
　
分
未
満

② ①
（
％
）

② ③

ア
と
イ
は
同
じ

　
　。

【
理
由
】

⑴ ⑵
（
cm
）

⑶
（
cm
）

⑷

【
順
番
】

【
理
由
】

５

O
A

点
B
の
x
座
標

△
O
A
B
の
面
積
 

（
cm

2 ）

点
Q
の
y
座
標

線
分
PQ
の
長
さ
 

（
cm
）

直
線
ℓ
の
式
　
　
y＝

点
R
の
x
座
標

（
cm

2 ）

用
　
紙

※
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－
1
－

⑴
　
5＋
（
－
4）

⑵
　
9×

－
1 6
－
10
×
3 4

⑶
　
3（
5a
－
b）
－
2（
a－
b）

⑷
　
a3
b2
÷
2a
b2

⑸
　
－
12
＋
48

⑹
　
x2
－
16
を
因
数
分
解
し
な
さ
い
。

⑺
　
連
立
方
程
式

3x
＋
y＝
－
1

x－
2y
＝
9
を
解
き
な
さ
い
。

⑻
　
方
程
式
x2
＋
5x
＋
2＝
0
を
解
き
な
さ
い
。

次
の

　⑴
　～

　⑸
　の
計
算
を
し
な
さ
い
。
⑹

　～
　⑾

　は
指
示
に
従
っ
て
答
え
な
さ
い
。

１

－
2
－

⑼
　
あ
た
り
く
じ
2
本
、
は
ず
れ
く
じ
2
本
の
合
計
4
本
が
入
っ
た
箱
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
箱
か
ら
、

く
じ
を
同
時
に
2
本
引
く
と
き
、
少
な
く
と
も
1
本
が
あ
た
り
く
じ
で
あ
る
確
率
を
求
め
な
さ
い
。

た
だ
し
、
ど
の
く
じ
が
引
か
れ
る
こ
と
も
同
様
に
確
か
ら
し
い
も
の
と
し
ま
す
。

⑽
　
図
の
よ
う
に
、
円
周
上
に
4
点
A
、
B
、
C
、
D
が
あ
り
、
弦
AC
と
弦
BD
の
交
点
を
E
と
し
ま
す
。

∠
A
BD
＝
30
°
、
∠
BD
C
＝
45
°
の
と
き
、
∠
A
EB
の
大
き
さ
を
求
め
な
さ
い
。

⑾
　
関
数
y
＝
－
x8
に
つ
い
て
、
x
の
変
域
が
1
≦
x
≦
4
の
と
き
、
y
の
変
域
を
求
め
な
さ
い
。

A
D

E

B
C

30
°

45
°

4

y

1
x

O
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－
3
－

⑴
　
図
１
の
よ
う
に
、
タ
イ
ル
を
1 
cm
の
間
隔
を
あ
け
て
、
横
一
列
に
等
間
隔
で
並
べ
ま
す
。
①

　～
　

③
　に
答
え
な
さ
い
。

こ
こ
で
、
一
番
左
に
並
べ
た
タ
イ
ル
の
左
端
か
ら
一
番
右
に
並
べ
た
タ
イ
ル
の
右
端
ま
で
の
長
さ
を

「
端
か
ら
端
ま
で
の
長
さ
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

例
え
ば
、
3
個
の
タ
イ
ル
を
並
べ
る
と
き
の
端
か
ら
端
ま
で
の
長
さ
は
47
 c
m
と
な
り
ま
す
。

①
　
5
個
の
タ
イ
ル
を
並
べ
る
と
き
、
端
か
ら
端
ま
で
の
長
さ
を
求
め
な
さ
い
。

②
　
n
個
の
タ
イ
ル
を
並
べ
る
と
き
、
端
か
ら
端
ま
で
の
長
さ
を
n
を
用
い
て
表
し
な
さ
い
。

③
　
端
か
ら
端
ま
で
の
長
さ
が
17
5 
cm
と
な
る
た
め
に
は
、
タ
イ
ル
を
何
個
並
べ
れ
ば
よ
い
か
を

求
め
な
さ
い
。

図
１

端
か
ら
端
ま
で
の
長
さ

15
cm

15
cm

15
cm

15
cm

1c
m

1c
m

1c
m

1c
m

7 
cm

　
太
郎
さ
ん
の
家
で
は
、
キ
ッ
チ
ン
の
壁
に
、
横
の
長
さ
が
15
 c
m
、
縦
の
長
さ
が
7 
cm
の

長
方
形
の
タ
イ
ル
を
、
等
間
隔
に
並
べ
て
貼
り
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
⑴

　、
⑵

　に
答
え
な
さ
い
。

２

－
4
－

⑵
　
長
方
形
の
壁
に
、
タ
イ
ル
を
縦
横
そ
れ
ぞ
れ
1 
cm
の
間
隔
を
あ
け
て
等
間
隔
に
並
べ
、
接
着
剤
で

貼
り
付
け
た
後
、
タ
イ
ル
と
タ
イ
ル
の

間
と
周
囲
幅
1 
cm
の
部
分
を
目
地
材
で
埋
め
ま
す
。
①

　、
②

　に
答
え
な
さ
い
。

例
え
ば
、
6
個
の
タ
イ
ル
を
縦
に
2
行
、
横
に
3
列
並
べ
る
と
き
、
目
地
材
で
埋
め
る
部
分
は
、

図
２
の
斜
線
部
分
（

）
に
な
り
ま
す
。

※
目
地
材
と
は
、
タ
イ
ル
と
タ
イ
ル
な
ど
の
間
で
あ
る
「
目
地
」
を
埋
め
る
た
め
の
材
料
の
こ
と
。

①
　
6
個
の
タ
イ
ル
を
縦
に
2
行
、
横
に
3
列
並
べ
る
と
き
、
目
地
材
で
埋
め
る
部
分
の
面
積
を
求
め

な
さ
い
。

②
　
ab
個
の
タ
イ
ル
を
縦
に
a
行
、
横
に
b
列
並
べ
る
と
き
、
目
地
材
で
埋
め
る
部
分
の
面
積
を
a、

b
を
用
い
て
表
し
な
さ
い
。

1c
m

1c
m

1c
m

1c
m

1c
m

1c
m

7c
m

7c
m

1c
m
15
cm

15
cm

15
cm

図
２

１
列
目

１
行
目

２
行
目

a
行
目

２
列
目

b
列
目
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－
5
－

⑴
　
表
は
、
通
学
時
間
の
調
査
結
果
を
度
数
分
布
表
に
整
理
し
た
も
の
で
す
。
①

　、
②

　に
答
え
な
さ
い
。

通
学
時
間
（
分
）

度
数
（
人
）

以
上
   
   
  未
満

0　
～
　
10

5
10
　
～
　
20

30
20
　
～
　
30

28
30
　
～
　
40

18
40
　
～
　
50

6
50
　
～
　
60

3
計

90

①
　
第
1
四
分
位
数
お
よ
び
中
央
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
階
級
に
含
ま
れ
る
か
を
答
え
な
さ
い
。

②
　「
10
分
以
上
20
分
未
満
」
の
階
級
の
相
対
度
数
を
、
小
数
第
3
位
を
四
捨
五
入
し
て
小
数
第
2
位

ま
で
求
め
な
さ
い
。

　
あ
る
学
校
で
生
徒
90
人
に
対
し
、
通
学
時
間
お
よ
び
通
学
方
法
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

通
学
方
法
に
つ
い
て
は
、「
徒
歩
」、
「
自
転
車
」、
「
バ
ス
」、
「
そ
の
他
」
の
4
項
目
の
中
か
ら
、

い
ず
れ
か
一
つ
に
回
答
し
て
い
ま
す
。
⑴

　、
⑵

　に
答
え
な
さ
い
。

３

－
6
－

⑵
　
図
は
、
通
学
方
法
が
「
徒
歩
」
と
答
え
た
生
徒
の
通
学
時
間
と
「
自
転
車
」
と
答
え
た
生
徒
の
通
学

時
間
に
つ
い
て
、
相
対
度
数
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
、
折
れ
線
に
表
し
た
も
の
で
す
。
①

　～
　③

　に
答
え
な

さ
い
。

例
え
ば
、
図
か
ら
、「
徒
歩
」
に
つ
い
て
、「
0
分
以
上
10
分
未
満
」
の
階
級
の
相
対
度
数
が
0.
10

で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、「
徒
歩
」
と
答
え
た
生
徒
の
う
ち
、「
0
分
以
上
10
分
未
満
」
と
答
え
た

生
徒
の
、「
徒
歩
」
と
答
え
た
生
徒
全
体
に
対
す
る
割
合
が
10
％
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

①
　「
徒
歩
」
に
つ
い
て
、
通
学
時
間
が
30
分
未
満
の
生
徒
の
割
合
は
、「
徒
歩
」
と
答
え
た
生
徒

全
体
の
何
％
か
を
、
図
か
ら
読
み
取
っ
て
答
え
な
さ
い
。

②
　
図
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
ら
は
正
し
い
と
い
え
ま
す
か
。［
選
択
肢
］
の

ア
～
ウ
の
中
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
答
え
な
さ
い
。

「
自
転
車
」
に
つ
い
て
は
、「
20
分
以
上
30
分
未
満
」
と
答
え
た
生
徒
の
人
数
が
最
も
多
い
。

ア
　
正
し
い

イ
　
正
し
く
な
い

ウ
　
図
か
ら
は
わ
か
ら
な
い

③
　
図
か
ら
、
次
の
ア
と
イ
は
同
じ
と
い
え
ま
す
か
。
解
答
欄
の

　
　に
「
と
い
え
る
」
ま
た
は

「
と
は
限
ら
な
い
」
の
い
ず
れ
か
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
も
答
え
な

さ
い
。

ア
　「
徒
歩
」
と
答
え
た
生
徒
の
う
ち
、「
30
分
以
上
40
分
未
満
」
と
答
え
た
生
徒
の
人
数

イ
　「
自
転
車
」
と
答
え
た
生
徒
の
う
ち
、「
30
分
以
上
40
分
未
満
」
と
答
え
た
生
徒
の
人
数

（
相
対
度
数
）

徒
歩

自
転
車

（
分
）

0
10

20
30

40
50

60

0.
70
0.
60
0.
50
0.
40
0.
30
0.
20
0.
10
0.
00

［
選
択
肢
］
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－
7
－

・
点
O
を
原
点
と
す
る
座
標
平
面
上
に
、
関
数
y
＝
1 4
x2
の
グ
ラ
フ
と
点
A
（
4,
4）
が
あ
る
。

・
点
A
を
通
り
x
軸
と
平
行
な
直
線
が
、
関
数
y
＝
1 4
x2
の
グ
ラ
フ
と
交
わ
る
点
を
B
と
す
る
。

・
関
数
y
＝
1 4
x2
の
グ
ラ
フ
上
に
、
x
座
標
が
2
で
あ
る
点
P
を
と
る
。

・
直
線
O
A
上
に
、
x
座
標
が
2
で
あ
る
点
Q
を
と
る
。

・
点
P
を
通
り
直
線
O
A
と
平
行
な
直
線
を
ℓ
と
す
る
。

・
直
線
ℓ
と
x
軸
と
の
交
点
を
R
と
す
る
。

・
 原
点
O
か
ら
点
（
1,
0）
ま
で
の
距
離
、
原
点
O
か
ら
点
（
0,
1）
ま
で
の
距
離
を
そ
れ
ぞ
れ

1 
cm
と
す
る
。

y
＝
1 4
x2

y 4
B

A
ℓ

Q

O

P

4
2

R
x

図
２

【
図
２
の
説
明
】

　
太
郎
さ
ん
は
、
放
物
線
と
直
線
で
囲
ま
れ
た
部
分
を

図
１
の
よ
う
に
分
割
し
て
、
三
角
形
の
面
積
を
足
し
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
お
お
よ
そ
の
面
積
を
、
図
２
の
よ
う

な
設
定
で
求
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
⑴

　～
　⑷

　に
答

え
な
さ
い
。

図
１

４

－
8
－

⑴
　
点
B
の
x
座
標
お
よ
び
△
O
A
B
の
面
積
を
求
め
な
さ
い
。

⑵
　
点
Q
の
y
座
標
お
よ
び
線
分
PQ
の
長
さ
を
求
め
な
さ
い
。

⑶
　
直
線
ℓ
の
式
お
よ
び
点
R
の
x
座
標
を
求
め
な
さ
い
。

⑷
　
△
O
PA
の
面
積
を
求
め
な
さ
い
。
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－
9
－

太
郎
さ
ん
は
、
丸
型
で
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
入
れ
る
箱
を
厚
紙
で

作
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
太
郎
さ
ん
は
、
図
１
や
図
２
の
よ
う
な
、
半
径
9 
cm
の
円
O
が
ち
ょ
う
ど
入
る
正
方
形
や

正
六
角
形
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
周
の
長
さ
を
考
え
ま
す
。

こ
こ
で
、
図
１
の
正
方
形
に
つ
い
て
、
一
辺
の
長
さ
が
18
 c
m
だ
か
ら
周
の
長
さ
は
72
 c
m
と
な
り

ま
す
。

図
１O

9 
cm

図
２O

9 
cm

　
太
郎
さ
ん
は
、
手
作
り
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
箱
に
入
れ
て
、
親
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
⑴

　～
　⑷

　に
答
え
な
さ
い
。

５

－
10
－

⑴
　
円
O
上
に
点
A
が
あ
り
ま
す
。
点
A
を
通
り
直
線
O
A
と
垂
直
に
交
わ
る
直
線
ℓ
を
、
定
規
と

コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
作
図
し
な
さ
い
。
作
図
に
使
っ
た
線
は
残
し
て
お
き
な
さ
い
。

⑵
　
半
径
9 
cm
の
円
の
円
周
の
長
さ
を
求
め
な
さ
い
。

⑶
　
図
２
に
つ
い
て
、
円
O
の
半
径
と
正
六
角
形
の
一
辺
の
長
さ
の
比
は
、
3：
2
に
な
り
ま
す
。
こ
の

と
き
、
正
六
角
形
の
一
辺
の
長
さ
を
求
め
な
さ
い
。

⑷
　
次
の
ア
、
イ
、
ウ
の
長
さ
を
短
い
順
に
、
そ
の
記
号
を
左
か
ら
並
べ
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

順
に
並
べ
た
理
由
を
、
3.
1
＜
π
＜
3.
2、
1.
7
＜
3
＜
1.
8
で
あ
る
こ
と
を
使
っ
て
答
え
な
さ
い
。

ア
　
円
O
の
円
周
　
　
　
イ
　
図
１
の
正
方
形
の
周
　
　
　
ウ
　
図
２
の
正
六
角
形
の
周

O
A
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 ３ 英 語 
（１）出題のねらい 

ア 全般的なねらい 

思考力や判断力を働かせて英語を理解し、適切に表現する力をみるために、基礎的・基

本的事項を中心として、英語の言語活動の全領域にわたって幅広く出題している。 

 

イ 問いごとのねらい 

１ 話される英語の内容を正しく聞き取る力や適切に応答する力をみる。また、まとま

りのある英語を聞いて、必要な情報を的確に聞き取る力や聞き取った内容を踏まえて

英語で表現する力をみる。 

 

２ ホームステイの場面を素材として、基礎的・基本的な単語や文法事項等の理解の程

度をみるとともに、実際のコミュニケーションにおいて、それらを適切に活用する力

や与えられた情報に基づいて適切に英語で表現する力をみる。 

 

３ 英語による発表や会話から、英語の内容を正確に理解したうえで、文章の概要や要

点を捉える力をみる。 

 

４ 英語による会話及び会話の内容に関係する資料から、英語の内容を正確に読み取る

力や英文と資料を関連させて情報を整理し選択する力をみる。 

 

５ まとまりのある英語の文章から、内容を正確に読み取る力、段落の概要や文章の要

点を捉える力をみる。 

 

 

（２）結果の概要と授業改善の視点等 

ア 結果の概要 

話される英語の内容を正しく聞き取る力や適切に応答する力をみる設問の正答率は高

かった。また、英語による発表において、概要を捉える力をみる設問の正答率も高かった。 

一方、ホームステイの場面を素材として、基礎的・基本的な単語や文法事項等を適切に

活用する力や、与えられた情報に基づいて適切に英語で表現する力をみる設問では、正答

率が低いものがあった。また、まとまりのある英語の文章の内容を正確に読み取る力をみ

る設問の正答率が低かった。英文と資料を関連させて情報を整理することについても課題

がみられた。 
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 イ 授業改善の視点等 

 

 

〔大問２(5) 正答例：he gave me a cup     正答率：11.5％〕 

〈分析〉大問２(5)は、会話のやり取りと写真を踏まえて、登場人物のお気に入りの思い出を捉

え、それを英語で適切に表現する力をみる設問である。会話中の          の後に展開される

話の流れを整理した上で、「I’m sure that I’ll use it in Japan.」という文につながるように、適切な

英語で表現することが求められている。写真の中で眼鏡をかけている人物が Johnであることを

捉え損ねていたり、過去形と過去分詞形の区別や、能動態と受動態の区別ができていなかったり

する解答が多かった。 

〈視点〉コミュニケーションを支えるためには、文法の習得・定着が欠かせない。形式や意味

は理解しているが、使い方は理解できていないということにならないよう、文脈や場面の中で

言語材料を導入し、使うことができるようにすることが重要である。その際、当該の言語材料

を明示的に伝えなくても自然に使わせることを意図した言語活動の工夫や、言語活動間に行う

言語面からの指導において、使い方の理解を促したり、既習内容を想起させたりすることが考

えられる。また、生徒の発話を取り上げるなどしながら、単語だけによる発話を文にさせるこ

とや、語順の誤りなどを修正させることなども考えられる。長いスパンで少しずつ正確さを高

めようとすることが大切である。 

 

 

〔大問５(4) 正答：ウ     正答率：45.5％〕 

〈分析〉大問５(4)は、まとまりのある文章を読んで、要点を捉える力をみることをねらいとし

ている。当該の段落では、熟練者たちの「Listen to the voice of the stones.」というルールが最初に示

され、次にその意味が説明されている。その後、「This is the meaning of the rule.」という一文が結

論となり、段落を締めるという流れになる。意味ある文脈の中で、話の構成を把握したり、指示

語や定冠詞が何を指すのかを正確に理解したりすることができていなかったため、要点の理解に

つながらなかったと考えられる。 

〈視点〉話の構成を把握することは、書き手が伝えようとしている要点の理解につながる。こ

のことは、まとまりのある文章を読むことだけではなく、話すことや書くことにおいて、事実

や自分の考えなどを正しく伝えるためにも重要である。例えば、スピーチにおいて自分が伝え

たいことを端的に示してから、その具体的な内容を述べ、最後に主張のまとめを提示するとい

う活動が考えられる。 

話の流れを整理し、適切に表現するための力を育成する指導の充実 

要点を理解するために、話の構成を把握する力を育成する指導の充実 

(4) 次の英文を入れるのに最も適当なのは、本文中の  ア  ～  ウ  のうちではどれです

か。一つ答えなさい。 

This is the meaning of the rule. 

(5) Mary と Naoto が、ホームステイの最終日に話をしました。会話の流れと写真に合うように、 

         に５語以上の英語を書き、Naotoの発言を完成させなさい。 

Mary : 

Naoto: 

What is your favorite memory of school in the U.K.? 

I made a lot of friends.  One of them was John.  On 

my last day of school,         .  That’s my favorite 

memory.  I’m sure that I’ll use it in Japan. （省略） 

 

Naotoが見せた写真 
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（３）　応答率

選
択

短
答

記
述

A(1) ウ 2 ○ 90.0 0.0 10.0 0.0

A(2) ウ 2 ○ 69.5 0.0 30.5 0.0

A(3) ア 2 ○ 88.0 0.0 12.0 0.0

B(1) イ 2 ○ 87.0 0.0 13.0 0.0

B(2) ウ 2 ○ 82.5 0.0 17.5 0.0

C(1) ア 2 ○ 64.5 0.0 35.5 0.0

C(2) エ 2 ○ 81.0 0.0 19.0 0.0

C(3) watch birds 3 ○ 46.0 8.0 32.0 14.0

(1)(あ) ウ 2 ○ 85.0 0.0 15.0 0.0

(1)(い) ア 2 ○ 70.5 0.0 29.5 0.0

(2)(う) エ 2 ○ 62.5 0.0 37.5 0.0

(2)①(え) spring 2 ○ 63.0 0.5 26.5 10.0

(2)①(お) flowers 2 ○ 33.0 18.5 41.0 7.5

(2)② Have you ever climbed the 2 ○ 71.0 6.0 22.5 0.5

(3)(き) older 2 ○ 69.5 0.0 27.0 3.5

(3)(く) am practicing 2 ○ 28.5 1.5 63.5 6.5

(4) hours 2 ○ 39.5 6.5 44.5 9.5

(5) he gave me a cup 3 ○ 11.5 14.0 50.0 24.5

A(1) ア 2 ○ 90.5 0.0 9.5 0.0

A(2) イ 2 ○ 62.0 0.0 38.0 0.0

B(1) ア 2 ○ 61.5 0.0 38.5 0.0

B(2) a koala 2 ○ 56.5 1.5 38.0 4.0

B(3) エ 2 ○ 40.5 0.0 59.5 0.0

(1) right 3 ○ 46.0 0.0 46.0 8.0

(2) Friday 2 ○ 24.5 1.5 72.0 2.0

(3) イ 2 ○ 68.5 0.0 31.5 0.0

(4) エ 2 ○ 60.0 0.0 39.0 1.0

(1) イ 2 ○ 77.5 0.0 22.5 0.0

(2) エ 2 ○ 84.0 0.0 15.5 0.5

(3) イ 2 ○ 44.5 0.0 54.5 1.0

(4) ウ 2 ○ 45.5 0.0 52.0 2.5

(5) 互いを助ける 2 ○ 54.0 12.5 23.0 10.5

(6) ア　　イ　　オ 3 ○ 20.5 0.0 77.5 2.0

誤答としたもの 無　答正答としたもの
大問 小問 正　答　例

形式 応　答　率　（％）
配点例
(点） 部分点を

与えたもの

1

2

4

3

5
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注
意

　
１

　
英

語
で

書
く

と
こ

ろ
は

、
活

字
体

、
筆

記
体

の
ど

ち
ら

で
書

い
て

も
か

ま
い

ま
せ

ん
。

　
　

　
２

　
 語

数
が

指
定

さ
れ

て
い

る
設

問
で

は
、「

,」
や
「

.」
、「

?」
な

ど
の

符
号

は
語

数
に

含
め

ま
せ

ん
。

ま
た

、「
do

n’
t」

な
ど

の
短

縮
形

は
、

１
語

と
し

ま
す

。 

Ａ
⑴

Ａ
⑵

Ａ
⑶

Ｂ
⑴

Ｂ
⑵

Ｃ
⑴

Ｃ
⑵

Ｃ
⑶

１

⑴
あ

⑴
い

⑴
う

⑵
① え ⑵
① お ⑵
②

⑶
き

M
y 
ca

t i
s 
fo
ur
 y
ea

rs
 o
ld
, s

o 
he

 is
 （
 

） 
th
an

 y
ou

r c
at
.

⑶
く

I （
 

） 
fo
r t

om
or
ro
w
’s 

pr
es
en

ta
tio

n 
no

w.

⑷ ⑸

２受
検

番
号

（
算

用
数

字
）

志 願 校
解
　
答
　

Ａ
⑴

Ａ
⑵

Ｂ
⑴

Ｂ
⑵

Ｂ
⑶

３

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

４

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹

５

用
　
紙

※
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－
1
－

問
題
Ａ
　
⑴

　～
　⑶

　の
そ
れ
ぞ
れ
の
英
文
で
説
明
さ
れ
て
い
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、

ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。
英
語
は
１
回
だ
け
読
ま
れ
ま
す
。

⑴
ア

イ
ウ

エ

⑵
ア

イ
ウ

エ

⑶
ア

イ
ウ

エ

9 2
0

10 2
0

11 2
0

12 2
0

買
い
物

　リ
ス
ト

ニ
ン
ジ
ン

タ
マ
ネ
ギ
１
本
２
個

買
い
物

　リ
ス
ト

ニ
ン
ジ
ン

タ
マ
ネ
ギ
２
本

１
個

買
い
物

　リ
ス
ト

ジ
ャ
ガ
イ
モ

タ
マ
ネ
ギ
１
個
２
個

買
い
物

　リ
ス
ト

ジ
ャ
ガ
イ
モ

ニ
ン
ジ
ン
２
個

１
本

　
こ
の
問
題
は
聞
き
取
り
検
査
で
す
。
問
題
Ａ
～
問
題
Ｃ
に
答
え
な
さ
い
。
問
題
Ａ
で
は
、
英
語
は

１
回
だ
け
読
ま
れ
ま
す
。
問
題
Ｂ
と
問
題
Ｃ
で
は
、
英
語
は
２
回
読
ま
れ
ま
す
。
途
中
で
メ
モ
を

と
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

１

－
2
－

問
題
Ｂ
　
⑴

　、
⑵

　の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
話
の
最
後
の
文
に
対
す
る
応
答
部
分
で
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
ま
す
。

そ
の
チ
ャ
イ
ム
の
部
分
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。

一
つ
答
え
な
さ
い
。
英
語
は
２
回
読
ま
れ
ま
す
。

⑴

ア イ ウ エ

It’
s 
Tu
es
da
y.

It ’
s 
te
n 
do
lla
rs
.

It ’
s 
on
 y
ou
r 
de
sk
.

It ’
s 
a 
bl
ac
k 
T-
sh
irt
.

⑵

ア イ ウ エ

I’v
e 
al
so
 f
in
ish
ed
 m
y 
m
at
h 
ho
m
ew
or
k.

H
e 
w
as
 a
 s
ci
en
ce
 t
ea
ch
er
.

M
y 
fa
vo
rit
e 
is 
m
at
h.

Th
er
e 
ar
e 
tw
o 
sc
ie
nc
e 
ro
om
s 
at
 t
he
ir 
sc
ho
ol
.

問
題
Ｃ
　
留
学
中
に
、
Ke
nj
iは
校
外
学
習
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ke
nj
iは
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
、

Br
ow
n
先
生
か
ら
の
説
明
を
聞
い
て
い
ま
す
。
⑴

　～
　⑶

　に
答
え
な
さ
い
。
英
語
は
２
回
読
ま
れ

ま
す
。

Ke
nj
iの
メ
モ
の
一
部

集
合
場
所
：
学
校
の

　
あ

集
合
時
刻
：
８
時
30
分

G
re
en
 P
ar
k
へ
の
到
着
予
定
時
刻
：

　
い

⑴
　

あ
　、

い
　に
入
れ
る
内
容
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の

う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
あ
　
体
育
館
　
　

　い
　
10
時
15
分
　
　
　
　
イ
　
あ
　
玄
関
　
　

　い
　
10
時
15
分

ウ
　
あ
　
体
育
館
　
　

　い
　
10
時
50
分
　
　
　
　
エ
　
あ
　
玄
関
　
　

　い
　
10
時
50
分

⑵
　
Br
ow
n
先
生
が
心
配
し
て
い
た
こ
と
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。

一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
虫
　
　
　
　
　
イ
　
交
通
渋
滞
　
　
　
　
　
ウ
　
野
生
動
物
　
　
　
　
　
エ
　
天
気

⑶
　
説
明
の
最
後
に
Br
ow
n
先
生
が
し
た
質
問
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
答
え
ま
す
か
。
あ
な
た
が

Ke
nj
iに
な
っ
た
つ
も
り
で
、
書
き
出
し
に
続
け
て
、

　に
２
語
以
上
の
英
語
を
書
き
、

英
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

I 
w
an
t 
to
 

.
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－
3
－

⑴
　

N
ao

to
と

G
re
g
が

話
を
し
ま
し
た

。
あ

　～
　

う
　に

入
れ
る
の
に

最
も

適
当

な
の

は
、

ア
～
エ

の
う

ち
で

は
ど

れ
で

す
か

。
そ

れ
ぞ

れ
一

つ
答

え
な

さ
い

。

N
ao

to
 :

 Yo
ur
 

あ
 lo

ok
s 
he

av
y.

G
re
g 

:
 Ye

s. 
 I
t 
is 

he
av

y. 
 I
 h

av
e 
te
n 

bo
ok

s 
in
 i
t.

あ
　
ア

　
pe

n 
イ

　
um

br
el
la
 

ウ
　

ba
g 

エ
　

ca
m
er
a

G
re
g 

:
 C
an

 y
ou

 c
oo

k 
Ja

pa
ne

se
 f
oo

d 
fo
r 
us

?
N
ao

to
 :

 Su
re
. 
 I
 b

ro
ug

ht
 s
om

e 
い

 f
ro
m
 J
ap

an
. 
 I
f 
I 
re
ad

 t
he

m
, 
I 
ca

n 
co

ok
 

fo
r 
yo

u.

い
　
ア

　
re
ci
pe

s 
イ

　
ve

ge
ta
bl
es
 

ウ
　

di
sh

es
 

エ
　

ch
op

st
ic
ks

N
ao

to
 :

 Yo
u 

ha
ve

 n
ic
e 
jo
gg

in
g 
sh

oe
s. 

 W
he

n 
do

 y
ou

 jo
g
?

G
re
g 

:
 I 
us

ua
lly

 j
og

 
う

 b
re
ak

fa
st
. 
 F

irs
t, 

I 
st
ar
t 
to
 j
og

 a
t 
six

 a
.m

. 
 N

ex
t, 

I 
ta
ke

 a
 s
ho

w
er
 a
t 
ho

m
e.
  
Th

en
, I

 h
av

e 
br
ea

kf
as
t 
at
 s
ev

en
 t
hi
rty

 a
.m

.

う
　
ア

　
be

tw
ee

n 
イ

　
af
te
r 

ウ
　

at
 

エ
　

be
fo
re

⑵
　

M
ar
y、

N
ao

to
、
G
re
g
が

、
次

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

画
面

を
見

な
が

ら
話

を
し

ま
し

た
。

①
　、

②
　に

答
え

な
さ

い
。

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
画

面

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
も

お
す
す
め
の
日
本
の
季
節

春

M
ar
y 

:
 W
e 
w
an

t 
to
 v

isi
t 
Ja

pa
n.
  
W

hi
ch

 s
ea

so
n 

is 
go

od
?

N
ao

to
 :

 W
el
l, 

lo
ok

 a
t 
th
is 

w
eb

sit
e.
  

It 
sh

ow
s 

th
at
 

え
 i
s 

a 
go

od
 s

ea
so

n 
in
 

Ja
pa

n.
  
Pe

op
le
 c
an

 e
nj
oy

 m
an

y 
be

au
tif

ul
 

お
.

M
ar
y 

:
 Th

at
’s 

gr
ea

t. 
 I
 a
lso

 w
an

t 
to
 s
ee

 M
t. 

Fu
ji.

G
re
g  

:
 M
e,
 t
oo

.  （
 か

yo
u 

/ 
th
e 
/ 
ev

er
 c
lim

be
d 

/ 
ha

ve
 ）
 m

ou
nt
ai
n,
 N

ao
to

?
N
ao

to
 :

 N
o,
 I
 h

av
en

’t.
  
I 
w
an

t 
to
 t
ry
 t
ha

t 
so

m
ed

ay
.

①
　

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
画

面
の

内
容

に
合

う
よ

う
に

、
え

　、
お

　に
最

も
適

当
な

英
語

１
語

を
そ

れ
ぞ

れ
入

れ
、

N
ao

to
の

発
言

を
完

成
さ

せ
な

さ
い

。

②
　

下
線

部
　か

　の
語

句
を

す
べ

て
用

い
て

、
意

味
が

通
る

よ
う

に
並

べ
替

え
な

さ
い

。
た

だ
し

、
文

頭
に

く
る

語
も

す
べ

て
小

文
字

に
し

て
あ

り
ま

す
。

た
く
さ
ん
の
き
れ
い
な
花
を
楽
し
め
る

　
イ

ギ
リ

ス
に

留
学

し
て

い
る

N
ao

to
は

、
G
re
g
と

M
ar
y
の

家
に

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

し
て

い
ま

す
。

⑴
　～

　⑸
　に

答
え

な
さ

い
。

２

－
4
－

⑶
　

N
ao

to
と

M
ar
y
が

話
を

し
ま

し
た

。
下

線
部

　き
　、

く
　の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、（
　

　
　

）
内

の
語

を
適

当
な

形
に

変
え

た
り

、
必

要
が

あ
れ

ば
、

不
足

し
て

い
る

語
を

補
っ

た
り

な
ど

し
て

、
意

味
が

通
る

よ
う

に
英

文
を

完
成

さ
せ

な
さ

い
。

N
ao

to
 :

 Yo
ur
 c
at
 i
s 
cu

te
.

M
ar
y 

:
 Th

an
k 

yo
u.
  
Sh

e 
is 

tw
o 

ye
ar
s 
ol
d.

N
ao

to
 :

 I 
ha

ve
 a

 c
at
 i
n 

Ja
pa

n,
 t
oo

. 
 き

M
y 

ca
t 
is 

fo
ur
 y

ea
rs
 o

ld
, 
so

 h
e 

is （
 o

ld
 ）
 

th
an

 y
ou

r 
ca

t.

M
ar
y 

:
 W

ha
t 
ar
e 
yo

u 
do

in
g
?

N
ao

to
 :

 く
I （

 p
ra
ct
ic
e 
） 
fo
r 
to
m
or
ro
w
’s 

pr
es
en

ta
tio

n 
no

w.
M

ar
y 

:
 G
oo

d 
lu
ck

.

⑷
　

G
re
g
と

N
ao

to
が

話
を

し
ま

し
た

。
け

　に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
英

語
１

語
を

書
き

な
さ

い
。

G
re
g 

:
 H
ow

 lo
ng

 d
id
 y

ou
 s
tu
dy

 la
st
 n

ig
ht

?
N
ao

to
 :

 W
el
l, 

I 
st
ar
te
d 

at
 s
ev

en
 p

.m
. a

nd
 f
in
ish

ed
 a
t 
ab

ou
t 
ni
ne

 p
.m

.
G
re
g 

:
 So

 y
ou

 s
tu
di
ed

 f
or
 a
bo

ut
 t
w
o 

け
.

⑸
　

M
ar
y
と

N
ao

to
が

、
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
の

最
終

日
に

話
を

し
ま

し
た

。
会

話
の

流
れ

と
写

真
に

合
う

よ
う

に
、

　に
５

語
以

上
の

英
語

を
書

き
、

N
ao

to
の

発
言

を
完

成
さ

せ
な

さ
い

。

M
ar
y 

:
 W

ha
t 
is 

yo
ur
 f
av

or
ite

 m
em

or
y 

of
 s
ch

oo
l i

n 
th
e 
U.

K.
?

N
ao

to
 :

 I 
m
ad

e 
a 

lo
t 
of
 f

rie
nd

s. 
 O

ne
 o

f 
th
em

 w
as
 J

oh
n.
  

O
n 

m
y 

la
st
 d

ay
 o

f 
sc
ho

ol
, 

. 
 T

ha
t’s

 m
y 

fa
vo

rit
e 

m
em

or
y. 

 I
’m

 s
ur

e 
th
at
 I
’ll
 

us
e 
it 

in
 J
ap

an
.

M
ar
y 

:
 Th

at
’s 

ni
ce

.
N
ao

to
 :

 O
h,
 I
 h

av
e 

so
m
e 

ph
ot
os

 t
o 

sh
ow

 y
ou

. 
 M

y 
te
ac

he
r 
to
ok

 t
he

m
 o

n 
th
at
 d

ay
.  

In
 t
he

se
 p

ho
to
s, 

th
e 

bo
y 

w
ea

rin
g 

gl
as
se

s 
is
 J

oh
n.
  

I ’l
l 
al
so

 s
ho

w
 t
he

se
 

ph
ot
os

 t
o 

m
y 

fa
m
ily

 i
n 

Ja
pa

n,
 a

nd
 t
el
l 
th
em

 a
bo

ut
 m

y 
fa
vo

rit
e 

m
em

or
y 

of
 

sc
ho

ol
 h

er
e.

N
ao

to
が

見
せ

た
写

真
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－
5
－

問
題
Ａ
　
M
iy
uk
iが
英
語
の
授
業
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。
次
の
英
文
は
、
そ
の
ス
ピ
ー
チ
で
す
。

⑴
　、
⑵

　に
答
え
な
さ
い
。

To
da
y, 
I 
w
an
t 
to
 t
al
k 
ab
ou
t 
m
y 
do
g.
  
H
is 
na
m
e 
is 
Po
ch
i. 
 H
e 
of
te
n 
pl
ay
s 
w
ith
 a
 

ba
ll,
 c
an
 r
un
 v
er
y 
fa
st
, a
nd
 c
an
 a
lso
 s
w
im
.

Po
ch
i 
st
ar
te
d 
to
 l
iv
e 
w
ith
 m
y 
fa
m
ily
 t
hr
ee
 y
ea
rs
 a
go
. 
 S
in
ce
 t
he
n,
 

. 
 I
 

w
ill
 g
iv
e 
yo
u 
an
 e
xa
m
pl
e.
  
I 
di
dn
’t 
ge
t 
up
 e
ar
ly
 b
ef
or
e.
  
H
ow
ev
er
, n
ow
 I
 w
ak
e 
up
 a
t 

six
 a
.m
. a
nd
 w
al
k 
Po
ch
i 
w
ith
 m
y 
m
ot
he
r. 
 I
 c
an
 s
ta
rt 
th
e 
da
y 
w
el
l.

⑴
　
M
iy
uk
iが
ス
ピ
ー
チ
で
述
べ
た
内
容
と
し
て
、
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は

ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
イ

ウ
エ

⑵
　

　に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な

さ
い
。

ア
　
m
y 
fa
m
ily
 h
as
 v
isi
te
d 
fo
ur
 c
ou
nt
rie
s

イ
　
m
y 
lif
e 
ha
s 
ch
an
ge
d

ウ
　
m
y 
m
ot
he
r 
ha
s 
st
ud
ie
d 
Fr
en
ch

エ
　
m
y 
do
g 
ha
s 
ea
te
n 
m
an
y 
ki
nd
s 
of
 d
og
 f
oo
d

問
題
Ａ
、
問
題
Ｂ
に
答
え
な
さ
い
。

３

－
6
－

問
題
Ｂ
　

Sa
ki

が
、

留
学

生
の

Be
n
と

話
を

し
て

い
ま

す
。

次
の

英
文

は
、

そ
の

会
話

で
す

。
⑴

　～
　⑶

　に
答

え
な

さ
い

。

Sa
ki
 :

 Lo
ok

 a
t 
th
is 

po
st
ca

rd
.  

It 
ha

s 
a 
pi
ct
ur
e 
of
 a
 k

oa
la
.

Be
n 

:
 It’
s 
cu

te
.  

あ
Sa

ki
 :

 M
y 

au
nt
 d

id
.  

Sh
e 
vi
sit

ed
 A

us
tra

lia
 la

st
 m

on
th
.

Be
n 

:
 W
ow

.  
W

ha
t 
di
d 

sh
e 
w
rit

e 
on

 t
he

 p
os

tc
ar
d
?

Sa
ki
 :

 Sh
e 

w
ro
te
 a

bo
ut
 h

er
 e

xp
er
ie
nc

es
 i
n 

th
e 

co
un

try
. 
 S

he
 w

en
t 
to
 a

 z
oo

 a
nd

 s
w
am

 
at
 t
he

 b
ea

ch
.  

Sh
e 
w
as
 s
ur
pr
ise

d 
to
 s
ee

 k
an

ga
ro
os

 o
n 

th
e 
be

ac
h.

Be
n 

:
 Re

al
ly

? 
 W

el
l, 

い
  
It’
s 
ea

sy
 f
or
 m

e 
to
 s
en

d 
an

 e
-m

ai
l.

Sa
ki
 :

 A
ct
ua

lly
, I

 a
sk

ed
 h

er
 t
o 

se
nd

 a
 p

os
tc
ar
d 

to
 m

e.
  
Th

at
’s 

th
e 
re
as
on

.
Be

n 
:

 I 
se
e.

Sa
ki
 :

 W
he

n 
I 
go

t 
it,
 I
 w

as
 e

xc
ite

d.
  
It 

w
as
 m

y 
fir

st
 p

os
tc
ar
d 

fr
om

 a
br
oa

d.
  
A
lso

, 
I 
w
as
 

ha
pp

y 
to
 s
ee

 う
th
e 

an
im

al
 o

n 
th
e 

po
st
ca

rd
. 
 I
t 
is 

th
e 

an
im

al
 t
ha

t 
I 
lik

e 
th
e 

be
st
.  

I 
ta
lk
ed

 w
ith

 h
er
 a
bo

ut
 t
ha

t 
be

fo
re
.

Be
n 

:
 O
h,
 s
he

 r
em

em
be

re
d 

th
at
.

Sa
ki
 :

 I 
th
in
k 

so
.  

W
he

n 
I 
vi
sit

 a
 f
or
ei
gn

 c
ou

nt
ry
 s
om

ed
ay
, I

 w
an

t 
to
 s
en

d 
a 

po
st
ca

rd
 t
o 

he
r 
fr
om

 t
ha

t 
co

un
try

.

〔
注

〕 
po

st
ca

rd
　

絵
は

が
き

⑴
　

あ
　、

い
　に

入
れ

る
英

語
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

最
も

適
当

な
の

は
、
ア

～
エ

の
う

ち
で

は
ど

れ
で

す
か

。
一

つ
答

え
な

さ
い

。

ア
　

あ
　

W
ho

 s
en

t 
th
e 
po

st
ca

rd
 t
o 

yo
u
? 

い
　

w
hy

 d
id
 s
he

 s
en

d 
a 
po

st
ca

rd
?

イ
　

あ
　

W
ho

 s
en

t 
th
e 
po

st
ca

rd
 t
o 

yo
u
? 

い
　

w
he

re
 d

id
 s
he

 w
rit

e 
th
e 
po

st
ca

rd
?

ウ
　

あ
　

H
ow

 m
an

y 
po

st
ca

rd
s 
do

 y
ou

 h
av

e
? 

い
　

w
hy

 d
id
 s
he

 s
en

d 
a 
po

st
ca

rd
?

エ
　

あ
　

H
ow

 m
an

y 
po

st
ca

rd
s 
do

 y
ou

 h
av

e
? 

い
　

w
he

re
 d

id
 s
he

 w
rit

e 
th
e 
po

st
ca

rd
?

⑵
　

下
線

部
　う

　が
具

体
的

に
指

す
も

の
は

何
で

す
か

。
英

語
２

語
を

会
話

か
ら

抜
き

出
し

て
書

き
な

さ
い

。

⑶
　

会
話

の
内

容
と

合
っ

て
い

る
の

は
、
ア

～
エ

の
う

ち
で

は
ど

れ
で

す
か

。
一

つ
答

え
な

さ
い

。

ア
　

Be
n 

sh
ow

ed
 a
 p

os
tc
ar
d 

fr
om

 h
is 

au
nt
.

イ
　

Sa
ki
’s 

au
nt
 v

isi
te
d 

a 
zo

o 
in
 A

us
tra

lia
 t
hr

ee
 m

on
th
s 
ag

o.
ウ

　
Sa

ki
 w

as
 e
xc

ite
d 

to
 g
et
 h

er
 s
ec

on
d 

po
st
ca

rd
 f
ro
m
 a
 f
or
ei
gn

 c
ou

nt
ry
.

エ
　

Sa
ki
 w

an
ts
 t
o 

se
nd

 a
 p

os
tc
ar
d 

fr
om

 a
br
oa

d 
in
 t
he

 f
ut
ur
e.
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－
7
－

チ
ラ

シ

Ba
ke
rie
s 
in
 G
re
en
 C
ity

Ta
ku

 
:

 Ex
cu

se
 m

e.
  
C
ou

ld
 y

ou
 t
el
l 
m
e 

th
e 

w
ay

 t
o 

To
m
’s 

Ba
ke

ry
? 
 I
 d

on
’t 

kn
ow

 
w
he

re
 I
 a
m
 o

n 
th
is 

fly
er
.  

I 
go

t 
of
f 
th
e 
bu

s 
at
 t
he

 w
ro
ng

 b
us

 s
to
p.

W
om

an
 :

 Su
re
. 
 W

e 
ar
e 

he
re
 o

n 
th
is 

st
re
et
. 
 W

e 
ca

n 
se
e 

th
is 

ca
fe
 i
n 

fr
on

t 
of
 u

s.  
Fi
rs
t, 

go
 s
tra

ig
ht
 a

lo
ng

 t
hi
s 
st
re
et
. 
 Y

ou
 w

ill
 s
ee

 a
 b

oo
ks

to
re
. 
 N

ex
t, 

tu
rn

 
le
ft 

at
 t
he

 s
ec

on
d 

co
rn

er
. 
 T

he
n,
 y

ou
 w

ill
 f

in
d 

To
m
’s 

Ba
ke

ry
 o

n 
yo

ur
 

あ
.

Ta
ku

 
:

 Th
an

k 
yo

u.
  
It’
s 
a 
po

pu
la
r 
ba

ke
ry
, i

sn
’t 

it
?

W
om

an
 :

 Th
at
’s 

い
.  

A
 lo

t 
of
 p

eo
pl
e 
lik

e 
th
is 

ba
ke

ry
.

Ta
ku

 
:

 G
oo

d.
  
I 
w
an

t 
to
 g
o 

th
er
e 
to
 b

uy
 t
he

ir 
sp

ec
ia
l s

an
dw

ic
he

s.
W
om

an
 :

 O
h,
 y

ou
 c

an
’t 

bu
y 

th
em

 t
od

ay
. 
 L

oo
k 

at
 t
he

 f
ly
er
. 
 T

od
ay

 i
s 

う
.  

Yo
u 

sh
ou

ld
 g
o 

to
 t
he

 b
ak

er
y 

to
m
or
ro
w
 i
f 
yo

u 
w
an

t 
to
 b

uy
 t
he

m
.

Ta
ku

 
:

 O
h,
 n

o.
  
Th

en
, I

’ll
 g
o 

to
 a
no

th
er
 b

ak
er
y 

to
da

y.
W
om

an
 :

 H
ow

 a
bo

ut
 m

y 
fa
vo

rit
e 

ba
ke

ry
? 

 T
he

y 
se

ll 
de

lic
io
us

 b
re
ad

s 
w
ith

 l
oc

al
 

fr
ui
ts
.  

I 
w
an

t 
yo

u 
to
 t
ry
 t
he

m
.

Ta
ku

 
:

 Th
at
 s
ou

nd
s 
ni
ce

.  
W

he
re
 i
s 

え
th
at
 b

ak
er
y
?

W
om

an
 :

 It’
s 
ne

xt
 t
o 

th
e 
co

nv
en

ie
nc

e 
st
or
e 
on

 t
he

 f
ly
er
.

Ta
ku

 
:

 I 
se
e.
  
Th

an
k 

yo
u 

fo
r 
yo

ur
 h

el
p.

Ju
dy
’s

Ba
ke
ry

To
m
’s
 

Ba
ke
ry

A
lic
e’
s

Ba
ke
ry

co
nv
en
ie
nc
e

st
or
e

bo
ok
st
or
e

st
at
io
n

ca
fe

To
m
’s
 B
ak
er
y

O
pe
n:
 
8 
a.
m
. 
～
 4
 p
.m
.

C
lo
se
d:
 T
hu
rs
da
ys

Y
o
u
 
c
a
n
 
b
u
y 
th
e
ir
 

sp
ec
ia
l 
sa
nd
w
ic
he
s 
on
ly
 

on
 S
at
ur
da
ys
.

Ju
dy
’s
 B
ak
er
y

O
pe
n:
 
7 
a.
m
. 
～
 3
 p
.m
.

C
lo
se
d:
 T
hu
rs
da
ys

Th
er
e 
ar
e 
be
nc
he
s 
in
 

fr
o
nt
 
o
f 
th
is
 
b
ak
er
y.
  

Yo
u 
ca
n 
us
e 
th
em
.

A
lic
e’
s 
Ba
ke
ry

O
pe
n:
 
9 
a.
m
. 
～
 5
 p
.m
.

C
lo
se
d:
 T
ue
sd
ay
s

Th
is
 b
ak
er
y 
is
 f
am
ou
s 

fo
r 
th
ei
r 
cu
rr
y 
br
ea
ds
.

　
海

外
旅

行
中

の
Ta

ku
が

チ
ラ

シ
（

fly
er
）

を
見

せ
な

が
ら

、
通

り
す

が
り

の
女

性
と

話
を

し
て

い
ま

す
。

次
は

、
そ

の
チ

ラ
シ

と
会

話
の

英
文

で
す

。
⑴

　～
　⑷

　に
答

え
な

さ
い

。
４

－
8
－

〔
注
〕  
ba
ke
ry
　
パ
ン
屋
 

cl
os
ed
　
閉
じ
た
、
休
業
の
 
　
　
　
in
 f
ro
nt
 o
f～
　
～
の
す
ぐ
前
に

bu
s 
st
op
　
バ
ス
停

⑴
　

あ
　、

い
　に
共
通
し
て
入
る
同
じ
つ
づ
り
の
英
語
１
語
を
書
き
な
さ
い
。

⑵
　

う
　に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
曜
日
を
英
語
１
語
で
書
き
な
さ
い
。

⑶
　
下
線
部

　え
　が
指
す
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
ウ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ

答
え
な
さ
い
。

ア
　
To
m
’s
 B
ak
er
y　
　
　
　
　
イ
　
Ju
dy
’s
 B
ak
er
y　
　
　
　
　
ウ
　
A
lic
e’
s 
Ba
ke
ry

⑷
　
チ
ラ
シ
と
会
話
か
ら
わ
か
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。

一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
To
m
’s 
Ba
ke
ry
 i
s 
op
en
 f
ro
m
 e
ig
ht
 a
.m
. t
o 
fo
ur
 p
.m
. o
n 
Th
ur
sd
ay
s.

イ
　
A
pp
le
 p
ie
s 
at
 A
lic
e’
s 
Ba
ke
ry
 a
re
 f
am
ou
s.

ウ
　
Ta
ku
 t
ol
d 
th
e 
w
om
an
 h
ow
 t
o 
ge
t 
to
 t
he
 s
ta
tio
n.

エ
　
Th
e 
w
om
an
 r
ec
om
m
en
de
d 
th
e 
br
ea
ds
 o
f 
he
r 
fa
vo
rit
e 
ba
ke
ry
.
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－
9
－

I 
vi
sit

ed
 t
he

 c
as
tle

 i
n 

ou
r 
ci
ty
 la

st
 w

ee
k.
  
I 
w
as
 h

ap
py

 t
o 

se
e 

a 
ca

st
le
 i
n 

Ja
pa

n.
  
It 

w
as
 o

ne
 o

f 
m
y 

dr
ea

m
s. 

 A
t 
th
e 

sa
m
e 

tim
e,
 I
 w

as
 s

ur
pr
ise

d.
  

St
on

es
 o

f 
di
ff
er
en

t 
sh

ap
es
 a

nd
 s

iz
es
 w

er
e 

us
ed

 f
or
 i
ts
 s

to
ne

 w
al
l. 

 L
oo

k 
at
 あ

th
is 

ph
ot
o.
  

In
 i
t, 

I’m
 

st
an

di
ng

 b
y 

th
e 
st
on

e 
w
al
l.

W
hi
le
 I
 w

as
 l
oo

ki
ng

 a
t 
th
e 

st
on

e 
w
al
l, 

a 
m
an

 s
ta
rte

d 
to
 t
al
k 

to
 m

e.
  

“H
el
lo
. 
 I
’m

 
A
ok

i, 
a 

vo
lu
nt
ee

r 
gu

id
e.
  

Yo
u 

lo
ok

 i
nt
er
es
te
d 

in
 t
he

 s
to
ne

 w
al
l. ”

  
I 
sa
id
, 
“O

h,
 y

ou
 

sp
ea

k 
En

gl
ish

.  
Ye

s, 
I ’m

 in
te
re
st
ed

 in
 it

.  
M

ay
 I
 a
sk

 y
ou

 a
 q

ue
st
io
n
? 
 

い
”  

H
e 

an
sw

er
ed

, 
“A

bo
ut
 4

00
 y

ea
rs
 a

go
.” 

 T
he

n,
 I

 h
ad

 a
no

th
er
 q

ue
st
io
n.
  

H
ow

 d
id
 

pe
op

le
 b

ui
ld
 t
he

 s
to
ne

 w
al
l i

n 
th
os

e 
da

ys
?

I 
as
ke

d 
M

r. 
A
ok

i, 
“C

ou
ld
 y

ou
 t
el
l 
m
e 

m
or
e 

ab
ou

t 
th
e 

st
on

e 
w
al
l?

” 
 T

he
n,
 h

e 
to
ld
 

m
e 

う
th
is
 s

to
ry
. 
 W

he
n 

cr
af
ts
m
en

 b
ui
lt 

th
e 

st
on

e 
w
al
l 
in
 t
ho

se
 d

ay
s,
 t
he

y 
us

ed
 

st
on

es
 o

f 
na

tu
ra
l 
sh

ap
es
 a

nd
 s
iz
es
. 
 S

om
e 

st
on

es
 w

er
e 

ro
un

d,
 s
om

e 
st
on

es
 w

er
e 

bi
g,
 

an
d 

ot
he

r 
st
on

es
 w

er
e 

sm
al
l. 

 T
he

 c
ra

ft
sm

en
 h

ad
 t

o 
co

m
e 

up
 w

ith
 a

 g
oo

d 
co

m
bi
na

tio
n 

of
 t
he

se
 d

iff
er
en

t 
st
on

es
. 
 I
t 
w
as
 d

iff
ic
ul
t 
fo
r 
th
em

 t
o 

do
 s
o,
 a

nd
 t
he

y 
ne

ed
ed

 a
 l
ot
 o

f 
ex

pe
rie

nc
e.
  

In
 t
hi
s 

w
ay
, 
th
e 

st
on

e 
w
al
l 
w
as
 b

ui
lt 

be
ca

us
e 

of
 t
he

 
cr
af
ts
m
en

’s 
sk

ill
s 
an

d 
ef
fo
rt.

M
r. 

A
ok

i 
sa
id
, 
“T

hi
s 

st
on

e 
w
al
l 
is 

ve
ry
 o

ld
, 
so

 y
ou

 m
ay

 t
hi
nk

 t
ha

t 
th
is 

w
ay

 o
f 

bu
ild

in
g 

th
e 

st
on

e 
w
al
l 
is
 n

ot
 u

se
d 

to
da

y. 
 
ア

  
H
ow

ev
er
, 
th
er
e 

ar
e 

st
ill
 s

om
e 

ex
pe

rts
 w

ho
 c

an
 b

ui
ld
 s
to
ne

 w
al
ls 

in
 t
he

 s
am

e 
w
ay
. 
 
イ

  
Th

ou
gh

 t
he

y 
do

n’
t 
ha

ve
 

a 
w
rit

te
n 

pl
an

, t
he

y 
ha

ve
 a
n 

im
po

rta
nt
 r
ul
e:
 L

ist
en

 t
o 
th
e 
vo

ic
e 
of
 t
he

 s
to
ne

s. 
 I
 w

an
t 

to
 e

xp
la
in
 i
ts
 m

ea
ni
ng

 b
ec

au
se
 i
t 
m
ay

 b
e 

ha
rd
 f
or
 y

ou
 t
o 

un
de

rs
ta
nd

.  
A
ll 

st
on

es
 a

re
 

di
ff
er
en

t 
an

d 
ha

ve
 g

oo
d 

po
in
ts
. 
 T

he
 e

xp
er
ts
’ 
jo
b 

is 
to
 f
in
d 

th
e 

go
od

 p
oi
nt
s 
an

d 
to
 

gi
ve

 a
 d

iff
er
en

t 
ro
le
 t
o 

ea
ch

 s
to
ne

. 
 T

o 
do

 s
o,
 t
he

 e
xp

er
ts
 n

ee
d 

to
 l
oo

k 
at
 t
he

 s
to
ne

s 
ca

re
fu
lly

.  
ウ

”
W

he
n 

I 
lis

te
ne

d 
to
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石
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内

人
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 d
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当
時
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熟
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⑴
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ど
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⑵
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ど
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落
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ど
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。
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次
の

英
文

を
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
の

は
、

本
文

中
の

　
ア
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ウ

　の
う

ち
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は
ど
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。
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⑸
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ど
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聞
き

取
り

検
査

１ 問
題
Ａ

　
次

の
英

文
が

１
回

読
ま

れ
る

の
を

聞
い

て
、

問
題

用
紙

の
指

示
に

従
っ

て
答

え
る

。

⑴
W
e 
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go
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⑵
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題
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指

示
に
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っ

て
答

え
る
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Ⅲ 一 般 入 学 者 選 抜 の た め の

学 力 検 査 の 概 要
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第１表　県立全日制学科別受検状況（完全受検者）

普通科
理数科
※2

普通科
国際系
※3

その他
普通系
※4

体育科 農業科 工業科 商業科 家庭科 看護科 情報科 福祉科
その他
※5

総　合
学　科

計

532 250 30 0 83 392 478 74 14 7 8 2 50 5,898

第２表　教科別最高、最低、平均点（100点法換算）

（参　　考）

 （注）学校による採点基準の違いは考慮していない。(第３表及び教科別素点分布曲線についても同様である。)

Ⅲ　一般入学者選抜のための学力検査の概要

60.3    50.7    50.5    

最
近
５
年
間
の
平
均
点

３

64.6    

66.3    

(注) ※1は、岡山一宮高校、西大寺高校及び玉島高校の普通科を除く。
     ※2は、岡山一宮高校及び玉島高校の普通科と理数科のくくり募集。
   　※3は、西大寺高校の普通科と国際情報科のくくり募集。
　　 ※4は、邑久高校の生活ビジネス科及び和気閑谷高校のキャリア探求科。
　　 ※5は、井原高校の地域生活科及び高梁城南高校の環境科学科。

国　　語 社　　会 数　　学

51.4    ４

最　低　点 0    0    0    3    0    

51.2    

63.3    

59.6    

59.6    

理　　科

62.0    

62.5    47.1    

英　　語

54.6    

２ 56.2    58.8    56.6    

平　均　点

68.4    62.9    

54.9    59.4    

56.2    

年　　度

63.6    

53.2    

59.7    

58.3    

理　　科

100    

英　　語

100    97    

数　　学

第１　学力検査の結果の概要（全国募集を含む）

59.7    

64.0    56.6    

3,978

普通科
※1

最　高　点

５

令６

97    

社　　会

97    

国　　語

55.4    

- 53 -



第３表　教科別素点分布一覧（100点法換算）

97.6 ～ 100     0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.6%

92.6 ～ 97.5   0.8% 0.5% 0.1% 4.7% 2.8%

87.6 ～ 92.5   1.8% 1.7% 0.6% 8.4% 3.3%

82.6 ～ 87.5   6.6% 4.3% 3.1% 11.4% 6.1%

77.6 ～ 82.5   9.0% 5.2% 5.4% 8.7% 5.3%

72.6 ～ 77.5   16.3% 9.8% 10.5% 10.8% 8.3%

67.6 ～ 72.5   12.8% 8.2% 9.7% 6.1% 6.0%

62.6 ～ 67.5   14.1% 10.8% 13.2% 7.6% 8.4%

57.6 ～ 62.5   10.2% 7.6% 9.8% 5.5% 6.3%

52.6 ～ 57.5   9.3% 9.5% 11.4% 5.8% 8.3%

47.6 ～ 52.5   5.3% 7.2% 7.7% 4.0% 5.6%

42.6 ～ 47.5   5.4% 9.0% 8.1% 5.2% 7.4%

37.6 ～ 42.5   2.8% 5.9% 4.7% 3.4% 5.0%

32.6 ～ 37.5   2.3% 6.9% 4.8% 4.4% 6.2%

27.6 ～ 32.5   1.1% 4.6% 2.8% 3.4% 4.4%

22.6 ～ 27.5   1.2% 4.3% 2.8% 3.9% 6.4%

17.6 ～ 22.5   0.5% 2.0% 1.8% 2.6% 3.6%

12.6 ～ 17.5   0.4% 1.6% 1.8% 2.3% 4.0%

7.6 ～ 12.5   0.1% 0.7% 1.0% 0.9% 1.4%

2.6 ～ 7.5   0.0% 0.2% 0.7% 0.3% 0.4%

0  ～ 2.5   0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.1%

計 100     100     100     100     100     

平  均  点 64.6    55.4    56.2    63.3    54.6    

英　語国　語 社　会 数　学 理　科教 科
段階（点）
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教科別素点分布曲線　（100点法換算）

(%) (%)

(%) (%)

令和７年度岡山県立高等学校一般入学者選抜学力検査

(点)

(点) (点)

(点)

(点)

(%)

0

5

10

15

100500

英 語

0

5

10

15

100500

国 語

0

5

10

15

100500

数 学

0

5

10

15

100500

社 会

0

5

10

15

100500

理 科
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第２ 各教科の出題のねらい、結果の概要と授業改善の視点等、応答率及び問題 

 

 １ 国 語 

（１）出題のねらい 

  ア 全般的なねらい 

思考力、判断力、想像力を働かせ、国語で正確に理解し適切に表現する力をみるた

めに、基礎的・基本的事項を中心として幅広く出題している。 

 

  イ 問いごとのねらい 

   １ 文学的な文章によって、漢字を書くことや読むこと、語句の知識などの基礎的

事項、表現の特徴とその効果に関する理解の程度をみる。また、登場人物の言動

の意味や心情を文章の展開に即して理解したり、理解したことを適切に表現した

りする力をみる。 

 

   ２ 『徒然草』について解説した文章によって、古典における基礎的事項の理解の

程度をみる。また、文章の展開に即して理解したことを整理し、適切にまとめる

力をみる。 

 

   ３ 説明的な文章によって、漢字を書くことや読むこと、文法に関する知識などの

基礎的事項、文章全体と部分との関係に関する理解の程度をみる。また、筆者の

主張を文章の展開に即して理解したり、理解したことを適切に表現したりする力

をみる。 

 

   ４ 日本語の特徴と魅力についての話し合いと、そこで用いられた資料によって、

話題や展開を捉えて、自分の考えが分かりやすく伝わるように話すことに関する

理解の程度をみる。また、条件に従って意見文を書くことによって、複数の資料

から目的に応じて必要な情報を読み取り、適切に表現する力をみる。 

 

（２）結果の概要と授業改善の視点等 

ア 結果の概要

   漢字の読みや書き、表現技法の知識など基礎的事項を問う設問は概ね正答率が高かった

が、文法の知識を問う設問は正答率が３割未満にとどまった。古典の内容や、古典にあら

われたものの見方や感じ方について適切なものを選択する設問は正答率が高かった。話し

合い活動において、発言の根拠となる資料の内容について適切に読み取る設問や、相手の

発言の意図を適切に選択する設問でも正答率が高かった。文学的な文章において、登場人

物の心情を読み取る設問は正答率が高かった。説明的な文章において、筆者の主張を適切

にまとめる設問は正答率が低く、無答率も３割程度あった。また、文章の構成や特徴につ

いて選択する設問も正答率が５割程度にとどまった。段落相互の関係や、文章全体と部分

の関係について注意しながら読み取り、文章の展開に即して内容を理解することに課題が

みられた。 
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 イ 授業改善の視点等 

 

 

〔大問３(2) 正答：イ オ     正答率：25.0％〕 

〈分析〉大問３(2)は、動詞の活用の種類を選択する問題

である。イとエを選択する解答が多く、正答率は25％に

とどまった。「みて」、「着て」、「考えて」と、いずれも動

詞の後に「て」が続いており、活用の種類と活用形の区

別がついていないために誤答を選択したと考えられる。 

〈視点〉単語の類別や活用の理解は文法の基礎であり、

その後の学習で助詞や助動詞の働きについて理解し、文

の微妙なニュアンスを捉えるために、ことばを吟味する

習慣を身に付けさせたい。指導事項の一例に自立語と付

属語の識別や活用の理解があるが、単なる暗記の指導に

ならないように注意し、「書くこと」や「読むこと」の指

導とことばの文法的な働きについての指導とを関連付け

たい。様々な文章を読んだり、自他の書いた文章を推敲

したりする中で、助詞や助動詞の働き、意味を考える活

動が考えられる。 

 

 

 

 

〔大問４(3) 正答：正答例参照     正答率：25.0％〕 

〈分析〉大問４(3)は、日本語の特徴とことばの使い方に

ついて、与えられた条件に従って、根拠となる資料の内

容を踏まえて適切に表現する設問である。二文で書くこ

とや、資料の内容を踏まえることなどの条件を満たして

いない解答が多く、正答率は伸びなかった。 

〈視点〉日常の指導では、「書くこと」の活動において多

様なテーマや条件を設定し、書き手の主観だけでなく、

客観的に物事を捉えながら自分の考えを書く活動が考え

られる。また、評価の視点を明らかにした上で、読み手か

らの助言を踏まえて自分の文章のよい点や改善点を見い

だすような指導の工夫を図りたい。例えば、複数の資料

を比較したり、文章の型を活用したりして書いたものを

相互評価した上で推敲するといった活動が効果的であ

る。 

単語の文法的な役割や働きについて理解し、ことばを吟味するための指導の充実 

目的や意図に応じて、様々な資料を用いて、客観的に物事を捉えながら、自分の考えが分かりや

すく伝わるように表現する指導の充実 
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選
択

短
答

記
述

(1)ⓓ 浴（びせられた） 1 ○ 84.0 0.0 8.0 8.0

(1)ⓕ りんかく 1 ○ 96.5 0.0 3.0 0.5

(2) イ 3 ○ 96.5 0.0 3.5 0.0

(3) 3 ○ 94.5 1.5 3.5 0.5

(4) エ 3 ○ 77.0 0.0 23.0 0.0

(5) 6 ○ 1.5 82.0 9.0 7.5

(6) エ 3 ○ 73.5 0.0 26.0 0.5

(1) おおく 2 ○ 95.5 0.0 3.5 1.0

(2) 鬼となった女が上京した 3 ○ 71.5 1.0 12.5 15.0

(3)X 面白く脚色 2 ○ 93.0 2.5 2.0 2.5

(3)Y 3 ○ 81.0 3.5 8.0 7.5

(4) ウ 2 ○ 79.0 0.0 21.0 0.0

(5) エ 2 ○ 81.0 0.0 19.0 0.0

(1)ⓓ 複雑 2 ○ 80.5 9.0 10.0 0.5

(1)ⓔ か（り込んだ） 1 ○ 89.5 0.0 10.0 0.5

(2) イ　　オ 3 ○ 25.0 0.0 74.5 0.5

(3) ア 3 ○ 77.0 0.0 23.0 0.0

(4) ウ 2 ○ 64.0 0.0 35.5 0.5

(5)X 価値観や倫理観 3 ○ 63.5 5.0 23.0 8.5

(5)Y 6 ○ 5.5 20.0 44.0 30.5

(6) ウ 3 ○ 52.0 0.0 46.0 2.0

(1) イ 3 ○ 90.0 0.0 9.5 0.5

(2) エ 2 ○ 76.0 0.0 23.0 1.0

(3) 8 ○ 25.0 48.5 20.0 6.5

（３）応答率

部分点を
与えたもの

誤答としたもの 無　答正答としたもの
大問 小問 正　答　例

形式 応　答　率　（％）
配点例
（点）

お花みたいに美しい人
間

1

2

4

誰でも好きになる才能
で、人の話を聞き、笑っ
ているだけで周りを明る
くする

そうそう珍しいことがある
はずがない

環境をベースとした美し
い風景と、経済のために
も人が良いと思う風景を
両立させる

3

Ｂの季節や気候を表す
多様なことばを使うこと
は、自然に対する美的感
性や豊かな情緒を養うよ
さにつながる。一方で、
難しい季節のことばが分
からない幼い子には、意
味が通じるように説明を
加える配慮が必要であ
る。
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⑴ ⓓ
⑴ ⓔ り 込 ん だ

⑵
⑶

⑷
⑸ Ｘ

⑸ Ｙ
⑹

３ ⑴
⑵

⑶

４

80

⑴ ⓓ び せ ら れ た

⑴ ⓕ
⑵

⑶
⑷

⑸
⑹

１ ⑴
⑵

こ と

⑶ Ｘ
⑶ Ｙ

⑷
⑸

２

解 答 用 紙

※

注 意　 　 字 数 が 指 定 さ れ て い る 設 問 で は 、 「 、 」 や 「 。 」 も 一 ま す 使 い な さ い 。

受
検

番
号

（
算
用
数
字
）

志
願
校
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－
2
－

な れ る よ う な 、 り っ ぱ な プ ロ を 目 指 そ う っ て 」

人 前 で こ ん な 大 そ れ た 目 標 を 口 に す る の は 恥 ず か し い 。 け れ ど 、 今 、 サ チ と 八 重 が い る 前 で 宣 言 し た か っ た の だ 。

し か し 、 言 わ れ た サ チ の ほ う は 、 ぽ か ん と し て 目 を 瞬
ま た た

い た 。

「 … … ち ょ っ と 、 あ な た が 何 を 言 っ て る か わ か ら な い ん だ け ど 。 も し か し て 、 『 カ イ ゴ の 花 』 の 『 カ イ ゴ 』 を 、 介 護 士 の 『 介 護 』 だ と 思 っ て る ？ 」

「 ち が う ん で す か ？ 」

「 理 解 の 『 解 』 と 国 語 の 『 語 』 で 、 『 解 語 の 花 』 。 人 の 言 葉 が わ か る 花 。 お 花 み た い に 美 し い 人 間 っ て 意 味 よ 。 私 は ね 、 あ な た に 、 そ の 『 解 語 の 花 を

目 指 し な さ い 』 っ て 言 っ た の 」

「 え っ と つ ま り … … 、 私 に 『 美 人 に な れ 』 と … … ？ 」

本 気 で と ま ど う 花 に 、 サ チ は 「 ま ー 、 察 し の 悪 い こ と 。 や っ ぱ り 『 解 語 の 花 』 な ん て ま だ ま だ ね 」 と あ き れ て 、 顔 を 弁 当 の ほ う へ 戻 し て し ま う 。

す る と 向 か い の 席 の 稔 が 、 か ら か う よ う に 笑 っ た 。

「 サ チ さ ん 、 照 れ て 途 中 で 逃 げ な さ ん な 。 つ ま り さ 、 こ こ で 暮 ら し て る 俺
お れ

達
た ち

の 言 葉 を 聞 い て く れ て わ か っ て く れ る 。 そ れ で も っ て 、 そ こ に 咲 い て

3 3 3

る

だ け で 、 気 持 ち を パ ッ と 明 る く し て く れ る 。 花 ち ゃ ん に は 、 そ ん な お 花 み た い な 存 在 に な っ て ほ し い ― っ て こ と だ ろ ？ 」

「 … … ま ぁ 、 そ う よ 。 『 人 の 言 葉 が わ か る 、 心 の あ る 花 』 を 目 指 し な さ い 、 と い う こ と 」

サ チ は ぶ っ き ら ぼ う に 答 え て 、 タ コ 飯 を 口 に 運 ぶ 。 そ の 頬
ほ お

が 茹
ゆ

で ダ コ と 同 じ く ら い 赤 く 染 ま っ て い る 。 稔 は そ ん な サ チ に 目 を 細 め て か ら 、 花 に 首

を 向 け た 。

「 花 ち ゃ ん は 、 も う 充 分 に 『 解 語 の 花 』 だ と 思 う ぜ ？　 だ っ て 見 て ご ら ん よ 。 今 日 、 こ の 部 屋 一 面 が 、 こ ん な に 華 や か な お 花 畑 じ ゃ な い か 。 み ん な 、

花 ち ゃ ん の お か げ で 咲 い た ん だ ぜ 」

花 は 、 み ん な で 作 っ た 「 花 畑 」 を ぐ る り と 見 回 し た 。

み ん な 、 花 を 見 つ め て に こ に こ 笑 っ て い る 。 （ 中 略 ）

い き な り 舞 台 の 真 ん 中 に 引 っ 張 り 出 さ れ て 、 ス ポ ッ ト ラ イ ト を ア び せ ら れ た 黒 子 の 気 分 だ 。

花 は 呆
ぼ う

然
ぜ ん

と す る ば か り で 、 言 葉 が 何 も 出 て こ な い 。

す る と 篠 田 が 、 ぽ ん と 肩 を 叩
た た

い て き た 。

「 私 、 山 田 さ ん の こ と 、 『 介 護 に 向 い て な い 』 っ て 言 っ た け ど 。 そ ん な こ と な い の か も っ て 、 最 近 は 思 っ て た よ 。 山 田 さ ん っ て 、 す ぐ に 人 を 好 き に

な る で し ょ ？ 」

「 う 、 う ん 。 ホ レ っ ぽ い と か 、 人
ひ と

懐
な つ

っ こ い と は 言 わ れ る 」

考 え て み れ ば 、 サ チ や 稔 、 ケ ア に 入 れ ば 入 る ほ ど 、 入 居 者 達 に は 感 情 移 入 し ま く り 、 い や 、 む し ろ 好 き だ 。 「 違 う 生 き 物 か も し れ な い 」 と 思 っ た

篠 田 に だ っ て 、 同 じ だ 。

ⓑ

ⓒ

ⓓ

－
1
－

花 は も じ も じ し な が ら 、 八 重 の ベ ッ ド に 歩 み 寄 る 。

「 あ の 、 大 久 保 さ ん 。 こ れ 、 大 久 保 さ ん み た い な お 花 を 見 つ け た ん で す 。 八 重 咲 き

3 3 3 3

の コ ス モ ス 」

差 し 出 し た の は 、 白 か ら ピ ン ク の グ ラ デ ー シ ョ ン の 、 優 し い 色 合 い の コ ス モ ス だ 。 八 重 咲 き の コ ス モ ス が あ る と い う の を 、 花 は 「 久
く

里
り

浜
は ま

花 の 国 」 の

直 売 所 で 、 初 め て 知 っ た 。

ふ つ う の コ ス モ ス は 花 び ら が 八 枚 で 、 す っ き り と し た 愛 ら し さ だ が 、 こ の コ ス モ ス は 花 び ら の 枚 数 が 多 く て 、 レ ー ス の よ う に ふ わ ふ わ し て い る 。

こ の 鉢 植 え を 見 つ け た 時 、 「 大 久 保 さ ん だ 」 と 思 っ た 。

み ん な が 愛 さ ず に は い ら れ な い 、 特 別 に き れ い で 、 優 し く て 、 華 や か な 人 。

八 重 は 、 鉢 植 え を 両 手 で 抱 い て く れ た 。

お 腹
な か

に の せ た 花 を 、 き ら き ら と 光 る 瞳 で 見 つ め て ― 、 な に か 唇 を 動 か し て い る 。 花 が 耳 を 近 づ け る と 、

「 花 ち ゃ ん 。 あ り が と う 」

た し か に 、 そ う 言 っ た 。

花 が 顔 を 離 す と 、 彼 女 は ま さ に 八 重 の コ ス モ ス み た い に 笑 っ て い る 。

― 「 す み ま せ ん ね 、 悪 い で す ね 」 じ ゃ な か っ た 。 「 あ り が と う 」 だ っ た 。

花 は 身 を 震 わ せ た 。

彼 女 の 瞳 は ま っ す ぐ に 花 を 見 つ め て い る 。 他 の だ れ で も な い 山 田 花 に 、 そ の 瞳 で も 、 「 あ り が と う 」 と 言 っ て く れ て い る 。

― 私 は 今 、 ど こ に で も い る 「 花 子 さ ん 」 じ ゃ な く 、 ふ ぁ ん ホ ー ム の ス タ ッ フ の 中 の 一 人 で も な く 、 大 久 保 八 重 に と っ て 、 た っ た 一 人 の 「 花 ち ゃ ん 」

と し て 、 彼 女 の 前 に 立 っ て い る 。

花 は 自 分 を 特 別 に す て き な モ ノ に し て も ら え た 気 が し て 、 目 の 奥 が じ ん と し び れ る 。 （ 中 略 ）

花 は ご く っ と 涙 を 飲 み 込 み 、 唇 の 両 端 を 持 ち 上 げ 、 歯 を 見 せ 、 眉 を 下 げ て 、 思 い 切 り 笑 っ た 。

う る ん だ 視 界 の 向 こ う で 、 八 重 が 笑 う 。 み す ず も 莉
り

子
こ

も 、 見 守 っ て く れ て い る み ん な も 、 笑 っ て い る 。

「 『 花 笑 う 』 、 そ の ま ん ま ね 」

お 弁 当 を つ つ く 手 を 止 め て 、 サ チ が 言 っ た 。

「 花 … … 私 が 笑 う ？　 で す か ？ 」

「 お 花 が 咲 く こ と を 、 『 花 笑 う 』 っ て い う の よ 。 そ れ に あ な た 、 少 し は 、 『 カ イ ゴ の 花 』 ら し く な っ て き た ん じ ゃ な い か し ら 」

「 え え っ 、 本 当 で す か ？　 だ っ た ら う れ し い な 。 私 、 真 剣 に 『 介 護 の 花 』 を 目 指 そ う と 決 め た と こ ろ だ っ た ん で す 。 最 終 的 に は 、 『 介 護 』 の 代 名 詞 に

ⓐ

　 次 の 文 章 は 、 高 齢 者 向 け 集 合 住 宅 「 ふ ぁ ん ホ ー ム 天
て ん

王
の う

町
ち ょ う

」 で 介 護 士 と し て 働 く 「 山 田 花 」 が 、 入 居 者 の 「 大
お お

久
く

保
ぼ

八
や

重
え

」 の た め に 同 僚 の

「 篠
し の

田
だ

」 や 入 居 者 の 「 菊 池 サ チ 」 、 「 稔
み の る

」 た ち と 協 力 し て 、 施 設 の 食 堂 で ラ ン チ 会 を 行 う 場 面 で す 。 こ れ を 読 ん で 、 ⑴ 〜 ⑹ に 答 え な さ い 。１
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4
－

⑶　 「 本 気 で と ま ど う 花 」 と あ り ま す が 、 こ の と き の 「 花 」 が と ま ど っ た 理 由 を 説 明 し た 次 の 文 の に 入 れ る の に 適 当 な こ と ば を 、 文 章 中 か ら

十 一 字 で 抜 き 出 し て 書 き な さ い 。

「 花 」 は 、 「 サ チ 」 に 「 カ イ ゴ の 花 」 の 意 味 を 説 明 さ れ 、 の こ と だ と 言 わ れ た が 、 そ の 比 喩 の 意 味 を 取 り 違 え て し ま い 、 ど の よ う な

人 の こ と か 理 解 で き な か っ た か ら 。

⑷　 「 目 を 細 め て 」 の こ こ で の 意 味 と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 冷 た い 態 度 を 取 る

イ　 驚 き あ き れ て し ま う

ウ　 見 て 見 ぬ ふ り を す る

エ　 ほ ほ え ま し く 感 じ る

⑸　 「 花 は 胸 の あ た り を ギ ュ ッ と つ か ん だ 」 と あ り ま す が 、 こ の と き の 「 花 」 の 心 情 を 説 明 し た 次 の 文 の に 入 れ る の に 適 当 な こ と ば を 、 三 十 五

字 以 内 で 書 き な さ い 。

こ れ か ら の 自 分 自 身 の あ り 方 と し て 、 と い う 、 自 分 の 強 み を 生 か し た 目 指 す 介 護 士 の 姿 を 自 覚 し 、 新 た な 決 意 が 芽 生 え て い る 。

⑹　 こ の 文 章 の 表 現 の 特 徴 に つ い て 説 明 し た も の と し て 適 当 で な い の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 「 優 し い 色 合 い 」 や 「 レ ー ス の よ う に ふ わ ふ わ 」 と 表 現 さ れ た 八 重 咲 き の コ ス モ ス は 、 「 花 」 が 思 う 「 八 重 」 の 愛 さ れ る 人 柄 を 象 徴 し て い る 。

イ　 「 私 が 笑 う ？　 で す か ？ 」 と 「 ？ 」 を 連 続 し て 使 用 す る 表 現 は 、 「 花 」 が 「 サ チ 」 の 発 言 し た こ と ば の 内 容 を 疑 問 に 思 う 様 子 を 強 調 し て い る 。

ウ　 「 そ の 頬 が 茹 で ダ コ と 同 じ く ら い 赤 く 染 ま っ て い る 」 と い う 表 現 は 、 「 花 」 へ の 期 待 を 素 直 に 表 せ な い 「 サ チ 」 の 照 れ た 様 子 を 印 象 づ け て い る 。

エ　 「 ぽ ん と 肩 を 叩 い て き た 」 と い う 表 現 は 、 「 稔 」 の 発 言 に 返 答 せ ず 、 呆 然 と し た ま ま の 「 花 」 の 様 子 を と が め る 「 篠 田 」 の 心 情 を 暗 示 し て い る 。

ⓑ
ⓒ
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「 そ れ っ て 才 能 な の か も よ 。 目 指 し て み れ ば ？　 菊 池 さ ん の お っ し ゃ る 、 『 解 語 の 花 』 」

篠 田 に 言 わ れ て 、 八 重 の 優 し い 瞳 と 視 線 を 交 わ し 、 花 は 胸 の あ た り を ギ ュ ッ と つ か ん だ 。

天 王 町 駅 か ら 徒 歩 三 分 。

駅 前 の 飲 食 店 街 を 抜 け 、 小 さ な 川 を 渡 っ て す ぐ の 、 四 階 建 て マ ン シ ョ ン 。 ぴ っ た り 五 十 名 の 入 居 者 の 暮 ら し を 、 総 勢 二 十 名 の ス タ ッ フ で 支 え る 、

ふ ぁ ん ホ ー ム 天 王 町 。

こ こ が 、 花 が 〝 人 生 の 花 を 咲 か せ る 〞 場 所 。

見 つ か っ た 。 見 つ け ら れ た 。

八 重 み た い に 、 華 や か な 花 じ ゃ な い か も し れ な い 。 そ れ で も 、 こ の 場 所 で 交 わ さ れ る 言 葉 に 耳 を 傾 け て 、 ポ ッ と 心 を 明 る く す る よ う な 「 花 」 を

咲 か せ た い 。

体 の 底 か ら 湧 き 上 が っ て き た モ ノ が 、 花 の 爪 先 、 指 先 ま で を し び れ る ほ ど 熱 く す る 。 ず っ と ふ わ ふ わ し て い た 自 分 の 輪 郭 が 、 一 息 に 、 き ゅ っ と

確 か な 線 で 定 ま っ た よ う な 気 が す る 。

（ 出 典　 あ さ ば み ゆ き 『 介 護 の 花 子 さ ん 』 ）

（
注
）

　 久 里 浜 花 の 国 ― 「 八 重 」 が 以 前 、 家 族 と 出 か け た 場 所 。 「 花 」 と 「 篠 田 」 が ラ ン チ 会 の た め に コ ス モ ス の 鉢 植 え を 買 い に 行 っ た 。

花 子 さ ん ― 「 花 」 は 施 設 以 外 の 友 人 か ら は 「 花 子 」 と 呼 ば れ て い る 。

み す ず ― 「 八 重 」 の 娘 。

莉 子 ― 「 八 重 」 の 孫 。

黒 子 ― 歌 舞 伎 な ど の 舞 台 で 演 者 の 手 助 け を す る 人 。 転 じ て 、 目 立 た な い よ う に 仕 事 を す る 人 の こ と 。

⑴　 ― の 部 分 ⓓ を 漢 字 に 直 し て 楷 書 で 書 き な さ い 。 ま た 、 ― の 部 分 ⓕ の 漢 字 の 読 み を 書 き な さ い 。

⑵　 「 花 は 自 分 を … … じ ん と し び れ る 」 と あ り ま す が 、 こ の と き の 「 花 」 の 心 情 を 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。

一 つ 答 え な さ い 。

ア　 「 八 重 」 に 今 ま で 気 を 使 わ せ て い た と 気 づ き 、 自 分 が ふ ぁ ん ホ ー ム の 一 員 と し て 認 め ら れ て い な か っ た こ と が 悲 し い 。

イ　 「 八 重 」 が 遠 慮 よ り も 感 謝 の 気 持 ち を 伝 え て く れ た こ と で 、 自 分 は 大 切 な 存 在 だ と 認 め ら れ た よ う に 感 じ て う れ し い 。

ウ　 「 八 重 」 の 唇 の 動 き だ け で 感 謝 の 気 持 ち を 察 す る こ と が で き 、 自 分 自 身 の 介 護 士 と し て の 成 長 を 実 感 で き て 喜 ば し い 。

エ　 「 八 重 」 に 予 想 以 上 に 喜 ん で も ら え た が 、 自 分 は 施 設 の ス タ ッ フ の 一 人 に 過 ぎ な い た め 、 目 立 つ こ と が 恥 ず か し い 。

ⓔ

ⓕ

ⓐ
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⑴　 「 お ほ く 」 の 読 み を 、 現 代 か な づ か い を 用 い て ひ ら が な で 書 き な さ い 。

⑵　 「 世 に 語 り 伝 ふ る 事 」 と あ り ま す が 、 そ の 具 体 例 を 、 解 答 欄 に 合 う よ う に 解 説 文 か ら 十 一 字 で 抜 き 出 し て 書 き な さ い 。

⑶　 「 嘘 の プ ロ セ ス と 定 着 、 そ し て そ の 対 応 方 法 」 と あ り ま す が 、 こ の こ と に つ い て 説 明 し た 次 の 文 の Ｘ 、 Ｙ に 入 れ る の に 適 当 な こ と ば を 、

Ｘ は 五 字 、 Ｙ は 十 七 字 で 、 そ れ ぞ れ 解 説 文 か ら 抜 き 出 し て 書 き な さ い 。

あ る 話 題 が Ｘ さ れ て 書 き 記 さ れ る こ と で 真 実 の よ う に 伝 わ っ て し ま う の で 、 世 の 中 に は Ｙ も の だ と 考 え て お け ば よ い 。

⑷　 「 こ の 達 人 と は 兼 好 の こ と か も し れ な い 」 と あ り ま す が 、 こ こ で は 筆 者 が 兼 好 の ど の よ う な 点 を 「 達 人 」 と 考 え て い る の か 説 明 し た も の と し て 、

最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 噂 の 真 相 を 確 か め る た め 、 実 際 の 現 場 に 出 向 い て 検 証 し 、 噂 を 広 げ た 人 物 を 特 定 し た 点 。

イ　 当 時 の で き ご と を 記 録 し つ つ 、 人 々 の 様 子 を 考 察 し 、 未 来 の 社 会 に も 思 い を 巡 ら せ た 点 。

ウ　 様 々 な 章 段 で 嘘 や 噂 を 取 り 上 げ 、 人 々 の 行 動 や 反 応 を 説 明 し 、 人 間 の 内 面 を 見 抜 い た 点 。

エ　 「 達 人 の 眼 」 に つ い て 説 明 し た 上 で 、 世 間 の 噂 話 を 利 用 し 、 言 葉 巧 み に 人 の 心 性 を 操 る 点 。

⑸　 解 説 文 を 授 業 で 学 習 し た 鈴 子 さ ん は 、 考 え た こ と を 次 の よ う に ノ ー ト に ま と め ま し た 。 Ｘ 、 Ｙ に 入 れ る こ と ば の 組 み 合 わ せ と し て

最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

【 鈴 子 さ ん の ノ ー ト の 一 部 】

私 は こ の 解 説 文 を 読 ん で 、 『 徒 然 草 』 か ら 読 み 取 れ る 人 の 様 子 や も の の 考 え 方 は 現 代 に も 通 じ て い る と 感 じ ま し た 。 ま ず 、 兼 好 が 自 分 の 体 験 を き っ

か け に 、 世 の 中 の Ｘ す る 姿 勢 は 、 現 代 で も 大 切 な こ と で す 。 ま た 、 解 説 文 で 紹 介 さ れ て い た 第 七 三 段 を 読 む と 、 次 の よ う な 記 述 が あ り ま し た 。

道 々 の 物 の 上 手 の い み じ き 事 な ど 、 か た く な な る 人 の そ の 道 知 ら ぬ は 、 そ ぞ ろ に 神 の 如
ご と

く に 言 へ ど も 、 道 知 れ る 人 は さ ら に 信 も 起
お こ

さ ず 。

〈 現 代 語 訳 〉　 そ の 道 そ の 道 の 名 人 の 非 凡 な こ と な ど に つ い て 、 教 養 が な く 、 そ の 道 に 疎
う と

い 者 は 、 神 を 語 る か の よ う に 言 う が 、 有 識 者 は 、 そ ん な

話 を 信 じ よ う と し な い 。

こ の 内 容 を 読 ん で 、 様 々 な 物 事 を 正 し く 判 断 す る た め に は 、 Ｙ こ と が 必 要 だ と 感 じ ま し た 。 だ か ら 、 他 の 章 段 も 読 ん で 、 当 時 の で き ご と や

人 に 対 す る 兼 好 の 考 え 方 を 参 考 に し な が ら 、 物 事 を 見 極 め る 力 を 身 に つ け た い で す 。

（ 三 木 紀 人 『 徒 然 草 （ 二 ） 』 を 参 考 に 作 成 ）

ア　 Ｘ ： 心 得 を 比 較 し て 検 討　 　 Ｙ ： 頑 固 に な ら ず 人 々 と 協 力 す る　 　 　 イ　 Ｘ ： 情 報 を 整 理 し て 分 析　 　 Ｙ ： 頑 固 に な ら ず 人 々 と 協 力 す る

ウ　 Ｘ ： 心 得 を 比 較 し て 検 討　 　 Ｙ ： 幅 広 い 教 養 を 身 に つ け る　 　 　 　 　 エ　 Ｘ ： 情 報 を 整 理 し て 分 析　 　 Ｙ ： 幅 広 い 教 養 を 身 に つ け る

ⓑ
ⓐ

ⓒ
ⓓ

－
5
－

兼 好 の 鋭 い 洞 察 眼 は 当 時 も 今 も 変 わ ら ず に 人 々 が 惑 わ さ れ る 噂
う わ さ

に も 向 け ら れ て い る 。 そ の き っ か け と な っ た と 思 わ れ る の が 、 第 五 〇 段 に 見 ら れ る 、

鬼 と な っ た 女 が 上 京 し た と い う 応 長 年 間 の 噂 で あ る 。 都 の 人 々 が 右 往 左 往 す る な か 、 兼 好 も 鬼 が 出 没 し た と い う 場 所 に 見 物 に 出 か け た が 、 結 局 誰

ひ と り 見 た 者 は い な か っ た と い う 顛
て ん

末
ま つ

で あ る 。

こ れ に よ り 兼 好 は 噂 は あ て に な ら な い と 痛 感 し 、 巷
こ う

間
か ん

に は び こ る 嘘
う そ

と 噂 の メ カ ニ ズ ム に 興 味 を 強 く し た 。 以 後 、 研
け ん

鑽
さ ん

を 重 ね 、 『 徒 然 草 』 で も そ の

考 察 が 何 度 か 登 場 す る 。 そ の 成 果 と い え る の が 第 七 三 段 だ ろ う 。

「 世 に 語 り 伝 ふ る 事 、 ま こ と は あ い な き に や 、 お ほ く は 皆 虚
そ ら

言
ご と

な り 」

ま ず は 世 間 の 噂 と い う も の が ほ と ん ど 嘘 で あ る と の 断 言 か ら 書 き 起 こ す 。 こ の 言 葉 は 、 世 相 の 不 安 か ら 多 く の 流
り ゅ う

言
げ ん

蜚
ひ

語
ご

が 飛 び 交 っ た 時 代 を 生 き た

兼 好 が 痛 感 し た も の だ 。

次 に 、 嘘 と そ れ を 作 る 側 に よ る 嘘 の プ ロ セ ス と 定 着 、 そ し て そ の 対 応 方 法 ま で が 展 開 さ れ て い く 。 『 徒 然 草 』 に よ れ ば 、 嘘 の 発 生 は 、 年 月 、 場 所

と も 離 れ た と こ ろ で 面 白 く 脚 色 し た も の が ほ と ん ど で 、 そ の 話 が 書 き 記 さ れ 真 実 に な っ て し ま う と 、 嘘 の 正 体 を 解 き 明 か す 。 （ 中 略 ）

こ う し て 嘘 を 分 析 し た う え で 、 だ ま さ れ な い た め の 対 処 法 を 語 る 。

「 た だ 、 常 に あ る 、 珍 し か ら ぬ 事 の ま ま に 心 得 た ら ん 、 よ ろ づ た が ふ べ か ら ず 」

物 事 は 、 そ う そ う 珍 し い こ と が あ る は ず が な い と 心 得 て い れ ば よ い の だ と い う 。 （ 中 略 ）

第 一 九 四 段 で は 、 「 達 人 の 人 を 見 る 眼 は 、 少 し も 誤 る と こ ろ あ る べ か ら ず 」 と 述 べ た う え で 、 嘘 に 対 す る 人 々 の 反 応 の 類 型 を 、 達 人 の 眼 と い う

視 点 か ら 分 析 す る 。

嘘 に 対 し て 人 々 は 様 々 な 反 応 を 見 せ る 。 嘘 に す ぐ だ ま さ れ て し ま う 人 、 半 信 半 疑 な 人 、 深 く 信 じ 込 み す ぎ て 、 新 し い 嘘 を 加 え る 人 、 無 関 心 な 人 、

嘘 と 見 抜 い て も 黙 っ て い る 人 、 嘘 の ね ら い を 見 抜 い て 協 力 す る 人 な ど が あ る 。

こ れ ら は 嘘 の な か に あ る 無 知 ・ 鈍 感 ・ 虚 栄 心 な ど の 人 々 の 心 性 が 見 え 隠 れ し て お り 、 嘘 と い う 形 を 通 し て 本 当 の 人 間 の 姿 を 映 し 出 し た も の だ 。

洞 察 力 の あ る 人 は 、 態 度 や 表 情 か ら そ れ を 見 抜 い て し ま う と 語 る 。 こ の 達 人 と は 兼 好 の こ と か も し れ な い 。

（ 出 典　 三
み

木
き

紀
す み

人
と

『 図 説 「 無 常 」 の 世 を 生 き ぬ く 古 典 の 知 恵 ！　 方 丈 記 と 徒 然 草 』 ）

（
注
）

　 応 長 年 間 ― 鎌 倉 時 代 後 期 。

顛 末 ― 物 事 の は じ め か ら 終 わ り ま で の 事 情 。

巷 間 に は び こ る ― 世 間 に 広 が る 。

研 鑽 ― 学 問 な ど を 深 く 研 究 す る こ と 。

流 言 蜚 語 ― 世 間 で 飛 び 交 う 根 拠 の な い 噂 。

虚 栄 心 ― 自 分 を 実 際 以 上 に 見 せ よ う と み え を 張 る 心 。

ⓐ ⓑ

ⓒ

ⓓ

次 の 文 章 は 、 『 徒
つ れ

然
づ れ

草
ぐ さ

』 に つ い て の 解 説 文 で す 。 こ れ を 読 ん で 、 ⑴ 〜 ⑸ に 答 え な さ い 。２

- 62 -



－
8
－

第 三 の 方 法 が あ る 。 そ れ は 、 人 本 位 の 評 価 軸 を 環 境 本 位 の 評 価 軸 に 近 づ け る と い う 方 法 で あ る 。

ど ん な 風 景 を 良 い と 思 う か を 変 え ら れ る の ？　 と 思 う 人 も い る だ ろ う 。 た し か に 、 「 こ れ は 環 境 に 良 い 農 業 を し て い る 風 景 な の で 、 こ れ を 明 日

か ら 良 い と 思 い ま し ょ う 」 と 言 わ れ て も 戸 惑 う だ ろ う 。 し か し 実 際 に は 、 風 景 の 評 価 は も う 少 し フ ク ザ ツ で あ る 。 景 観 工 学 で は 、 何 を 良 い 風 景 と

み る か に は 、 個 人 の 主 観 を 超 え た い く つ か の 理 由 が あ る と さ れ て い る 。

た と え ば 、 身 の 安 全 を 確 保 で き る よ う な 場 所 は 好 意 的 な 評 価 が な さ れ る な ど 、 生 物 と し て の 生 存 本 能 に 起 因 し た 評 価 が な さ れ る と さ れ る 。 あ る い は 、

人 間 は 馬 な ど と は 違 っ て 目 が 顔 の 正 面 に つ い て い る た め 見 え る 視 野 は ほ ぼ 共 通 し て お り 、 そ こ に 収 ま り の 良 い 風 景 が 心 地 よ い と さ れ る な ど 、 人 間 の

体 の 構 造 か ら く る 評 価 も あ る 。

そ れ 以 外 に は 、 社 会 の 価 値 観 や 倫 理 観 が つ く る 美 意 識 も あ る と さ れ て い る 。 樹 木 を 刈 り 込 ん だ 西 洋 の 庭 園 と 、 自 然 を 写 し た よ う な 日 本 の 庭 園 と で 、

美 意 識 が 違 う と い う よ う な こ と は 、 わ か り や す い 例 で あ る 。 （ 中 略 ）

そ の ほ か 環 境 意 識 に 起 因 す る 例 と し て 、 戦 後 の 復 興 期 に は 山 を 切 り 崩 し ど ん ど ん 建 設 工 事 が 進 ん で い く 様 子 や 、 工 場 の 煙 突 か ら 煙 が モ ク モ ク と

出 る 様 子 が 活 気 が あ っ て 良 い と さ れ て い た 。 今 は そ う い う 風 景 を 見 て も 頭 の 片 隅 に 環 境 へ の 心 配 が ち ら つ い て し ま う だ ろ う 。

生 存 本 能 や 体 の 構 造 か ら く る 評 価 は 不 変 で あ る が 、 社 会 の 価 値 観 や 倫 理 観 か ら く る 評 価 は 、 そ の 時 代 に は 普 遍 的 な よ う に 思 え て 、 案 外 簡 単 に

変 わ っ て い く の だ 。

農 村 風 景 は 主 に 自 然 物 か ら 成 り 立 っ て い る の で 、 環 境 へ の 意 識 が 左 右 す る 部 分 は 多 い 。 そ し て 現 在 、 人 び と や 社 会 の 共 通 認 識 と し て の 環 境 意 識 は

急 速 に 変 化 し て い る 。 そ う で あ る な ら ば 、 風 景 に 対 す る 人 本 位 の 評 価 軸 を 環 境 本 位 の 評 価 軸 に 近 づ け る こ と は 可 能 な の で は な い だ ろ う か 。

そ れ は す な わ ち 、 現 在 私 た ち が 思 う 「 美 し い 風 景 」 を い か に し て つ く る か と い う 発 想 で は な く 、 持 続 可 能 な 環 境 に と っ て の 「 環 境 本 位 」 で の

「 美 し い 風 景 」 を 目 標 に し て 、 そ れ が 「 人 本 位 」 で も 美 し い と さ れ る 社 会 を つ く る ― と い う 考 え 方 で あ る 。 そ も そ も 、 美 の 里 プ ラ ン で 書 か れ て

い る 風 景 は 環 境 本 位 と 人 本 位 、 そ れ ぞ れ の 評 価 で の 「 美 し い 風 景 」 が 一 致 し て い る の だ か ら 、 そ れ は 必 ず し も 無 謀 な も の で も な い だ ろ う 。

（ 出 典　 真
さ な

田
だ

純
じ ゅ ん

子
こ

『 風 景 を つ く る ご は ん　 都 市 と 農 村 の 真 に 幸 せ な 関 係 と は 』 ）

（
注
）

　 景 観 法 ― 良 好 な 景 観 の 形 成 を 目 的 と し た 、 国 土 交 通 省 （ 国 交 省 ） が 管 轄 す る 法 律 。

公 聴 会 ― 関 係 者 や 専 門 知 識 を も つ 人 な ど か ら 意 見 を 聞 く た め に 開 く も の 。

水 と み ど り の 「 美 の 里 」 プ ラ ン 21 ― 個 性 あ る 魅 力 的 な 農 山 漁 村 づ く り の 方 向 性 を 示 し た も の 。

⑴　 ― の 部 分 ⓓ を 漢 字 に 直 し て 楷 書 で 書 き な さ い 。 ま た 、 ― の 部 分 ⓔ の 漢 字 の 読 み を 書 き な さ い 。

⑵　 「 み 」 と 活 用 の 種 類 が 同 じ も の は 、 ア 〜 オ の う ち で は ど れ で す か 。 す べ て 答 え な さ い 。

同 窓 会 に 出 席 す る 日 に 着 て い く 服 を 買 お う か と 考 え て い た が 、 兄 に 借 り る こ と に し た 。
ⓓ

ⓔ

ⓕ

ⓑ

ア イ ウ エ オ
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景 観 法 に お い て 「 美 し い 風 景 」 は ど の よ う に 定 義 さ れ て い る だ ろ う か 。

法 第 二 条 「 基 本 理 念 」 の 第 二 項 に は 「 良 好 な 景 観 は 地 域 の 自 然 、 歴 史 、 文 化 等 と 人 び と の 生 活 、 経 済 活 動 等 と の 調 和 に よ り 形 成 さ れ る も の 」 と

記 載 が あ る 。 こ う 書 く と 、 良 好 な 景 観 が 定 義 さ れ て い る よ う に 思 え る が 、 実 際 に は 、 景 観 法 で は 、 各 自 治 体 が 景 観 計 画 を 策 定 す る さ い に 、 公 聴 会

な ど 住 民 の 意 見 を 聞 き な が ら 目 指 す べ き 景 観 を 決 め る こ と と な っ て い る 。 つ ま り 、 法 で 一 律 に 良 好 な 景 観 を 決 め る の で は な く 、 各 地 域 で 決 め る と

い う 仕 組 み に な っ て い る と い え る 。

法 制 定 時 の 国 交 省 へ の イ ン タ ビ ュ ー で も 「 景 観 と い う よ う な 主 観 的 な 美 し さ を だ れ が 決 め る の か 、 そ も そ も 決 め る こ と が で き る の か 、 ど の よ う に

し て そ れ を 担 保 し て い く の か な ど 国 の 法 律 で や ろ う と す る と い く つ も 解 決 し な け れ ば な ら な い 課 題 が あ っ た わ け で す 」 と 説 明 さ れ て い る 。 そ の 解 決

策 と し て 、 地 域 ご と に 美 し さ を 考 え る と い う 「 手 続 き 」 の み を 定 め た と い う 。

し か し 、 は た し て 景 観 （ 風 景 の 美 し さ ） は 、 本 当 に 主 観 的 な も の と 言 い 切 れ る だ ろ う か 。 あ る い は 、 主 観 的 な も の だ と し て 、 地 域 ご と に 合 意 で

決 め て よ い も の だ ろ う か 。 こ こ で 、 農 林 水 産 省 が 出 し た 「 水 と み ど り の 『 美 の 里 』 プ ラ ン 21 」 を み て み よ う 。 美 の 里 プ ラ ン で は 、 農 村 を 含 む 農 山

漁 村 の 美 し さ を 次 の よ う に 説 明 し て い る 。

農 山 漁 村 に お い て は 、 自 然 の 造 形 を 背 景 と し 、 気 候 風 土 に 適 し た 形 で 農 林 漁 業 を 営 む 中 で 編 み 出 さ れ て き た 「 生 き る た め の 技 」 や 、 人 び と の

生 活 の 「 息 遣 い 」 が 感 じ ら れ る よ う な 、 そ れ ぞ れ の 地 域 に 固 有 の 個 性 あ る 美 し い 風 景 が 作 ら れ て き ま し た 。

自 然 の 造 形 を ベ ー ス に 、 気 候 風 土 に 適 し た 農 業 の か た ち が 生 み だ す 風 景 を 「 美 し い 風 景 」 で あ る と 定 義 し て い る こ と が わ か る 。 こ れ が 主 観 で は

な い こ と は 明 ら か で あ る 。 そ れ ぞ れ の 土 地 に は そ れ ぞ れ の 気 候 風 土 が あ り 、 そ れ に 即 し た 農 業 の 姿 が 美 し い と 言 っ て い る の で あ る 。

景 観 法 で 定 め ら れ た 手 続 き に よ る 美 し さ の 決 め 方 は 、 人 び と 、 し か も 「 現 在 、 そ の 地 域 」 と い う 限 定 さ れ た 人 び と の 合 意 に よ る 美 し さ で あ る 。

一 方 で 、 美 の 里 プ ラ ン で 定 義 さ れ て い る 美 し さ は 、 も と も と 存 在 す る 環 境 が そ の ベ ー ス に あ る 。 つ ま り 、 景 観 法 と 美 の 里 プ ラ ン で は 、 人 の 判 断 に

ゆ だ ね る の か 、 環 境 を ベ ー ス に す る の か と い う 異 な る 評 価 軸 を 採 用 し て い る と 言 え る 。 議 論 を 進 め る う え で 、 前 者 の 評 価 軸 を 「 人 本 位 」 、 後 者 の

評 価 軸 を 「 環 境 本 位 」 と 呼 ん で お こ う 。

美 の 里 プ ラ ン で は 、 気 候 風 土 に 即 し た 農 業 が つ く る 風 景 を 美 し い と 定 義 し て お り 、 環 境 本 位 の 評 価 軸 で あ る 。 一 般 的 に 、 か つ て の 農 村 で は 地 域 の

気 候 風 土 に 合 う よ う な 生 業 を 行 っ て お り 、 伝 統 的 な 農 村 風 景 は 環 境 本 位 の 評 価 軸 で 「 美 し い 」 と さ れ る 風 景 で あ る 。 ま た 、 お そ ら く 多 く の 人 は 実 際

に そ う し た 風 景 を 美 し い と 思 う の で は な い だ ろ う か 。 つ ま り 、 伝 統 的 な 農 村 風 景 は 「 人 本 位 」 の 評 価 軸 で も 美 し い と さ れ て い る と 言 え る 。 （ 中 略 ）

持 続 可 能 な 環 境 を 目 指 す と い う 観 点 か ら は 、 環 境 本 位 で 評 価 さ れ る 風 景 を 重 視 す る の が 良 い と 考 え ら れ る 。 し か し 一 方 で 、 農 村 の 経 済 を 活 性 化 さ

せ る に は 観 光 と い う 要 素 も 重 要 で 、 こ れ は 人 び と に 良 い と 思 っ て も ら え な け れ ば 成 り 立 た な い 。 ど ち ら を 優 先 す べ き か ？　 と 考 え る と 難 し い の だ が 、

ⓐ

ⓑ

ⓒ

次 の 文 章 を 読 ん で 、 ⑴ 〜 ⑹ に 答 え な さ い 。３
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【 話 し 合 い 】

実 香　 　 【 資 料 Ⅰ 】 で 、 何 か 気 に な る も の は あ る か な 。

修 治　 　 僕 は 、 【 資 料 Ⅰ 】 に 示 さ れ た 年 齢 層 別 の 割 合 の 違 い に 着 目 し て み た よ 。 ⓐ が わ か る ね 。 こ れ は 僕 の

考 え だ け ど 、 昔 に 比 べ て 現 代 は 、 手 紙 を 書 く 機 会 が 少 な い よ ね 。 そ の た め 、 比 較 的 若 い 世 代 の 人 は 時 候 の

挨 拶 に な じ み が 薄 く な っ て い る こ と が 、 上 の 年 齢 層 よ り 割 合 が 低 い 理 由 の 一 つ だ と 思 う よ 。

京 子　 　 た し か に 、 私 も Ｓ Ｎ Ｓ な ど で 短 い や り と り を す る こ と が ほ と ん ど で 、 そ の 時 に 時 候 の 挨 拶 は 入 れ な い ね 。

私 は 、 手 紙 の 書 き 方 の 授 業 で 春 の 時 候 の 挨 拶 に 関 す る こ と ば を 調 べ て 、 「 春 陽 」 や 「 花 冷 え 」 な ど の こ と ば

を 知 っ た よ 。 「 花 冷 え 」 は 、 桜 が 咲 く 頃 に 一 時 的 に 寒 く な る こ と ら し い よ 。

実 香　 　 普 段 の 生 活 で は な じ み が な い こ と ば も 、 意 味 を 知 る と 魅 力 が 深 ま る ね 。 勇 紀 さ ん は 、 何 か あ る か な 。

勇 紀　 　 京 子 さ ん が 言 っ た 、 春 に 関 す る こ と ば を 聞 い て 、 沖 縄 県 に 住 む 祖 母 と 話 し た 時 の こ と を 思 い 出 し た よ 。

沖 縄 県 で は 、 春 分 か ら 梅 雨 入 り 前 ま で の 時 季 を 、 「 自 然 が 潤 い 初 め る 」 と い う 意 味 で 「 う り ず ん 」 と 言 う

ら し い ん だ 。 こ れ は 【 資 料 Ⅰ 】 の Ｃ の 項 目 と も 関 連 し て い る と 思 う け ど 、 ど う か な 。

修 治　 　 そ う だ ね 。 地 域 に よ っ て 気 候 や 生 活 に 様 々 な 違 い が あ る か ら 、 そ れ に 合 わ せ て 、 方 言 に も い ろ い ろ な

こ と ば が 存 在 す る ん だ ね 。 【 資 料 Ⅱ 】 と 関 連 さ せ る と 、 い ろ い ろ な こ と ば を 使 う 意 味 や よ さ が 見 え て く る ね 。

京 子　 　 例 え ば 、 【 資 料 Ⅰ 】 の Ａ の 項 目 は 、 【 資 料 Ⅱ 】 の 「 相 手 の 人 格 や 考 え 方 を 尊 重 す る 態 度 」 を こ と ば で 表 す

こ と に 関 連 し て い る ね 。

勇 紀　 　 た し か に 、 い ろ い ろ な こ と ば を 使 え る よ う に な る の は い い こ と だ ね 。 ま た 、 【 資 料 Ⅲ 】 で は 「 言 葉 の

使 い 方 に つ い て 気 を 使 っ て い る こ と 」 が 挙 げ ら れ て い る よ 。 つ ま り 、 日 本 語 の 特 徴 は 様 々 な 魅 力 や 役 割 が

あ る 一 方 で 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 る 際 に は 配 慮 も 必 要 と い う こ と だ ね 。

実 香　 　 で は 、 次 は そ の こ と に つ い て 、 【 資 料 Ⅰ 】 の Ｂ や Ｃ の 項 目 で 考 え て み よ う か 。

⑴　 【 資 料 Ⅰ 】 か ら 読 み 取 れ る も の と し て 、 ⓐ に 入 れ る の に 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ

で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 Ａ の 項 目 に 魅 力 を 感 じ る 人 は 、 す べ て の 年 齢 層 で 半 分 を 超 え て い て 、 70 歳 以 上 で は 62 ％ に な る こ と

イ　 Ｂ の 項 目 に 魅 力 を 感 じ る 人 は 、 50 代 以 上 は 半 分 を 超 え る け れ ど 、 30 代 以 下 で は 40 ％ 未 満 で あ る こ と

ウ　 Ｂ の 項 目 に 魅 力 を 感 じ る と 答 え た 16 〜 19 歳 の 人 は 、 Ｃ の 項 目 に も 同 様 に 魅 力 を 感 じ る と 答 え た こ と

エ　 Ａ 〜 Ｃ す べ て の 項 目 で 、 年 齢 層 が 高 く な る ほ ど 、 魅 力 を 感 じ る と 答 え た 割 合 が 高 く な っ て い る こ と

ⓑ
ⓒ

　 四 人 の 中 学 生 が 、 日 本 語 の 特 徴 と そ の 使 い 方 に つ い て 考 え る 授 業 の 中 で 、 【 資 料 Ⅰ 】 〜 【 資 料 Ⅲ 】 を 見 な が ら 話 し 合 い を し て い ま す 。 次 の

【 話 し 合 い 】 を 読 ん で 、 ⑴ 〜 ⑶ に 答 え な さ い 。４

【
資
料
Ⅰ
】

（
文
化
庁
『
令
和
５
年
度
　
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
』
を
参
考
に
作
成
）

日
本
語
の
特
徴
で
魅
力
を
感
じ
る
こ
と

47
80 60 40 20 0

52
57

62

35
38

57
66

35
26

29
30

Ａ
敬
語
な
ど
の
敬
意
を
表
す

言
葉
遣
い

（
％
）

Ｂ
季
節
や
気
候
を
表
す
言
葉
が

多
様
で
あ
る
こ
と

Ｃ
方
言
が
多
様
で
あ
る
こ
と

16
～
19
歳

30
代

50
代

70
歳
以
上

－
9
－

⑶　 「 地 域 ご と に 美 し さ を 考 え る と い う 『 手 続 き 』 の み を 定 め た 」 と あ り ま す が 、 そ の 理 由 を 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は

ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 景 観 法 で は 、 景 観 を 主 観 的 な 美 し さ と 捉 え て お り 、 目 指 す べ き 景 観 を 法 で 一 律 に 決 め る の は 難 し い と 考 え て い る た め 。

イ　 景 観 法 で は 、 景 観 計 画 の 策 定 を 求 め て い る が 、 良 好 な 景 観 を 地 域 ご と に 決 め る こ と は 不 可 能 で あ る と 考 え て い る た め 。

ウ　 景 観 法 で は 、 各 自 治 体 の 良 好 な 景 観 を 定 義 し て い る が 、 最 終 的 に は 国 が 良 好 な 景 観 を 保 証 す る べ き と 考 え て い る た め 。

エ　 景 観 法 で は 、 景 観 の 形 成 に 各 地 域 が 協 力 す る こ と を 求 め て お り 、 景 観 に つ い て 主 観 的 な 判 断 は 不 要 と 考 え て い る た め 。

⑷　 「 前 者 の 評 価 軸 … … 呼 ん で お こ う 」 と あ り ま す が 、 筆 者 が 考 え る 二 つ の 評 価 軸 に つ い て 次 の 表 の よ う に 整 理 し た と き 、 Ⅰ 、 Ⅳ に 入 れ る

こ と ば の 組 み 合 わ せ と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

関 係 す る 法 律 な ど 美 し さ の ベ ー ス ア　 Ⅰ ： 景 観 法　 　 　 　 　 Ⅳ ： 現 在 、 そ の 地 域 に 住 む 人 び と の 合 意

イ　 Ⅰ ： 美 の 里 プ ラ ン　 　 Ⅳ ： 自 然 の 造 形 や 気 候 風 土

ウ　 Ⅰ ： 景 観 法　 　 　 　 　 Ⅳ ： 自 然 の 造 形 や 気 候 風 土

エ　 Ⅰ ： 美 の 里 プ ラ ン　 　 Ⅳ ： 現 在 、 そ の 地 域 に 住 む 人 び と の 合 意

人 本 位 Ⅰ Ⅱ

環 境 本 位 Ⅲ Ⅳ

⑸　 「 持 続 可 能 な … … 社 会 を つ く る 」 と あ り ま す が 、 筆 者 が そ の よ う に 考 え る 理 由 を 説 明 し た 次 の 文 の Ｘ 、 Ｙ に 入 れ る の に 適 当 な こ と ば を 、

Ｘ は 文 章 中 か ら 七 字 で 抜 き 出 し て 書 き 、 Ｙ は 四 十 字 以 内 で 書 き な さ い 。

筆 者 は 、 「 美 し い 風 景 」 を 決 め る 人 本 位 の 評 価 軸 の 中 に は 、 時 代 や 社 会 に お け る Ｘ に よ る 評 価 の よ う に 変 化 す る も の も あ る か ら 、 人 本 位 の

評 価 軸 を 環 境 本 位 の 評 価 軸 に 近 づ け る こ と で 、 Ｙ こ と が で き る と 考 え て い る た め 。

⑹　 こ の 文 章 の 構 成 と 内 容 の 特 徴 に つ い て 説 明 し た も の と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 国 交 省 へ の イ ン タ ビ ュ ー や 農 林 水 産 省 の プ ラ ン の 内 容 を 引 用 す る こ と で 、 「 美 し い 風 景 」 を 維 持 す る こ と が 難 し い 根 拠 と し て い る 。

イ　 「 美 し い 風 景 」 に つ い て 確 認 し 、 国 が 示 す 定 義 を 否 定 す る 理 由 を 論 の 中 で 展 開 す る こ と で 、 筆 者 の 主 張 に 正 当 性 を も た せ て い る 。

ウ　 景 観 工 学 に お け る 風 景 の 考 え 方 と 具 体 例 を 紹 介 す る こ と で 、 ど の よ う な 風 景 を 「 美 し い 風 景 」 と す る か の 判 断 材 料 を 示 し て い る 。

エ　 読 者 が 「 美 し い 風 景 」 を 想 像 し や す い よ う に 都 市 と 農 村 の 様 子 を 対 立 的 に 書 く こ と で 、 我 々 の 生 活 を 変 え る 必 要 性 を 訴 え て い る 。

ⓐ
ⓒ

ⓕ
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－
11
－

⑵　 「 こ れ は … … ど う か な 」 と い う 勇 紀 さ ん の 発 言 の 意 図 と し て 最 も 適 当 な の は 、 ア 〜 エ の う ち で は ど れ で す か 。 一 つ 答 え な さ い 。

ア　 こ れ ま で の 話 し 合 い の 中 で 出 て き た こ と ば の 具 体 例 は 、 季 節 や 気 候 を 表 す こ と ば で あ る と 確 認 し て い る 。

イ　 季 節 や 気 候 を 表 す こ と ば に よ っ て 、 方 言 が 多 様 化 す る と い う 根 拠 を 資 料 か ら 引 用 し 、 意 見 を 求 め て い る 。

ウ　 沖 縄 県 で 、 季 節 や 気 候 を 表 す こ と ば の 方 言 と し て 「 う り ず ん 」 を 使 う こ と が 信 じ ら れ ず 、 質 問 し て い る 。

エ　 季 節 や 気 候 を 表 す こ と ば の 多 様 さ は 、 方 言 の 多 様 さ に つ な が る か も し れ な い と 考 え 、 同 意 を 求 め て い る 。

⑶　 「 そ の こ と に つ い て … … 考 え て み よ う か 」 と あ り ま す が 、 日 本 語 の 特 徴 と こ と ば の 使 い 方 に つ い て 、 あ な た は ど の よ う に 考 え ま す か 。 【 資 料 Ⅰ 】

の 項 目 Ｂ 、 Ｃ の ど ち ら か 一 つ を 選 び 、 あ な た の 考 え を 条 件 に 従 っ て 八 十 字 以 上 百 字 以 内 で 書 き な さ い 。

１　 二 文 で 書 き 、 一 文 目 に 、 Ｂ 、 Ｃ ど ち ら か の 項 目 を 取 り 上 げ て 、 そ れ に 関 す る こ と ば を 使 う こ と が 、 ど の よ う な よ さ に つ な が る と 考 え ら

れ る か を 、 【 資 料 Ⅱ 】 を 踏 ま え て 書 く こ と 。

２　 二 文 目 を 「 一 方 で 、 」 と 書 き 出 し 、 【 資 料 Ⅲ 】 を 踏 ま え て 、 選 ん だ 項 目 に 関 す る こ と ば の 使 い 方 と し て 気 を つ け る 状 況 と 、 必 要 な 配 慮

に つ い て 具 体 的 に 書 く こ と 。

ⓑ
ⓒ

条 件

【
資
料
Ⅱ
】

国
語
の
果
た
す
役
割
と
国
語
の
重
要
性

１
　
個
人
に
と
っ
て
の
国
語

美
し
い
日
本
語
の
表
現
や
リ
ズ
ム
、
人
々
の
深
い
情
感
、

自
然
へ
の
繊
細
な
感
受
性
な
ど
に
触
れ
、
美
的
感
性
や
豊
か

な
情
緒
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
、
相
手
の
人
格
や
考
え

方
を
尊
重
す
る
態
度
と
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い
で
あ
る
。

２
　
社
会
全
体
に
と
っ
て
の
国
語

伝
統
的
な
文
化
を
理
解
・
継
承
し
、
新
し
い
文
化
を
創

造
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
基
盤
で
あ
り
、
社
会
生
活
を
成
立

さ
せ
、
発
展
さ
せ
る
手
段
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

３
　
社
会
変
化
へ
の
対
応
と
国
語

価
値
観
の
多
様
化
、
国
際
化
、
情
報
化
な
ど
の
、
社
会
変

化
に
対
応
す
る
た
め
に
大
切
で
あ
る
。

（
文
化
庁
平
成
16
年
2
月
『
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
国
語
力

に
つ
い
て
（
答
申
）』
を
参
考
に
作
成
）

【
資
料
Ⅲ
】

言
葉
の
使
い
方
に
つ
い
て
気
を
使
っ
て
い
る
こ
と

・
改
ま
っ
た
場
で
、
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
遣
い
を
す
る

・
年
齢
が
離
れ
た
人
に
意
味
が
通
じ
る
よ
う
に
発
言
す
る

・
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
と
適
切
に
意
思
疎
通
を
図
る

（
文
化
庁
『
令
和
４
年
度
　
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
』
を
参
考
に
作
成
）
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 ２ 社 会 

（１）出題のねらい 

  ア 全般的なねらい 

我が国の国土と歴史、現代の政治、経済、国際関係などに関する基礎的・基本的な

知識や技能の習得の程度をみるとともに、社会的事象の意味や意義などを多面的・多

角的に考察する力やその結果を表現する力をみるために、地理・歴史・公民の各分野

にわたって幅広く出題している。 

 

  イ 問いごとのねらい 

   １ 我が国の近世までの各時代で権力を持った一族とその背景を調べる学習場面を

通して、古代から近世までの政治や文化などについて知識の習得の程度をみると

ともに、歴史に関わる事象の意義や事象相互の関連について、資料をもとに考察

する力をみる。 

 

   ２ 世界地図を素材として、地図の特色や宗教などについて知識や技能の習得の程

度をみるとともに、気候と地形の関連について、図をもとに考察する力をみる。 

 

   ３ 我が国の近代の特色を考察する学習場面を通して、主に近現代の我が国の政治

や文化などについて知識や技能の習得の程度をみるとともに、歴史に関わる事象

の意義や事象相互の関連、推移について、資料をもとに考察する力をみる。 

 

   ４ 地形図に関する学習場面を通して、地形図の読み取りや我が国の自然環境と産

業の関連などについて知識や技能の習得の程度をみるとともに、自然環境と発電

について考察する力をみる。 

 

   ５ 「いつまでも暮らしやすい私たちのまち」をテーマとした探究的な学習場面を

通して、我が国の直接民主制や権利などについて知識や技能の習得の程度をみる

とともに、地方自治や選挙制度の課題について、資料をもとに考察する力をみる。 

 

 

（２）結果の概要と授業改善の視点等 

  ア 結果の概要 

 地理、歴史、公民の各分野において、基礎的・基本的な知識の習得をみる設問では、

正答率が高かった。一方で、地形図の活用や統計資料の読み取りに関する設問、社会

的事象の相互の関連や本質に関する理解の程度をみる設問の正答率が低かった。また、

古代から近世の社会の様子や文化の特色に関する設問の正答率は高かったが、近代の

社会の様子や文化の特色に関する設問の正答率は伸びなかった。 
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 イ 授業改善の視点等 

 

  

〔大問５(4)① 正答（Ｑは正答例）：Ｐ ア Ｑ 株式を発行する     正答率：18.0%〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈分析〉大問５(4)①は、金融機関が仲介する間接金融と、株式などを発行して直接資金

を集める直接金融の違いについて理解の程度をみる設問である。Ｑには、直接金融に関

する記述をしているものの、Ｐをイと選択する誤答が見られた。 

〈視点〉地理、歴史、公民の各分野において、社会的事象を単に言葉の知識として教え

るのではなく、事象の本質を理解させ、基本的な概念を獲得させることが必要である。

例えば、金融の仕組みにおいては、企業の生産活動や金融機関の働きを模擬的に体験す

る活動が有効である。 

 
 

 
 

〔大問５(5)② 正答：イ ウ     正答率：28.5%〕 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

〈分析〉大問５(5)②は、一票の格差を表すために必要な資料を選択する設問である。選

挙制度や一票の格差に関する知識と、そうした社会的事象に関する適切な資料や情報に

ついて考察する力が求められる。正答率は 28.5％にとどまり、一票の格差という社会的

事象の本質にある「一票の価値」の意義の理解が不十分であったと考えられる。 

〈視点〉社会的事象に関する資料や情報を調べまとめる技能を育成するため、コンピュー

タや情報通信ネットワーク等を活用し、社会的事象を表す様々な資料等を収集する活動

を充実させることが大切である。その際、適切かつ必要な資料と、そうでないものを選

別する合理的な基準を見いだす力を活動の中で養う工夫が重要である。例えば、大問３

(4)②で出題された、原敬内閣について、「原敬内閣が純粋な政党内閣となったことは、

どのような意義があったのか」という課題（問い）を基に、「純粋な政党内閣とは」、

「これまでの内閣とはどう異なるのか」等の問いを生徒から引き出し、「純粋な政党内

閣であることを表すための資料を調べまとめよう」という活動が考えられる。 

社会的事象に関する適切かつ必要な資料や情報を調べまとめる技能の育成 

社会的事象の本質の理解と基本的な概念の獲得 
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（３）応答率

選
択

短
答

記
述

(1) イ 2 ○ 81.0 0.0 19.0 0.0

(2) 生まれた子を天皇にする 2 ○ 37.0 8.5 52.0 2.5

(3) エ 2 ○ 62.5 0.0 37.5 0.0

(4) 書院 2 ○ 84.5 0.0 14.0 1.5

(5)① 貨幣が輸入された 2 ○ 34.5 7.0 51.5 7.0

(5)② ア 2 ○ 73.0 0.0 27.0 0.0

(1)① エ 2 ○ 56.5 0.0 43.5 0.0

(1)② ウ 2 ○ 67.0 0.0 33.0 0.0

(2)① ア 2 ○ 45.0 0.0 55.0 0.0

(2)②(あ) ウ 2 ○ 79.0 0.0 21.0 0.0

(1)① 地券 2 ○ 59.0 1.5 27.0 12.5

(2) イ 2 ○ 45.0 0.0 55.0 0.0

(3) エ 2 ○ 77.0 0.0 23.0 0.0

(4)② エ 2 ○ 65.5 0.0 34.5 0.0

(5) 安全保障理事会 2 ○ 45.0 0.0 48.5 6.5

(1) イ 2 ○ 92.0 0.0 8.0 0.0

(2) ウ 2 ○ 7.5 0.0 92.5 0.0

(3)① リアス海岸 2 ○ 94.5 0.0 3.5 2.0

(3)② オ 3 ○ 38.0 0.0 61.5 0.5

(3)③ ア 2 ○ 60.5 0.0 39.0 0.5

(4) 自然環境の状況に左右される 2 ○ 76.5 5.0 17.0 1.5

(1) ＮＰＯ 2 ○ 60.0 0.0 37.5 2.5

(2) エ 2 ○ 66.0 0.0 33.5 0.5

(3) イ 2 ○ 92.0 0.0 7.5 0.5

2 ○ 18.0 6.5 74.0 1.5

(4)② 地方交付税交付金 2 ○ 78.0 1.0 20.0 1.0

(5)① エ 3 ○ 12.5 0.0 86.0 1.5

(5)② イ　　　　ウ 2 ○ 28.5 0.0 71.0 0.5

応　答　率　（％）
配点例

(点) 部分点を
与えたもの

誤答としたもの 無　答正答としたもの
大問 小問 正　答　例

形式

山脈に、湿った風がぶつかっ
て雨を降らせる

(2)②(い)

(1)②
不安定であり、 課税基準を
地価にすることで、安定した
財政収入を得るため。

(4)③
地方税などの財政収入の格
差を小さくする

(4)①
［Ｐ］　　　　 　 ア
［Ｑ］　　株式を発行する

(4)①
［Ａ］　　　　 　ア
［Ｃ］　　　　   イ

3 ○ 20.0 8.039.033.0

26.5 47.5 3.0

8.0 54.0 0.0

3

3 ○ 38.0

○ 23.0

31.5 9.56.53 ○ 52.5

1

3

4

5

2
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⑴ ⑵ ⑶ ⑷
造

⑸
①

⑸
②

１

⑴
①

⑴
②

資
料
２
の
よ
う
に
年
貢
の
量
は
、

⑵ ⑶ ⑷
①

Ａ
Ｃ

⑷
② ⑸

３

⑴
①

　
　
　
　
　
　

⑴
②

⑵
①

⑵
② あ ⑵
② い

２受
検

番
号

（
算
用
数
字
）

志 願 校
解

答

⑴ ⑵ ⑶ ⑷
①

Ｐ Ｑ

⑷
②

⑷
③

⑸
①

⑸
②

５

⑴ ⑵ ⑶
①

⑶
②

⑶
③ ⑷

４

※

用
紙
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－
1
－

表
１

時
代
区
分

権
力
を

持
っ
た
一
族

権
力
を
持
っ
た
お
も
な
背
景

古
代

蘇そ

我が

氏
渡
来
人
の
技
術
な
ど
を
活
用
し
た
り
、
対
立
す
る

Ｘ
氏
を
ほ
ろ
ぼ
し

た
り
し
、
勢
力
を
伸
ば
し
た
。

藤ふ
じ

原わ
ら

氏
ほ
か
の
貴
族
を
退
け
る
と
と
も
に
、
天
皇
が
幼
少
の
あ
い
だ
は
政
治
を
代
行

す
る
摂せ
っ

政し
ょ
う

、
天
皇
が
成
人
後
は
天
皇
を
補
佐
す
る

Ｙ
と
い
う
官
職
に

つ
い
た
。

中
世

源
氏

⒜
平
氏
や
、
⒝
奥お
う

州し
ゅ
う

藤
原
氏
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
源みな
もと

の 頼よ
り

朝と
も

は
征せ
い

夷い

大た
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

に
任
じ

ら
れ
た
。

⒞
足
利
氏

足あ
し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

が
北
朝
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
南
北
朝
の
動
乱
が

続
い
た
。
そ
の
後
、
足
利
義よ
し

満み
つ

は
南
北
朝
を
統
一
さ
せ
た
。

近
世

徳
川
氏

征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
徳と
く

川が
わ

家い
え

康や
す

は
、
豊と
よ

臣と
み

氏
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
幕
府
に

よ
る
全
国
支
配
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。
幕
府
は
、
大
名
や
天
皇
な
ど
を
統
制

す
る
法
令
を
定
め
る
と
と
も
に
、
⒟
貨
幣
を
発
行
し
た
。

⑴
　

Ｘ
、

Ｙ
に
当
て
は
ま
る
こ
と
ば
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の

う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
Ｘ

：
山
名
　
　

Ｙ
：
関
白
　
　
　
　
イ

Ｘ
：
物も
の

部の
べ

　
　

Ｙ
：
関
白

ウ
Ｘ

：
山
名
　
　

Ｙ
：
管か
ん

領れ
い

　
　
　
　
エ

Ｘ
：
物
部
　
　

Ｙ
：
管
領

⑵
　
次
は
、
藤
原
氏
に
関
す
る
資
料
１
を
収
集
し
た
太
郎
さ
ん
が
、
権
力
を
持
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
下
線

部
⒜
と
の
共
通
点
を
ま
と
め
た
文
章
で
す
。

に
当
て
は
ま
る
適
当
な
内
容
を
書
き
な
さ
い
。

藤
原
氏
は
、
天
皇
家
と
資
料
１
の
よ
う
な

関
係
を
つ
く
り
、

こ
と
で
摂
政

な
ど
の
官
職
に
つ
き
、
権
力
を
強
め
朝
廷
の

政
治
の
実
権
を
握
っ
た
。

平
清
盛
が
、
安
徳
天
皇
と
の
関
係
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
権
力
を
強
め
て
朝
廷
の
政
治

の
実
権
を
握
っ
た
こ
と
は
藤
原
氏
と
共
通
し

て
い
る
。

資
料
１
　
藤
原
氏
の
系
図
の
一
部 は
婚
姻
関
係

道 長

頼 通
彰 子

一 条 天 皇

妍 子
三 条 天 皇

威 子
後 一 条 天 皇

嬉 子
後 朱 雀 天 皇

　
太
郎
さ
ん
は
、
我
が
国
の
近
世
ま
で
の
各
時
代
で
権
力
を
持
っ
た
一
族
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て

調
べ
、
表
１
を
作
成
し
ま
し
た
。
⑴
～
⑸
に
答
え
な
さ
い
。

１

－
2
－

⑶
　
下
線
部
⒝
が
勢
力
を
持
ち
始
め
た
11
世
紀
後
半
の
、
我
が
国
の
政
治
の
様
子
に
関
し
て
述
べ
た
文
と

し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
持
統
天
皇
の
と
き
、
藤
原
京
が
造
ら
れ
た
。

イ
桓か
ん

武む

天
皇
は
国
司
に
対
す
る
監
督
を
厳
し
く
し
た
。

ウ
聖し
ょ
う

武む

天
皇
の
と
き
、
国
分
寺
が
建
て
ら
れ
た
。

エ
　
白
河
天
皇
は
上
皇
に
な
っ
て
か
ら
も
政
治
を
行
い
続
け
た
。

⑷
　
下
線
部
⒞
に
関
し
て
、
資
料
２
は
、
足
利
義
政
が
京
都
に
建
て
た

銀
閣
が
あ
る
寺
の
敷
地
内
に
あ
る
東と
う

求ぐ

堂
の
一
部
で
す
。
床
の
間
が

設
け
ら
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
住
宅
の
様
式
を
何
造
と
い
い
ま
す
か
。

⑸
　
太
郎
さ
ん
は
、
作
成
し
た
表
１
を
先
生
に
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
①
、
②
に
答
え
な
さ
い
。

①
　
次
は
、
下
線
部
⒟
の
記
述
に
対
し
て
、「
中
世
の
貨
幣
に
つ
い
て
調
べ
て
は
ど
う
で
す
か
。」
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
太
郎
さ
ん
が
、
我
が
国
の
中
世
と
近
世
の
貨
幣
に
つ
い
て
ま
と
め
た
文
章
で
す
。

Ｐ
に
当
て
は
ま
る
適
当
な
内
容
を
書
き
な
さ
い
。

②
　
太
郎
さ
ん
は
、「
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
変
化
を
、
文
化
の
側
面
か
ら
も
ま
と
め
て
み
て
は
ど
う

で
す
か
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
後
に
、
表
２
を
作
成
し
ま
し
た
。

Ｑ
に
当
て
は
ま
る

内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

表
２

時
代

区
分

我
が
国
の
各
時
代
の
文
化
に
つ
い
て

古
代

中
国
や
朝
鮮
な
ど
の
外
国
と
の
交
流
が
文
化
に
強
く
影
響
を
与
え
て
い
た
。

中
世

貴
族
を
中
心
と
し
た
伝
統
文
化
が
あ
り
な
が
ら
も
、
武
士
の
気
風
が
文
化
に
影
響
を

与
え
た
。
例
え
ば
、
鎌
倉
時
代
の
文
化
に
お
い
て
、

Ｑ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

〈
ま
と
め
・
気
づ
き
〉

表
を
作
成
し
て
、
貴
族
や
天
皇
が
主
体
の
政
治
か
ら
、
武
家
が
主
体
の
政
治
へ
変
化
し
た
こ
と
が

改
め
て
理
解
で
き
た
。
ま
た
、
そ
の
変
化
が
文
化
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
も
、
文
化
の
側
面

か
ら
古
代
と
中
世
の
特
徴
を
ま
と
め
た
こ
と
で
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

ア
　
禅
宗
が
広
ま
っ
た
　
　
　
　
　
イ
　
人
形
浄
瑠
璃
が
発
展
し
た

ウ
　
国
学
が
盛
ん
に
な
っ
た
　
　
　
エ
　
浮
世
草
子
が
か
か
れ
た

資
料
２

中
世
は
、
交
流
の
あ
っ
た
国
の

Ｐ
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
定
期
市
な
ど
で
の
売
買
で

使
用
さ
れ
、
大
量
に
流
通
し
た
。
一
方
、
近
世
で
は
、
豊
臣
秀
吉
や
江
戸
幕
府
が
金
山
や
銀
山
を

直
接
支
配
し
、
貨
幣
発
行
権
と
い
う
経
済
的
な
力
も
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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⑴
　
図
１
に
つ
い
て
、
①
、
②
に
答
え
な
さ
い
。

①
　
図
１
中
の
点
ａ
を
通
る
経
線
に
沿
っ
て
地
球
上
を
一
周
す
る
と
き
、
通
過
す
る
経
線
の
説
明
と
し
て

最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
大
西
洋
と
ア
フ
リ
カ
州
を
通
る
。
　
　
　
イ
　
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
を
通
る
。

ウ
　
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
通
る
。
　
　
　
　
　
エ
　
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
を
通
る
。

②
　
次
の
表
は
、
図
１
中
の
Ａ
国
と
Ｂ
国
の
農
地
面
積
を
示
し
て
い
ま
す
。
農
地
面
積
の
割
合
と
時
差
に

関
し
て
述
べ
た
次
の
Ⅰ
と
Ⅱ
の
文
に
つ
い
て
、
内
容
の
正
誤
を
表
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、

ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

Ⅰ
 　
国
土
面
積
に
占
め
る
農
地
面
積
の
割
合
は
、
Ｂ
国
よ
り
Ａ
国
の

方
が
大
き
い
。

Ⅱ
　
Ｂ
国
の
標
準
時
は
日
本
の
標
準
時
よ
り
、
５
時
間
以
上
遅
い
。

ア
　
Ⅰ
、
Ⅱ
の
ど
ち
ら
も
正
し
い
。

イ
　
Ⅰ
の
み
正
し
い
。

ウ
　
Ⅱ
の
み
正
し
い
。

エ
　
Ⅰ
、
Ⅱ
の
ど
ち
ら
も
誤
っ
て
い
る
。

Ａ
国

Ｂ
国

Ｃ
国 ａ

図
１

お
も
な
山
脈

表 農
地
面
積

（
千
ha
）

Ａ
国

4 
88
3

Ｂ
国

7 
00
2

（
注
）
 統
計
年
次
は
20
22
年
。

農
地
面
積
は
耕
地
・
樹
園

地
の
面
積
。

（「
世
界
国
勢
図
会
 2
02
4/
25
」

か
ら
作
成
）

　
次
の
図
１
は
、
面
積
が
正
し
い
地
図
で
あ
り
、
緯
線
は
赤
道
か
ら
、
経
線
は
本
初
子
午
線
か
ら

い
ず
れ
も
30
度
間
隔
で
す
。
⑴
、
⑵
に
答
え
な
さ
い
。

２

－
4
－

⑵
　
図
１
中
の
Ｃ
国
に
つ
い
て
、
①
、
②
に
答
え
な
さ
い
。

①
　
Ｃ
国
で
最
も
多
く
の
人
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
宗
教
に
関
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
【
説
明
文
】
と

【
資
料
】
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
正
し
い
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ

で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

【
説
明
文
】

Ⅰ
　
カ
ー
ス
ト
と
い
う
身
分
制
度
に
よ
る
差
別
は
、
現
在
、
憲
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

Ⅱ
　
聖
地
メ
ッ
カ
へ
の
祈
り
の
方
法
や
食
事
の
し
か
た
な
ど
細
か
い
き
ま
り
が
あ
る
。

【
資
料
】

Ｐ
　
街
中
に
い
る
牛

Ｑ
　
肌
を
見
せ
な
い
伝
統
的
な
服
を
着
た
女
性

ア
　
Ⅰ
－
Ｐ
　
　
　
イ
　
Ⅰ
－
Ｑ
　
　
　
ウ
　
Ⅱ
－
Ｐ
　
　
　
エ
　
Ⅱ
－
Ｑ

②
　
図
２
と
図
３
は
、
Ｃ
国
を
含
む
ア
ジ
ア
州
を
中
心
と
し
た
地
域
を
表
し
た
略
地
図
に
、
Ｃ
国
の
気
候
に

影
響
を
与
え
る
風
の
、
１
月
と
７
月
の
い
ず
れ
か
の
風
向
き
を
矢
印
で
示
し
た
も
の
で
す
。
Ｃ
国
の

気
候
に
関
し
て
述
べ
た
次
の
文
章
に
つ
い
て
、
あ
、
い
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
二
つ
の
略
地
図
上
の

緯
線
と
経
線
は
い
ず
れ
も
20
度
間
隔
で
す
。

あ
　

Ｘ
、

Ｙ
に
当
て
は
ま
る
こ
と
ば
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ

の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
Ｘ

：
季
節
風
　

Ｙ
：
図
２
　
　
イ

Ｘ
：
偏
西
風
　

Ｙ
：
図
２

ウ
Ｘ

：
季
節
風
　

Ｙ
：
図
３
　
　
エ

Ｘ
：
偏
西
風
　

Ｙ
：
図
３

い
 　

Ｚ
に
当
て
は
ま
る
適
当
な
内
容
を
書
き
な
さ
い
。

図
２

図
３

Ｃ
国
の
気
候
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
風
は

Ｘ
で
あ
り
、
７
月
の
風
向
き
を
表
し
て

い
る
の
は

Ｙ
で
あ
る
。
図
１
と
、

Ｙ
で
示
さ
れ
た
風
向
き
と
を
関
連
付
け
る
と
、
Ｃ
国

北
部
を
中
心
と
し
た
地
域
に
お
け
る
７
月
の
気
候
は
、
Ｃ
国
の
北
側
に
あ
る

Ｚ
こ
と
で
、

降
水
量
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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表
１

年
代

時
代
の
転
換
に
関
す
る
我
が
国
の
で
き
ご
と

で
き
ご
と
に
よ
る
国
内
外
へ
の
影
響
や
関
連

18
70
・
 殖
産
興
業
が
進
め
ら
れ
た
。

・
⒜
地
租
改
正
が
実
施
さ
れ
た
。

・
 東
京
を
中
心
に
れ
ん
が
造
り
の
建
物
が
建
て

ら
れ
る
な
ど
、
⒝
文
明
開
化
が
進
ん
だ
。

・
 産
業
革
命
が
進
み
、
日に
っ

清し
ん

戦
争
後
に
官
営
の

Ｘ
が
、
福
岡
県
に
設
立
さ
れ
た
。

・
 足
尾
銅
山
の
鉱
毒
に
よ
る
被
害
な
ど
の
公
害

問
題
や
労
働
問
題
が
発
生
し
、
⒞
社
会
主
義

の
運
動
が
行
わ
れ
た
。

・
 第
一
次
世
界
大
戦
中
に
、
工
業
生
産
額
が
農

業
生
産
額
を
上
回
っ
た
。

・
 世
界
恐き
ょ
う

慌こ
う

の
影
響
に
よ
り
、
深
刻
な
不
況
と

な
り
、
軍
部
の
力
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

・
 イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
よ
る
自
国
経

済
回
復
を
優
先
す
る

Ｙ
は
、
国
際
協

調
の
体
制
を
ゆ
る
が
す
一
因
と
な
っ
た
。

⑴
　
下
線
部
⒜
に
関
す
る
資
料
１
と
資
料
２
に
つ
い
て
、
①
、
②
に
答
え
な
さ
い
。

①
　
下
線
部
⒜
に
関
し
て
、
資
料
１
の
よ
う
な
、
土
地
の
所
有
者
に
交
付
さ
れ
た
証
書
を
何
と
い
い

ま
す
か
。

②
　
資
料
２
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
明
治
政
府
（
新
政
府
）
に
よ
る
下
線
部
⒜
の
目
的
を
、

解
答
欄
の
書
き
出
し
に
続
け
て
、「
地
価
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
て
書
き
な
さ
い
。

⑵
　
下
線
部
⒝
の
風
潮
が
み
ら
れ
た
、
明
治
時
代
初
期
の
我
が
国
の
社
会
の
様
子
に
関
し
て
述
べ
た
次
の

Ⅰ
と
Ⅱ
の
文
に
つ
い
て
、
内
容
の
正
誤
を
表
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は

ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

Ⅰ
　
そ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
暦
に
代
わ
り
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
た
。

Ⅱ
　
五
街
道
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
飛
脚
に
よ
る
通
信
が
発
達
し
た
。

ア
　
Ⅰ
、
Ⅱ
の
ど
ち
ら
も
正
し
い
。
　
　
　
イ
　
Ⅰ
の
み
正
し
い
。

ウ
　
Ⅱ
の
み
正
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
Ⅰ
、
Ⅱ
の
ど
ち
ら
も
誤
っ
て
い
る
。

18
80

19
10

19
30

資
料
１

（
国
文
学
研
究
資
料
館
W
eb
ペ
ー
ジ
か
ら
作
成
。

一
部
改
変
）

資
料
２
　
幕
領
か
ら
納
め
ら
れ
た
年ね
ん

貢ぐ

の
量
の
推
移

（
注
）
年
貢
の
量
は
各
期
間
の
平
均
。

（「
角
川
日
本
史
辞
典
  第
二
版
」
か
ら
作
成
）

17
76

～
17
85

17
86

～
17
95

17
96

～
18
05

18
06

～
18
15

18
16

～
18
25

18
26

～
18
35

（
万ま
ん

石ご
く

）
16
0

15
0

14
0

13
0

12
0

（
年
）

　
良
太
さ
ん
は
、
我
が
国
の
近
代
の
特
色
を
考
察
す
る
た
め
、
経
済
の
側
面
か
ら
、
時
代
の
転
換
に

関
す
る
我
が
国
の
で
き
ご
と
と
、
で
き
ご
と
に
よ
る
国
内
外
へ
の
影
響
や
関
連
に
つ
い
て
、
表
１
に

ま
と
め
ま
し
た
。
⑴
～
⑸
に
答
え
な
さ
い
。

３

－
6
－

⑶
　
表
１
中
の

Ｘ
、

Ｙ
に
当
て
は
ま
る
こ
と
ば
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、

ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
Ｘ

：
富
岡
製
糸
場
　
　
　

Ｙ
：
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策

イ
Ｘ

：
八や

幡は
た

製
鉄
所
　
　
　

Ｙ
：
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策

ウ
Ｘ

：
富
岡
製
糸
場
　
　
　

Ｙ
：
ブ
ロ
ッ
ク
経
済

エ
Ｘ

：
八
幡
製
鉄
所
　
　
　

Ｙ
：
ブ
ロ
ッ
ク
経
済

⑷
　
良
太
さ
ん
は
、
下
線
部
⒞
に

関
連
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
開

始
か
ら
ソ
連
の
成
立
ま
で
の
お
も

な
で
き
ご
と
を
、
表
２
に
ま
と
め

ま
し
た
。
①
、
②
に
答
え
な
さ
い
。

①
　
表
２
中
の
Ａ
と
Ｃ
の
期
間
に
当
て
は
ま
る
で
き
ご
と
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち

で
は
ど
れ
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
日
本
が
、
中
国
に
対
し
て
、
二
十
一
か
条
の
要
求
を
示
し
た
。

イ
　
ド
イ
ツ
で
、
男
女
普
通
選
挙
な
ど
を
定
め
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
。

ウ
　
日
本
で
、
労
働
時
間
の
制
限
な
ど
を
定
め
た
工
場
法
が
制
定
さ
れ
た
。

エ
　
ア
メ
リ
カ
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
結
ば
れ
た
。

②
　
資
料
３
は
、
表
２
中
の
Ｂ
の
期
間
に
我
が
国
で
成
立
し
た
内
閣
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

内
閣
を
組
織
し
た
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ

答
え
な
さ
い
。

資
料
３

…
次
の
顔
振
れ
の
も
と
に
政
友
会
内
閣
を
組
織
し
た
。
…
（
中
略
）
…
依よ

っ
て
所い
わ

謂ゆ
る

純
粋
の
政
党
内
閣
が
生う
ま

れ
た
訳
で
あ
る
。

（「
日
本
国
会
百
年
史
」
か
ら
抜
粋
し
て
作
成
）

ア
大お
お

隈く
ま

重し
げ

信の
ぶ

　
　
　
イ

犬い
ぬ

養か
い

毅つ
よ
し

　
　
　
ウ

伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

　
　
　
エ

原は
ら

敬た
か
し

⑸
　
次
は
、
表
１
と
表
２
を
作
成
し
た
後
に
、
良
太
さ
ん
が
、
我
が
国
の
近
代
の
特
色
に
つ
い
て
ま
と
め
た

文
章
で
す
。

に
共
通
し
て
当
て
は
ま
る
適
当
な
こ
と
ば
を
書
き
な
さ
い
。

表
２

年
お
も
な
で
き
ご
と

19
14

19
17

19
18

19
22

第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
。

――
――

――
――

――
――

――
――

――
――

――

ロ
シ
ア
革
命
が
お
こ
る
。

――
――

――
――

――
――

――
――

――
――

――
――

――
―

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
。

――
――

――
――

――
――

――
――

――
――

――
――

――
――

――
―

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
が
成
立
す
る
。

――
――

――
――

――
――

Ａ

Ｂ

Ｃ

私
は
、
我
が
国
の
近
代
の
特
色
を
、「
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
る
工
業
化
や
都
市
化
が
進
む
中
で
、

世
界
的
な
不
況
か
ら
国
際
協
調
体
制
が
崩
れ
た
時
代
」
だ
と
考
え
た
。
次
は
、
国
際
協
調
の
視
点
か
ら
、

「
国
際
連
合
の
機
関
の
一
つ
で
あ
る

は
世
界
の
平
和
と
安
全
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
の
か
」
や
「
な
ぜ
、

の
常
任
理
事
国
は
拒
否
権
を
持
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う

問
い
を
も
と
に
、
現
代
の
特
色
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

- 72 -



－
7
－

敬
子
さ
ん
の
メ
モ

⑴
　

Ｘ
、

Ｙ
に
当
て
は
ま
る
こ
と
ば
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の

う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
Ｘ

：
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
　
　
　
　
　

Ｙ
：
寺
院

イ
Ｘ

：
関
ヶ
原
の
戦
い
　
　
　

Ｙ
：
寺
院

ウ
Ｘ

：
戊
辰
戦
争
　
　
　
　
　

Ｙ
：
田

エ
Ｘ

：
関
ヶ
原
の
戦
い
　
　
　

Ｙ
：
田

⑵
　
図
１
か
ら
読
み
取
れ
る
内
容
に
関
し
て
述
べ
た
次
の
Ⅰ
と
Ⅱ
の
文
に
つ
い
て
、
内
容
の
正
誤
を
表
す

も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、

地
点
ｂ
と
地
点
ｃ
の
間
は
図
１
上
で
３
cm
で
す
。

Ⅰ
　
図
１
の
地
点
ａ
か
ら
、
南
西
方
向
を
眺
め
る
と
彦
根
城
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅱ
　
図
１
の
地
点
ｂ
と
地
点
ｃ
と
の
間
の
、
実
際
の
直
線
距
離
は
75
0 
m
と
な
る
。

ア
　
Ⅰ
、
Ⅱ
の
ど
ち
ら
も
正
し
い
。
　
　
　
イ
　
Ⅰ
の
み
正
し
い
。

ウ
　
Ⅱ
の
み
正
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
Ⅰ
、
Ⅱ
の
ど
ち
ら
も
誤
っ
て
い
る
。

・
 彦
根
城
は
、
徳
川
家
康
が
勝
利
し
た
16
00
年
の

Ｘ
後
か
ら
、
彦
根
山
の
地
形
を
利
用
し
て

築
城
が
始
ま
っ
た
。
城
の
東
に
は
佐
和
山
が
あ
り
、
西
の
琵び

琶わ

湖
か
ら
水
路
が
築
か
れ
て
堀
と

な
っ
て
い
る
。
城
の
南
に
あ
る
本
町
か
ら
栄
町
に
か
け
て
、

Ｙ
が
多
く
見
ら
れ
る
。

・
琵
琶
湖
か
ら
の
水
路
は
、
現
在
、
観
光
産
業
と
し
て
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
滋
賀
県
彦ひ
こ

根ね

市
に
住
む
敬
子
さ
ん
は
、
彦
根
城
と
自
然
環
境
と
の
関
連
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

敬
子
さ
ん
は
、
図
１
の
滋
賀
県
彦
根
市
中
心
部
の
２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
を
収
集
し
、
調
べ
た

こ
と
を
メ
モ
し
ま
し
た
。
⑴
～
⑷
に
答
え
な
さ
い
。

４

（
国
土
地
理
院
令
和
２
年
発
行
２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
「
彦
根
東
部
」
か
ら
作
成
。
一
部
改
変
）

図
１

ｃ

ｂ

ａ

栄
町

本 町

－
8
－

⑶
　
彦
根
城
と
自
然
環
境
と
の
関
連
や
、
彦
根
城
跡
が
現
在
は
産
業
へ
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た

敬
子
さ
ん
は
、
滋
賀
県
と
そ
の
近
隣
府
県
の
地
域
的
特
色
に
つ
い
て
、
自
然
環
境
と
産
業
を
関
連
付
け
る

た
め
に
、
図
２
の
略
地
図
と
資
料
１
を
作
成
し
ま
し
た
。
①
～
③
に
答
え
な
さ
い
。

①
　
図
２
中
の
Ａ
と
Ｂ
に
は
、
小
さ
な
岬
と
湾
が
入
り
組
ん
だ
、
複
雑
な
海
岸
線
を
も
つ
地
形
が
み
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
形
を
何
と
い
い
ま
す
か
。

②
　
資
料
１
中
の
ア
～
オ
は
、
岐
阜
県
、
滋
賀
県
、
三
重
県
、
京
都
府
、
奈
良
県
の
い
ず
れ
か
で
す
。

滋
賀
県
が
当
て
は
ま
る
の
は
、
ア
～
オ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

③
　
敬
子
さ
ん
は
、
日
本
の
水
力
発
電
と
火
力
発
電
に
つ
い
て
、

図
２
中
に
お
も
な
発
電
設
備
の
分
布
を
ま
と
め
た
後
、
発
電

設
備
に
関
す
る
資
料
２
を
収
集
し
ま
し
た
。
図
２
中
の
Ｃ
と

Ｄ
、
資
料
２
中
の
Ｐ
と
Ｑ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
水
力
発
電
、
火
力

発
電
の
い
ず
れ
か
で
す
。
水
力
発
電
を
示
し
た
も
の
の
組
み

合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど

れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
Ｃ
－
Ｐ
　
　
　
イ
　
Ｃ
－
Ｑ
　
　
　
ウ
　
Ｄ
－
Ｐ
　
　
　
エ
　
Ｄ
－
Ｑ

⑷
　
次
は
、
敬
子
さ
ん
が
、
今
後
の
学
習
に
向
け
て
書
い
た
文
章
で
す
。

に
当
て
は
ま
る
適
当

な
内
容
を
書
き
な
さ
い
。

資
料
１

林
業
産
出
額

（
千
万
円
）

漁
業
生
産
量
（
ｔ
）

う
ち
内
水
面
漁
業

ア
75
3

1 
43
3

1 
43
3

イ
46
5

14
4 
96
8

32
9

ウ
23
2

10
 6
80

20
エ

23
0

13
13

福
井
県

15
5

12
 4
02

35
オ

81
1 
12
2

1 
12
2

（
注
）
 統
計
年
次
は
20
20
年
。
内
水
面
漁
業
は
河
川
や
湖
、沼
で
行
わ
れ
る
漁
業
。

（「
デ
ー
タ
で
み
る
県
勢
 2
02
3」
か
ら
作
成
）

福
井
県

岐
阜
県

彦
根
市

京
都
府

奈 良 県

三 重 県

Ａ

Ｂ
…
Ｃ
…
Ｄ

図
２

資
料
２
　
発
電
設
備
の
推
移
（
千
kW
）

年
Ｐ

Ｑ
19
05

18
56

19
25

1 
81
4

95
4

19
45

6 
43
5

3 
95
0

19
65

16
 2
75

24
 7
17

19
85

34
 3
37

11
0 
16
1

20
05

47
 3
57

17
5 
77
9

（「
数
字
で
み
る
日
本
の
10
0年
」
か
ら
作
成
）

自
然
環
境
と
発
電
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
太
陽
光
や
風
力
に
よ
る
発
電
は
、
火
力
発
電
に
比
べ
て

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
抑
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
発
電
は
、

こ
と
か
ら
時
間

帯
や
日
に
よ
っ
て
発
電
量
が
変
動
し
、
現
在
の
日
本
の
技
術
で
は
電
力
の
供
給
が
安
定
し
な
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
。
自
然
環
境
へ
の
負
担
が
少
な
い
持
続
的
な
発
電
方
法
に
つ
い
て
調
べ
、
環
境

保
全
の
た
め
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。
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－

班
で
の
話
し
合
い

洋
子
：
 来
週
の
市
役
所
職
員
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
質
問
し
ま
す
か
。

健
太
：
 人
口
減
少
に
よ
る
影
響
の
な
か
で
、
特
に
何
を
課
題
と
考
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
や
、
私
た

ち
の
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
活
動
す
る
⒜
非
営
利
組
織
な
ど
の
民
間
団
体
と
、
ど
ん
な
協

働
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
聞
く
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

美
里
：
 い
い
で
す
ね
。
私
は
、
地
方
自
治
で
は
⒝
直
接
民
主
制
を
取
り
入
れ
た
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い

る
と
学
ん
だ
の
で
、
そ
の
よ
う
な
権
利
の
行
使
の
事
例
な
ど
を
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

太
郎
：
 そ
れ
な
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
前
に
も
う
一
度
、
地
方
自
治
や
⒞
私
た
ち
に
認
め
ら
れ
て
い
る

権
利
な
ど
に
つ
い
て
、
学
習
内
容
を
確
認
し
て
お
い
た
方
が
い
い
で
す
ね
。

洋
子
：
 で
は
、
役
割
を
決
め
て
質
問
事
項
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
　
下
線
部
⒜
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
略
称
で
書
き
な
さ
い
。

⑵
　
下
線
部
⒝
に
関
し
て
、
日
本
に
お
け
る
直
接
民
主
制
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
適
当
で
な
い
の
は
、

ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査

イ
　
地
方
議
員
の
解
職
請
求
後
の
住
民
投
票

ウ
　
日
本
国
憲
法
改
正
時
の
国
民
投
票

エ
　
国
政
全
般
に
対
す
る
国
政
調
査

⑶
　
下
線
部
⒞
に
関
し
て
、
洋
子
さ
ん
た
ち
の
よ
う
な
16
歳
未
満
の
中
学
生
が
、
日
本
で
認
め
ら
れ
て
い
る

権
利
と
し
て
適
当
で
な
い
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
裁
判
所
に
お
い
て
、
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
　
地
方
公
共
団
体
の
首
長
の
選
挙
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ウ
　
ひ
と
し
く
、
適
切
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

エ
　
地
方
公
共
団
体
に
条
例
の
制
定
を
請
願
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
中
学
生
の
洋
子
さ
ん
は
、「
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
や
す
い
私
た
ち
の
ま
ち
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

探
究
的
な
学
習
で
、
洋
子
さ
ん
が
住
む
ま
ち
（
Ａ
市
）
の
市
役
所
職
員
の
方
へ
、
情
報
収
集
の
た
め
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
次
は
、
洋
子
さ
ん
の
班
で
の
話
し
合
い
の
様
子
で
す
。
⑴
～

⑸
に
答
え
な
さ
い
。

５

－
10
－

⑷
　
洋
子
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
際
に
配
ら
れ
た
Ａ
市
に
関
す
る
資
料
１
と
比
較
す
る
た
め
に
、

Ｂ
市
に
関
す
る
資
料
２
を
収
集
し
ま
し
た
。
ま
た
、
洋
子
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
際
の
記
録
と
、

資
料
１
、
資
料
２
か
ら
気
づ
い
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。
①
～
③
に
答
え
な
さ
い
。

洋
子
さ
ん
の
ノ
ー
ト
の
一
部

①
　
下
線
部
⒟
に
関
し
て
、
資
料
３
は
、
日
本
の
企
業
や
家
計
が
資
金
を
融
通
す
る
し
く
み
を
示
し
た

略
図
と
補
足
文
で
す
。

Ｐ
に
当
て
は
ま
る
こ
と
ば
と
し
て
適
当
な
の
は
、
ア
と
イ
の
ど
ち
ら

で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、

Ｑ
に
当
て
は
ま
る
適
当
な
内
容
を
書
き
な
さ
い
。

資
料
３

左
は
、

Ｐ
に
つ
い
て
示
し
た
略
図
で
す
。
企
業
は
、

Ｑ
こ
と
で
、
証
券
会
社
な
ど
を
仲
介
し
て
、
家
計
な
ど

か
ら
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
　
直
接
金
融
　
　
　
イ
　
間
接
金
融

②
　

Ｘ
に
共
通
し
て
当
て
は
ま
る
適
当
な
こ
と
ば
を
書
き
な
さ
い
。

③
　

Ｙ
に
当
て
は
ま
る
適
当
な
内
容
を
、
資
料
１
中
の
内
訳
の
項
目
名
を
用
い
て
書
き
な

さ
い
。資
料
１
　
Ａ
市
の
一
般
会
計
に
お
け
る

歳
入
総
額
と
そ
の
内
訳

そ
の
他

 2
4%

地
方
債

10
%

国
庫
支
出
金

13
%

地
方
税

12
%

地
方
交
付
税

交
付
金

41
%

総
額

30
0億

56
00
万
円

資
料
２
　
Ｂ
市
の
一
般
会
計
に
お
け
る

歳
入
総
額
と
そ
の
内
訳

そ
の
他

23
%

地
方
債

5% 国
庫
支
出
金

30
%

地
方
税

40
%

地
方
交
付
税

交
付
金

2%

総
額
1兆

90
00
億
円

・
Ａ
市
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
財
政
が
大
き
な
課
題
。

・
企
業
へ
の
⒟
金
融
相
談
や
支
援
、
地
方
の
金
融
機
関
と
の
連
携
は
重
要
。

・
 暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
民
間
団
体
も
含
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
課
題
解
決
を

進
め
た
い
。

資
料
１
と
資
料
２
を
見
る
と
、
歳
入
総
額
に
お
け
る

Ｘ
の
割
合
は
、
Ｂ
市
よ
り
Ａ
市
の
方
が

大
き
い
。
こ
れ
は
、
日
本
政
府
が
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
財
源
で
あ
る

Ｙ
た
め
に
、

Ｘ
を
配
分
し
て
い
る
か
ら
。

企 業
家 計

証
券
会
社
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－
11
－

⑸
　
次
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
に
行
っ
た
、
洋
子
さ
ん
の
班
で
の
話
し
合
い
の
様
子
で
す
。
①
、
②
に
答
え

な
さ
い
。

班
で
の
話
し
合
い

洋
子
：
 「
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
や
す
い
私
た
ち
の
ま
ち
」
に
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
考
え
る
解
決
策
を

市
役
所
へ
提
案
す
る
の
は
ど
う
で
す
か
。

美
里
：
 い
い
で
す
ね
。
私
は
、
地
域
の
住
民
や
企
業
の
方
が
、
も
っ
と
地
域
の
こ
と
や
行
政
の
取
組
に

つ
い
て
話
す
こ
と
が
、
⒠
現
状
の
把
握
や
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

小
規
模
な
地
区
ご
と
に
よ
る
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
会
議
の
開
催
を
提
案
し
て
み
た
い
で
す
。

健
太
：
 そ
の
会
議
に
、
私
た
ち
の
よ
う
な
学
生
が
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
加
わ
る
の
は
ど
う
で
す
か
。

太
郎
：
 提
案
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
市
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
⒡
日
本
全
体
の
課
題
に
つ
い
て
、
も
っ
と

学
習
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

洋
子
：
 で
は
、
地
区
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
と
学
生
リ
ー
ダ
ー
の
参
加
を
市
役
所
へ
提
案
す
る
た
め
に
、

具
体
的
な
内
容
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
　
美
里
さ
ん
は
、
下
線
部
⒠
に
関
連
し
て
、

Ａ
市
の
総
人
口
の
推
移
と
と
も
に
、
Ａ
市
の

15
歳
未
満
と
65
歳
以
上
の
人
口
構
成
割
合

の
推
移
を
示
し
た
資
料
４
を
作
成
し
ま
し
た
。

資
料
４
に
関
し
て
述
べ
た
次
の
Ⅰ
と
Ⅱ
の
文

に
つ
い
て
、
内
容
の
正
誤
を
表
し
た
も
の
と

し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で

は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

Ⅰ
 　
19
80
年
、
20
00
年
、
20
20
年
に
か
け
て
、
Ａ
市
の
総
人
口
は
減
り
続
け
て
い
る
が
、
Ａ
市
の

65
歳
以
上
の
人
口
は
増
え
続
け
て
い
る
。

Ⅱ
 　
資
料
４
中
の
す
べ
て
の
年
で
、
Ａ
市
の
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
は
50
％
を
下
回
っ
て
お
り
、

20
20
年
に
か
け
て
、
Ａ
市
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

ア
　
Ⅰ
、
Ⅱ
の
ど
ち
ら
も
正
し
い
。
　
　
　
イ
　
Ⅰ
の
み
正
し
い
。

ウ
　
Ⅱ
の
み
正
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
Ⅰ
、
Ⅱ
の
ど
ち
ら
も
誤
っ
て
い
る
。

②
　
太
郎
さ
ん
は
話
し
合
い
の
後
に
、
下
線
部
⒡
に
つ
い
て
、
日
本
の
選
挙
制
度
の
課
題
で
あ
る
一
票
の

格
差
に
関
す
る
、
Ａ
市
と
Ｂ
市
の
選
挙
区
の
資
料
を
収
集
し
ま
し
た
。
Ａ
市
と
Ｂ
市
の
選
挙
区
に
お
け
る

一
票
の
格
差
を
表
す
た
め
に
必
要
と
な
る
資
料
と
し
て
適
当
な
の
は
、
ア
～
オ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。

二
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
各
選
挙
区
の
面
積
　
　
　
イ
　
各
選
挙
区
の
当
選
議
員
数
　
　
　
ウ
　
各
選
挙
区
の
有
権
者
数

エ
　
各
選
挙
区
の
政
党
別
得
票
率
　
　
　
オ
　
各
選
挙
区
の
投
票
率

資
料
４

総
人
口
（
百
人
）

15
 歳
未
満
の
人
口
構
成
割
合
（
％
）

65
 歳
以
上
の
人
口
構
成
割
合
（
％
）

19
80

56
0

20
00

48
0

20
.825
.0

16
.532
.0

11
.5

14
.2

20
20

35
0 （
年
）

（
百
人
）

（
％
）

60
0

40
0

20
0 0

40 20 0
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 ３ 数 学 

（１）出題のねらい 

  ア 全般的なねらい 

   数量や図形に関する基礎的な概念や原理・法則についての理解の程度、数学を活用

して事象を論理的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表

現する力等をみるために、基礎的・基本的事項を中心として各領域から幅広く出題し

ている。 

 

  イ 問いごとのねらい 

   １ 各領域において、基礎的・基本的な知識及び技能の習得の程度等をみる。 

 

   ２ 具体的な事象の中の数量の関係を考察する場面において、数量の関係を文字を

用いた式で表す力、二元一次方程式の解の意味についての理解の程度等をみる。 

 

   ３ 収集したデータを箱ひげ図やヒストグラムに整理した場面において、四分位範

囲の意味についての理解の程度や、データの分布の傾向を読み取る力等をみる。 

 

   ４ 関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 のグラフ上の点を結んでできる二つの三角形の間の関係を考察

する場面において、関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 の特徴から二つの三角形の間の関係を見いだす

力等をみる。 

 

   ５ 一つの頂点を共有する二つの正方形からなる図形を考察する場面において、図

形の性質を演繹的に確かめ、論理的に考察し表現する力等をみる。 

 

 

 

（２）結果の概要と授業改善の視点等 

  ア 結果の概要 

１について、基本的な計算技能の習得の程度をみる設問では７割以上の正答率であ

ったが、確率の設問は正答率が59.5％とやや低かった。「数と式」について、二元一 

次方程式の解の意味を問う設問２(2)①では、正答率が45.0％とやや低かった。「デー

タの活用」について、箱ひげ図とヒストグラムの特徴に関する設問３(4)では、正答率

が74.5％と高かった。「関数」について、座標を文字を用いて表す設問４(2)では、正

答率が49.0％とやや低かった。「図形」について、文字式と三平方の定理を活用する

設問５(4)では、正答率が2.5％と低かった。また、４(3)(あ)の正答率が75.5％であっ

たのに対し、(3)(い)の正答率は25.5％であったことから、「関数の特徴を式やグラフ

と関連付けて考察すること」に課題がみられた。 
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 イ 授業改善の視点等 

 

 
 

〔大問３(2) 正答：正答例参照 正答率：26.0％〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈分析〉大問３(2)は、データの散らばりの度合いを箱ひげ図から説明する設問で、正答

率が 26.0％であった。四分位範囲が箱ひげ図のどの部分を表しているかを書けていない

解答や、四分位範囲とデータの散らばりの度合いを関連付けられていない解答が多く、

箱ひげ図の意味の理解が不十分であったと考えられる。 

〈視点〉身近な問題を取り上げ、それを解決するために必要なデータを収集・処理し、

データの傾向を捉え説明するという一連の活動を充実させることが大切である。その際、

基本統計量等を求めることができるということだけでなく、生徒が自分の予測や判断に

ついて根拠を明らかにして説明する学習機会を設けることが大切である。 
 

 

 

〔大問４(3)(あ)(い) (4) 正答：(3)(あ)3 (い)√3 (4)27  

正答率：(3)(あ)75.5％ (い)25.5％ (4)6.0％〕 
  

図のように、関数 � �
�

�
�� のグラフと関数 � �

�

�
�� のグラフが

あります。二つのグラフ上の点を結んでできる二つの三角形につい

て、それらの間の関係を考えます。 

(3)  次のことがらは、3 点 A、B、C の座標について述べています。 

 （あ） 、 （い） に適当な数を書きなさい。 

   点 B の � 座標は、点 A の � 座標の （あ） 倍になっている。 

   点 C の � 座標も、点 A の � 座標の （あ） 倍になっている。 

 � は � の 2 乗に比例するので、 

 点 C の � 座標は、点 A の � 座標の （い） 倍になっている。 

(4)  △EFG の面積は、△ABC の面積の何倍かを求めなさい。 
 

〈分析〉大問４(3)の正答率は（あ）が 75.5％であるのに対し、(い)は 25.5％と低かっ

た。� は � の 2 乗に比例することから考えるのでなく、文字式で考えた受検者が多か

ったのではないかと考えられる。そのため、(4)でも、(3)で考えた線分の長さの比から

面積比を求める設問であるが、正答率は 6.0％と低かった。 

〈視点〉関数 � � ��� について学ぶ際、具体例として、既習の円の面積を求める公式

 � � 
�� を扱い、「 � は � の２乗に比例する関数」と読み取り、「半径が２倍になる

と面積は４倍になる」ということが、数値を求めなくても分かるという経験をすること

で、相似比と面積比の関係の理解を深めることができる。このように、関数関係に着目

し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する学習活動を充実させたい。 

データの傾向を捉え考察し問題解決に取り組む学習活動の充実 

関数関係に着目し、その特徴を式やグラフと関連付けて考察する学習活動の充実 

(2) 四分位範囲は、データの散らばりの度合い
を表す指標です。太郎さんが作った箱ひげ図
の 2010 年と 2015 年では、それぞれの年のす
べてのデータのうち、真ん中に集まる約半数
のデータについて、散らばりの度合いが大き
いのはどちらですか。解答欄の      に
「2010」または「2015」のいずれかを書きな
さい。また、そのように判断した理由を答え
なさい。その際、四分位範囲が箱ひげ図のど
の部分を表しているかにふれて答えなさい。 

太郎さんが作った箱ひげ図 
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選
択

短
答

記
述

(1) 1 2 ○ 98.0 0.0 2.0 0.0

(2) -4 a b
2 2 ○ 91.0 0.5 8.5 0.0

(3) 13 a - 6 b 2 ○ 92.5 0.0 7.5 0.0

(4) 7 2 ○ 81.0 0.0 17.5 1.5

(5) x =-2 、 x= 3 2 ○ 72.0 2.5 22.5 3.0

(6) 13 2 ○ 50.0 0.0 40.5 9.5

(7) ウ 2 ○ 90.5 0.0 9.5 0.0

(8) イ　　　ウ 2 ○ 72.0 0.0 27.5 0.5

(9) ※説明記述 3 ○ 44.0 13.5 41.5 1.0

(10) 3 ○ 59.5 1.5 34.5 4.5

(11) ※作図記述 3 ○ 65.0 4.0 17.5 13.5

(1)① x +y =160　3 x +5 y =700 3 ○ 92.5 1.5 4.5 1.5

(1)② 商品A　50　　商品B　110 2 ○ 88.0 1.0 8.5 2.5

(2)① 4 3 ○ 45.0 0.0 38.0 17.0

(2)② 商品A　4　　商品B　10 2 ○ 50.0 1.0 24.0 25.0

(1) ア 2 ○ 95.0 0.0 4.5 0.5

(2) ※説明記述 3 ○ 26.0 41.5 29.5 3.0

(3) イ　　　エ 2 ○ 15.5 0.0 84.0 0.5

(4) オ 2 ○ 74.5 0.0 25.0 0.5

(1) ウ 2 ○ 42.5 0.0 57.0 0.5

(2) 3 ○ 49.0 1.5 38.0 11.5

(3)(あ) 3 2 ○ 75.5 0.0 21.0 3.5

(3)(い) 3 ○ 25.5 0.0 64.0 10.5

(4) 27 3 ○ 6.0 0.0 65.5 28.5

(1) 2 ○ 74.5 0.0 23.0 2.5

(2) ※証明記述 4 ○ 32.0 41.5 15.5 11.0

(3) 90 2 ○ 71.0 1.0 17.5 10.5

(4) 2 ○ 2.5 0.0 61.5 36.0

(5) 3 ○ 0.5 0.0 43.0 56.5

（３）応答率

大問 小問 正　答　例
形式 応　答　率　（％）

正答としたもの
部分点を
与えたもの

誤答としたもの 無　答

配点例
（点）

3

1

2

4

5

1

3

1

2
𝑡2

3

2 5

2 2

3
5 2

3

 

1 (11) 作図記述 3 (2) 説明記述

2010

【理由】

四分位範囲は、箱ひげ図

の箱の横の長さを表して

おり、2010年と2015年の

箱の横の長さを比較した

とき、2010年の方が長く、

四分位範囲が大きいとい

えるから。

5 (2) 証明記述

△AHFと△EHCにおいて、

対頂角は等しいから、

∠AHF＝∠EHC … ①

△AEF、△ABCは、

直角二等辺三角形だから、

∠AFH＝∠ECH＝45° … ②

①、②から、

２組の角がそれぞれ等しいので、

△AHF∽△EHC

1 (9) 説明記述
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⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹
n
＝

⑺ ⑻ ⑼

正　 ・　 誤

⑽ ⑾

１

A

B
C

⑴
①

⑴
②

商 商

⑵
①

⑵
②

商 商

２

⑴ ⑵

度 【

⑶ ⑷

３

注
意
　
１
　
 答
え
に

が
含
ま
れ
る
と
き
は
、

を
つ
け
た
ま
ま
で
答
え
な
さ
い
。

そ
の
際
、

の
中
の
数
は
、
で
き
る
だ
け
小
さ
い
自
然
数
に
し
な
さ
い
。

　
　
　
２
　
答
え
に
円
周
率
を
使
う
と
き
は
、
π
を
用
い
な
さ
い
。

受
検

番
号

（
算
用
数
字
）

志 願 校
解

答 ① ②
商
品
A
 

（
個
）

商
品
B 

（
個
）

①
（
個
）

②
商
品
A
 

（
個
）

商
品
B 

（
個
）

　年
の
方
が
散
ら
ば
り
の

度
合
い
が
大
き
い
。

【
理
由
】

⑴ ⑵ ⑶
あ

⑶
い ⑷

（
倍
）

４

⑴
（
cm
）

⑵ ⑶
（
°
）

⑷
（
cm
）

⑸
（
cm
）

５

※

用
紙
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－
1
－

⑴
　
－
3－
（
－
4）

⑵
　（
－
6a
b）
×
2 3
b

⑶
　
5（
a－
2b
）＋
4（
2a
＋
b）

⑷
　（
3＋

2
）（
3－

2
）

⑸
　
方
程
式
（
x＋
3）

2
＝
7x
＋
15
を
解
き
な
さ
い
。

⑹
　
n
は
2
以
上
20
以
下
の
自
然
数
と
し
ま
す
。
3（
2n
＋
1）
の
値
が
自
然
数
と
な
る
よ
う
な
n
の

値
を
求
め
な
さ
い
。

⑺
　
四
角
錐す
い

の
投
影
図
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
イ

ウ
エ

（ 立 面 図 ） （ 平 面 図 ）

※
上
の
投
影
図
で
は
、
実
際
に
見
え
る
辺
を
実
線

で
、
見
え
な
い
辺
を
破
線

で
示
し
て
い
る
。

次
の

　⑴
　～

　⑷
　の
計
算
を
し
な
さ
い
。
⑸

　～
　⑾

　は
指
示
に
従
っ
て
答
え
な
さ
い
。

１

－
2
－

⑻
　
y
が
x
に
反
比
例
す
る
も
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て

答
え
な
さ
い
。

ア
　
分
速
x 
m
で
30
分
歩
い
た
と
き
に
進
ん
だ
道
の
り
y 
m

イ
　
面
積
が
20
 c
m
2
の
三
角
形
の
底
辺
x 
cm
と
高
さ
y 
cm

ウ
　
10
0 
cm
の
ひ
も
を
x
等
分
し
た
と
き
の
1
本
の
長
さ
y 
cm

エ
　
半
径
が
x 
cm
の
円
周
の
長
さ
y 
cm

⑼
　
次
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
内
容
の
正
誤
を
判
断
し
な
さ
い
。
正
し
い
場
合
に
は
、
解
答
用
紙
の

「
正
」
を
○
で
囲
み
、
方
眼
に
は
何
も
か
か
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
誤
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
解
答

用
紙
の
「
誤
」
を
○
で
囲
み
、
方
眼
を
利
用
し
て
反
例
と
な
る
四
角
形
を
一
つ
か
き
な
さ
い
。

四
つ
の
辺
が
す
べ
て
等
し
い
四
角
形
は
、
正
方
形
で
あ
る
。

⑽
　
大
小
二
つ
の
さ
い
こ
ろ
を
同
時
に
投
げ
る
と
き
、
出
た
目
の
数
の
和
が
12
の
約
数
と
な
る
確
率
を

求
め
な
さ
い
。
た
だ
し
、
さ
い
こ
ろ
の
1
か
ら
6
ま
で
の
目
の
出
方
は
、
同
様
に
確
か
ら
し
い
も
の

と
し
ま
す
。

⑾
　
図
の
よ
う
な
△
A
BC
に
お
い
て
、
辺
BC
を
底
辺
と
み
た
と
き
の
高
さ
を
A
H
と
す
る
と
き
、
辺

BC
上
の
点
H
を
定
規
と
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
作
図
し
な
さ
い
。
作
図
に
使
っ
た
線
は
残
し
て
お
き
な

さ
い
。

A

B
C
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－
3
－

焼
き
鳥

A
B

3
本
入
り

5
本
入
り

⑴
　
焼
き
鳥
3
本
入
り
の
商
品
A
と
5
本
入
り
の
商
品
B
を
合
わ
せ
て
16
0
個
用
意
し
た
と
き
、
焼
き

鳥
の
本
数
の
合
計
が
70
0
本
で
し
た
。
①

　、
②

　に
答
え
な
さ
い
。

①
　
用
意
し
た
商
品
A
の
個
数
を
x
個
、
商
品
B
の
個
数
を
y
個
と
し
て
、
連
立
方
程
式
を
つ
く
り

な
さ
い
。

②
　
用
意
し
た
商
品
A
と
商
品
B
の
個
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
個
で
あ
る
か
を
求
め
な
さ
い
。

　
花
子
さ
ん
の
家
の
近
所
に
あ
る
焼
き
鳥
屋
で
は
、
図
に
示
す
よ
う
に
、
焼
き
鳥
3
本
入
り
の

商
品
A
と
5
本
入
り
の
商
品
B
の
2
種
類
の
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
⑴

　、
⑵

　に
答
え
な

さ
い
。

２

－
4
－

⑵
　
焼
き
鳥
3
本
入
り
の
商
品
A
と
5
本
入
り
の
商
品
B
を
そ
れ
ぞ
れ
何
個
か
用
意
し
た
と
き
、
焼
き

鳥
の
本
数
の
合
計
が
62
本
で
し
た
。
①

　、
②

　に
答
え
な
さ
い
。

①
　
次
の
数
量
の
間
の
関
係
か
ら
、
二
元
一
次
方
程
式
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

用
意
し
た
商
品
A
の
個
数
を
a
個
、
商
品
B
の
個
数
を
b
個
と
す
る
と
き
、

焼
き
鳥
の
本
数
の
合
計
は
62
本
で
あ
る
。

a
＝
19
、
b
＝
1
は
、
こ
の
方
程
式
の
解
の
一
つ
で
す
。

a、
b
の
値
が
、
と
も
に
0
以
上
の
整
数
の
と
き
、
こ
の
方
程
式
の
解
は
、
a
＝
19
、
b
＝
1
を

含
め
て
、
全
部
で
何
個
あ
る
か
を
求
め
な
さ
い
。

②
　
用
意
し
た
商
品
A
と
商
品
B
の
個
数
の
合
計
が
最
も
少
な
い
の
は
、
商
品
A
と
商
品
B
の
個
数
が

そ
れ
ぞ
れ
何
個
の
と
き
で
あ
る
か
を
求
め
な
さ
い
。
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－
5
－

⑴
　
太
郎
さ
ん
が
作
っ
た
箱
ひ
げ
図
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
ら
は
、
正
し
い
と

い
え
ま
す
か
。［
選
択
肢
］
の
ア
～
ウ
の
中
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
答
え
な
さ
い
。

第
3
四
分
位
数
は
、
20
10
年
が
最
も
大
き
い
。

ア
　
正
し
い

イ
　
正
し
く
な
い

ウ
　
太
郎
さ
ん
が
作
っ
た
箱
ひ
げ
図
か
ら
は
わ
か
ら
な
い

⑵
　
四
分
位
範
囲
は
、
デ
ー
タ
の
散
ら
ば
り
の
度
合
い
を
表
す
指
標
で
す
。
太
郎
さ
ん
が
作
っ
た
箱
ひ
げ

図
の
20
10
年
と
20
15
年
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の
す
べ
て
の
デ
ー
タ
の
う
ち
、
真
ん
中
に
集
ま
る

約
半
数
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
散
ら
ば
り
の
度
合
い
が
大
き
い
の
は
ど
ち
ら
で
す
か
。
解
答
欄
の

　
　に
「
20
10
」
ま
た
は
「
20
15
」
の
い
ず
れ
か
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
判
断

し
た
理
由
を
答
え
な
さ
い
。
そ
の
際
、
四
分
位
範
囲
が
箱
ひ
げ
図
の
ど
の
部
分
を
表
し
て
い
る
か
に

ふ
れ
て
答
え
な
さ
い
。［
選
択
肢
］

　
体
育
委
員
の
太
郎
さ
ん
は
、
中
学
生
の
握
力
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
図
は
、
太
郎
さ
ん
の

中
学
校
で
実
施
し
た
20
10
年
、
20
15
年
、
20
20
年
の
2
年
生
の
握
力
測
定
の
記
録
を
も
と
に

作
っ
た
箱
ひ
げ
図
で
す
。
い
ず
れ
の
年
も
デ
ー
タ
の
個
数
は
47
個
で
す
。
⑴

　～
　⑷

　に
答
え
な
さ
い
。

３

27
.0

27
.5

28
.0

28
.5

29
.0

29
.5

30
.0

30
.5

31
.0（
kg
）

太
郎
さ
ん
が
作
っ
た
箱
ひ
げ
図

20
10
年

20
15
年

20
20
年

－
6
－

太
郎
さ
ん
は
、
20
15
年
と
20
20
年
の
箱
ひ
げ
図
が
同
じ
な
の
で
、
箱
ひ
げ
図
を
作
る
と
き
に
も
と
に

し
た
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
し
た
。

※
例
え
ば
、
27
.0
～
27
.5
の
区
間
は
、
27
.0
 k
g
以
上
27
.5
 k
g
未
満
の
階
級
を
表
す
。

⑶
　
20
15
年
、
20
20
年
の
二
つ
の
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
正
し
く
説
明
し
て
い
る

の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
答
え
な
さ
い
。

ア
　
30
.0
 k
g以
上
30
.5
 k
g
未
満
の
階
級
に
は
、
ど
ち
ら
の
年
も
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
る
。

イ
　
度
数
が
最
も
多
い
階
級
の
階
級
値
は
、
20
15
年
よ
り
20
20
年
の
方
が
大
き
い
。

ウ
　
中
央
値
が
入
っ
て
い
る
階
級
の
度
数
は
、
ど
ち
ら
の
年
も
同
じ
で
あ
る
。

エ
　
28
.0
 k
g以
上
28
.5
 k
g
未
満
の
階
級
の
累
積
相
対
度
数
は
、
20
20
年
よ
り
20
15
年
の
方
が

大
き
い
。

⑷
　
次
の
文
章
は
、
握
力
に
つ
い
て
調
べ
た
後
の
太
郎
さ
ん
の
振
り
返
り
で
す
。
＜
太
郎
さ
ん
の
振
り

返
り
＞
に
つ
い
て
、

あ
　～

　
う

　に
当
て
は
ま
る
こ
と
ば
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当

な
の
は
、
ア
～
カ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

箱
ひ
げ
図
は
、

あ
　と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
四
分
位
数
や
四
分
位
範
囲
な
ど
を

読
み
取
り
や
す
く
、

い
　な
ど
を
読
み
取
り
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
一
方
、
ヒ
ス
ト

グ
ラ
ム
は
、

い
　や

　
う

　な
ど
を
読
み
取
り
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た
め
、
目
的
に

応
じ
て
二
つ
を
合
わ
せ
て
用
い
る
こ
と
が
必
要
な
場
面
も
あ
る
。

ア
　
あ
　一
つ
の
デ
ー
タ
の
分
布
を
詳
細
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
　
い
　最
大
値
　
う
　範
囲

イ
　
あ
　一
つ
の
デ
ー
タ
の
分
布
を
詳
細
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
　
い
　最
大
値
　
う
　分
布
の
形

ウ
　
あ
　複
数
の
デ
ー
タ
の
分
布
を
一
度
に
比
較
し
や
す
い
　
　
　
　
　
い
　最
大
値
　
う
　範
囲

エ
　
あ
　一
つ
の
デ
ー
タ
の
分
布
を
詳
細
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
　
い
　最
頻
値
　
う
　分
布
の
形

オ
　
あ
　複
数
の
デ
ー
タ
の
分
布
を
一
度
に
比
較
し
や
す
い
　
　
　
　
　
い
　最
頻
値
　
う
　分
布
の
形

カ
　
あ
　複
数
の
デ
ー
タ
の
分
布
を
一
度
に
比
較
し
や
す
い
　
　
　
　
　
い
　最
頻
値
　
う
　範
囲

＜
太
郎
さ
ん
の
振
り
返
り
＞

15 10 5 0
27
.0
27
.5
28
.0
28
.5
29
.0
29
.5
30
.0
30
.5
31
.0（
kg
）

（
人
）

20
15
年

15 10 5 0
27
.0
27
.5
28
.0
28
.5
29
.0
29
.5
30
.0
30
.5
31
.0（
kg
）

（
人
）

20
20
年
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－
7
－

・
 点
O
を
原
点
と
す
る
座
標
平
面
上
に
、
関
数
y
＝
1 2
x2
の
グ
ラ
フ
と
関
数
y
＝
1 6
x2
の

グ
ラ
フ
が
あ
る
。

・
点
A
、
C
、
E
、
G
は
、
関
数
y
＝
1 6
x2
の
グ
ラ
フ
上
に
あ
る
。

・
点
B
、
D
、
F
は
、
関
数
y
＝
1 2
x2
の
グ
ラ
フ
上
に
あ
る
。

・
点
A
、
B
、
C
、
D
、
E
、
F、
G
の
x
座
標
は
正
で
あ
る
。

・
点
A
と
点
B
、
点
C
と
点
D
、
点
E
と
点
F
の
x
座
標
は
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
。

・
点
B
と
点
C
、
点
D
と
点
E
、
点
F
と
点
G
の
y
座
標
は
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い
。

・
点
A
、
B
、
C
を
結
び
、
三
角
形
A
BC
を
つ
く
る
。

・
点
E
、
F、
G
を
結
び
、
三
角
形
EF
G
を
つ
く
る
。

【
図
の
説
明
】

　
図
の
よ
う
に
、
関
数
y
＝
1 2
x2
の
グ
ラ
フ
と
関
数
y
＝
1 6
x2
の
グ
ラ
フ
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
の

グ
ラ
フ
上
の
点
を
結
ん
で
で
き
る
二
つ
の
三
角
形
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
間
の
関
係
を
考
え
ま
す
。

⑴
　～

　⑷
　に
答
え
な
さ
い
。

４

y
＝
1 2
x2

y
＝
1 6
x2

F
G

D

B
C

A
O

x

y

E

－
8
－

⑴
　
a
を
正
の
定
数
と
す
る
と
き
、
関
数
y
＝
ax

2
に
関
し
て
述
べ
た
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
の
文
に
つ
い
て
、

内
容
の
正
誤
を
表
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
カ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ

答
え
な
さ
い
。

Ⅰ
　
x
の
変
域
が
－
1
≦
x
≦
2
の
と
き
、
y
の
変
域
は
a
≦
y
≦
4a
で
あ
る
。

Ⅱ
　
変
化
の
割
合
は
常
に
一
定
で
あ
る
。

Ⅲ
　
グ
ラ
フ
は
y
軸
に
つ
い
て
対
称
で
あ
る
。

ア
　
Ⅰ
の
み
正
し
い
。
　
　
　
　
イ
　
Ⅱ
の
み
正
し
い
。
　
　
　
　
ウ
　
Ⅲ
の
み
正
し
い
。

エ
　
Ⅰ
と
Ⅱ
の
み
正
し
い
。
　
　
オ
　
Ⅰ
と
Ⅲ
の
み
正
し
い
。
　
　
カ
　
Ⅱ
と
Ⅲ
の
み
正
し
い
。

⑵
　
点
A
の
x
座
標
を
tと
す
る
と
き
、
点
C
の
y
座
標
を
tを
用
い
て
表
し
な
さ
い
。

⑶
　
次
の
こ
と
が
ら
は
、
3
点
A
、
B
、
C
の
座
標
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

あ
　、

い
　に

適
当
な
数
を
書
き
な
さ
い
。

点
B
の
y
座
標
は
、
点
A
の
y
座
標
の

　
あ

　倍
に
な
っ
て
い
る
。

点
C
の
y
座
標
も
、
点
A
の
y
座
標
の

　
あ

　倍
に
な
っ
て
い
る
。

y
は
x
の
2
乗
に
比
例
す
る
の
で
、

点
C
の
x
座
標
は
、
点
A
の
x
座
標
の

　
い

　倍
に
な
っ
て
い
る
。

⑷
　
△
EF
G
の
面
積
は
、
△
A
BC
の
面
積
の
何
倍
か
を
求
め
な
さ
い
。
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9
－

　
図
の
よ
う
に
、
１
辺
の
長
さ
が
4 
cm
の
正
方
形
A
BC
D
が
あ
り
、
辺
BC
の
中
点
を
E
と
し
、

線
分
A
E
を
１
辺
と
す
る
正
方
形
A
EF
G
を
か
き
ま
す
。
点
A
と
点
C
、
点
A
と
点
F、
点
C
と

点
F
を
そ
れ
ぞ
れ
結
び
、
線
分
EF
と
線
分
AC
の
交
点
を
H
と
し
ま
す
。
⑴

　～
　⑸

　に
答
え
な

さ
い
。

５

A
D

B

4 
cm

C

F

G

E

H

－
10
－

⑴
　
線
分
A
E
の
長
さ
を
求
め
な
さ
い
。

⑵
　
△
A
H
F
∽
△
EH
C
を
証
明
し
な
さ
い
。

⑶
　
∠
AC
F
の
大
き
さ
を
求
め
な
さ
い
。

⑷
　
線
分
C
H
の
長
さ
を
求
め
な
さ
い
。

⑸
　
3 
点
A
、
E
、
F
を
通
る
円
の
中
心
を
P、
3 
点
C
、
F、
H
を
通
る
円
の
中
心
を
Q
と
し
ま
す
。

こ
の
と
き
、
線
分
PQ
の
長
さ
を
求
め
な
さ
い
。
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４ 理 科 
（１）出題のねらい 

ア 全般的なねらい 

自然の事物・現象に関する基礎的・基本的な概念や原理・法則についての知識・

理解の程度と、観察・実験などを通しての科学的な思考力、判断力、表現力等をみ

るために、第１分野、第２分野にわたって幅広く出題している。 

 

イ 問いごとのねらい 

１ 各分野の基礎的・基本的内容についての知識・理解の程度をみるとともに、身

近な事物・現象について科学的に判断する力をみる。 

 

２ 岩石や火山、地層のでき方に関する内容についての知識・理解の程度をみると

ともに、火成岩のもととなるマグマの性質と火山の形との関連性を見いだして表

現するなど、科学的に思考・判断する力や表現する力をみる。 

 

３ 食事と栄養に関する会話をもとに、食物に含まれる物質の分解や吸収について

の知識・理解の程度をみるとともに、実験の条件設定や結果予想を行う過程を通

して、科学的に思考する力や判断する力をみる。 

 

４ 酸化物の還元に関する実験を通して、酸化と還元に関する知識・理解の程度を

みるとともに、反応する物質の量的な関係について規則性を見いだすなど、科学

的に思考・判断する力や表現する力をみる。 

 

５ 実験や会話をもとに、物体にはたらく力と物体の運動に関する知識・理解の程

度をみるとともに、実際に身の回りで起こる現象を学習した事項と関連付けて、

科学的に思考・判断する力や表現する力をみる。 

 

 

（２）結果の概要と授業改善の視点等 

ア 結果の概要 

 自然の事物・現象に関する基礎的・基本的な知識・理解の程度をみる設問では、全般

的に正答率が高かった。 

 表やグラフのデータを利用して計算をする力をみる設問や、現象を科学的な視点で

捉え、既習の知識を組み合わせて現象を説明する力をみる設問では、正答率が低いも

のもあった。全体的に無答率は低かった。 
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 イ 授業改善の視点等 

    

 

〔大問３(3)② 正答：ａ ○ ｂ × ｃ × ｄ ×     正答率：50.5%〕 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈分析〉大問３(3)は、酵素の性質を調べる実験を通して、科学的に探究する力をみる

設問である。対照実験の条件を設定する大問３(3)①は、正答率が 81.0％であるのに対

し、その結果を予想する大問３(3)②は 50.5％と正答率が伸びなかった。このことから、

対照実験の意義についての理解とともに、仮説を立て、見通しをもって実験を計画する

など、科学的に探究する力の育成に課題があると考えられる。 

〈視点〉観察、実験を行う際には、生徒に結果のみについて考察させるのではなく、あ

らかじめ、何のために観察、実験を行うのか、観察、実験ではどのような結果が予想さ

れるのかを考えさせるといった、行う実験の意義を生徒に理解させ、学習を進めること

が重要である。 

対照実験の設定については、どのような条件であれば対照実験として成立するのかを

考えさせるために、例えば、いくつかの実験条件を提示し、それぞれの条件を比較して

分かることを考えさせる場面を設定する指導が考えられる。また、生徒が学習を通じて、

理科の見方・考え方をより豊かで確かなものにしていくために、観察、実験を行う際に、

生徒自身が仮説を立て、その仮説を検証するための方法を立案できるようにする。その

上で、仮説や観察、実験の方法を生徒同士で互いに評価させたり、教師が科学的な視点

から指摘を行って、生徒に観察、実験の方法を再検討させたりするなどの活動を取り入

れることも考えられる。 

見通しをもって観察、実験を行うなど、理科の見方・考え方を働かせて、科学的に探究

する力を養うための指導の充実 

- 86 -



選
択

短
答

記
述

(1) ウ 2 ○ 57.0 0.0 43.0 0.0

(2) イ 2 ○ 88.5 0.0 11.5 0.0

(3) イ 2 ○ 91.5 0.0 8.5 0.0

(4) ア 2 ○ 61.0 0.0 39.0 0.0

(5) エ 2 ○ 74.0 0.0 26.0 0.0

(6) エ 2 ○ 54.5 0.0 45.5 0.0

(7) 日食　ウ　　月食　ア 2 ○ 65.5 2.5 32.0 0.0

(8) 55 2 ○ 61.0 0.0 34.0 5.0

(1)① 斑状組織 2 ○ 69.5 6.0 21.5 3.0

(1)② イ 2 ○ 64.5 0.0 35.0 0.5

(2) 4 ○ 28.5 35.0 33.5 3.0

(3) ウ　ア　エ　オ　イ 2 ○ 47.5 0.0 52.0 0.5

(4) ウ 3 ○ 75.5 0.0 24.0 0.5

(1)① エ 2 ○ 89.5 0.0 10.5 0.0

(1)② 脂肪酸 2 ○ 71.5 1.0 23.5 4.0

(2)① 3 ○ 77.0 14.0 6.0 3.0

(2)② イ 2 ○ 40.0 0.0 59.5 0.5

(3)① 水 2 ○ 81.0 0.5 15.0 3.5

(3)② ａ　○　ｂ　×　ｃ　×　ｄ　× 2 ○ 50.5 0.0 49.0 0.5

(1) イ 2 ○ 83.5 0.0 16.5 0.0

(2) 還元 2 ○ 85.5 5.5 8.5 0.5

(3) 2CuO + C → 2Cu + CO2 2 ○ 65.5 2.5 29.0 3.0

(4) 2 ○ 71.0 5.5 21.5 2.0

(5)① エ 2 ○ 41.5 0.0 58.5 0.0

(5)② ※グラフ記述 3 ○ 41.0 3.0 48.5 7.5

(5)③ 6.4 2 ○ 25.0 0.0 65.0 10.0

(1) 慣性 2 ○ 88.0 0.5 9.5 2.0

(2) 50 2 ○ 61.5 0.0 34.0 4.5

(3) ※作図記述 2 ○ 76.5 0.5 22.5 0.5

(4) ウ 2 ○ 65.5 0.0 34.5 0.0

(5)① 2 ○ 66.5 2.5 26.5 4.5

(5)② Ｘ　ｂ　　 Ｙ　ｃ　　 Ｚ　ｄ 3 ○ 47.0 4.5 47.5 1.0

（３）応答率

大問 小問 正　答　例 配点例

(点)

形式 応　答　率　（％）

正答としたもの
部分点を
与えたもの

誤答としたもの 無　答

位置エネルギーをもってお
り、それが運動エネルギー
に変換される

空気中の酸素により、再び
酸化する

5

1

2

3

4

Ｐ　柔毛
Ｑ　表面積が大きく

特徴　ウ
90％と大きいので、岩石の
もととなるマグマの粘り気
が非常に大きく、溶岩が流
れにくいため。

大陸プレートの下に海洋

 

0.15 0.30 0.45 0.60 0.75

2.0

1.5

1.0

0.5

0 0
0

混合した炭素の質量〔g〕 

〔g〕 

発
生
し
た
二
酸
化
炭
素
の
質
量

の
質
量 

4 (5)② グラフ記述

 

5 (3) 作図記述
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⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺
日
食

月
食

⑻
（
％
）

１
⑴
①

⑴
②

⑵
①

Ｐ

⑵
②

⑶
①

⑶
②

３

⑴
①

⑴
② ⑵

特
徴 火
成
岩
Ⅰ
に
含
ま
れ
る
無
色
鉱
物
の
割
合
は
、

⑶ ⑷

２

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸
①

⑸
②

⑸
③

４

発 生 し た 二 酸 化 炭 素 の 質 量
〔
g

受
検

番
号

（
算
用
数
字
）

志 願 校
解

答 ① ② ①
Ｐ
 

Ｑ

② ① ②
ａ

ｂ
ｃ

ｄ

⑴
の
法
則

⑵
（
cm
/s
）

⑶ ⑷ ⑸
①

⑸
②

Ｘ
Ｙ

Ｚ

５

① ② ③
（
g）

発 生 し た 二 酸 化 炭 素 の 質 量
〔
g〕

0.
75

0.
60

0.
45

0.
30

0.
15

0

2.
0

1.
5

1.
0

0.
5 0

混
合
し
た
炭
素
の
質
量
〔
g〕

※

用
紙
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－
1
－

⑴
　
図
１
の
よ
う
に
北
の
方
角
を
さ
す
磁
針
を
、
図
２
の
棒
磁
石
の
ま
わ
り
に
置
き
ま
す
。
磁
針
が
図
３
の

よ
う
に
な
る
位
置
は
、
図
２
の
ア
～
オ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

⑵
　
図
４
の
よ
う
に
、
半
円
形
の
ガ
ラ
ス
に
向
か
っ
て
空
気
中
を
進
む
光
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
光
が
半
円

形
の
ガ
ラ
ス
に
入
射
し
た
後
の
、
光
の
進
み
方
を
表
す
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
図
４
の
ア
～

エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

⑶
　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
に
液
体
の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
入
れ
て
、
で
き
る
だ
け
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て

袋
の
口
を
閉
じ
、
袋
に
90
℃
の
湯
を
か
け
る
と
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
が
大
き
く
膨
ら
み
ま
し
た
。

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
が
膨
ら
ん
だ
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
ウ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。

一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
エ
タ
ノ
ー
ル
粒
子
の
大
き
さ
が
大
き
く
な
っ
た
か
ら
。

イ
　
エ
タ
ノ
ー
ル
粒
子
の
運
動
が
激
し
く
な
り
、
粒
子
ど
う
し
の
間
隔
が
広
が
っ
た
か
ら
。

ウ
　
エ
タ
ノ
ー
ル
粒
子
の
数
が
増
え
た
か
ら
。

⑷
　
原
子
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
と
し
て
正
し
い
も
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ

答
え
な
さ
い
。

ア
　
身
の
回
り
に
あ
る
す
べ
て
の
物
質
は
、
原
子
か
ら
で
き
て
い
る
。

イ
　
同
じ
元
素
で
あ
れ
ば
、
原
子
核
に
含
ま
れ
る
中
性
子
の
数
は
必
ず
等
し
い
。

ウ
　
原
子
が
電
子
を
１
個
失
う
と
、
マ
イ
ナ
ス
の
電
気
を
帯
び
た
陰
イ
オ
ン
に
な
る
。

エ
　
原
子
は
、
化
学
変
化
に
よ
っ
て
他
の
種
類
の
原
子
に
変
化
す
る
。

図
３

図
１北

図
２

Ｎ
ア

イ
ウ

エ

オ
Ｓ

図
４

ア
イ
ウ

エ

空
気
中
を
進
む
光 空
気 ガ
ラ
ス

空
気
と
ガ
ラ
ス
の
境
界
面
に
垂
直
な
線

次
の
⑴
～
⑻
に
答
え
な
さ
い
。

１

－
2
－

⑸
　
単
子
葉
類
と
双
子
葉
類
の
特
徴
に
つ
い
て
、
図
５
の
Ａ
と
Ｂ
は
茎
の
横
断
面
を
、
Ｃ
と
Ｄ
は
根
の
よ

う
す
を
示
し
て
い
ま
す
。
双
子
葉
類
の
特
徴
を
示
す
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ

の
う
ち
の
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

⑹
　
次
の
文
章
の

Ｘ
～

Ｚ
に
当
て
は
ま
る
こ
と
ば
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、

ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ソ
ラ
マ
メ
の
種
子
を
発
根
さ
せ
て
根
の
細
胞
を
観
察
す
る
と
、
種
子
に
近
い
根
も
と
側
よ
り
も
、

根
の
先
端
付
近
の
方
が
、
細
胞
の
大
き
さ
は

Ｘ
。
こ
れ
は
、
根
の
先
端
付
近
で
細
胞
分
裂
が

行
わ
れ
、
Ｙ

後
、

Ｚ
か
ら
で
あ
る
。

ア
　
Ｘ
　
大
き
い
　
　
Ｙ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
が
成
長
し
た
　
　
Ｚ
　
細
胞
の
数
が
増
え
る

イ
　
Ｘ
　
大
き
い
　
　
Ｙ
　
細
胞
の
数
が
増
え
た
　
　
　
　
　
　
Ｚ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
が
成
長
す
る

ウ
　
Ｘ
　
小
さ
い
　
　
Ｙ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
が
成
長
し
た
　
　
Ｚ
　
細
胞
の
数
が
増
え
る

エ
　
Ｘ
　
小
さ
い
　
　
Ｙ
　
細
胞
の
数
が
増
え
た
　
　
　
　
　
　
Ｚ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
が
成
長
す
る

⑺
　
地
球
と
太
陽
と
月
が
一
直
線
上
に
並
ぶ
と
き
、
日
食
や
月
食
が
観
測
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

地
球
か
ら
日
食
が
観
測
で
き
る
と
き
と
、
月
食
が
観
測
で
き
る
と
き
の
、
地
球
と
太
陽
と
月
の
並
び
順

と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
ウ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
太
陽
　
地
球
　
月
　
　
　
　
イ
　
月
　
太
陽
　
地
球
　
　
　
　
ウ
　
太
陽
　
月
　
地
球

⑻
　
表
は
、
気
温
と
そ
の
気
温
に
お
け
る
飽
和
水
蒸
気
量
を
示
し
て

い
ま
す
。
気
温
が
25
℃
で
、
空
気
１
m
3
に
含
ま
れ
る
水
蒸
気
の

質
量
が
12
.8
 g
で
あ
る
と
き
、
湿
度
は
何
％
で
す
か
。
小
数

第
１
位
を
四
捨
五
入
し
て
、
整
数
で
答
え
な
さ
い
。

茎
の
横
断
面
根
の
よ
う
す

ア
Ａ

Ｃ
イ

Ａ
Ｄ

ウ
Ｂ

Ｃ
エ

Ｂ
Ｄ

Ｂ Ｄ

図
５

Ａ Ｃ

表
気
温

〔
℃
〕

飽
和
水
蒸
気
量

〔
g/
m
3 〕

15
12
.8

20
17
.3

25
23
.1

30
30
.4
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－
3
－

⑴
　
図
１
は
、
あ
る
火
成
岩
の
組
織
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
で
す
。
①
、
②
に
答
え
な
さ
い
。

①
　
図
１
の
よ
う
な
火
成
岩
の
つ
く
り
を
何
と
い
い
ま
す
か
。

②
　
図
１
の
火
成
岩
の
で
き
方
を
説
明
し
た
次
の
文
章
の

Ｓ
～

Ｕ
に

当
て
は
ま
る
こ
と
ば
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の

う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

地
下
深
く
の
マ
グ
マ
の
中
で
鉱
物
が
成
長
し
、
比
較
的
大
き
な

Ｓ
が
で
き
る
。
そ
の

マ
グ
マ
が
地
表
の
近
く
に
上
昇
す
る
と
、

Ｔ
冷
や
さ
れ
る
た
め
、

Ｓ
を
取
り
囲
む

よ
う
に
小
さ
な
鉱
物
や
ガ
ラ
ス
の
部
分
で
あ
る

Ｕ
が
で
き
る
。

ア
　
Ｓ
　
斑
晶
　
　
　
Ｔ
　
ゆ
っ
く
り
　
　
　
Ｕ
　
石
基

イ
　
Ｓ
　
斑
晶
　
　
　
Ｔ
　
急
に
　
　
　
　
　
Ｕ
　
石
基

ウ
　
Ｓ
　
石
基
　
　
　
Ｔ
　
ゆ
っ
く
り
　
　
　
Ｕ
　
斑
晶

エ
　
Ｓ
　
石
基
　
　
　
Ｔ
　
急
に
　
　
　
　
　
Ｕ
　
斑
晶

⑵
　
表
は
、
特
徴
の
異
な
る
三
つ
の
火
山
で
採
集
し
た
３
種
類
の
火
成
岩
Ⅰ
～
Ⅲ
に
含
ま
れ
る
無
色
鉱
物
と

有
色
鉱
物
の
割
合
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
図
２
に
示
す
三
つ
の
火
山
の
特
徴
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
の

火
成
岩
Ⅰ
～
Ⅲ
を
採
集
し
た
火
山
の
特
徴
の
い
ず
れ
か
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
表
の
火
成
岩
Ⅰ
を
採
集

し
た
火
山
の
特
徴
は
、
図
２
の
ア
～
ウ
の
う
ち
の
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
火
成
岩
Ⅰ

を
採
集
し
た
火
山
が
そ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
理
由
を
、
解
答
欄
の
書
き
出
し
に
続
け
て
説
明
し
な
さ
い
。

表
火
成
岩

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
無
色
鉱
物
の
割
合
（
％
）

90
80

60
有
色
鉱
物
の
割
合
（
％
）

10
20

40

ア
イ

ウ

図
２

図
１

傾
斜
が
ゆ
る
や
か
な
形

円
錐す
い

形
ド
ー
ム
状
の
形

火
成
岩
と
火
山
の
特
徴
お
よ
び
、
地
層
の
で
き
方
に
つ
い
て
、
⑴
～
⑷
に
答
え
な
さ
い
。

２

－
4
－

⑶
　
図
３
は
、
あ
る
露
頭
で
観
察
で
き
る
地
層
の
よ
う
す
を
模
式
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。
図
３
の
地
層
が

で
き
る
ま
で
に
起
こ
っ
た
ア
～
オ
の
で
き
ご
と
を
、
起
こ
っ
た
年
代
が
古
い
順
に
左
か
ら
並
べ
な
さ
い
。

た
だ
し
、
図
３
の
地
層
で
は
地
層
の
上
下
の
逆
転
は
な
い
も
の
と
し
、
Ｘ
面
は
、
過
去
に
風
化
、
侵
食
の

影
響
を
受
け
た
不
規
則
な
凹
凸
面
で
す
。

ア
　
火
山
灰
が
堆
積
し
た
。

イ
　
Ａ
層
が
堆
積
し
た
。

ウ
　
Ｂ
層
が
堆
積
し
た
。

エ
　
地
震
に
よ
り
断
層
が
で
き
た
。

オ
　
Ｘ
面
が
形
成
さ
れ
た
。

図
３

⑷
　
図
４
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
た
地
点
Ａ
～
Ｃ
の
位
置
を
示
し
た
略
地
図
で
あ
り
、
曲
線
は

等
高
線
を
、
数
値
は
標
高
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
５
は
、
図
４
の
地
点
Ａ
と
地
点
Ｃ
で
行
っ
た

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
、
柱
状
図
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
図
４
の
地
点
Ｂ
で
行
っ
た
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
の
結
果
を
、
柱
状
図
に
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ

で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
図
４
の
地
域
の
地
層
は
水
平
で
あ
り
、
地
層
の
上
下
の
逆
転
や

し
ゅ
う
曲
、
断
層
は
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

地
表

Ｘ
面

Ｂ
層

断
層

Ａ
層

火
山
灰

の
層

Ａ
Ｂ

Ｃ
30
0m

28
0m

26
0m

24
0m

22
0m

図
４

図
５

地 表 か ら の 深 さ
〔
m
〕

凝
灰
岩

地
点
Ａ
地
点
Ｃ

れ
き
岩

砂
岩

泥で
い

岩

0 20 40 60 80 10
0

地 表 か ら の 深 さ
〔
m
〕

0 20 40 60 80 10
0

ア
イ

ウ
エ
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＜
話
し
合
い
＞

奈
津
：
 理
科
の
授
業
で
、
⒜
食
物
中
に
含
ま
れ
る
物
質
は
、
消
化
酵
素
に
よ
っ
て
体
内
に
吸
収

さ
れ
や
す
い
物
質
に
分
解
さ
れ
、
⒝
小
腸
な
ど
で
吸
収
さ
れ
る
と
学
ん
だ
よ
。
食
物
に

含
ま
れ
る
物
質
に
よ
っ
て
、
分
解
や
吸
収
の
さ
れ
方
が
違
っ
て
い
た
よ
ね
。

栄
一
：
 よ
し
、
家
庭
科
の
調
理
実
習
で
つ
く
っ
た
ブ
タ
肉
の
シ
ョ
ウ
ガ
焼
き
を
題
材
に
し
て
、

食
物
に
含
ま
れ
る
物
質
が
ど
の
よ
う
に
か
ら
だ
に
取
り
込
ま
れ
る
か
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

奈
津
：
 ブ
タ
肉
に
含
ま
れ
る
お
も
な
成
分
は
、
タ
ン
パ
ク
質
と
脂
肪
だ
ね
。
調
理
法
や
食
物
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
栄
養
素
の
吸
収
効
率
が
変
わ
る
と
聞
い
た
よ
。

栄
一
：
 調
理
実
習
の
と
き
に
先
生
が
、
シ
ョ
ウ
ガ
に
は
消
化
酵
素
が
含
ま
れ
て
い
て
、
ブ
タ
肉
を

柔
ら
か
く
す
る
は
た
ら
き
も
あ
る
と
言
っ
て
い
た
よ
。
シ
ョ
ウ
ガ
の
絞
り
汁
に
含
ま
れ
る

消
化
酵
素
は
、
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
肪
の
分
解
に
影
響
す
る
の
か
な
。

奈
津
：
 ⒞
ブ
タ
の
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
で
き
て
い
る
ゼ
ラ
チ
ン
の
ゼ
リ
ー
と
、
ブ
タ
の
脂
肪
か
ら

で
き
て
い
る
ラ
ー
ド
の
塊
を
使
っ
て
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
絞
り
汁
に
含
ま
れ
る
消
化
酵
素
に

つ
い
て
、
実
際
に
調
べ
て
み
よ
う
。

⑴
　
下
線
部
⒜
に
つ
い
て
、
①
、
②
に
答
え
な
さ
い
。

①
　
だ
液
に
含
ま
れ
る
消
化
酵
素
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
物
質
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も

適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

消
化
酵
素

物
質

ア
ト
リ
プ
シ
ン

タ
ン
パ
ク
質

イ
ト
リ
プ
シ
ン

デ
ン
プ
ン

ウ
ア
ミ
ラ
ー
ゼ

タ
ン
パ
ク
質

エ
ア
ミ
ラ
ー
ゼ

デ
ン
プ
ン

②
　
脂
肪
は
、
す
い
液
に
含
ま
れ
る
リ
パ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
二
つ
の
物
質
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
脂
肪
が

リ
パ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
て
で
き
る
の
は
、
モ
ノ
グ
リ
セ
リ
ド
と
何
と
い
う
物
質
で
す
か
。

⑵
　
下
線
部
⒝
に
つ
い
て
、
①
、
②
に
答
え
な
さ
い
。

①
　
次
の
文
章
の

Ｐ
と

Ｑ
に
当
て
は
ま
る
適
当
な
語
や
内
容
を
答
え
な
さ
い
。

消
化
酵
素
に
よ
り
分
解
さ
れ
た
物
質
は
、
小
腸
内
側
の
壁
か
ら
吸
収
さ
れ
る
。
小
腸
内
側
の

壁
に
は
ひ
だ
が
あ
り
、
そ
の
表
面
に
は

Ｐ
と
い
う
小
さ
な
突
起
が
み
ら
れ
る
。

ひ
だ
や

Ｐ
が
あ
る
こ
と
で
、
小
腸
内
側
の
壁
の

Ｑ
な
る
た
め
、
生
命
活
動
に

必
要
な
物
質
を
効
率
よ
く
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
奈
津
さ
ん
と
栄
一
さ
ん
は
、
食
事
と
栄
養
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
た
め
に
話
し
合
い
を

し
て
い
ま
す
。
⑴
～
⑶
に
答
え
な
さ
い
。

３

－
6
－

②
　
吸
収
さ
れ
た
物
質
が
、
ど
の
よ
う
に
運
搬
さ
れ
た
り
、
利
用
さ
れ
た
り
す
る
の
か
を
説
明
し
た

文
と
し
て
誤
っ
て
い
る
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
血
管
を
通
っ
て
細
胞
に
運
ば
れ
た
ブ
ド
ウ
糖
な
ど
か
ら
、
細
胞
呼
吸
（
細
胞
に
よ
る
呼
吸
）
に

よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
取
り
出
さ
れ
る
。

イ
　
ブ
ド
ウ
糖
の
一
部
は
、
腎
臓
で
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
と
い
う
物
質
に
合
成
さ
れ
て
蓄
え
ら
れ
る
。

ウ
　
ア
ミ
ノ
酸
の
一
部
は
、
タ
ン
パ
ク
質
に
合
成
さ
れ
て
必
要
な
場
所
に
送
ら
れ
る
。

エ
　
脂
肪
が
リ
パ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
て
で
き
た
二
つ
の
物
質
は
、
吸
収
さ
れ
た
後
、
再
び

脂
肪
に
な
っ
て
リ
ン
パ
管
に
入
る
。

⑶
　
下
線
部
⒞
に
つ
い
て
、
図
の
よ
う
に
試
料
Ａ
を
試
料
Ｂ
の
中
に
入
れ
、
試
料
Ａ
に
変
化
が
起
こ
る

か
を
調
べ
る
実
験
を
計
画
し
ま
し
た
。
表
の
よ
う
に
条
件
を
考
え
、
対
照
実
験
と
し
て
条
件
Ⅲ
と
条
件
Ⅳ

を
設
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
①
、
②
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
絞
り
汁
は
加
熱

し
て
い
な
い
も
の
を
使
用
し
、
ゼ
ラ
チ
ン
の
ゼ
リ
ー
や
ラ
ー
ド
の
塊
に
影
響
を
与
え
な
い
温
度
で
実
験
を

行
う
も
の
と
し
ま
す
。

①
　
対
照
実
験
で
あ
る
条
件
Ⅲ
と
条
件
Ⅳ
の
試
料
Ｂ
と
し
て
、
何
を
準
備
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
か
。
表
の

に
入
る
適
当
な
内
容
を
答
え
な
さ
い
。

②
　
結
果
の
ａ
～
ｄ
に
は
、「
変
化
あ
り
」、
「
変
化
な
し
」
の
ど
ち
ら
か
が
入
り
ま
す
。
シ
ョ
ウ
ガ
の

絞
り
汁
に
含
ま
れ
る
消
化
酵
素
が
タ
ン
パ
ク
質
の
み
を
分
解
し
て
い
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が

予
想
さ
れ
ま
す
か
。
予
想
さ
れ
る
結
果
が
、「
変
化
あ
り
」
の
場
合
は
「
○
」
を
、「
変
化
な
し
」
の

場
合
は
「
×
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。

表
条
件
Ⅰ

条
件
Ⅱ

条
件
Ⅲ

条
件
Ⅳ

試
料
Ａ

ゼ
ラ
チ
ン

の
ゼ
リ
ー

ラ
ー
ド
の

塊
ゼ
ラ
チ
ン

の
ゼ
リ
ー

ラ
ー
ド
の

塊

試
料
Ｂ

シ
ョ
ウ
ガ
の
絞
り
汁

＋
水

結
果

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

図
試
料
Ｂ

試
料
Ａ

試
料
Ａ
を
入
れ
る
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＜
太
郎
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
＞

生
活
に
欠
か
せ
な
い
⒜
金
属
の
多
く
は
、
自
然
界
に
お
い
て
単
体
で
は
な
く
酸
化
物
な
ど
の

化
合
物
と
し
て
鉱
石
中
に
存
在
し
て
い
る
。
鉱
石
か
ら
金
属
の
単
体
を
取
り
出
す
製
錬
で
は
、

⒝
酸
化
物
か
ら
酸
素
を
取
り
除
く
反
応
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
酸
化
銅
（
C
uO
）
か
ら

酸
素
を
取
り
除
く
、
次
の
よ
う
な
【
実
験
】
を
行
っ
た
。

【
実
験
】

１
 　
図
の
よ
う
な
装
置
を
用
意
し
、
表
の
よ
う
に
、
黒
色
の

酸
化
銅
の
粉
末
6.
00
 g
と
黒
色
の
炭
素
粉
末
を
混
合
し
て

入
れ
た
試
験
管
Ａ
～
Ｅ
を
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
加
熱
す
る
。

２
 　
各
試
験
管
内
の
反
応
が
完
全
に
止
ま
っ
た
後
に
、
石
灰

水
か
ら
ガ
ラ
ス
管
を
取
り
出
し
て
加
熱
を
や
め
、
⒞
ピ
ン

チ
コ
ッ
ク
で
ゴ
ム
管
を
閉
じ
て
、
密
閉
す
る
。

３
 　
試
験
管
が
十
分
に
冷
え
て
か
ら
、
試
験
管
の
中
に
残
っ

た
固
体
の
質
量
を
測
定
す
る
。

表
試
験
管

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
加
熱
前
の
酸
化
銅
の
質
量
〔
g〕

6.
00

6.
00

6.
00

6.
00

6.
00

混
合
し
た
炭
素
の
質
量
〔
g〕

0.
15

0.
30

0.
45

0.
60

0.
75

加
熱
後
の
試
験
管
の
中
に

残
っ
た
固
体
の
質
量
〔
g〕

5.
60

5.
20

4.
80

4.
95

5.
10

【
結
果
と
考
察
】

試
験
管
の
中
に
は
赤
色
の
銅
が
で
き
て
お
り
、
発
生
し
た
気
体
に
よ
り
石
灰
水
が
白
く
に
ご
っ
た

こ
と
か
ら
、
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

加
熱
後
の
試
験
管
の
中
に
残
っ
た
固
体
の
質
量
は
、
表
の
よ
う
に
な
っ
た
。
質
量
保
存
の
法
則
が

成
り
立
つ
こ
と
を
前
提
に
考
え
る
と
、
加
熱
後
の
試
験
管
Ａ
の
中
に
残
る
固
体
の
質
量
は
、
反
応

前
後
で
変
わ
ら
ず
6.
15
 g
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
残
っ
た
固
体
の
質
量
は
5.
60
 g
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
反
応
に
よ
り
生
じ
た
物
質
の
一
つ
が
二
酸
化
炭
素
だ
っ
た
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
試
験
管
に
入
れ
た
酸
化
銅
と
炭
素
を
合
わ
せ
た
質
量
か
ら
、
加
熱
後
の
試
験
管
の
中
に

残
っ
た
固
体
の
質
量
を
差
し
引
く
と
、
発
生
し
た
二
酸
化
炭
素
の
質
量
が
得
ら
れ
る
。

図
石
灰
水

ガ
ラ
ス
管

ピ
ン
チ
コ
ッ
ク

ゴ
ム
管

混
合
し
た
酸
化
銅

と
炭
素
の
粉
末

次
は
、
科
学
部
に
所
属
す
る
太
郎
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
で
す
。
⑴
～
⑸
に
答
え
な
さ
い
。

４

－
8
－

⑴
　
下
線
部
⒜
に
つ
い
て
、
金
属
の
元
素
は
ア
～
オ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
H
　
　
　
イ

Zn
　
　
　
ウ

O
　
　
　
エ

C
　
　
　
オ

C
l

⑵
　
下
線
部
⒝
の
よ
う
な
化
学
変
化
を
何
と
い
い
ま
す
か
。

⑶
　
酸
化
銅
（
C
uO
）
と
炭
素
が
反
応
し
て
銅
と
二
酸
化
炭
素
が
生
じ
る
と
き
の
反
応
を
、
化
学
反
応
式
で

表
し
な
さ
い
。

⑷
　【
実
験
】
に
お
い
て
、
下
線
部
⒞
の
操
作
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
試
験
管
の
中
に
で
き
た
銅
の

一
部
が
再
び
黒
く
な
り
ま
す
。
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
次
の
文
の

に
適
当
な
内
容
を
答
え

な
さ
い
。

試
験
管
の
中
の
銅
が
、

た
め
。

⑸
　【
結
果
と
考
察
】
を
も
と
に
、
①
～
③
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、【
実
験
】
で
は
酸
化
銅
と
炭
素
の

間
で
の
み
反
応
が
起
こ
り
、
ど
の
試
験
管
で
も
酸
化
銅
と
炭
素
の
少
な
く
と
も
一
方
は
、
完
全
に
反
応

し
た
も
の
と
し
ま
す
。

①
　
加
熱
後
の
試
験
管
Ａ
の
中
に
残
っ
た
固
体
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ

で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
銅
の
み
　
　
　
イ
　
炭
素
の
み
　
　
　
ウ
　
炭
素
と
銅
　
　
　
エ
　
銅
と
酸
化
銅

②
　
混
合
し
た
炭
素
の
質
量
と
発
生
し
た
二
酸
化
炭
素
の
質
量
の
関
係
を
表
し
た
グ
ラ
フ
を
か
き
な

さ
い
。

③
　
酸
化
銅
の
粉
末
8.
00
 g
と
炭
素
粉
末
0.
60
 g
を
混
合
し
て
、
同
様
の
【
実
験
】
を
行
っ
た
と
き
、

加
熱
後
の
試
験
管
の
中
に
残
る
固
体
の
質
量
は
何
gに
な
り
ま
す
か
。
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－
9
－

実
験
Ⅰ

・
 図
１
の
よ
う
に
、
水
平
な
机
に
力
学
台
車
を
置
き
、
記
録
タ
イ
マ
ー
（
１
秒
間
に
60
回
打
点
す
る

も
の
）
に
通
し
た
記
録
テ
ー
プ
を
力
学
台
車
に
と
り
つ
け
た
。

・
 力
学
台
車
を
手
で
押
し
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
手
を
離
し
た
。

・
 力
学
台
車
の
運
動
が
記
録
さ
れ
た
記
録
テ
ー
プ
を
６
打
点
ご
と
に
区
切
り
、
長
さ
を
図
２
の
よ
う
に

ま
と
め
た
。

実
験
Ⅱ

・
 図
３
の
よ
う
な
レ
ー
ル
を
用
い
た
装
置
を
作
成
し
、
レ
ー
ル
の
水
平
部
分
に
木
片
を
置
い
た
。

・
 レ
ー
ル
の
斜
面
上
に
、
球
を
静
か
に
置
い
て
手
を
離
す
と
、
球
は
レ
ー
ル
に
沿
っ
て
移
動
し
、

木
片
と
衝
突
し
て
木
片
を
動
か
し
た
の
ち
、
木
片
と
と
も
に
静
止
し
た
。

・
 レ
ー
ル
の
斜
面
上
の
点
Ａ
～
Ｄ
の
位
置
に
、
同
じ
球
を
静
か
に
置
い
て
手
を
離
し
、
球
の
衝
突
に

よ
っ
て
、
木
片
が
動
い
た
距
離
を
そ
れ
ぞ
れ
測
定
し
た
。

⑴
　
物
体
に
力
が
は
た
ら
い
て
い
な
い
か
、
力
が
は
た
ら
い
て
い
て
も
、
は
た
ら
い
て
い
る
力
が
つ
り

合
っ
て
い
る
と
き
、
運
動
し
て
い
る
物
体
は
等
速
直
線
運
動
を
続
け
、
静
止
し
て
い
る
物
体
は
静
止

し
続
け
ま
す
。
こ
の
法
則
を
何
と
い
い
ま
す
か
。

図
１

記
録
タ
イ
マ
ー

記
録
テ
ー
プ

力
学
台
車

図
２

６ 打 点 ご と の 長 さ
〔
cm
〕

6 5 4 3 2 1 0

図
３

レ ー ル の 高 さ
〔
cm
〕

木
片
が
動
い
た
距
離

40 30 20 10 0

Ａ球

レ
ー
ル

木
片

静
止
し
た

球
と
木
片

Ｂ

Ｄ

Ｃ

　
花
子
さ
ん
は
、
物
体
に
は
た
ら
く
力
と
物
体
の
運
動
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
に
、
実
験
Ⅰ
と

実
験
Ⅱ
を
行
い
ま
し
た
。
⑴
～
⑸
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
力
学
台
車
と
球
が
受
け
る
摩
擦
や

空
気
の
抵
抗
、
お
よ
び
記
録
テ
ー
プ
の
重
さ
や
摩
擦
は
考
え
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

５

－
10
－

⑵
　
実
験
Ⅰ
に
お
い
て
、
力
学
台
車
が
等
速
直
線
運
動
を
し
て
い
る
と
き
の
、
力
学
台
車
の
速
さ
は

何
cm
/s
で
す
か
。

⑶
　
図
４
の
矢
印
は
、
斜
面
上
の
球
に
は
た
ら
く
重
力
の
大
き
さ

と
向
き
を
模
式
的
に
表
し
た
も
の
で
す
。
球
に
は
た
ら
く
重
力

を
、
斜
面
に
平
行
な
方
向
と
斜
面
に
垂
直
な
方
向
に
分
解
し
た

と
き
の
分
力
を
、
解
答
欄
に
矢
印
で
そ
れ
ぞ
れ
か
き
な
さ
い
。

⑷
　
実
験
Ⅱ
に
つ
い
て
、
点
Ａ
～
Ｄ
の
位
置
で
球
を
離
し
た
と
き
の
、
木
片
が
動
い
た
距
離
を
表
し
て

い
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
イ

ウ
エ

⑸
　
自
転
車
専
用
の
コ
ー
ス
（
ト
ラ
ッ
ク
）
を
走
る
自
転
車
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
を
観
戦
し
た
花
子
さ
ん
が
、

先
生
と
会
話
を
し
て
い
ま
す
。
①
、
②
に
答
え
な
さ
い
。

＜
会
話
＞

花
子
：
 自
転
車
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
を
観
戦
し
て
い
て
疑
問
に

思
っ
た
の
で
す
が
、
走
路
の
傾
斜
に
は
ど
ん
な
意
味
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

先
生
：
 自
転
車
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
の
走
路
の
傾
斜
を
模
式
的
に

表
す
と
、
図
５
の
よ
う
に
ト
ラ
ッ
ク
の
内
側
は
低
く
、

外
側
に
な
る
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
の

外
側
を
走
る
選
手
は
、
内
側
を
走
る
選
手
よ
り
も
高
い

位
置
に
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

花
子
：
 高
い
位
置
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
低
い
位
置
へ
移
動
す
る
と
き
、
内
側
の
選
手
よ
り
も

大
き
な

か
ら
、
速
さ
が
大
き
く
な
る
の
で
す
ね
。
そ
う
い
え
ば
、
外
側
か
ら

内
側
へ
下
っ
て
、
内
側
の
選
手
を
追
い
こ
す
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

先
生
：
 傾
斜
を
そ
の
よ
う
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
　
＜
会
話
＞
の

に
適
当
な
内
容
を
、「
変
換
」
と
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
語
を
用
い
て

答
え
な
さ
い
。

木
片
が
動
い
た
距
離
〔
cm
〕

0
5
10
15
20

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

木
片
が
動
い
た
距
離
〔
cm
〕

0
5
10
15
20

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

木
片
が
動
い
た
距
離
〔
cm
〕

0
5
10
15
20

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

木
片
が
動
い
た
距
離
〔
cm
〕

0
5
10
15
20

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 図
５

外
側

内
側

高

低

外
側
を

走
る
選
手

内
側
を

走
る
選
手

図
４

球
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－
11
－

＜
会
話
の
つ
づ
き
＞

先
生
：
 他
に
も
、
自
転
車
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
維
持
し
た
ま
ま
コ
ー
ナ
ー
を
曲
が
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
図
６
の
模
式
図
の
よ
う
に
、
ト
ラ
ッ
ク
を
進
む
物
体
（

）
を
上
か
ら

見
て
み
ま
し
ょ
う
。
傾
斜
が
な
い
場
合
、
コ
ー
ナ
ー
に
入
る
と
、
物
体
は
Ａ
の
方
向
に

進
み
続
け
よ
う
と
す
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の
外
側
の
方
へ
と
進
み
、
コ
ー
ス
か
ら
外
れ

そ
う
に
な
り
ま
す
。

花
子
：
 も
し
か
し
て
、
傾
斜
が
あ
る
と
コ
ー
ス
か
ら

外
れ
に
く
く
な
る
の
で
す
か
。
図
６
に
お
い

て
、
Ｂ
の
向
き
、
つ
ま
り
ト
ラ
ッ
ク
の
内
側

に
向
け
て
力
が
は
た
ら
い
て
い
れ
ば
、
ス

ピ
ー
ド
を
維
持
し
た
ま
ま
コ
ー
ナ
ー
を
曲
が

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

先
生
：
 良
い
と
こ
ろ
に
着
目
し
ま
し
た
ね
。
図
７
の
模
式
図
の
よ
う
に
、
走
路
を
進
む
物
体
（

）
を

進
行
方
向
の
真
後
ろ
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
物
体
が
同
じ
高
さ
の
ま
ま
前
方
に
進
ん
で

い
る
と
き
、
傾
斜
が
な
い
場
合
と
あ
る
場
合
に
お
け
る
、
物
体
に
は
た
ら
く
垂
直
抗
力
の

向
き
に
注
目
し
て
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

②
　
花
子
さ
ん
は
、
走
路
上
を
進
む
物
体
に
は
た
ら
く
力
に
つ
い
て
、
図
７
を
使
っ
て
次
の
よ
う
に

考
え
ま
し
た
。

Ｘ
～

Ｚ
に
入
る
最
も
適
当
な
力
の
向
き
は
、
図
７
の
矢
印
ａ
～
ｅ
の

う
ち
の
ど
れ
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

・
走
路
に
傾
斜
が
な
い
場
合

垂
直
抗
力
は

Ｘ
の
向
き
に
は
た
ら
き
、
ｆ
の
向
き
の
力
と
つ
り
合
っ
て
い
る
。

・
走
路
に
傾
斜
が
あ
る
場
合

垂
直
抗
力
は

Ｙ
の
向
き
に
は
た
ら
き
、

Ｘ
の
向
き
と

Ｚ
の
向
き
に
分
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
物
体
が
同
じ
高
さ
の
ま
ま
前
方
に
進
む
と
き
、
Ｘ

の
向
き
の
力
と

ｆ
の
向
き
の
力
は
つ
り
合
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
垂
直
抗
力
を
分
解
し
た

Ｚ
の

向
き
の
力
が
、
ト
ラ
ッ
ク
の
内
側
に
は
た
ら
く
力
と
し
て
残
る
の
で
、
コ
ー
ナ
ー
を
曲
が
り

や
す
く
な
る
。

図
７

走
路
に
傾
斜
が
な
い
場
合

外
側

ｆｂ
ｃ

ａ

ｄ

ｅ

走
路
に
傾
斜
が
あ
る
場
合

内
側

外
側

ｆｂ
ｃ

ａ

ｄ

ｅ

内
側

Ａ

Ｂ
外
側

内
側

図
６

- 94 -



 ５ 英 語 

（１）出題のねらい 

ア 全般的なねらい 

   思考力や判断力を働かせて英語を理解し、適切に表現する力をみるために、基礎的・

基本的事項を中心として、英語の言語活動の全領域にわたって幅広く出題している。 

 

イ 問いごとのねらい 

   １ 話される英語の内容を正しく聞き取る力、適切に応答する力、必要な情報を正

確に書き取る力をみる。また、まとまりのある英語を聞いて、必要な情報を的確

に聞き取る力や聞き取った内容を踏まえて英語で表現する力をみる。 

 

   ２ 英語による会話と会話の内容に関係する資料から、英語の内容を正確に読み取

る力や会話の目的に応じて情報を整理する力をみる。 

 

３ 英語で日記を書く場面において、状況に応じて適切に表現する力をみる。 

 

４ 英語で話し合う場面を素材として、英語の内容を正確に理解し、話し合いの論

理展開や概要を把握する力をみる。 

 

５ まとまりのある英語の文章から、内容を正確に読み取る力、登場人物の心情変

化や文章の要点を把握する力をみる。 

 

 

（２）結果の概要と授業改善の視点等 

ア 結果の概要 

話される英語の内容を正しく聞き取る力をみる設問の正答率は高かった。また、英

語で話し合う場面を素材として、英語の内容を正確に理解し、話し合いの論理展開や

概要を把握する力をみる設問の正答率も高かった。 

一方、まとまりのある英語の文章から、内容を正確に読み取る力、登場人物の心情

変化や文章の要点を把握する力をみる設問では、正答率が低かった。また、英語で日

記を書く場面において、状況に応じて適切に表現する力をみる設問も正答率が低かっ

た。 
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 イ 授業改善の視点等 

 

 

〔大問１ B(1) 正答：エ     正答率：51.5％〕 

 

 

 

 

 

 
    
〈分析〉大問１B は、話される英語の内容を正しく聞き取り、適切に応答する力をみる

ことをねらいとしている。(1)では「He will be back next week.」という選択肢を選ぶ誤

答が多かった。When という疑問詞は正しく聞き取れているものの、won’t や did といっ

た会話において重要な部分が正しく聞き取れていないためと考えられる。 

〈視点〉日常的な話題について、聞くことの言語活動においては、話されることのすべ

てを聞き取ろうとするのではなく、話の概要を捉えたり、自分の置かれた状況などから

判断して必要な情報を把握したりすることが大切である。必要な情報を聞き取る力を身

に付けさせるためには、例えば、公共交通機関などで用いられる簡単なアナウンスの場

面を題材として取りあげることが考えられる。音のつながりなどを聞き取れるようにな

るためにも、自然な速度に近い音声を聞き取る機会を増やしたい。また、会話において

必要な情報を聞き取る力は、話すこと[やり取り]の言語活動、特に即興で伝え合う活動

を充実させることによっても育成することができる。                      

〔大問２(3) 正答例：expensive     正答率：40.0％〕 

 
〈分析〉大問２(3)は、英語による会話と会話の内容に関係する資料から、英語の内容を

正確に読み取り、知識を活用する力をみることをねらいとしている。会話の流れから、

二種類のチケットの価格を比較するという判断はできていても、expensive を正しく表

記できていない解答が多く見られた。 

〈視点〉知識・技能を定着させるための言語活動を、意味のある文脈の中で行う必要が

ある。実際のコミュニケーション場面においては、資料から情報を読み取り、活用する

状況もあることから、日常的な話題について、簡単な表現が用いられている広告やパン

フレットなどを題材として自分が必要とする情報を読み取る活動を行うことが考えられ

る。そして、読み取った情報を表現する際には音声による言語活動だけでなく、筆記に

よる言語活動も取り入れたい。書くことによって、表記の定着にもつなげることができ

る。 

必要な情報を正しく聞き取り、応答する力を育成する指導の充実 

意味のある文脈の中で、知識・技能を定着させる指導の充実 

ウェブサイトの画面 

TICKETS 

・Regular Ticket    $10 

・Special Ticketl    $15 

 

(3)  （う）  に入れるのに最も適当な英語 1語を書きなさい。 

(省略) 

Sota : Wait!  Look here on the website.  We need a 

special ticket to watch “Amazing Cats.”  We can 

watch it in comfortable seats, but the special ticket 

is more  （う）  than a regular ticket. 
(省略) 

 

(1)、(2)のそれぞれの会話の最後の文に対する応答部分でチャイムが鳴ります。そのチャイム

の部分に入れるのに最も適当なのは、ア～エのうちではどれですか。一つ答えなさい。(省略) 

[放送文]  A  :  My brother is studying in London now. 

B  :  Really?  That sounds cool. 

A  :  He won’t be back in Japan until next year. 

B  :  When did he leave the country? 

A  :  (チャイム)                     （選択肢省略） 
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（３）応答率

選
択

短
答

記
述

A(1) ウ 2 ○ 70.0 0.0 30.0 0.0

A(2) イ 2 ○ 73.5 0.0 26.5 0.0

B(1) エ 2 ○ 51.5 0.0 48.5 0.0

B(2) イ 2 ○ 66.5 0.0 33.0 0.5

C(あ） Tuesday 2 ○ 73.5 1.5 22.0 3.0

C(い） white 2 ○ 69.5 1.0 23.0 6.5

C(う） twelve 2 ○ 76.0 0.0 20.0 4.0

D(1) エ 3 ○ 75.0 0.0 25.0 0.0

D(2) 3 ○ 14.5 12.0 54.5 19.0

(1) won 2 ○ 82.5 0.0 16.5 1.0

(2) save 3 ○ 21.5 0.0 68.0 10.5

(3) expensive 3 ○ 40.0 5.0 50.0 5.0

(4) エ 2 ○ 70.0 0.0 30.0 0.0

(5) エ 3 ○ 70.0 0.0 30.0 0.0

(1) took me to the hospital 3 ○ 24.5 17.0 46.5 12.0

(2) doctor spoke slowly 3 ○ 16.0 17.5 40.5 26.0

(1) ウ 2 ○ 80.0 0.0 19.5 0.5

(2) エ 3 ○ 68.5 0.0 31.5 0.0

(3) 3 ○ 57.0 1.0 29.5 12.5

(4) ア 3 ○ 68.0 0.0 31.5 0.5

(5) イ 3 ○ 70.0 0.0 29.5 0.5

(1) ウ 2 ○ 59.0 0.0 41.0 0.0

(2)① いろいろな世代の人々と会う 2 ○ 31.0 14.5 43.5 11.0

(2)② 新しいことを発見する 2 ○ 36.5 13.5 38.0 12.0

(3) ア 2 ○ 43.0 0.0 55.0 2.0

(4) 3 ○ 42.0 3.0 50.5 4.5

(5) our local community 3 ○ 42.0 0.0 36.0 22.0

(6) イ　　ウ　　オ 3 ○ 30.0 0.0 66.5 3.5

応　答　率　（％）

正答としたもの
部分点を
与えたもの

誤答としたもの 無　答
大問 小問 正　答　例 配点例

（点）

形式

prepare Japanese green
tea in a teapot

language volunteer
activity

help the players
experience more exciting

１

２

４

３

５
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注
意

　
１

　
英

語
で

書
く

と
こ

ろ
は

、
活

字
体

、
筆

記
体

の
ど

ち
ら

で
書

い
て

も
か

ま
い

ま
せ

ん
。

　
　

　
２

　
 語

数
が

指
定

さ
れ

て
い

る
設

問
で

は
、「

,」
や
「

.」
、「

?」
な

ど
の

符
号

は
語

数
に

含
め

ま
せ

ん
。

ま
た

、「
do

n’
t」

な
ど

の
短

縮
形

は
、

１
語

と
し

ま
す

。 

Ａ
⑴

Ａ
⑵

Ｂ
⑴

Ｂ
⑵

Ｃ
あ

Ｃ
い

Ｃ
う

Ｄ
⑴

Ｄ
⑵

１

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

２受
検

番
号

（
算

用
数

字
）

志 願 校
解

答

⑴ ⑵
①

⑵
② ⑶ ⑷ ⑸ ⑹

５

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

４

⑴ ⑵

３

用
紙

※
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－
1
－

問
題
Ａ
　
⑴
、
⑵
の
そ
れ
ぞ
れ
の
英
文
で
説
明
さ
れ
て
い
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の

う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。
英
語
は
１
回
だ
け
読
ま
れ
ま
す
。

⑴
ア

イ

ウ
エ

⑵
ア

イ

ウ
エ

　
こ
の
問
題
は
聞
き
取
り
検
査
で
す
。
問
題
Ａ
～
問
題
Ｄ
に
答
え
な
さ
い
。
問
題
Ａ
で
は
、
英
語
は

１
回
だ
け
読
ま
れ
ま
す
。
問
題
Ｂ
～
問
題
Ｄ
で
は
、
英
語
は
２
回
読
ま
れ
ま
す
。
途
中
で
メ
モ
を

と
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

１

－
2
－

問
題
Ｂ
　
⑴
、
⑵
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
話
の
最
後
の
文
に
対
す
る
応
答
部
分
で
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
ま
す
。

そ
の
チ
ャ
イ
ム
の
部
分
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。

一
つ
答
え
な
さ
い
。
英
語
は
２
回
読
ま
れ
ま
す
。

⑴

ア イ ウ エ

To
 s
tu
dy
 a
rt.

Be
ca
us
e 
he
 s
tu
di
ed
 i
n 
Lo
nd
on
.

H
e 
w
ill
 b
e 
ba
ck
 n
ex
t 
w
ee
k.

H
e 
le
ft 
Ja
pa
n 
la
st
 m
on
th
.

⑵

ア イ ウ エ

Ye
s, 
it 
w
as
.  
I 
re
al
ly
 e
nj
oy
ed
 t
he
 p
ar
ty
.

Ye
s, 
I 
di
d.
  
I 
ha
d 
to
 f
in
ish
 m
y 
ho
m
ew
or
k.

N
o,
 i
t 
w
as
n ’
t. 
 I
 c
ou
ld
n’
t 
ea
t 
a 
lo
t.

N
o,
 I
 d
id
n ’
t. 
 I
 w
en
t 
to
 t
he
 p
ar
ty
 w
ith
 Y
uk
a.

問
題
Ｃ
　
留
学
生
の
H
on
ok
a
が
、
友
人
の
Em
ily
か
ら
の
留
守
番
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
き
、

メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て
、
H
on
ok
a
が
書
い
た
メ
モ
の

あ
～

う
に
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
英
語
１
語
を
入
れ
な
さ
い
。
英
語
は
２
回
読
ま
れ
ま
す
。

H
on
ok
a
の
メ
モ

G
oi
ng
 o
ut
 w
ith
 E
m
ily
 o
n 

あ
・
W
ha
t 
to
 b
uy
 :
 b
la
ck
 t
ie
s 
an
d 

い
 g
lo
ve
s

・
Pl
ac
e 
to
 m
ee
t 
: 
th
e 
fr
on
t 
of
 t
he
 s
ho
pp
in
g 
m
al
l

・
Ti
m
e 
to
 m
ee
t 
: 

う
 o
’c
lo
ck

問
題
Ｄ
　
あ
な
た
と
ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
の
Sa
ra
h
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
事
前
説
明
会
に
参
加
し
、

担
当
者
に
よ
る
説
明
を
聞
い
た
後
に
話
を
し
て
い
ま
す
。
説
明
と
Sa
ra
h
の
発
言
を
聞
い
て
、

⑴
、
⑵
に
答
え
な
さ
い
。
英
語
は
２
回
読
ま
れ
ま
す
。

⑴
　
説
明
の
内
容
と
合
っ
て
い
る
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
ど
ち
ら
も
午
前
中
に
始
ま
る
。

イ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
ど
ち
ら
も
同
じ
日
に
行
わ
れ
る
。

ウ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
ど
ち
ら
も
服
装
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

エ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
ど
ち
ら
も
持
ち
物
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

⑵
　
説
明
の
後
に
Sa
ra
h
が
発
言
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
答
え
ま
す
か
。
書
き

出
し
に
続
け
て
、

に
vo
lu
nt
ee
rを
含
む
３
語
以
上
の
英
語
を
書
き
、
英
文
を
完
成
さ
せ

な
さ
い
。

Th
at
’s 
tru
e.
  
Th
en
, l
et
’s 
ch
oo
se
 t
he
 

.
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－
3
－

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
画

面

Fl
ow
er
 T
he
at
er
 M
ov
ie
 I
nf
or
m
at
io
n

Ti
tle

G
en
re

Ti
m
e

（
m
in
ut
es
）

St
ar
tin
g 
Ti
m
e

Fu
n 
Fu
n 
Fu
n

Co
m
ed
y

10
5

12
:2
0 
p.
m
.
3:
50
 p
.m
.
7:
20
 p
.m
.

Th
e 
Ad
ve
nt
ur
es
 o
f 
B
ab
ie
s
Ad
ve
nt
ur
e

12
0

1:
05
 p
.m
.

Th
e 
H
is
to
ry
 o
f 
M
us
ic

M
us
ic
al

10
0

2:
15
 p
.m
.
5:
00
 p
.m
.
7:
40
 p
.m
.

Am
az
in
g 
Ca
ts
*

Sc
ie
nc
e

Fi
ct
io
n

66
1:
50
 p
.m
.
4:
50
 p
.m
.

H
el
lo
, 
Pl
an
et
s
!

Sc
ie
nc
e 

Fi
ct
io
n

97
12
:1
0 
p.
m
.
6:
00
 p
.m
.

*Y
ou
 n
ee
d 
a 
sp
ec
ia
l t
ic
ke
t.
  
Yo
u 
ca
n 
w
at
ch
 t
he
 m
ov
ie
 in
 a
 c
om
fo
rt
ab
le
 s
ea
t.

TI
CK
ET
S

・
Re
gu
la
r 
Ti
ck
et
 
$1
0

・
Sp
ec
ia
l T
ic
ke
t 

$1
5

N
ic
k

:
Lo

ok
 a

t 
th
is 

w
eb

sit
e.
  

Th
er
e 

ar
e 

fiv
e 

m
ov

ie
s 
at
 F

lo
w
er
 T

he
at
er
 n

ow
. 
 L

et
’s 

de
ci
de

 w
hi
ch

 m
ov

ie
 w

e 
w
ill
 w

at
ch

 t
hi
s 
af
te
rn

oo
n.
  
“F

un
 F

un
 F

un
” 
an

d 
“T

he
 

H
ist

or
y 

of
 M

us
ic
” 
ar
e 

th
e 

ne
w
 m

ov
ie
s. 

 “
Fu

n 
Fu

n 
Fu

n”
 あ

w
in
 a

n 
aw

ar
d 

la
st
 

m
on

th
.

So
ta

:
Re

al
ly

? 
 I
 d

id
n’
t 
kn

ow
 t
ha

t. 
 I
 t
hi
nk

 s
uc

h 
ne

w
 m

ov
ie
s 
ar
e 
us

ua
lly

 c
ro
w
de

d.
N
ic
k

:
Yo

u 
ar
e 

rig
ht
. 
 I

 d
on

’t 
lik

e 
cr
ow

de
d 

pl
ac

es
. 
 B

y 
th
e 

w
ay
, 
w
ha

t 
ge

nr
e 

of
 

m
ov

ie
s 
do

 y
ou

 li
ke

?
So

ta
:

I 
lik

e 
ad

ve
nt
ur
e 
m
ov

ie
s. 

 A
lso

, I
 li

ke
 s
ci
en

ce
 f
ic
tio

n 
m
ov

ie
s.

N
ic
k

:
I 
lik

e 
sc
ie
nc

e 
fic

tio
n 

m
ov

ie
s, 

to
o.
  

“T
he

 A
dv

en
tu
re
s 

of
 B

ab
ie
s”
 i
s 

th
e 

on
ly
 

ad
ve

nt
ur

e 
m
ov

ie
, 
bu

t 
I 

th
in
k 

it ’
s 

a 
lit

tle
 l
on

g.
  

W
hy

 d
on

’t 
w
e 

w
at
ch

 
“A

m
az

in
g 

C
at
s”

? 
 T

he
 h

er
oe

s 
of
 t
he

 m
ov

ie
 a
re
 s
tro

ng
 a
nd

 s
m
ar
t. 

 T
he

y 
w
ill
 

い
 m

an
y 

pe
op

le
’s 

liv
es
 o

n 
Ea

rth
.

So
ta

:
Th

at
 i
s 
on

e 
of
 t
he

 m
ov

ie
s 
th
at
 I
 h

av
e 
w
an

te
d 

to
 w

at
ch

.
N
ic
k

:
Th

at
’s 

go
od

.
So

ta
:

W
ai
t!

  
Lo

ok
 h

er
e 

on
 t

he
 w

eb
si
te
. 
 W

e 
ne

ed
 a

 s
pe

ci
al
 t

ic
ke

t 
to
 w

at
ch

 
“A

m
az

in
g 

C
at
s.
” 

 W
e 

ca
n 

w
at
ch

 i
t 
in
 c

om
fo
rt
ab

le
 s

ea
ts
, 
bu

t 
th
e 

sp
ec

ia
l 

tic
ke

t 
is 

m
or
e 

う
 t
ha

n 
a 
re
gu

la
r 
tic

ke
t.

N
ic
k
と

So
ta

が
、

あ
る

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
見

な
が

ら
、

午
後

か
ら

見
に

行
く

映
画

の
相

談
を

し
て

い
ま

す
。

次
は

、
そ

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

画
面

と
会

話
で

す
。

⑴
～

⑸
に

答
え

な
さ

い
。

２

－
4
－

N
ic
k

:
Th

at
’s 

no
t 
a 
pr
ob

le
m
 f
or
 m

e.
  
H
ow

 a
bo

ut
 y

ou
? 
 I
s 
it 

O
K 

fo
r 
yo

u 
to
 b

uy
 i
t?

So
ta

:
I 
do

n’
t 
w
an

t 
to
 p

ay
 t
ha

t 
m
on

ey
, 
th
ou

gh
 I
’m

 i
nt
er
es
te
d 

in
 t
he

 s
ea

ts
. 
 I
 h

av
e 

to
 

い
 m

y 
m
on

ey
 b

ec
au

se
 I
 h

av
e 

al
re
ad

y 
sp

en
t 
a 

lo
t 
of
 m

on
ey

 t
hi
s 

m
on

th
.

N
ic
k

:
I 
se
e.
  

Th
en

, 
le
t ’s

 w
at
ch

 t
he

 o
th
er
 s

ci
en

ce
 f
ic
tio

n 
m
ov

ie
. 
 M

y 
m
ot
he

r 
te
lls

 
m
e 

to
 c

om
e 

ho
m
e 

be
fo
re
 s
ix
 p

.m
. 
be

ca
us

e 
it 

ge
ts
 d

ar
k 

ou
ts
id
e.
  

So
 w

e 
ca

n 
w
at
ch

 t
he

 m
ov

ie
 t
ha

t 
st
ar
ts
 e
ar
lie

r.
So

ta
:

Th
at
 s
ou

nd
s 
gr
ea

t. 
 L

et
’s 

w
at
ch

 i
t 
to
ge

th
er
.

〔
注

〕 
tit
le
　

タ
イ

ト
ル

、
題

名
 

ge
nr

e　
ジ

ャ
ン

ル
、

種
類

 
re
gu

la
r　

通
常

の
pa

y
～

　
～

を
支

払
う

 
sp

en
d
～

　
～

を
使

う
 

da
rk
　

暗
い

⑴
　

下
線

部
あ

の
単

語
を

、
最

も
適

当
な

形
に

変
え

て
１

語
で

書
き

な
さ

い
。

⑵
　

い
に

共
通

し
て

入
れ

る
の

に
最

も
適

当
な

英
語

１
語

を
書

き
な

さ
い

。

⑶
　

う
に

入
れ

る
の

に
最

も
適

当
な

英
語

１
語

を
書

き
な

さ
い

。

⑷
　

N
ic
k
と

So
ta

が
最

終
的

に
一

緒
に

見
る

こ
と

に
し

た
も

の
と

し
て

最
も

適
当

な
の

は
、
ア

～
エ

の
う

ち
で

は
ど

れ
で

す
か

。
一

つ
答

え
な

さ
い

。

ア
Th
e 
Ad
ve
nt
ur
es
 o
f 
B
ab
ie
s

イ
Th
e 
H
is
to
ry
 o
f 
M
us
ic

ウ
Am
az
in
g 
Ca
ts

エ
H
el
lo
, 
Pl
an
et
s
!

⑸
　

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
画

面
や

会
話

か
ら

読
み

取
れ

る
内

容
と

し
て

最
も

適
当

な
の

は
、
ア

～
エ

の
う

ち
で

は
ど

れ
で

す
か

。
一

つ
答

え
な

さ
い

。

ア
“T

he
 A

dv
en

tu
re
s 
of
 B

ab
ie
s”
 i
s 
th
e 
sh

or
te
st
 m

ov
ie
 a
t 
Fl
ow

er
 T

he
at
er
.

イ
Th

er
e 
is 

on
ly
 o

ne
 n

ew
 m

ov
ie
 a
t 
Fl
ow

er
 T

he
at
er
.

ウ
Bo

th
 N

ic
k 

an
d 

So
ta
 li

ke
 t
o 

w
at
ch

 a
dv

en
tu
re
 m

ov
ie
s.

エ
N
ic
k’
s 
m
ot
he

r 
w
an

ts
 N

ic
k 

to
 c
om

e 
ho

m
e 
be

fo
re
 i
t 
ge

ts
 d

ar
k.
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－
5
－

A
ki
ko
の
日
記
の
一
部

Au
gu
st
 4

Th
is
 m
or
ni
ng
, 
I 
f e
lt 
si
ck
 a
nd
 h
ad
 a
 h
ea
da
ch
e 
w
he
n 
I 
go
t 
up
. 
 W
he
n 
w
e 

w
er
e 
ha
vi
ng
 b
re
ak
fa
st
, 
Li
ly
 r
ea
liz
ed
 I
 d
id
n’
t 
fe
el
 w
el
l. 
 A
ft
er
 b
re
ak
fa
st
, 

O
liv
er
 a
nd
 L
ily
 

⑴
. 
 I
t 
w
as
 m
y 
fi
rs
t 
tim
e 
to
 g
o 
th
er
e.

At
 f
irs
t,
 I
 w
as
 s
o 
af
ra
id
 b
ec
au
se
 I
 w
as
 w
or
rie
d 
ab
ou
t 
m
y 
En
gl
is
h.
  

H
ow
ev
er
, 
th
e 

⑵
, 
so
 I
 u
nd
er
st
oo
d 
w
ha
t 
he
 w
as
 s
ay
in
g 
w
el
l.

　
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
い
る
A
ki
ko
は
、
O
liv
er
と
Li
ly
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
ま
す
。

次
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
の
A
ki
ko
の
日
記
の
一
部
と
、
そ
の
日
の
で
き
ご
と
を
表
し
た
イ
ラ

ス
ト
で
す
。
日
記
と
イ
ラ
ス
ト
の
内
容
に
合
う
よ
う
に
、

⑴
に
５
語
以
上
、

⑵
に
３
語
以
上
の
英
語
を
書
き
、
日
記
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

３

－
6
－

イ
ラ
ス
ト

- 101 -



－
7
－

話
し

合
い

M
s. 

Be
ll

:
H
av

e 
yo

u 
de

ci
de

d 
w
ha

t 
yo

u 
ar
e 

go
in
g 

to
 d

o 
at
 t
he

 c
ul
tu
ra
l 
ex

ch
an

ge
 

w
ith

 t
he

 s
tu
de

nt
s 
fr
om

 o
ur
 s
ist

er
 s
ch

oo
l ?

M
ih
o

:
W
e 
ar
e 
th
in
ki
ng

 a
bo

ut
 s
er
vi
ng

 m
at
ch

a 
to
 t
he

m
.

M
s. 

Be
ll

:
Th

at
’s 

ni
ce

.  
W

hy
 d

id
 y

ou
 c
ho

os
e 
th
at

?
M

ih
o

:
W

e 
fo
un

d 
an

 i
nt
er
es
tin

g 
ar
tic

le
. 
 A

cc
or
di
ng

 t
o 

it,
 m

at
ch

a 
is
 b

ec
om

in
g 

po
pu

la
r 

ar
ou

nd
 t

he
 w

or
ld
. 
 A

 l
ot
 o

f 
pe

op
le
 d

ri
nk

 m
at
ch

a 
fo

r 
th

ei
r 

あ
. 
 F

or
 e

xa
m
pl
e,
 t
he

y 
do

n’
t 
ge

t 
sic

k 
ea

sil
y 

w
he

n 
th
ey

 d
rin

k 
it 

ev
er
y 

da
y. 

 W
e 
go

t 
in
te
re
st
ed

 i
n 

m
at
ch

a 
be

ca
us

e 
w
e 
re
ad

 t
hi
s.

M
s. 

Be
ll

:
In

 m
y 

co
un

tr
y,
 t

he
 U

ni
te
d 

St
at
es

, 
th

er
e 

ar
e 

lo
ts
 o

f 
ca

fe
s 

th
at
 s

er
ve

 
m
at
ch

a.
  

It 
is 

us
ed

 n
ot
 o

nl
y 

in
 d

rin
ks

, 
bu

t 
al
so

 i
n 

sw
ee

ts
 l
ik
e 

ic
e 

cr
ea

m
 

an
d 

ca
ke

s.
M

ih
o

:
M
at
ch

a 
is 

so
 p

op
ul
ar
 i
n 

yo
ur
 c
ou

nt
ry
, t

oo
.

M
s. 

Be
ll

:
W
el
l, 

い
?

Ei
ta

:
W
e’
re
 t
hi
nk

in
g 

ab
ou

t 
th
at
. 
 T

ea
 c
er
em

on
y 

is 
a 

go
od

 w
ay

 t
o 

se
rv
e 

m
at
ch

a 
to
 f
or
ei
gn

 s
tu
de

nt
s, 

bu
t 
it 

is 
to
o 

di
ff
ic
ul
t 
fo
r 
us

. 
 T

he
re
 a

re
 m

an
y 

ru
le
s 

in
 t
ea

 c
er
em

on
y, 

an
d 

w
e 

do
n ’
t 
ha

ve
 t
im

e 
to
 p

ra
ct
ic
e 

fo
r 
it.
  
D
o 

yo
u 

ha
ve

 
an

y 
id
ea

s ?
M

s. 
Be

ll
:

Le
t 
m
e 

se
e.
  

I 
of
te
n 

en
jo
y 

m
at
ch

a 
in
 a

 g
la
ss
 w

ith
 s
om

e 
fr
ui
t 
ju
ic
e.
  

M
y 

fa
vo

rit
e 

is 
or
an

ge
 j
ui
ce

. 
 T

he
 c

ol
or
s 

of
 o

ra
ng

e 
an

d 
gr
ee

n 
ar
e 

be
au

tif
ul
.  

In
 t
hi
s 
w
ay
, I

 c
an

 e
nj
oy

 b
ot
h 

th
e 
ta
st
e 
an

d 
th
e 
co

lo
rs
 o

f 
th
e 
te
a.

M
ih
o

:
Th

at
 w

ay
 i
s 
ne

w
 t
o 

m
e.
  
I 
w
ou

ld
 li

ke
 t
o 

try
 i
t.

Ei
ta

:
I 
se
e.
  
H
ow

ev
er
, I

 w
an

t 
to
 s
ho

w
 t
he

 s
tu
de

nt
s 
a 
Ja

pa
ne

se
 w

ay
.

M
ih
o

:
W

hy
 d

on
’t 

w
e 
se
rv
e 
Ja

pa
ne

se
 g
re
en

 t
ea

 p
re
pa

re
d 

in
 a
 t
ea

po
t?

Ei
ta

:
W

ill
 y

ou
 p

ut
 m

at
ch

a 
in
 i
t?

M
ih
o

:
N
o.
  
W
e 
w
ill
 u

se
 t
ea

 le
av

es
 t
ha

t 
ar
e 
di
ff
er
en

t 
fr
om

 m
at
ch

a.
Ei

ta
:

O
K.

  
I 
un

de
rs
ta
nd

.
M

ih
o

:
I 

he
ar
 t

ha
t 

Ja
pa

ne
se

 g
re
en

 t
ea

 p
re
pa

re
d 

in
 a

 t
ea

po
t 

is
 a

ls
o 

ge
tti

ng
 

po
pu

la
r 

in
 E

ur
op

e,
 A

si
a,
 a

nd
 o

th
er

 f
or

ei
gn

 c
ou

nt
ri
es

. 
 I

 t
hi
nk

 t
ha

t 
se
rv
in
g 
it 

to
 o

ur
 g
ue

st
s 
is 

tra
di
tio

na
l J

ap
an

es
e 
cu

ltu
re
.

M
s. 

Be
ll

:
W
ow

, 
th
at
’s 

a 
go

od
 i
de

a.
  

To
 p

re
pa

re
 J

ap
an

es
e 

gr
ee

n 
te
a 

in
 a

 t
ea

po
t 
is 

on
e 

pa
rt 

of
 J

ap
an

es
e 

cu
ltu

re
 t
ha

t 
fo
re
ig
n 

pe
op

le
 w

an
t 
to
 e

xp
er
ie
nc

e.
  

I 
th
in
k 

th
at
 う

m
an

y 
of
 t
he

m
 w

an
t 
to
 k

no
w
 h

ow
 t
o 

do
 i
t.

Ei
ta

:
So

un
ds

 g
oo

d.
  
H
ow

ev
er
, I

 d
on

’t 
kn

ow
 h

ow
 t
o 

do
 i
t 
be

ca
us

e 
I 
do

n’
t 
us

e 
a 

te
ap

ot
 a

t 
ho

m
e.
  
In
st
ea

d,
 I
 o

fte
n 

dr
in
k 

Ja
pa

ne
se
 g

re
en

 t
ea

 f
ro
m
 a

 p
la
st
ic
 

bo
ttl
e.

M
ih
o

:
In
 m

y 
fa
m
ily

, 
m
y 

fa
th
er
 l
ik
es
 p

re
pa

rin
g 

Ja
pa

ne
se
 g

re
en

 t
ea

 i
n 

a 
te
ap

ot
.  

W
e 
us

ua
lly

 d
rin

k 
it 

w
ith

 d
in
ne

r. 
 I
 c
an

 a
sk

 m
y 

fa
th
er
 h

ow
 t
o 

do
 t
ha

t.

Be
ll
先

生
と

英
語

部
の

M
ih
o
と

Ei
ta

が
、

カ
ナ

ダ
に

あ
る

姉
妹

校
（

sis
te
r 

sc
ho

ol
）

の
生

徒
と

の
文

化
交

流
（

cu
ltu

ra
l 
ex

ch
an

ge
）

で
ど

の
よ

う
な

催
し

を
す

る
か

に
つ

い
て

話
し

合
い

を
し

て
い

ま
す

。
次

の
英

文
は

、
話

し
合

い
と

、
話

し
合

い
後

に
書

い
た

Ei
ta

の
部

活
動

記
録

で
す

。
⑴

～
⑸

に
答

え
な

さ
い

。

４

－
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Ei
ta

:
Th
at
 s
ou
nd
s 
gr
ea
t. 
 T
he
n,
 w
e 
ca
n 
le
ar
n 
ho
w
 t
o 
do
 t
ha
t. 
 I
t 
is 
go
od
 f
or
 

us
 t
o 
kn
ow
 a
bo
ut
 o
ur
 o
w
n 
cu
ltu
re
.

M
ih
o

:
Th
at
’s 
tru
e.
  
To
 s
ho
w
 o
ur
 o
w
n 
cu
ltu
re
 t
o 
pe
op
le
 f
ro
m
 o
th
er
 c
ou
nt
rie
s, 

w
e 
ha
ve
 t
o 
kn
ow
 a
 lo
t 
ab
ou
t 
it.

Ei
ta
の
部
活
動
記
録

A
t 
th
e 
cu
ltu
ra
l 
ex
ch
an
ge
, 
w
e 
w
ill
 u
se
 a
 t
ea
po
t 
an
d 
se
rv
e 
Ja
pa
ne
se
 g
re
en
 t
ea
.  

M
ih
o 
th
in
ks
 t
ha
t 
w
e 
ne
ed
 t
o 

え
 w
he
n 
w
e 
in
tr
od
uc
e 
it 
to
 p
eo
pl
e 
fr
om
 

ot
he
r 
co
un
tri
es
.  
I 
ag
re
e 
w
ith
 h
er
.

〔
注
〕 
se
rv
e
～
　（
食
べ
物
な
ど
）
を
出
す
  

m
at
ch
a　
抹
茶
 

ac
co
rd
in
g 
to
～
　
～
に
よ
る
と

no
t 
on
ly
～
bu
t 
al
so
…
　
～
だ
け
で
な
く
…
も
 

ta
st
e　
味
 

te
ap
ot
　
急
須

le
av
es
le
af
（
葉
）
の
複
数
形

⑴
　

あ
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な

さ
い
。

ア
tra
ff
ic
　
　
　
　
イ

pl
ac
es
　
　
　
　
ウ

he
al
th
　
　
　
　
エ

na
m
es

⑵
　

い
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な

さ
い
。

ア
w
he
re
 c
an
 y
ou
 f
in
d 
th
at

イ
w
ho
 c
an
 f
in
d 
th
at

ウ
w
ha
t 
tim
e 
w
ill
 y
ou
 s
er
ve
 i
t

エ
ho
w
 w
ill
 y
ou
 s
er
ve
 i
t

⑶
　
下
線
部
う
の
内
容
に
な
る
よ
う
に
、
次
の
文
の

に
入
る
最
も
適
当
な
英
語
７
語
を
、

話
し
合
い
の
中
の
Be
ll
先
生
の
発
言
か
ら
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

M
an
y 
fo
re
ig
n 
pe
op
le
 w
an
t 
to
 k
no
w
 h
ow
 t
o 

.

⑷
　
話
し
合
い
の
内
容
と
合
っ
て
い
る
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
M
ih
o 
an
d 
Ei
ta
 b
ec
am
e 
in
te
re
st
ed
 i
n 
m
at
ch
a 
be
ca
us
e 
of
 t
he
 a
rti
cl
e.

イ
M
ih
o 
di
d 
no
t 
w
an
t 
to
 t
ry
 t
he
 w
ay
 t
o 
dr
in
k 
m
at
ch
a 
w
ith
 f
ru
it 
ju
ic
e.

ウ
Ei
ta
 d
oe
s 
no
t 
dr
in
k 
an
y 
Ja
pa
ne
se
 g
re
en
 t
ea
 i
n 
hi
s 
da
ily
 li
fe
.

エ
M
ih
o’
s 
fa
m
ily
 u
su
al
ly
 d
rin
k 
Ja
pa
ne
se
 g
re
en
 t
ea
 w
ith
 b
re
ak
fa
st
.

⑸
　

え
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な

さ
い
。

ア
vi
sit
 a
 f
or
ei
gn
 c
ou
nt
ry

イ
kn
ow
 m
uc
h 
ab
ou
t 
ou
r 
cu
ltu
re

ウ
te
ac
h 
Ja
pa
ne
se
 h
ist
or
y 
w
el
l

エ
dr
in
k 
a 
lo
t 
of
 m
at
ch
a
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To
da

y, 
I 
w
an

t 
to
 s
ha

re
 m

y 
ex

pe
rie

nc
e 
an

d 
w
ha

t 
I 
le
ar
ne

d 
fr
om

 i
t.

W
he

n 
I 
w
as
 t
en

 y
ea

rs
 o

ld
, 
I 
jo
in
ed

 t
he

 l
oc

al
 b

as
ke

tb
al
l 
te
am

 a
nd

 s
ta
rte

d 
pl
ay

in
g 

ba
sk

et
ba

ll.
  

あ
I 

w
as

 d
oi
ng

 e
ve

ry
th
in
g 

I 
co

ul
d 

do
 t
o 

be
co

m
e 

a 
go

od
 p

la
ye

r. 
 O

n 
w
ee

kd
ay

s, 
I 
pr
ac

tic
ed

 h
ar
d 

ea
rly

 i
n 

th
e 

m
or
ni
ng

 a
nd

 a
fte

r 
sc
ho

ol
. 
 I
 o

fte
n 

w
at
ch

ed
 

vi
de

os
 o

f 
ba

sk
et
ba

ll 
ga

m
es
. 
 I
 s

le
pt
 f
or
 e

ig
ht
 h

ou
rs
 a

 d
ay

 a
nd

 d
id
n’
t 
ea

t 
an

yt
hi
ng

 
be

tw
ee

n 
m
ea

ls.
W

he
n 

I 
en

te
re
d 

hi
gh

 s
ch

oo
l, 

I 
be

ca
m
e 

a 
m
em

be
r 
of
 t
he

 b
as
ke

tb
al
l 
te
am

 a
t 
sc
ho

ol
.  

O
ne

 d
ay
, 
a 

ba
sk

et
ba

ll 
re
fe
re
e 

ca
m
e 

to
 o

ur
 h

ig
h 

sc
ho

ol
 t
o 

gi
ve

 a
 l
ec

tu
re
 t
o 

us
. 
 S

he
 

w
as
 o

ne
 o

f 
th
e 

be
st
 b

as
ke

tb
al
l 
re
fe
re
es
 i
n 

Ja
pa

n.
  

I 
as
ke

d 
he

r, 
“W

ha
t 
do

 y
ou

 e
nj
oy

 
th

e 
m
os

t 
as

 a
 b

as
ke

tb
al
l 
re
fe
re
e
?”

  
Sh

e 
an

sw
er
ed

, 
“I
 e

nj
oy

 m
ee

tin
g 

pe
op

le
 o

f 
di
ff
er
en

t 
ge

ne
ra
tio

ns
 b

y 
re
fe
re
ei
ng

. 
 I

 a
lso

 e
nj
oy

 d
isc

ov
er
in
g 

ne
w
 t
hi
ng

s 
th
at
 I
’v
e 

ne
ve

r 
kn

ow
n 

as
 a

 b
as
ke

tb
al
l 
pl
ay

er
.” 

 い
H
er
 a

ns
w
er
 m

ad
e 

m
e 

in
te
re
st
ed

 i
n 

ba
sk

et
ba

ll
re
fe
re
es
. 
 I
 t
ho

ug
ht
, 
“I
f 
I 
be

co
m
e 

a 
ba

sk
et
ba

ll 
re
fe
re
e,
 I
 w

ill
 l
ea

rn
 s
om

et
hi
ng

 t
ha

t 
I 

ha
ve

n’
t 
le
ar
ne

d 
ye

t.”
  
I 
us

ed
 t
he

 I
nt
er
ne

t 
an

d 
go

t 
so

m
e 

in
fo
rm

at
io
n 

ab
ou

t 
ba

sk
et
ba

ll 
re
fe
re
es
. 
 T

he
re
 a

re
 s
ix
 k

in
ds

 o
f 
qu

al
ifi
ca

tio
n 

fo
r 
th
em

, 
an

d 
ev

en
 p

eo
pl
e 

of
 m

y 
ag

e 
ca

n 
ge

t 
on

e.
  

W
ith

 t
he

 q
ua

lif
ic
at
io
n,
 I
 c

an
 b

ec
om

e 
a 

ba
sk

et
ba

ll 
re
fe
re
e 

of
 o

ff
ic
ia
l 

ba
sk

et
ba

ll 
ga

m
es
 i
n 

m
y 

lo
ca

l c
om

m
un

ity
.

I 
de

ci
de

d 
to
 b

ec
om

e 
a 

ba
sk

et
ba

ll 
re
fe
re
e.
  
O
n 

th
e 

In
te
rn

et
, 
I 
ha

d 
a 

te
st
 a

bo
ut
 t
he

 
ru
le
s 
af
te
r 
so

m
e 

le
ct
ur
es
. 
 T

he
n,
 I
 g

ot
 a

 b
as
ke

tb
al
l 
re
fe
re
e 

qu
al
ifi
ca

tio
n 

an
d 

st
ar
te
d 

re
fe
re
ei
ng

 a
t 
of
fic

ia
l 
ba

sk
et
ba

ll 
ga

m
es
 i
n 

m
y 

lo
ca

l 
co

m
m
un

ity
. 
 A

t 
m
y 

fir
st
 g

am
e 

as
 

a 
ba

sk
et
ba

ll 
re
fe
re
e,
 I
 w

as
 i
n 

ch
ar
ge

 o
f 
th
e 

ju
ni
or
 h

ig
h 

sc
ho

ol
 s
tu
de

nt
s’ 

ga
m
e.
  
I 
w
as

so
 

う
 b

ef
or
e 

th
e 

ga
m
e.
  

W
he

n 
ot
he

r 
ba

sk
et
ba

ll 
re
fe
re
es
 s
aw

 m
e,
 t
he

y 
sa
id
, 

“D
on

’t 
w
or
ry
, 
Yu

ji.
  

Ev
er
yo

ne
 g

et
s 
sc
ar
ed

 a
t 
fir

st
.” 

 A
fte

r 
th
e 

ga
m
e,
 t
he

y 
ga

ve
 m

e 
a 

lo
t 
of
 a

dv
ic
e 

to
 m

ak
e 

th
e 

ga
m
e 

m
or
e 

ex
ci
tin

g.
  
I 
th
ou

gh
t, 

“I
f 
I 
ha

d 
m
or
e 

kn
ow

le
dg

e 
an

d 
sk

ill
s, 

I 
co

ul
d （

え
ex

pe
rie

nc
e 
/ 
m
or
e 
ex

ci
tin

g 
/ 
th
e 
pl
ay

er
s 
/ 
he

lp
） 
ga

m
es
.”

I 
re
ad

 m
an

y 
bo

ok
s 
ab

ou
t 
ba

sk
et
ba

ll 
ru
le
s 
an

d 
w
at
ch

ed
 m

an
y 

ba
sk

et
ba

ll 
ga

m
es
. 
 I
 

of
te
n 

pr
ac

tic
ed

 r
ef
er
ee

in
g 

at
 p

ra
ct
ic
e 

ga
m
es

. 
 I

 b
ec

am
e 

co
nf

id
en

t 
af
te
r 

a 
lo
t 
of
 

ex
pe

rie
nc

es
. 
 O

ne
 d

ay
, 
af
te
r 
a 

ki
ds

’ 
ga

m
e,
 t
he

 p
la
ye

rs
 c

am
e 

to
 m

e 
an

d 
sa
id
, 
“T

ha
nk

 
yo

u.
  
Yo

u 
ar
e 

a 
go

od
 r
ef
er
ee

.” 
 W

he
n 

I 
he

ar
d 

th
es
e 

w
or
ds

, I
 w

as
 

お
 b

ec
au

se
I 
fe
lt 

th
at
 I
 w

as
 n

ee
de

d 
as
 a
 b

as
ke

tb
al
l r

ef
er
ee

.  
M
y 

ef
fo
rts

 w
er
e 
su

cc
es
sf
ul
.

Th
ro
ug

h 
ba

sk
et
ba

ll,
 I
 e

nj
oy

 m
ee

tin
g 

ot
he

r 
ba

sk
et
ba

ll 
re
fe
re
es
, 
co

ac
he

s, 
an

d 
pl
ay

er
s 

of
 d

iff
er
en

t 
ag

es
 i
n 

ou
r 

lo
ca

l 
co

m
m
un

ity
. 
 M

y 
ex

pe
rie

nc
e 

ha
s 

co
nn

ec
te
d 

m
e 

w
ith

 
pe

op
le
, 
an

d 
I 

w
an

t 
to
 h

el
p 

th
em

. 
 I

 l
ea

rn
ed

 t
hi
s:
 W

e 
ca

n 
be

 u
se
fu
l 
to
 o

ur
 l
oc

al
 

co
m
m
un

ity
 w

ith
 o

ur
 k

no
w
le
dg

e 
an

d 
ou

r 
sk

ill
s. 

 I
 d

id
n’
t 
re
al
iz
e 

th
at
 a

s 
a 

pl
ay

er
.  

W
e,
 

hi
gh

 s
ch

oo
l 
st
ud

en
ts
, 
ha

ve
 t
hi
ng

s 
w
e 

ca
n 

do
 f
or
 

か
. 
 B

y 
w
or
ki
ng

 h
ar
d 

fo
r 
it,
 

w
e 
ca

n 
gr
ow

 a
s 
a 
pe

rs
on

.  
Le

t ’s
 t
ak

e 
ac

tio
n.

次
の

英
文

は
、

Yu
ji
が

英
語

の
授

業
で

発
表

し
た

ス
ピ

ー
チ

で
す

。
⑴

～
⑹

に
答

え
な

さ
い

。
５

－
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〔
注
〕 
en
te
r～
　
～
に
入
学
す
る
 

re
fe
re
e　
審
判
、
審
判
を
す
る
 

gi
ve
 a
 le
ct
ur
e　
講
義
を
す
る

qu
al
ifi
ca
tio
n　
資
格
 

co
m
m
un
ity
　
地
域
社
会
 

in
 c
ha
rg
e 
of
～
　
～
の
担
当

co
nf
id
en
t　
自
信
の
あ
る
 

gr
ow
　
成
長
す
る

⑴
　
下
線
部
あ
に
つ
い
て
、
同
じ
段
落
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
内
容
と
し
て
、
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
は
、

ア
～
エ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
平
日
の
朝
と
放
課
後
に
練
習
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
イ
　
試
合
の
動
画
を
見
る
こ
と
。

ウ
　
夜
８
時
に
就
寝
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
間
食
を
し
な
い
こ
と
。

⑵
　
下
線
部
い
の
具
体
的
内
容
を
説
明
す
る
次
の
文
の

①
、

②
に
そ
れ

ぞ
れ
適
当
な
日
本
語
を
入
れ
な
さ
い
。

審
判
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

①
こ
と
や
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
と
し
て
は

知
ら
な
か
っ
た

②
こ
と
が
楽
し
い
と
い
う
答
え
。

⑶
　

う
、

お
に
入
れ
る
英
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
ア
～
エ
の

う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
一
つ
答
え
な
さ
い
。

ア
　
う
　
ne
rv
ou
s 

お
　
sa
tis
fie
d

イ
　
う
　
ne
rv
ou
s 

お
　
di
sa
pp
oi
nt
ed

ウ
　
う
　
pr
ou
d 

お
　
sa
tis
fie
d

エ
　
う
　
pr
ou
d 

お
　
di
sa
pp
oi
nt
ed

⑷
　
下
線
部
え
の
語
句
を
す
べ
て
用
い
て
、
意
味
が
通
る
よ
う
に
並
べ
替
え
な
さ
い
。

⑸
　

か
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
英
語
３
語
を
、
同
じ
段
落
中
か
ら
抜
き
出
し
て
書
き
な

さ
い
。

⑹
　
本
文
の
内
容
と
合
っ
て
い
る
の
は
、
ア
～
オ
の
う
ち
で
は
ど
れ
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て

答
え
な
さ
い
。

ア
Yu
ji 
be
ga
n 
to
 p
la
y 
ba
sk
et
ba
ll 
w
he
n 
he
 w
as
 f
ift
ee
n 
ye
ar
s 
ol
d.

イ
A
t 
Yu
ji’
s 
hi
gh
 s
ch
oo
l, 
he
 m
et
 o
ne
 o
f 
Ja
pa
n’
s 
be
st
 b
as
ke
tb
al
l r
ef
er
ee
s.

ウ
Yu
ji 
us
ed
 t
he
 I
nt
er
ne
t 
to
 h
av
e 
a 
te
st
 a
bo
ut
 t
he
 r
ul
es
.

エ
W
ith
 a
 b
as
ke
tb
al
l r
ef
er
ee
 q
ua
lif
ic
at
io
n,
 Y
uj
i 
fir
st
 r
ef
er
ee
d 
at
 t
he
 g
am
e 
fo
r 
ad
ul
ts
.

オ
Yu
ji 
en
jo
ys
 m
ee
tin
g 
di
ff
er
en
t 
pe
op
le
 a
s 
a 
ba
sk
et
ba
ll 
re
fe
re
e,
 a
nd
 w
an
ts
 t
o 

su
pp
or
t 
th
em
.
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聞
き

取
り

検
査

１ 問
題
Ａ

　
次

の
英

文
が

１
回

読
ま

れ
る

の
を

聞
い

て
、

問
題

用
紙

の
指

示
に

従
っ

て
答

え
る

。

⑴
I 
am

 g
oi
ng

 t
o 

ta
ke

 t
he

 b
us

 a
nd

 t
he

 s
ub

w
ay

 t
o 

th
e 
ai
rp
or
t 
to
m
or
ro
w.

⑵
La

st
 s
um

m
er
, 
I 
w
en

t 
ca

m
pi
ng

 w
ith

 m
y 

fa
m
ily

. 
 W

e 
w
en

t 
ou

ts
id
e 

an
d 

en
jo
ye

d 
w
at
ch

in
g 

fir
ew

or
ks

 t
ha

t 
ni
gh

t.

問
題
Ｃ

　
次

の
英

文
が

２
回

読
ま

れ
る

の
を

聞
い

て
、

問
題

用
紙

の
指

示
に

従
っ

て
答

え
る

。

H
i, 

H
on

ok
a.
  
W
e 

ta
lk
ed

 a
bo

ut
 g

oi
ng

 o
ut
 t
og

et
he

r 
on

 T
ue

sd
ay
. 
 W

hy
 d

on
’t 

w
e 

go
 t
o 

th
e 

sh
op

pi
ng

 m
al
l?

  
W
e 

ar
e 

go
in
g 

to
 h

av
e 

a 
ch

or
us

 c
on

te
st
, s

o 
w
e 

ne
ed

 t
o 

bu
y 

bl
ac

k 
tie

s 
an

d 
w
hi
te
 g
lo
ve

s. 
 L

et
’s 

m
ee

t 
at
 t
he

 f
ro
nt
 o

f 
th
e 
sh

op
pi
ng

 m
al
l. 

 I
’ll
 b

e 
th
er
e 
at
 t
w
el
ve

 o
’c
lo
ck

 
be

ca
us

e 
m
y 

tra
in
 w

ill
 a

rr
iv
e 

at
 t
he

 n
ea

re
st
 s
ta
tio

n 
at
 e

le
ve

n 
fo
rty

-f
iv
e.
  

Pl
ea

se
 g

iv
e 

m
e 

a 
ph

on
e 
ca

ll 
w
he

n 
yo

u 
he

ar
 t
hi
s. 

 B
ye

.

問
題
Ｄ

　
次

の
英

文
が

２
回

読
ま

れ
る

の
を

聞
い

て
、

問
題

用
紙

の
指

示
に

従
っ

て
答

え
る

。

A
 :

 N
ow

 I
 a

m
 g

oi
ng

 t
o 

te
ll 

yo
u 

ab
ou

t 
tw

o 
vo

lu
nt
ee

r 
ac

tiv
iti
es

. 
 T

he
se

 t
w
o 

vo
lu
nt
ee

r 
ac

tiv
iti
es
 w

ill
 b

eg
in
 i
n 

th
e 

af
te
rn

oo
n,
 b

ut
 t
he

 d
at
es
 o

f 
th
em

 a
re
 d

iff
er
en

t. 
 P

le
as
e 

ch
oo

se
 o

ne
 o

f 
th
es
e.
  

Fi
rs
t, 

ne
xt
 T

hu
rs
da

y, 
w
e 

w
ill
 d

o 
a 

la
ng

ua
ge

 v
ol
un

te
er
 a

ct
iv
ity

.  
W
e 

w
ill
 t
ea

ch
 c

hi
ld
re
n 

Ja
pa

ne
se
. 
 T

he
y 

ar
e 

be
gi
nn

er
s 
of
 J

ap
an

es
e.
  

If
 y

ou
 j
oi
n 

th
is 

ac
tiv

ity
, 
yo

u 
ne

ed
 t
o 

br
in
g 

yo
ur

 d
ic
tio

na
ry
. 
 S

ec
on

d,
 n

ex
t 
Sa

tu
rd

ay
, 
w
e 

w
ill
 d

o 
a 

cl
ea

ni
ng

 v
ol
un

te
er
 a

ct
iv
ity

. 
 W

e 
w
ill
 c

le
an

 t
he

 s
tre

et
. 
 I
f 
yo

u 
jo
in
 t
hi
s 

ac
tiv

ity
, 
yo

u 
ne

ed
 t
o 

br
in
g 
so

m
et
hi
ng

 t
o 

dr
in
k 

an
d 

yo
ur
 c
ap

.  
It’
s 
go

in
g 
to
 b

e 
ho

t 
on

 t
ha

t 
da

y.
B 

:
 Th

es
e 

tw
o 

vo
lu
nt

ee
r 

ac
tiv

iti
es

 s
ou

nd
 i
nt

er
es

tin
g,
 b

ut
 n

ex
t 

Sa
tu
rd

ay
, 
w
e 

ha
ve

 t
o 

at
te
nd

 a
 s
ch

oo
l e

ve
nt
 i
n 

th
e 
af
te
rn

oo
n.

問
題
Ｂ

　
次

の
会

話
が

２
回

読
ま

れ
る

の
を

聞
い

て
、

問
題

用
紙

の
指

示
に

従
っ

て
答

え
る

。

⑴
A
 :

 M
y 

br
ot
he

r 
is 

st
ud

yi
ng

 i
n 

Lo
nd

on
 n

ow
.

B 
:

 Re
al
ly

? 
 T

ha
t 
so

un
ds

 c
oo

l.
A
 :

 H
e 
w
on

’t 
be

 b
ac

k 
in
 J
ap

an
 u

nt
il 

ne
xt
 y

ea
r.

B 
:

 W
he

n 
di
d 

he
 le

av
e 
th
e 
co

un
try

?
A
 :

 （
チ

ャ
イ

ム
）

⑵
A
 :

 H
i, 

M
ik
e.
  
H
ow

 w
as
 t
he

 p
ar
ty
 a
t 
Yu

ka
’s 

ho
us

e 
ye

st
er
da

y
?

B 
:

 It 
w
as
 f
un

 a
nd

 t
he

 f
oo

d 
w
as
 r
ea

lly
 g
oo

d.
A
 :

 Th
at
’s 

ni
ce

.  
I 
al
so

 w
an

te
d 

to
 g
o,
 b

ut
 I
 c
ou

ld
n’
t.

B 
:

 D
id
 y

ou
 h

av
e 
an

yt
hi
ng

 t
o 

do
 y

es
te
rd
ay

?
A
 :

 （
チ

ャ
イ

ム
）

（
一

）

- 104 -



令和７年度学力検査　引用文献等リスト
入試
分類

教科
大問
番号

ページ 内容 引用元 備考

1 特別 国語 2 3～４ 設問文章
「漢文で知る中国　名言が教える人生の知恵」加藤徹（2021 ＮＨＫ出版）p11～p12、
p163、p165～p16６

2 特別 国語 3 ５～６ 設問文章
「こんな部活あります　あしたをみがけ ― 姫川中学校みがき部」横沢彰（2024 新日本出
版社）p74～p78、p８０

3 特別 国語 4 ９～10 設問文章
「焚き火の脳科学 ― ヒトはなぜ焚き火にハマるのか ―」岡本剛（2024 九州大学出版
会）p27～p31

4 一般 国語 1 1～3 設問文章 「介護の花子さん」あさばみゆき（2024 Ｇａｋｋｅｎ）p361～p367

5 一般 国語 2 5 設問文章
『図説 「無常」の世を生きぬく古典の知恵！　方丈記と徒然草』三木紀人（2011 青春出版
社）p174～p176

6 一般 国語 2 6 資料 「徒然草（二）」三木紀人（1982 講談社）p136

7 一般 国語 3 7～8 設問文章
「風景をつくるごはん　都市と農村の真に幸せな関係とは」真田純子（2023 農山漁村文
化協会）p40～p46

8 一般 国語 4 10 資料Ⅰ 『令和５年度「国語に関する世論調査」の結果の概要』（2024 文化庁）p11

9 一般 国語 4 11 資料Ⅱ
「これからの時代に求められる国語力について（文化審議会答申）」（2004 文化庁）p2～
p3

10 一般 国語 4 11 資料Ⅲ 『令和４年度「国語に関する世論調査」の結果の概要』（2023 文化庁）p3

11 一般 社会 1 2 資料２ 「社会科　中学生の歴史　日本の歩みと世界の動き」（2021 帝国書院）p88

12 一般 社会 2 3 表 「世界国勢図会　2024/25」（2024 矢野恒太記念会）p196、p199

13 一般 社会 2 4 資料Ｐ 「最新地理図表GEO　五訂版」（2022 第一学習社）p168

14 一般 社会 2 4 資料Q 「新詳地理資料　COMPLETE 2023」（2023 帝国書院）p251

15 一般 社会 3 5 資料１
国文学研究資料館 電子資料館「越後国頸城郡岩手村佐藤家文書 新潟県地券」（1880
新潟県）

16 一般 社会 3 5 資料２
国立国会図書館デジタルコレクション「角川日本史辞典 第二版」（1974 角川書店）
p1195～p1196

17 一般 社会 3 6 資料３ 国立国会図書館デジタルコレクション「日本國会百年史」（1982 綜合経済研究所）p506

18 一般 社会 4 8 資料１ 「データでみる県勢 2023」（2022 矢野恒太記念会）p194、p197

19 一般 社会 4 8 資料２ 「数字でみる　日本の100年　改訂第７版」（2020 矢野恒太記念会）p144
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